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富士見ファンタジア文庫









本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　あとがき








　　１「大だい宇う宙ちゆうへ！」







　梅つ雨ゆが明け、それまでの鬱うつ憤ぷんを晴らすかのように強きよう烈れつな太陽の光が漆しつ黒こくの影かげを生む、そんな初夏の午後。どこまでも高く青い空には、巨きよ大だいな積せき乱らん雲うんが広がっていた。

　銀色の車輪に陽ひの光をキラキラと輝かがやかせて、田舎いなか道みちを疾しつ走そうする自転車が一台。

　この暑い中、部活でもないのに無む駄だに必ひつ死しの形ぎよう相そうで自転車を漕こいでいるのは十四、五歳さいの少年だった。

「海かいのやつ、もっと早く教えてくれればいいのに！」

　──少年の名は、山やま田だ西せい南な。

　彼こそ、その特異なまでの運の悪さ……もとい──運の偏かたよりに翻ほん弄ろうされ、大いなる運命の荒あら波なみと大おお渦うずに巻まき込こまれていく「受じゆ難なん者しや」という名の、この物語の主人公である──。




　さて、ただでさえ湿しつ気けて暑いのに、その汗あせだくの必死顔によって周囲の気温と不ふ快かい指数をさらに上じよう昇しようさせつつ自転車を漕ぐ西南は…つまり要約すると、いま急いでいた。

　学校から寄より道もせず一いち目もく散さんに帰き宅たく、そして柱の角に足をぶつけ、着き替がえのボタンを掛かけ違ちがえること二度、廊ろう下かで滑すべり、階かい段だんから転こけ、自転車のペダルを踏ふみ外し……と、関西系けいお笑いギャグのような、彼にとってごく当たり前の日にち常じようの中、とにかく大おお慌あわてで出かけて来たのだ。

　そんなに急いでいるのなら、そのまま学校から直ちよく接せつに行けばいいのだろうが…まぁ、ちょっと要よう領りようは悪いが、そこはそれ、真ま面じ目めなのは良いことである！　人間楽を覚えちゃいかんぞ……と、まぁそれはともかく。話をもとに戻もどすと、彼の目的地は山をひとつ越こえた先にある、クラスメイトで幼おさななじみの親友、正まさ木き海の家だった。

　むろん、級友に会うためにそんなに急いでいるわけでも、ちょっとＨなビデオや本を貸かしてくれるから、という理由でもない。

　西南の憧あこがれの存そん在ざい、海の姉「正木霧きり恋こ」が就しゆう職しよく先さきから帰き郷きようしたからである。

　無意味に舗ほ装そうされたあぜ道を爆ばく走そうしながら、西南は頭に手をやる。

　かぶったヘルメットに隠かくれて見えないが、その下には体育会系クラブ要員でもないのに見み事ごとに五ご分ぶ刈がりにした坊ぼう主ず頭あたまがあった。

「そうと分かってたら気をつけてたのに……せっかく霧恋さんが帰ってきたのに、またこれじゃあなぁ……」

　そう呟つぶやいて、まぁあの時のスキンヘッドよりはマシか、と自分を納なつ得とくさせる。

　ほんの二週間前には、彼の頭は青々とした修しゆ行ぎよう僧そうのようだったのだ。




　経けい緯いはこうである。

　その日西南は自宅の階段で足を滑らせ盛せい大だいに落下し、したたかに頭を打った。

　まぁ普ふ段だんであれば、そのまま「痛いってェー」っと頭をさすりつつ起きあがって……なのだが、その時は打ち所が悪かったのか、珍めずらしく気き絶ぜつしてしまった。

　すぐに病院にかつぎ込まれたが、元が丈じよう夫ぶなのかなんなのか、幸いにして大きな傷きずもなく、精せい密みつ検けん査さの結果も異い状じようなし。すぐに退たい院いんできる運びとなるはずだった……が、どういう書類ミスか伝達ミスか分からないが、新人ナースに「要・開頭手しゆ術じゆつ患かん者じや」と間違えられた西南は、眠ねむっている間に頭を半分ほど剃そり上げられてしまったのだ。

　起きて抗こう議ぎしても、後の祭り。爆ばく笑しようの職員、入院患者、外来患者に囲まれつつ、馴な染じみのナースに「ついでだから」と新人実習の練習台にされ、モヒカン刈り・ミステリーサークル刈りといった奇き抜ばつすぎる剃てい毛もう法ほうでさんざん弄もてあそばれたあげく、カミソリ傷のオマケ付きですっかりつるつるにされたのだった。

「西南君は頭の形が良いからよかったわねぇ」

　慰なぐさめにもならない台詞せりふと共に、ご褒ほう美びのジュースが手て渡わたされる。

　献けん血けつでもあるまいし、と見つめるそれは、検けん尿によう用ようの紙コップに入っていた。

　──ちなみに、いくらなんでも使用前である。

「なんだ、西南。また一いつ休きゆうさんなのか？」

　翌よく日じつ登校した西南を、悪友たちはそう称しようしてからかう。

　怪け我がをするたびに青刈りになって学校に戻ってくるのだから、そう言われても仕方がない。もちろん「一休」には入院で学校を休むという意味合いも含ふくまれている。

　いかに不運が毎度のことであろうとも、怪我よりも何よりも「坊主にされたこと」の方がずっと痛い年とし頃ごろである。そうからかわれるたびに、西南はバツの悪そうな顔で青々とした頭をそっと撫なでる。

　運の悪さは達観してはいるが、こういう時はややつらい。




（……あれはないよなぁ……）

　しみじみそう回想モードに入っていたその時、自転車の前輪が小石に乗り上げ、バランスが崩くずれた。

「!?」

　視し界かいが勢いきおいよく回転する。

　地面、自転車のハンドル、空、そしてキャベツと土の匂におい。

　一いつ瞬しゆんののち、西南は自転車ごと道みち沿ぞいの畑へと突つっ込こんでいた。

　からからからと車輪が回る。

　ちょっと気の早い蟬せみが、遠くで一匹ぴき鳴いていた。




　さて場面は変わって、小さな雑ざつ貨か屋や。

　ほとんど文字の消えた、山田商店という看かん板ばんの掲かかげられた古い食料品店兼けん雑貨の店、ここが西南の自宅である。

　内ない装そうに目を凝こらしてみると、店てん舗ぽの部分こそさほど目立たないものの、居きよ住じゆう部分の壁かべや階段、天てん井じように至いたるまでありとあらゆる場所に修しゆう復ふくの跡あと、そして壊こわれたままになっている箇か所しよがあった。

　はっきり言って、ボロ屋である。

　この修復と損そん壊かい箇所全てが、西南の不幸によるものなのだ。直しても直しても追いつかないため、いつしか支し障しようがなければ放置するようになってしまったのであった。

「お兄ちゃん、もう着いたかな？」

　洗せん濯たくばさみセットとコンビーフの缶かん詰づめ、しめて三九〇円を買っていったお客を見送りつつ、おさげの少女が隣となりの母親を見上げる。

「西南のことだからね。真まっ直すぐたどり着けるとは思わないけど」

「今度は霧恋さんに会えるといいね」

　そう言って、少女はクスッと笑う。

　少女は三歳さい離はなれた西南の妹、山田吉よし子こ。不幸な兄のようにならないでと、願いを込めて母親が付けた名前である。

「霧恋ちゃんが帰って来てくれて助かったわ」

「お兄ちゃんいると、ホントにお客さん来ないもんねぇ」

　そう言って、吉子はまたクスクスと笑う。

　近所にコンビニも大型スーパーも無く、ぽっかりと空いた店舗空白地帯。普ふ通つうであればけっこう繁はん盛じようする場所なのに、なぜか西南がいると客足が遠のくのだ。

「ホント。アレの幸運は、霧恋ちゃんに出会えたことだけね」

「それに全部使っちゃったんだ」

「一点豪ごう華か主しゆ義ぎってヤツかね」
















　レジの十円玉を数えながら、母親の山田今日きよう子こは楽しそうに微笑ほほえんだ。

「でもお母さん。今の所は出会えただけ、ってのが悲しい所よね」

「不ふ憫びんな子だねえ」

　そう言いつつも、今日子の顔は笑っていた。




　──母にも断だん言げんされた、その不憫な少年は、まだ畑に頭を突っ込ませたままもがいていた。

　これから会いに行く霧恋というのは、幼おさない頃ころから何かと西南の面めん倒どうを見てくれた五つ年上の女じよ性せいである。運が悪く、他人をも巻まき込んでしまうことの多かった西南を見放さずに慈いつくしみ見守ってくれた彼女は西南にとって女め神がみとも言える存そん在ざいであった。

　だが彼女が就しゆう職しよくしてしまって以来、会える機会はめっきり減へり、今回の帰き郷きようもかれこれ半年ぶりなのだ。西南には、この半年はまさに一いち日じつ千せん秋しゆうの……いや、会うのは確たしかに半年ぶりだが、まともに話が出来るのは一年ぶり以上であるから、一日二千秋といってもおかしくないほどの気分である。

　さて、何なに故ゆえに一年ぶりかというと、それは聞くも涙なみだ語るも涙──半年前に霧恋が帰郷した時も、西南は今日のように海の家へと向かっていた。

　だが道半ばで事じ故こに遭そう遇ぐう、病院に搬はん送そうされ、軽けい傷しようにも拘かかわらず何な故ぜか睡すい眠みん薬やくを飲む羽は目めとなって眠ってしまい、結局西南が霧恋を目にしたのは、彼女の勤つとめ先から緊きん急きゆう招しよう集しゆうがかかって慌あわただしく病室を出て行く後ろ姿すがただけだったのである。

　だが、今日は違ちがう！

　十字路ではちゃんと左右の確かく認にんをして、車には気をつけている。

　……畑に突っ込むのは…まあ、ご愛あい敬きようだ。ヘルメットをしていてよかった。

　とにかく。今度こそは必ず会う！

　会えば「久ひさしぶり、この前は大変だったわね」とねぎらってもらえるかも知れない。

　頭の怪け我がの心配をしてくれるかも知れない。

　それには気づいてもらえなくとも、間違いなくあの優やさしい微笑みはくれるはずだ。

「霧恋さん、いま行きます……」

　しまりのないニヘラ顔のまま、西南は雄お々おしく立ち上がった。

「あんた、大だい丈じよう夫ぶ？　頭打ったんとちがう？」

　畑の持ち主の老ろう婆ばが、西南の顔を見て声をかける。

　その声に首を振ふり、畑に空けてしまった穴あなの謝しや罪ざいをし、服に付いた土を丁てい寧ねいに払はらったのち、西南は颯さつ爽そうと自転車にまたがった。肘ひじをちょっとすりむいたが、大したことはない。この程てい度どの怪我は、西南にとっては怪我の内に入らないのである。

　この自転車を買ってもらってからも、いったい何度転んだ事だろう。

　ある時は田んぼに。

　ある時は畑に。

　またある時は川に……。

　そのたびに膝ひざをすりむき、肩かたを脱だつ臼きゆうし、足首を捻ねん挫ざした。

　だが西南が極きよく端たんに不注意なのではない。

　確かに、何％かは彼自身の過か失しつによるものもあるだろう。

　が、それだけでは説明がつかないほど、西南は事故や不運に見み舞まわれまくっていた。

　どんなに気をつけても、どんなに慎しん重ちように行動しても、不運はそのわずかな隙すき間まをついて西南を襲おそう。それはもう、見み事ごととしか言えないほどに。

　水泳をすれば、海パンのゴムが切れ。

　卓たつ球きゆうをすれば、相手選手の手からスッポ抜ぬけたラケットが直ちよく撃げきし。

　こりゃダメだと体育を見学すれば、飛んできたバレーボールを顔面で受ける。

　その他諸もろ々もろのバリエーションで、そんなことがエンドレスで繰くり返され、一日が平へい穏おんに終わったことが生まれてこの方かた、一度たりともないのである。

「お前のおかげで非ひ常じよう事じ態たいの対たい処しよマニュアルが充じゆう実じつしていいよ」

　本気なのかやけくそなのか、担たん任にんの教きよう師しが笑う。

　だがたびたびそんな不幸に見舞われていても、決して命に関かかわるような大事故にならないところが、いや、下手すりゃ命に関わるかもという事例ですら、かすり傷きず程度で済すむというところが西南の不思議さであった。

　まあ普ふ段だんはポテンヒットばかりで、先日のような入院が「エンタイトルツーベース」といったところだろうか。

「……俺おれってどうしてこうなんだろ」

　幼い頃から何度思ったか分からない疑ぎ問もんを朝の挨あい拶さつの如ごとく慣かん習しゆう的に口にし、西南は気を取り直して自転車のペダルを踏ふみ込こんだ……その途と端たん。

　がここん、どっしゃん。

　ペダルに乗ったはずの足は滑すべり、西南はまた自転車と一いつ緒しよに地面に横たわっていた。

「どうして、こうなんだろ……？」




　数分後──畑に転てん倒とうした後も、自分と周りの通行人にちょっとした不幸をまき散らしつつ走る西南の自転車は、ある道の分ぶん岐きの手前で停てい車しやした。

「さて、どうしよう」

　西南は自転車から降おり、二つの道を見み比くらべて思案した。

　右のルートは、平地の県道。山を大きく迂う回かいするルートのため時間はかかる。

　対して、左の道は山やま越ごえの道。迂回ルートに比べると四分の一の距きよ離りで、登り坂を考えても十分近道である。

「それはそうなんだけど……まいったな」

　一いつ刻こくも早く霧恋に会いたいなら、考えるまでもなく山越えのルートを選ぶだろう。

　だが、西南には躊ちゆう躇ちよする理由があった。左の山越えルートには、最近奇き妙みような噂うわさや不気味な話が絶たえなかったからだ。

　空飛ぶ光るモノを見た、という者。

　突とつ如じよとして鳴り響ひびく轟ごう音おんを聞いた者。

　いきなり局地的なにわか雨に降ふられた者。

　異い形ぎようの妖よう怪かいを目撃した者。

　そして、空中をふわふわ飛ぶ女の幽ゆう霊れいに出くわした者……。

　まさに、怪異現げん象しよう体験談のオンパレードだった。

　──ただでさえ、いろいろな不運に巻まき込まれる自分である。こんな所を通ったら、まず間ま違ちがいなくそういった怪異に連チャンフルコースで遭そう遇ぐうすることだろう──。

　そんな無む駄だな確かく信しんが西南にはあった。自分の不運は誰だれよりもよく分かっている。そのため、最近ここには近づくことすら避さけていたのだ。

　もっとも、それは西南に限かぎった話ではない。地元の者はもちろん近ちか寄よらないし、噂を知らない人でも本ほん能のう的に避けていく。用もないのにここに来てはいけない、と子こ供どもに言って聞かせている親や、言うことを聞かないとあの山に捨すてる、という脅おどしに使う親などもよく見かける。まぁ、夏休みに入れば心霊スポットとしてバカが集まってきてしまうのだろうが……。

　とにかく、この山道はいまや一種の聖せい域いきと化していた。

　──しかし、と西南は考える。

　空を見上げる。まだ日は高い。雨の心配もない。

　一刻も早く霧恋のもとにたどり着くには、こちらの道を通るべきであろう。

　いや、通らねばならない。

　それが半年ぶりに霧恋に会うための、自分に課せられた試練のように感じたのだ。

　恋こいする女は強いが、恋する男も根こん性じようがある。まあちょっと情じよう緒ちよに欠ける傾けい向こうにあるが、恋しい女性のため、数キロの海を泳いで渡わたって通っていたスケベ……失礼、根性男の物語もある。たとえそれが犬の話であろうとも、同じ男とオス、今の西南も同じ状じよう況きようだ。

　──霧恋さんのために、俺はこの道を行く。

　そんな自じ己こ満足の誓ちかいに酔よいつつ、よし、と自分に気合いを入れると、西南は鬱うつ蒼そうとした木々の生おい茂しげる山道へと自転車を向けた。




「でも、昔はここにもよく来たんだよな……天てん地ち先せん輩ぱい、元気かな？」

　天地とは、この山にある神社の麓ふもとに住んでいるふたつ年上の少年、柾まさ木き天地のことである。彼は、霧恋や海の「正木家」の本家筋にあたる人物で、つまりは霧恋の親しん戚せきなのである。その関係もあって天地と海、そして西南は、柾木神社のあるこの辺りで遊んでいたのだった。

　霧恋たち同様、天地も例外なく西南の不運による「被ひ害がい」を受けていたが、けっして西南を避けることはなかった。だが成長と共に互たがいの行動範はん囲いが広がって行くにしたがって、一緒に遊ぶことは徐じよ々じよに少なくなっていったのも事実だった。

　別に西南の不運を避けたわけではなく、年ねん齢れいを重ねるにしたがって同世代、学校の同学年の友人と遊ぶようになったからだ。それは西南も同じことであり、天地が倉くら敷しきの町へ引っ越こしたことも大きな要よう因いんであった。そして天地が高校に行ったここ二年ほどは、彼が帰省した時に会う程度となっていた。

「そういえば天地先輩、結局高校をやめたって聞いたけど……あれ？　そういえばこの道のいろんな噂って、先輩が帰って来てからだよな……？」

　懸けん命めいにペダルを漕こぎながら、考える。

　もし久ひさしぶりに会えたら、ここの怪異現象について聞いてみようか。天地先輩なら何か知っているかも知れない。それとも、屈くつ託たくのない笑え顔がおで、

「さあ、どうだろうねぇ」

　などとかわされてしまうのがオチだろうか。

「まあ、そんなことまで先輩が知ってるわけはないか……偶ぐう然ぜんだよな」

　そんなことをぼんやり考えていると、周りの風景は森から畑へと変わる。

　このあたりは、天地の家の農地である。

　まず、ニンジン畑。

　次にニンジン畑。

　さらにニンジン畑、そしてニンジン畑、ニンジン畑、ニンジン畑、ニンジン畑……。

「なんでこんな……ニンジンばっかり？」

　見れば、いつの間にか広がった畑のほとんどがニンジン畑になっている。

　売り物にでもするのかな？　と西南はちょっと首をかしげる。

「先輩ン家ち……農家じゃ無かったはずだけど」

　これもいつか天地先輩に聞いてみよう。そう思った矢先、自転車の後輪から不ふ快かいな振しん動どうが走った。

　がだだだごぐがぐがぐがぐが。

　地面の凹おう凸とつがもろに西南の身体からだに響ひびく。

　どうやら、パンクしてしまったらしい。

　──近道しても、結局はこうなっちゃうんだなぁ。

　そう呟つぶやきつつ、西南は自転車の後部に積んである工具箱を開けた。タイヤのパンクも、ブレーキのワイヤー切れも、チェーン外れも彼にとっては日にち常じよう茶さ飯はん事じであるため、一通りの修しゆう理り工具はいつも積んでいるのだ。

　自転車のパンクの場合、車輪からチューブを引っ張ぱり出して穴あなの空いた箇か所しよを探さがし、そこをゴムパッチで塞ふさげばよい。慣なれてしまえば、そう難むずかしい作業ではない。ただ、穴を探すためにチューブを浸つける水が必要だった。

　このあたりで水がある場所といえば、やはり天地の家の前にある大きな池であろう。

　西南は道の端はしに自転車を止め、柾木家へと向かった。




「ずいぶん大きな家になってるな……」

　以前見た家とは違ちがう外観を眺ながめながら呟く。

　天地と遊んだ小学生の時は、まだ平屋の小さな家でしかなかったのだ。

「しかも…変わった門柱も立ってるし」

　見み慣なれぬ文もん様ようの描かかれた丸太に目をやる。

「そっか、これだな……。篠しの原はらのヤツが『喋しやべった』って大おお騒さわぎしてたのは」

　以前新聞配達のバイトをしている西南のクラスメイトが、そう言ってふれまわっていたことを思い出す。

「あれが怪かい異い遭そう遇ぐう第一号だったっけ……。どうせインターホンかなんかが仕し込こまれてんだろう……っと、いけない。急がなきゃ」

　西南は、すっかり変わってしまった玄げん関かんに足を運んだ。

　田舎いなかの古い家が建て増ましや改かい築ちくを行うのは珍めずらしくはない。庭に残る天地と海と三人で登って遊んだ思い出の木が、大きくなった家の違い和わ感かんを薄うすめていた。

「天地先輩、山田西南です。こんにちは」

　呼よびかけてみるが、家の中から返答はなかった。玄関の戸は開いているものの、雰ふん囲い気きから見て、どうやら留る守すらしい。

　池の水を汲くませてもらうだけだから、まあいいか。

　そう思った西南は、持参のビニールバケツを持って池のそばへと向かった。

　池の水は冷たく澄すんでいて、鏡のような水みな面もに陽光が反はん射しやしている。

　屈かがんで水を汲もうとしたその時、池の中央に波は紋もんが広がった。

「？」

　違和感を感じた西南が辺りを見回す。

「あれ？」

　今までうるさく鳴いていた蟬せみの声がしない。

『危あぶないですぞ』

　誰だれかの声が聞こえた。

「えっ!?」

　辺りを見回すが誰もいない。

『早く避ひ難なんを……』

　だが空気の震ふるえが西南の肌はだを揺ゆらし、上空からのキィィィンという轟ごう音おんがその声をかき消した。

「!?」

　西南が反射的に空を見上げたその瞬しゆん間かん、目に見えない衝しよう撃げきが彼の全身を襲おそった。

　ごうぉぉうん。

　巨きよ大だいな波が西南を飲み込み、一瞬にして彼を池の中へと引きずり込む。

（きっ、霧恋さんッ……！）

　衝撃と共に気を失う寸すん前ぜん。

　西南の脳のう裏りに浮うかんだのは、霧恋のにこやかな笑え顔がおだった──。




「…………？」

　それからどれ位の時間が経たったのかは分からない……西南が深い闇やみの中から引き戻もどされたのは、なんとも言えぬいい匂においと、口元に当たるやわらかな刺し激げきのためだった。

　そばに誰かいる感覚。

「気がついた？」

　誰の声だろうか。まだ頭がよくまわらない。ここはどこだったっけか。

　──幼おさない頃ころの記き憶おくにも、こんなことがあった。

　天地と海とで遊んでいる時、池で溺おぼれた西南を霧恋が介かい抱ほうしてくれたのだ。

　あの時も霧恋は優やさしかった。

　優しく抱だきしめてくれた。優しく暖あたためてくれた。

　朦もう朧ろうとしたその意い識しきから、次し第だいに現げん実じつの感覚が甦よみがえってくる。

（そうか、俺、水を汲もうとして池に落ちて……）

　また霧恋が助けてくれたのだろうか。

　ぼんやりした頭でその姿すがたを探さがすと、そこに彼女がいた。

「霧恋さ……？」

　違ちがう。

　それは優しい微笑ほほえみをたたえた女じよ性せいではあったが、霧恋ではなかった。

　ショートカットに、青い瞳ひとみ。そして尋じん常じようならざる美び貌ぼう。和風の雰囲気を漂ただよわせる霧恋とは全く異い質しつな、外国のモデルのような華はなやかな女性。

「…………」

　雑ざつ誌しやテレビでしかお目にかかれない…いや、それすら凌りよう駕がしかねない女性が、目の前にいる。

『……夢ゆめ……？』

　西南の頭はまだそのことが現実のものだと認にん識しきできないでいた。

「大だい丈じよう夫ぶ？」

「ここは……？　あ、天地先輩のとこ……？」

　ようやく事じ態たいを把は握あくし身を起こす西南を見て、女性はホッとした様子で口を開いた。

「よかった、大丈夫みたいね。なかなか目を覚まさないから、心配しちゃったわよ」

「す、すみません。助けてもらっちゃったみたいで……」

　耳たぶまで真っ赤になった西南が頷うなずくと、その女性は大きく安あん堵どのため息をつき、まるで堰せきを切ったように喋しやべり始めた。

「いやァ、ごめんごめん！　ま～さか誘ゆう導どう用ようのビーコンが無いなんて考えもしなかったからさぁ、ハッハッハ！　んで慌あわてて急きゆう制せい動どうかけたけど、まさかまさか下に人がいるなんてのも思いもしないじゃな～い！」

　バンバンっと男友達同士であるかのような雰ふん囲い気きで西南の肩かたを叩たたく。

「……は？」

　その外見とは似に合あわぬ、豪ごう快かいとも言える喋り方に面めん食くらう西南に、彼女の言葉の内ない容ようなど理り解かいできるはずもない。

「も～～ォ焦あせった焦った、汗あせだらだら。キミが池にプカプカ浮いてるのを見たときには、あ～下手すりゃやっちゃったかなァ～なんて思って、慌ててそのまま飛び込んで、おかげで服びしょ濡ぬれ……でもキミ、傷きず一つないなんて頑がん丈じようだぁねぇ。……よっぽど天地君に鍛きたえられてるのかな？　身体からだ中生傷だらけだもんねェ」

　女性は、指でツツッと西南の身体をなぞる。

「!?」

　電流に触ふれたようにビクッとなって後ずさる西南の目に、彼女の豊ほう満まんな胸むねが飛び込んでくる。その匂い立つような色気に、齢よわい十五の少年が冷静でいられようはずもない。

「て、天地先輩のお知り合いの人ですか？」

　股こ間かんを両手で隠かくしつつ、それを悟さとられまいと口を開く西南。だが女性は、そんな悲しい抵てい抗こうなど全く気づかぬままに喋り続ける。

「あっ、でもあの衝しよう撃げき波はで傷一つないんじゃ、これは魎りよう呼こさんや阿あ重え霞か様の巻まき添ぞえ傷かな？　それにしてもあの二人のケンカに巻き込まれてこの程てい度どで済すんでるとなると……」

　先程までの騒そう々ぞうしさとは一転、女性は突とつ如じよ何かを思案し始め、黙だまり込んだ。

　いつの間にか再ふたたび鳴き出した蟬せみの声と、時折鳴る風ふう鈴りんの音だけがその静せい寂じやくの中にこだましている。

「……あ」

　その沈ちん黙もくに堪たえられなくなった頃ころ、西南は自分が彼女のものらしい上着の上に寝ねかされていたことを知る。

「す、すみません、気づかなくて！」

　慌てて西南は、上着の汚よごれを払はらって彼女に差し出した。

「え？　ああ、気にしなくていいのよ。それより……」

　女性は、グッと西南に顔を近づけた。

　さらっとやわらかそうに短めの髪かみがなびき、甘あまい薫かおりが西南の鼻び腔こうをくすぐる。

「なっ…ななな、なん……ですか？」

　急な行動に戸と惑まどいつつ、美しい顔がこんなにも間近にあることに西南の胸は高鳴る。

　女性は西南の顔をジッと見つめ、微笑みを崩くずさない。

　西南の鼓こ動どうが速くなり、次し第だいに呼こ吸きゆうが荒あらくなる。

（……もしか、して……）

　普ふ通つうの少年であれば、この先の展てん開かいにプラス思考の期待をすることであろう。つまり、年上のお姉様との個こ人じん授じゆ業ぎようとか個人授業とか個人授業とかである。だが不運の塊かたまりである西南にとって、こんな状じよう況きようは言うまでもなく初めてのことである。しかも相手は外国のモデルのような美貌の女性だ。少なくとも、彼女が自分に好意を持っているなどという結けつ論ろんは間ま違ちがっても導みちびき出されることは無い。

（……この人、なんでかは分からないけど怒おこってるんじゃあ……？）

　つまり、西南の中で弾はじき出された「結論」はそれであった。理由はともかく、怒っているなら謝あやまっておいた方がいい。これも西南が幼おさない頃ころからの経けい験けんに基もとづいて編あみ出した、不運を拡かく大だいさせないための善ぜん後ご策さくである。

「あ、あの……ごめんなさ……」

「キミ、ＧＰに入らない？」

　戸惑いのまま口を開いた西南を制せいするように、女じよ性せいが言った。

「は……？」

　じーぴー？　何の話か、分からなかった。

　何かの略りやくなのだろうか。入るっていったい？

　疑ぎ問もんに思う間もなく、女性が話をつなぐ。

「キミならやってけるんじゃないかと思うのよ。ＧＰだったら、お金をもらいながら各種技ぎ能のう免めん許きよも取れるし、福利厚こう生せいもしっかりしてるし……」

　女性はつつっと西南の身体に視し線せんを走らせる。

「だって、あの二人のケンカの巻き添えになって、この程てい度どで済んでるんでしょ？　だったらここにいるより絶ぜつ対たいいいもの、ねっ！」

「あ、あの、話がよく分からないんですが、怒っているんじゃないんですか？」

「……キミの言ってることも意味不明ね」

「はあ」

「まっ、いっか。細かい説明は、これ読んで」

　そう言って、女性は小こ脇わきに抱かかえていた書類束の中からパンフレットのようなものをひとつ抜ぬき出し、それを西南に手て渡わたして立ち上がった。

「待ってください、あの、俺おれこんなものもらっても……」

　言いかけたところに、女性の手首のベルトからアラーム音が響ひびき渡る。

「いっけない、もうこんな時間！　悪いけど、これ天地君に渡しといてくれる？」

　書類束と別に持っていた包みを、女性は西南に渡す。

「それじゃ、天地君によろしく言っといて」

　ピッと軽く敬けい礼れいして女性は駆かけ出し、思い出したように振ふり向いた。

「ああ、いけない忘わすれてた。キミ、ＧＰ入ったらちゃんと『紹しよう介かい者しやは、雨あま音ね・カウナックです』って言ってね。紹介ポイントだってバカにならないんだから」

　ウインクする女性。

「あの、ちょっと！」

　なんとかもう少し分かる説明をしてもらおうと西南が声をかけようとした瞬しゆん間かん、周囲を再ふたたびキィィンという不ふ快かいな轟ごう音おんが包んだ。

「…………っ！」

　思わず固く目を閉とじる。

　音と風が止やみ、恐おそる恐る目を開けた時には、女性の姿すがたはどこにもなかった。

　残されたのは、天地宛あてに預あずかった包みと、一冊さつのパンフレットだけである。

「……雨音さん、っていうのか、あの人……」

　しかし、と考える西南。

　いきなりの二度の轟音。そして、突とつ然ぜん消えてしまった雨音。

　──これも、噂うわさの怪かい異い現げん象しようなのかも知れない。

　だが、もらったパンフレットも包みもここにこうして存そん在ざいする。

　現実なのだろうか。それとも……。

　真顔でそう思いつつも、美しい雨音の微び笑しようを思い出すと、西南の顔に照れくさそうな笑えみが浮かぶ。たとえ怪異であったとしても不思議と、恐きよう怖ふはなかったからだ。

　……ちなみに、池に落ちる寸すん前ぜんのあの「声」のことは、西南の頭の中からは消失していて、思い出すことはなかった。ただのオヤジ声と美人のボンキュンボン！　ではどちらが重要な記き憶おくかは言うまでもないだろう。

「さて、っと」

　天地宛ての包みを縁えん側がわに残し、西南は池に浮かんでいたビニールバケツに水を汲くむ。

　包みにはメモを付けておいたので、天地が帰ってくれば分かるだろう。

　雨音に出会ったことで時間をだいぶロスしてしまった。

「一いつ刻こくも早く霧恋さんの所に行かねば！」

　ちゃっちゃと手て慣なれた手つきでパンク修しゆう理りを済すませ、サッとサドルにまたがると西南は最大戦速で山道を駆かけ下り……。

「ぎゃああああぁぁぁぁぁぁぁぁぁっっっっ」

　……もとい、落下していった。




「イテテテ……」

　壊こわれた自転車を引きずりながら山を下ると、間もなく正木家が見えてくる。

　こんなことなら迂う回かいルートを通った方がずっと早く着いただろうが、それはあくまで結けつ果か論ろんである。そちらのルートを選せん択たくすれば選択したで、きっとまた別の不運が襲おそっていたのであろうし、今までの迂回路平へい均きん到とう着ちやく時間を考えればさほどのロスでもない。

　──まあ「山田西南」としては、まったくの許きよ容よう範はん囲い内だ。

　そう考えながら歩く西南の目に、正木家の門前で掃はき掃そう除じをしている黒くろ髪かみの女じよ性せいが見えてくる。遠目からでも、その立ち姿は目立って美しい。

「……霧恋さん」

　まさに万ばん感かんの思いを込こめて、西南はその女性──霧恋の名を呼よんだ。

　ゆっくりと顔を上げる霧恋の目が、どこまでも優やさしく西南を見つめる。

「いらっしゃい、西南ちゃん。久ひさしぶりね、元気そうでよかったわ」

　ボロボロの西南の姿に驚おどろきもせず、霧恋は西南に笑いかけた。

　今までの不運も苦労も、全すべてが吹ふき飛ぶようなその微笑ほほえみに、西南は心からの笑顔で応こたえた。




「修理～修理～しゅりしゅり修理～♪」

　正木家の庭先では、調子の外れた適てき当とうソングを口ずさみつつ、海が壊れた自転車の修理をしている。西南のパンク修理同様、本業顔負けの見み事ごとな手つきだ。

　海とは幼よう稚ち園えんに上がってから、かれこれ十年以上のつき合いになる。

　西南にとっては、唯ゆい一いつの親友と言っていい存在だろう。他ほかにも友人はいるが、いかんせんこの不運っぷりである。巻まき込まれることを恐れて、やや距きよ離りを置かれているのは仕方のないことだった。しかし海だけは、何があっても意に介かいすことはない。

　まぁ、海がもともと気楽な性せい格かくなのは確たしかだ。が、それだけではない部分も感じる。

　姉の霧恋も西南に対して親身な愛あい情じようを注いでくれているところから考えても、正木の家か系けいとも言うべきものなのかも知れない。事実、本家の天地もそうだし、海の村の住人も西南を疎うとんだことは一度もない。

　ここは居い心地ごこちがよかった。

「悪いな、いつも」

「お前はほんと直しがいのある壊し方をしてくれるよ」

　言いながら、海はスパナやドライバーを器用に操あやつる。

「おしゃ！　コンプリート！」

「なんだ、コンプリートって？」

「お前の自転車、とうとうオリジナルのパーツが無くなったってこと」

「うそ……!?」

「つーことで、海オリジナル自転車の誕たん生じよう！」

　海はそう言いながら、嬉うれしそうに直った自転車を軽く叩たたく。

　感かん慨がい深いというか、なんとも言えぬ状じよう況きように苦笑する西南を、霧恋の声が呼んだ。

「西南ちゃん、こっちにいらっしゃい。傷きずの手当てをするわよ」

「は、はい、お願いします」

　西南は庭から縁えん側がわに上がり、霧恋の横にちょっと距離を置いて座すわった。真横にピッタリ座るには、さすがに照れが邪じや魔まするのだ。

「そんなに離はなれたらやりにくいわ」

　笑いながら、霧恋は自分から距離を詰つめる。

　長めの黒髪が、さらりとなびく。

　その表情と仕草に見とれていると、不意に雨音のことが西南の脳のう裏りをよぎった。

（そういえば……あの人とも、こんな近くに……）

　雨音の笑顔と、つややかな唇くちびるが思い出される。

　西南は改めて、見知らぬ女性とあんなに近くにいたことを実感した。

「どうかしたの？」

　西南のちょっとした変化に、霧恋が不思議そうに顔を覗のぞき込む。

「う、ううん、なんでもない……です」

　思わず、幼おさない頃ころのようにぞんざいな言葉遣づかいになりつつ、西南は慌あわてて雨音のイメージを脳裏から消し去ろうとする。今は霧恋と一いつ緒しよにいるのだ。さっき会ったばかりの雨音のことを考えているなんて、霧恋に失礼だ。

　それより何より、先ほどのことを霧恋に気づかれたくなかった。

　まもなく、消毒液えきの染しみたガーゼが西南の肘ひじに当てられる。

「……っ！」

「我が慢まんしなさい。男の子でしょ？」

　優しくそう言いながら、傷口の汚よごれを払はらって消毒していく霧恋。

　昔と何も変わらない、暖あたたかな霧恋がそこにいる。

　たとえ半年会っていなくとも、霧恋は何も変わっていない──それが西南には嬉しかった。

「あら、ここもね」

　肘や手首の手当てを終えた霧恋は、次に頰ほおにガーゼを当てた。

　西南自身は気づかなかったが、どこかで切ってしまったのだろう。

　山道で転んだ時だろうか。

　ぼんやりそう思っていると、ふと治ち療りようする霧恋の手が止まる。

「…………？」

　あまり見たことのない、ちょっとした戸と惑まどいの顔。

　そして、安心したような微笑ほほえみ。

「……そうだったの。良かったわね、西南ちゃん」

「な、なんですか？」

　霧恋は西南の頰に絆ばん創そう膏こうを貼はり、その指をスッと口元にずらした。

「こ・れ」

「これって……？」

「恥はずかしがらなくてもいいのよ。本当に良かった。西南ちゃんはいい子なのに、巡めぐり合わせが良くないから心配してたんだけど」

　救急箱を片かたづけ、立ち上がる霧恋。西南はまだチンプンカンプンだ。

「あの、俺ホントに何がなんだか……！」

「ほら、鏡。よく見てご覧らんなさい」

　くすくす笑いながら言う霧恋に促うながされ、西南は部屋の隅すみにある鏡台を覗き込こんだ。

　いつもと変わらぬ自分の顔。五分刈がりの頭。いま貼られたばかりの絆創膏。

　そして、唇にうっすらと残る口くち紅べにの色……。

「………って、何だこれっ!?」

　思わず声を上げ、同時に記き憶おくが蘇よみがえる。

　天地の家で気き絶ぜつから目覚めた時、感じた唇へのやわらかな刺し激げき。

　あれは、つまり、まさか！

　西南の顔が熱くなり、一方で全身に鳥とり肌はだが立つ。よりによって霧恋に、一番そう思われたくない人に恋こい人びとができたと勘かん違ちがいされてしまったのだ。

　慌あわてて口元を拭ぬぐいながら、立ち上がって霧恋を追う。

「あの霧恋さん、これは違うんです！　さっき知らない人が！」

「照れなくてもいいのよ。西南ちゃんもお年頃だもんね。でもキスマークを付けたままってのはどうかな？」

「霧恋さんちょっと聞いてください、これは全然関係なくて……」

「そっかぁ、うふふ、あの西南ちゃんがねぇ…。クラスの子？」

「あのですね、だから」

「口紅を付けてるから高校生くらいなのかな？」

「霧恋さぁん」

「そうだ。お祝いってわけじゃないけど、スイカの初物があるの。今切ってくるから、ちょっと待っててね」

　そう言ってウインクすると、霧恋は台所の方へ消えていった。

「霧恋…さ……」

　がっくりとうなだれる西南の後に、いつの間に近づいたのか海が立っていた。

「無む駄だだって。ああなったら人の話なんか聞きゃしないって知ってるだろ」

　そうだった。確たしかに霧恋には思いこむと人の話を聞かないところがあった。

　いつだったか、小さい頃ころに西南が不運で転んだのを「いじめられた」と思いこんで、どんなに違うと言っても聞かずに近所の男の子の所に行って謝あやまらせたこともある。

「……で、誰だれなんだ、相手は？」

「お前も人の話を聞かないな」

「こうして聞いてるだろ。…んで、誰？」

「天地先せん輩ぱいン家ちにお客さんが届とどけ物を持ってきただけなんだよ」

「それだけで、どうすりゃキスマークが付くんだ？」

　ぐいっと西南ににじり寄よる。

「なぁ、言えよぉ。俺にも言えないことなのか？」

　いかにも興きよう味み本位といった芸げい能のうリポーター的な海に呆あきれつつ、西南は天地の家で起こったことを包み隠かくさず洗いざらい話した。

　何かの衝しよう撃げきで気を失ったこと。

　気がついたら、見知らぬ女じよ性せいに助けられていたこと。

　どうやらその女性が、西南の唇くちびるに口紅を付けたらしいこと……。

「……へ～え」

「なんだよ、その目」

　海は、哀あわれむような目で西南を見ている。

「昔話じゃあるまいし、助けられてキスされて目覚めたってか？　お前はいつから眠ねむり姫ひめになったんだ？　あん？」

「噓うそじゃないってば！　だいたいこんなことで噓ついてどーすんだよ」

「信じられん。お前にそんないいことあるはず無い！」

「人の話聞かないって……お前もだよな」

「さあ吐はけ！」

「いい加か減げんにしろって！　証しよう拠こに、パンフレットだって……！」

　そこで、ハッと気づく。

　もらったはずの例のパンフレットと、それを入れたはずのバッグがないのだ。

　別べつ段だん、パンフレットに興味はないが、海はともかく霧恋にきっちり弁べん解かいするために必要不ふ可か欠けつなものだ。あれがないと、さっきの出来事が本当に妄もう想そうで終わってしまう。

　西南は舌した打うちする。どうやら、パンクを直した時道みち端ばたに置いてきてしまったらしい。

　西南は肩かたを落とし、力無く続けた。

「……とにかく気き絶ぜつして、池に落ちて溺おぼれたらしいんだよ」

「池に落ちた……？　あぁそっか、キスじゃなくて人工呼こ吸きゆうか！　そうか、うん、なるほど、それなら分かる！　そうかそうかそうだろうな、安心したよ」

　不幸な事こと柄がらなら瞬しゆん時じに信じるらしい……心底安あん堵どしたような表ひよう情じようで笑い出しやがった。

「なにが安心なんだよ」

「ま、なんにせよ姉あね貴きへの説明は明日にしろ。今はああだけど、時間おいて落ち着けば姉貴も聞くようになるから」

「それはわかってるけどさ……」

　そこに、鼻歌混まじりにスイカの載のったお盆ぼんを持って霧恋が入ってくる。

　西南はとりあえずこれ以上、言い訳わけをするのを諦あきらめ、霧恋の切ってくれたスイカをありがたく頂いただくことにした。

「あれ？　霧恋さん、その指」

　西南はお盆を持つ霧恋の指に先程は無かった包帯が巻まいてあるのに気づく。

「大だい丈じよう夫ぶ。大した傷きずじゃ無いのよ。それより今年のスイカは良い出来よ」

「いただきま～す」

　さっと海がお盆のスイカに手を伸のばす。

「ほら西南」

　海は右手でスイカにかぶりつきながら、左手で西南の分を差し出す。

「ありがと…じゃあ、いただきます」

　スイカを食べながら、霧恋の顔を見やる。そのご機き嫌げんそうな表情の理由は、やはり西南の口くち紅べにによるものなのだろう。だが、今の西南には誤ご解かいを解とく術すべがない。

　久ひさしぶりの霧恋との再さい会かいは、初物のスイカのように微び妙みような甘あまさで終わった。




「おじゃましました」

　丁てい寧ねいに霧恋に礼を言い、西南は暗くなりかけの道を帰き途とについた。

　山やま間あいの夜は暮くれるのが早い。山の向こうに沈しずみかけた太陽が山の斜しや面めんに大きな影かげを作るからそう感じるだけだが、その物悲しさがいまの西南にはこたえる。

「彼女さんにもよろしくね」

　笑え顔がおで言われた言葉がズンッと重くのしかかる。

　弟のように可愛かわいがっていた西南に春が来たと思いこんでいるのだ。霧恋にとっては、自分のことのように嬉うれしいのだろう。しかし、当の西南はそれでは困こまるのだ。

　あの女性──雨音にもらったパンフを持っていって最初から説明すれば、きっと霧恋も分かってくれるだろう。いや、分かってもらわなければならない。勘かん違ちがいされたまま、また半年も一年も会えないのではつらすぎる。

　そう思ったからこそ、薄うす暗ぐらくなってさらに不気味度の増ました山道に、西南は自転車を走らせたのだ。来る時と同様、怪かい異い現げん象しように出会う恐きよう怖ふ心しんより、霧恋への想おもいが勝まさったのであった。

「……よかった、あった」

　誰も通ることがなかったためか、例のパンフレットを入れたバッグはそのまま道みち端ばたに転がっていた。

　これさえ忘わすれずに持っていけば、苦労することはなかったのに。

　情なさけなさに苦く笑しようしつつ、西南はバッグの泥どろを払はらって自転車の前かごに入れ、再ふたたび自転車へとまたがった。

「！」

　……その時だった。

　左右に生おい茂しげる木々の隙すき間まに、ゆらりふらりと飛ぶ白い影かげを見たのは！

「！？！……ああああああああ……」

　ぼんやりと光ったそれは、確かに人の形をしていた。山道に起こるウワサの怪異現象のひとつ、女の幽ゆう霊れいである。

「……俺おれは見てない。何も見てない……」

　なんとか自分にそう言い聞かせ、こわばった表情で自転車を漕ぎはじめる。白い影は消えることなく、西南の横を通り過すぎようとしていた。

「俺は見てない、何も見てないっ、俺は見てない、見てない見てない見てないっ！」

　叫さけぶように言いながら、西南は薄暗い山道を猛もうスピードで駆かけ下りた。

　いや、実じつ際さいには来た時同様滑すべり落ちていったという表現の方が正しいであろう。

『海オリジナルスーパースペシャルグレートチャリ』と、いつの間にかペンキでそう書かれた自転車は、あわれ修しゆう理り後数時間の命であった。




　その後、なんとか家へとたどり着き、風ふ呂ろで一発のぼせて溺おぼれかけた後、食事でお腹なか一いつ杯ぱい、食後の団だんらんを迎むかえる頃ころになって、落ち着いた西南は改あらためて例のパンフレットを手に取った。

　プラスチックの緑系けいの表紙に、金文字で「ＧＰ」とロゴが描かかれている。

「けっこう凝こったつくりだな」

　山道をあれだけ落下したにも拘かかわらず、表面に傷ひとつついていない。……もっとも、西南自身はそのことに気づいていなかったのだが……。

　パンフレットを開くと、そこにはまるでひと昔もふた昔も前の模も型けいの箱絵のような、レトロタッチのＳＦじみたイラストが載のっていた。

『──ＧＰ、それは宇う宙ちゆうの勇士！　平和を守る正せい義ぎの集団！』

『集つどえ若わか者もの！　銀ぎん河がのために！』

『キミも隊員になって、異い性せいにモテモテになろう！』

　そんなキャッチコピーが紙面に躍おどる。

「……なんだこりゃ」

　思わず西南がそう漏もらしたのも無理はなかった。

「映えい画がか遊園地のアトラクションか何かの宣せん伝でんパンフだな……しかも低予算くさい」

　ということはあの雨音という女性は、キャンペーンガールといったところだろう。なぜ天地の家に来ていたのかは、イマイチ定さだかではないが……。

「何それ？」

　テレビに飽あきたか、妹の吉子が身を乗り出してくる。

「映画かアトラクションの宣伝パンフらしい」

「ふーん。観みてきたの？」

「いや、来ないかってパンフもらっただけ」

「ＧＰっていうの？　聞いたことないけど……」

　食事の片かたづけを終えた母親の今日子も加わり、パンフレットのページをパラパラとめくりだす。

「なんだかよくわかんないけど、あんまりデキのいい映画じゃなさそうだねぇ」

「でもさ、わざとそうしてるのかもよ。いまレトロチックなものって流は行やってるから」

　などと話しながら読み進めていくと、ふと西南の目が止まる。

　それは、何やら住所氏名などを記き載さいする欄らんであった。

「入隊希望者は必要事じ項こうを記入してください、だってさ」

「なんだろ…これ」

「宣伝の一いつ環かんね、きっと。よくあるでしょ」

　呆あきれたように吉子が言う。

　つまり、隊員募ぼ集しゆうと銘めい打うって映画の中の「ナントカ隊」を現実に味わってもらおうという趣しゆ向こう、あるいはそういう名のファンクラブか何かなのだろう。

「ま、けっこうありきたりだけどね」

「応おう募ぼしてみたらどうだい？　どーせ部活も何もやってなくて、ヒマなんだし」

「いいよ、馬ば鹿か馬ば鹿かしい……」

　そう言ってはみたものの、西南はなんとなくこれが気になっていた。

　これに「入隊」して映画の宣伝に協力できれば、またあの雨音という女性に会えるかも知れない、そんなことを漠ばく然ぜんと考えていたのだ。

（いや…まてよ）

　西南は考える。もし宣伝に協力して映画の招しよう待たい券けんでももらえれば、霧恋を誘さそう口実ができるかも知れない。

『──こんにちは、霧恋さん』

『まあ西南ちゃん、映画に誘ってくれるの？　とっても嬉うれしいわ』

『実は、僕ぼくが宣伝に協力したんです』

『ホントに？　すごいじゃない西南ちゃん！』

『あはは、照れますよ！』

　……気がつけば西南はボールペンを握にぎって「入隊希望」の欄にせっせと名前や住所を書き込こんでいた。

（これで誤ご解かいが解とければ…もしかして！）

　現げん実じつが不幸な分、頭の中は幸せである──もっとも現実に戻もどるのは早いのだが……。

　すっかり書き終わってから見ると、欄の下に設もうけられた大きめのスペースが手のひらの形にぼうっと明めい滅めつしている。特とく殊しゆなインクでも使っているのだろうか。

「これ、なんだろ？」

「手のひらを載のせろってことじゃないの？」

「なんか……気持ち悪いな」

　見ている間にも、手のひら形の光は瞬またたくように光る。

　何が、というわけではなかった。

　ただ、言葉で説明できない何かが、西南を思いとどまらせていた。それは不運に包まれた人生の中で西南が培つちかってきた、高度に発達した防ぼう衛えい本ほん能のう…いや予知能力と言ってもいいだろう。

（……しかし、だけど、でも……）

　腰こしが引け気味の西南を見て、今日子は面おも白しろいものを見つけたようにニッと笑う。

「何やってんだい、ほら、手ぐらいポンと載せなって！」

「あ、ちょっと待てよ母さん！」

　たちまち六ろく畳じようの和室で、腕うでを摑つかんでパンフレットの上に載せようとする今日子と、必死に抵てい抗こうする西南の激げき闘とうが始まる。西南もこの年ねん齢れいになってかなり腕わん力りよくがついてきたが、毎日缶かん詰づめやら瓶びんビールのケースをいくつも運んでいる今日子も強い。一いつ進しん一いつ退たいの攻こう防ぼうを、吉子も面白がってはやし立てる。

「怖こわがってないで、ほら西南！」

「いやだって言ってんだろ！」

「お母さん、がんばれ～！　お兄ちゃんはどうでもいい～！」

「なんだそれ！」

　西南が押おせば今日子が押し返し、今日子が押せば西南が押し返す。

　手を載せる云うん々ぬんより、既すでに親子の意地の張はり合いである。

「と、父さん助けて！」

　女同士が結けつ託たくするなら、男に助けを求めるしかない。だがその頼たよりの父親は西南の期待に満ちた視し線せんを読んでいた新聞で遮さえぎった。

　……それが決め手だった。

　足を載せて踏ふん張った座ざ布ぶ団とんが滑すべり、バランスを崩くずした西南は自分からパンフレットの上に手をついてしまったのである。

「勝ったー！」

「お母さん、つよーい！」

　喜んでいる女じよ性せい陣じんをよそに、西南はパンフレットを恨うらめしそうに眺ながめていた。

　例のスペースには、西南の手の形が鮮あざやかに残っている。

　たとえ高度な防衛本能があろうと、周囲がそれを無視させるのである。それこそが彼の不運の不運たるゆえんであった。

「……ったく……」

　大きなため息をつきながら、西南はパンフを片かた手てに二階の自室へと上がった。




　ＧＰとかいう映えい画がのことはともかく、と西南は自室で考える。

　明日また霧恋の所に行って、なんとか分かってもらわなくてはいけない。

　自分には彼女などいないのだ。できるはずがないのだ、と。

　こんなことをムキになって主しゆ張ちようするのもあまりカッコいい話ではないが、とにかく誤解は解いておかなければならない。霧恋だけには、誤解されたくないのだ。

「……そのためには、なんて説明するかだけど……」

　ベッドに横になり、ありとあらゆる傾けい向こうと対たい策さくをシミュレーションしてみる。

　とは言え、選せん択たく肢しはそう多くはない。

「……結局、正直に言うしかないよな」

　キスなど絶ぜつ対たいにしていないはず、と多少歪ゆがめて話すことも考えたが、やはりありのまま、自分が覚えていることを正直に話すのがベストだろう。

「溺おぼれて人工呼こ吸きゆうが一番説得力があるか…」

　何せ、霧恋は小さい頃ころから自分の何もかもを知られてしまっている相手である。いまさら体てい裁さいを繕つくろっても始まらない……またさらなる誤解が繰くり返されるだけだ。

「……でも、ガッカリするだろうな……」

　喜んでいる霧恋の顔を思い出す。

「だめだめ！　誤解されたままじゃ……」

　永遠に姉と弟のままということになる。それは、つまり、なんというか……困こまる。

　困るったら困るのだ。

　──なんにせよ、と西南は気持ちを切り替かえた。

　言い訳わけをするためとはいえ、明日また霧恋に会える。それだけで西南の心は弾はずんだ。

「霧恋さん…………」

　やがて、雨音のこともパンフレットのことも「ＧＰ」のことも忘わすれ、西南は霧恋を想おもいつつ、安らかな眠ねむりの中へと落ちていった──。




　──西南は、夢ゆめを見ていた。

　自転車をこいで、霧恋の下へ向かっている夢だ。

　珍めずらしく今日は一度も転んでいない。怪かい異い現げん象しようにも遭そう遇ぐうしない。

　おかげで、予定よりずっと早く正木家の門をくぐることができる。

「霧恋さん！」

　いつものように庭を掃はいている霧恋が見える。

「西南ちゃん、良かったわね」

「えっ？」

「これで安心して向こうに帰れるわ」

　いつの間にか帰り支じ度たくとなった霧恋が遠ざかって行く。

「霧恋さん！」

　追いかけようとした西南の腕を誰だれかが摑つかんでいる。

「あ、雨音さん!?」

「幸せになりましょうね」

「離はなして下さい！　霧恋さんが！」

　強ごう引いんに雨音の腕を振ふり解ほどこうとするが、びくともしない。その間にも霧恋はどんどん離れていってしまう。

「待って！……えっ!?」

　遠くに離れて行く霧恋の傍かたわらに、いつの間にか男性の影かげが寄より添そっている。

「霧恋さん…その人は？」

　それはとびっきりの悪あく夢むだった。

　美しく優やさしい霧恋は、幼おさない頃から近きん隣りんでも目立つ存そん在ざいであった。

　西南のみならず多くの男子生徒から好意を寄せられていたのである。だが彼女が誰かとつき合ったという話は全くなく、それどころかどれほどの相手であろうと霧恋は全く興きよう味みを示しめさなかったのだ。

「彼女は悪あく霊りように取り憑つかれている」

　そういう噂うわさが流れた──もちろん悪霊とは西南のことである。

　多くの男子生徒が西南を祓はらおうとしたが全員が返り討うち……いや西南の不運に巻まき込こまれて散っていった。

　だが遠く離れた今、東京という地で彼女に恋こい人びとができないはずがない──西南が一番恐おそれている事こと柄がらだった。

「霧恋さん……俺……」

「幸せになってね」

　そういって彼女は相手の男に抱だかれるように消えた。

「霧恋さぁぁぁん！」

「さあ西南君……私達も行きましょう」

　雨音がにんまりと笑えみを浮うかべる。その尋じん常じようならざる美び貌ぼうの笑みは、まさに悪あく魔ま的であった。

「さあ……行きましょう……」

　雨音がすり寄ってくる。

「……雨音……さん」

　鳥とり肌はだの立つような感覚が西南を襲おそう。

「行きましょう……ＧＰへ！」




　夢が終わっても、西南はしばらく微睡まどろみの中にいた。

　しゃりしゃりという音と鳥肌の立つような感覚。

　近くにいる誰かの体温。

　違和感はあるもののそこは明らかに自分のベッドの中だった。

　──夢？

　馴な染じんだ布ふ団とんの感かん触しよくと匂におい。

（……そうか…夢か。…よかった）

　ジットリと滲にじんだ額ひたいの汗あせを枕まくらカバーにこすりつけ、まだ眠気の残る感覚に従したがおうとしたのだが……夢の中から引き継ついだ感覚だけはそのまま消えずに残り続けていた。

　どうやら誰かが自分の五分刈がりの頭を撫なでているらしい。しゃりしゃりという音と鳥肌の立つような感覚はそのためだ。

「ぅん……なんだよ、もう……」

　頭にある手を払はらいのけるようにしても、再ふたたび撫で回してくる。

　どうやら、母親か吉子が起こしに来たのだろう。

「もう五分、寝ねかせてよ……」

　言いながら、まだぼんやり霞かすむ目を薄うすく開ける。

「……え？」

　ガバッと身を起こす。

　……そこにいたのは家族の誰でもなく、霧恋でもむろん雨音でもない。

　金きん髪ぱつに褐かつ色しよくの肌はだと美しい碧へき眼がん。

　人を絶ぜつ句くさせるに足る、ほ～～んわかポワポワした微笑ほほえみ。

　割かつ烹ぽう着ぎともとれる服と片かた手てに持った掃そう除じのモップ。

　全く見知らぬ美女、だが親近感がこれでもか、というくらい満ち満ちた外国人女じよ性せいがそこにいた。

「おはよう」

「……おはようございます」

「うふふ」

「…………」

　呆ぼう然ぜん、とはまさにこの事である。

　雨音の時は状じよう況きようがすぐに飲み込めた。そこに彼女が存在している事実に大きな違い和わ感かんがあったからだ。

　だが自分のベッドに、見知らぬ女性が座すわっているにも拘かかわらず、彼女にはその違和感が恐ろしいほど無い。

　ともすればそこに彼女が居いるのが当然と思うくらいの雰ふん囲い気きがあるのだが、明らかに視し覚かく的には不自然なのだ。

（記き憶おく喪そう失しつ？）

　そう、そんな感じか？　相手はこちらを知っているのに自分は知らない──いつものように何かの事じ故こにでも遭あって記憶を失って…そう考えた方が自然なくらいだ。

（とりあえずこういう時は、状況の把は握あくを……）

　──ここは自分のベッド。

　──枕も布団も見覚えはある。

　──とりあえずどこも怪け我がや痛いたい所もない。

　──でも目の前の女性には見覚えはない。

　──んでもって、なぜ頭を撫でられているのか。

（じゃあ、探たん索さく範はん囲いを広げよう）

　そう考えると、西南はベッドの周囲を見回し始める。よくよく見れば、天てん井じようや壁かべも自分の部屋ではない。

　──そうか、病室……でもなんか変わった病室だな？

「……って、なんで俺のベッドが病院にあるんだ？」
















　やっと頭が回りだしたようだ──女性はにこにこと西南の頭を撫で回し続けている。

　──とりあえず事じ情じようを聞くのが手っ取り早い。

「……あ、あの、あなたは……」

　にこにこにこにこ。

「あの、ここは……」

　にこにこにこにこ。

　──やはり夢ゆめなのだろう。夢なのだ！

　西南は女性の手を払いのけるように布団をかぶり、固く目を閉じた。

　いち、に、さん、し、ご、ろく、しち、はち、く、じゅう。

　心の中でそう数えて、バッと飛び起きる。

「…………」

　だが何一つ、状況は変わっていなかった。

　相変わらずここは自分の部屋ではないし、見知らぬ女性はにこにこしている。

　右の頰ほおをつねってみる……痛いたい。

　それを見た女性が、にこにこと西南の左の頰をつねる……痛い。

「これ、面おも白しろいの？」

「いえ、痛いだけですけど……」

　これは夢ではない。現げん実じつだ。

　ここにいる理由も、この女性の素す性じようもわからないが、現実なのだ。

　そう西南が実感しかけた頃ころ、女性はぽんぽんと手を叩たたいて誰かに告げた。

「案内人さ～ん、西南ちゃんが起きましたよ～」

「え？　なんで俺の名前……」

　さらに戸と惑まどう西南をよそに、部屋の扉とびらが音もなく開く。

　現あらわれたのは、制せい服ふくらしい恰かつ好こうに身を包んだ男性だった。

　案内人、と呼よばれた細目で気弱そうだが真ま面じ目めそうな見知らぬ男性が、ピッと軽く敬けい礼れいをして西南の前に立つ。

「おはようございます、山田西南君」

「……あの……ここ、どこなんです？　いったいあなた方は誰なんですか!?」

　苦情の言い易やすそうな目の前の男性へ質しつ問もんをぶつける。

「は？……えっと……」

　一いつ瞬しゆん考え込んだ案内人は慣なれた手つきで持っていた書類を繰くり、例のパンフレットを取り出した。

「これに見覚えは？」

「あります」

　西南の脳のう裏りに、雨音との出来事や霧恋とのやり取りまでもが走そう馬ま燈とうのように、だが鮮せん明めいに思い出される。

「では、これはキミの書いた住所氏名年ねん齢れい電話番号趣しゆ味み特とく技ぎ好きな食べ物ですね？」

「そう……です」

「押おされているのは、キミの手形ですね？」

「はい……」

　昨夜ゆうべ母親とのバトルで無む理り矢や理り押されたものだ。

「これでおわかりですね。キミはＧＰに入隊したのです」

「ＧＰ？」

　いま確たしかに、細目で気弱そうだが真面目そうな案内人さんはＧＰと言った。

「クスクス」

　隣となりでは西南の緊きん張ちよう感かんを余よ所そに例の女じよ性せいが、五分刈がりが気に入ったのかいつまでも頭を撫なで回し続ける。

「あの、ＧＰっていったい……」

　そう言いかけて止める。当然ＧＰといえばあのパンフレットのＧＰだろう。

『間ま抜ぬけな問答は止めよう』

　とにかく、怪あやしげなイベントに巻まき込まれているだけだろうから。

「あの……」

　眠ねむっている間にベッドごとなんて、いくらなんでも無茶すぎる。いくら宣せん伝でんのためとはいっても、これではまるで誘ゆう拐かいである。

　いや、言ってしまえば誘拐拉ら致ち監かん禁きんそのものだ。

　西南は心を落ち着けつつ、口を開いた。

「あの、家に帰して下さい。そりゃあ、何か景品が当たるなんて生まれて初めてで嬉うれしいのは確かなんですが、でもいきなり連れてこられても困ります」

「今さらそうおっしゃられても……これに記入した時点で本人の意志と認みとめられますし……それに親おや御ごさんの承しよう諾だくをいただいた時点で正式な受理ということになっています」

「……お、親のォ!?」

「はい。西南君のお母様が『構かまわないから寝ねている間にベッドごとそのまま持ってっちゃって下さい』とおっしゃったのですよ。なんでも、その方が被ひ害がいが少ない、ということでしたが、どういうことなんですかね？」

「……………」

　その時の様子が目に浮うかぶようだ。

「そうそう、ご家族からメッセージも預あずかっていますよ」

　案内人はそう言うと、手首のスイッチを操そう作さした。

　うぃーん、みよょょん。

　横の壁かべがスクリーンとなり、ビデオ映えい像ぞうが映うつし出される。

　山田商店の前に父親の北ほく東とと母親の今日子、そして吉子が並ならんでいるものだ。

「…………あ、もう回ってますか？」

　父親は一つ咳せき払ばらいし、どこかいつもと違ちがう調子の外れた声で話し始める。こういった映像を撮とられることに慣れていない典型だ。

「……せ、西南ぁ、お前は俺の息子むすこだ。山田家の長男として、立りつ派ぱに成長した。もう大だい丈じよう夫ぶだ」

　何がどう大丈夫なんだ？　西南は心の中でツッコミを入れた。

「西南、母さんだよ」

「吉子でーす」

　口を半開きにしたまま、西南は画面を見つめる。

「……実は、あんまりお前には言わないようにしてたんだけどね、お前の怪け我がの治ち療りよう費ひとか入院費、けっこう馬ば鹿かにならないんだよ。……それに、吉子も来年から中学で何かと物いりだろ？　そろそろ店の方もあちこちガタがきてるし、どうしたもんか、って毎日父さんと相談してたんだよ」

　うんうん、と頷うなずく父親の北東の横で、普ふ通つうはオブラートに包むような事実を、容よう赦しやのないストレートさで今日子は語り続ける。

「お前が家に居いないと、店の売り上げもいいしね。それにほら、お前は運は悪いけど、けっこうしっかりしてるだろ？　どこに行っても大丈夫、やってけるよ。それにね……これもどう言おうか悩なやんでいたことなんだけど。お前の担たん任にんの先生がね、お前の噂うわさを聞いた高校が入学を渋しぶっているらしいって言うんだよ。まあ、高校は義ぎ務む教育じゃないからね。ええとそちら……ＧＰって言ったっけ？　最初に入るＧＰアカデミーってとこで基き礎そ教育もしてくれるっていう話だし、しかもお給料もくれる上に医療費は別べつ途と支し給きゆうって話だしねぇ。お前にはもってこいじゃないか。父さんも母さんも、これで安心だよ……」

　そう言って今日子はさりげなくハンカチで目め頭がしらを押さえる。

　そのしんみりした態たい度どに、案内人も例の女性ももらい泣きで嗚お咽えつしている。

　だが西南は、その泣きが歓かん喜きのものだということを嫌いやというほど理り解かいしていた。

「……なにが、大丈夫で安心なんだよ……」

　ふつふつと怒いかりがこみ上げてくる。

　高校からも疎うとまれたという事実はちょっとショックだったし、なるほど、今向かっているらしいＧＰというところなら彼を受け入れてくれるのだろう──百歩譲って、この行こう為いも獅し子しが我わが子を千せん尋じんの谷に突つき落とすという例に倣ならってのことだとしてもいい。

　──しかし。獅子は笑いながら冗じよう談だんで我が子を突き落としはしない。要は、体ていよく厄やつ介かい事ごとをＧＰに押おし付けたと考えて間違いない。怒りを覚えて当然の状じよう況きようだった。

「まあ、こっちは心配いらないから。しっかり働くんだよ。偉えらくなるまで帰ってこなくていいから。ああ、ちゃんと仕送りだけは忘わすれずにね」

　どんどん情なさけ容赦のない本音をあらわにしながら、ブンブンブンと今日子は満面の笑えみを浮うかべて手を振ふる。

　……まあ、端はたから見ればあるいは激げき励れいとも取れるのだろうが……。

　現げんに西南の横では案内人が感動の涙なみだにむせび泣いている。

「じょ、冗談じゃないですよこれ！　俺おれにその意い志しがないのに勝手に話を進めて…これじゃ、人身売買も同然じゃないですか！」

　思わず激しつつ、隣となりでいまだ西南の頭を撫なでている女じよ性せいに言う。

「あら……でも契けい約やく書しよにサインをしたんでしょ」

「そ、それは……」

　その通りだった。契約書、つまりパンフレットのアレに必要事じ項こうを記入した時点で、法的には西南の意志確かく認にんは済すんでいる。

「じゃあね西南」

「西南、がんばれ」

「お兄ちゃん、またね」

　家族の微笑ほほえみと共に画面には凝こった演えん出しゆつのエンドタイトルが浮かび上がり、映像はトラックバックしながら西南が見たこともないような満員御おん礼れいのお客様の居る店を見せ、そこで終しゆう了りようとなった。

「……なんつう家族だ……」

　画面が消えると同時に、西南は怒りの目で立ち上がった。

「帰ります」

「……はい？」

　まだ目を赤く腫はらしながら、案内人が問う。

「こんなの、納なつ得とくいきません。戦前の丁でつ稚ち奉ぼう公こう見習いじゃあるまいし。……駅、どっちですか！」

　帰って、一言文もん句くを言ってやりたい。手形を無む理り矢や理り押させようとしたのは母さんたちじゃないか。……押しちゃったのは自分のミスだし、確たしかにあれだけお客さんで混こん雑ざつしている店を見るとちょっと気が引けるけど……。

「……いや待て！　それより何より、あの嬉うれしそうな顔が気に入らない！」

　勢いきおい込こむ西南に、案内人は困こまったように眉まゆをしかめた。

「駅と言われても……ちょっと難むずかしいですね」

「じゃあ、バス停でもいいです」

「いや、それも……」

「ここ、そんなに田舎いなかなんですか!?」

「いや、そうではなく」

「あっ、そっか……。ええとすみません、交通費だけ貸かしていただけますか？　家に帰ったら必ず払はらいますから」

　話の内ない容ようがかみ合わないことに戸と惑まどう案内人に、女性がにこやかに話しかける。

「もしかして西南ちゃん、ＧＰって何なのか解わかってないんじゃないのかしら」

「ＧＰって映えい画がとか、遊園地のアトラクションなんじゃないんですか？」

　その言葉を聞いて、あーあーあー、と案内人が大きく頷うなずく。

「やはり……おかしいと思ったんですよ。どう見ても西南君の星は初期文明レベルですからね……」

　やっと納得がいったとばかりに手を打ち、案内人は再び手首のスイッチを入れる。

「？」

　ぐいぃぃぃん。同時に、西南の頭上で機械の作動音がした。

　部屋の壁かべと天てん井じようが一いつ瞬しゆんにして透すけ、巨きよ大だいなドーム型の屋根が見える。

　ゆっくりと開くドーム。

　その隙すき間まから飛び込む風景。

　見上げる西南の目に。

「……！」

　暗い暗い空間と、無数の星が映うつる。

「……あ……あぁ……あ？」

　ドームが開ききると、そこには漆しつ黒こくの宇う宙ちゆう空間が広がっていた。

　全天を覆うかのような天の川。

　存そん在ざいしない地平線。

　明らかに地上とは異ことなるその光景に、西南はただ呆ぼう然ぜんとする他ほかなかった。

　案内人が微笑む。

　西南は、宇宙にいた。

　確かに、宇宙にいた。

「Ｇはギャラクシー、Ｐはポリス。銀ぎん河が連れん盟めい運うん営えいの、警けい察さつ機き構こうです」

「……ギャラクシー・ポリス……。Ｇ・Ｐ……」

　今の西南には、それ以上思考しろと言う方が無理であった。







　　２「大事な荷物」







　驚きよう愕がくの事実を聞かされてから数分後、西せい南なはブリッジに案内するという案内人に連れられ、未いまだに彼の五分頭を撫なでている美み兎と跳とという女じよ性せいと共に歩いていた。

　ようやく呆ぼう然ぜんの深しん淵えんから帰き還かんした西南の中に浮うかんだのは、疑ぎ念ねんだった。

（……宇宙って、そんな、まさか……）

　当然と言えば当然の思考である。だが寝ね起おきの呆ぼけた頭でのこの回かい復ふく力りよくは、やはり今までの運の悪さによって培つちかわれた、ショックに対する耐たい久きゆう力りよくによるものだ。

　寝て起きたら宇宙船に乗っている。しかも、夢ゆめではないらしい。

　多少……いや、かなり無理がある話である。思考が正せい常じように働き始めれば、このシチュエーションに作さく為いの匂においを感じるのは当然であった。

　宇宙船内部は、特とく撮さつ用ようのセット。

　広がる宇宙空間は、スクリーンに映し出されたＣＧ映像。

　案内人と、例の女性はどこかの俳はい優ゆうだろうか。

（……やっぱりこれは、映画かアトラクションの宣せん伝でんだな……）

　西南は、自分にそう言い聞かせた。

　常じよう識しき的に考えてもそれが一番しっくりくる。

「ウチの家族まで巻まき込んで、凝こった宣伝だよな……。だったら、もう少し映画の内ない容ようにお金を使えばいいのに」

　パンフレットに載のっていた、あのレトロな絵を思い出す。それとも、あれはあれでまた別の意味で予算がかかっているのだろうか。

　いずれにしても、このままただの宣伝に踊おどらされ見世物になるのは納なつ得とくがいかない。

　運が悪いのはもう十二分に承しよう知ちしている。だからといって、自みずから進んでその泥どろ沼ぬまに入り込む必要はない。

『嫌いやな夢も見たことだし…ここは……』

　西南は疑念を確かく信しんに変えて、案内人の後に続いた。




「何をおっしゃっているのか理り解かい不ふ能のうですが……弱りましたね。噓うそだと言われても…」

　ブリッジまで案内しても信じようとしない西南に、案内人は頭を搔かく。

「噓としか思えませんよ。だいたいそのポリポリやる仕草も妙みように違い和わ感かんないし、言葉だって通じているじゃないですか。それ以前に異い星せい人じんが地球人とそっくり同じに進化するなんて確かく率りつはゼロに等しいし、高度に発達した知的生命体同士が遭そう遇ぐうする確率だって無いも同然だってことくらい俺おれだって知ってます」

「言葉は西南さんが眠ねむっている間に各種ナノマシンをインストールしたからです。姿すがた形かたちや概がい念ねん的なものは大先史文明によるシード計画によるものでして……銀ぎん河が文明の約六割わりが私達のようなタイプなんですよ。それに遭遇率というのも、初期文明の方々と私達ではタイムスケールがちがうだけで……」

「…………」

「案内人さん。西南ちゃんよく分かっていないみたいよ」

　話を理解しようと必死で努力した結果、ちょっと頭の処しよ理りが追い付かずにフリーズ状じよう態たいに陥おちいっている西南を美兎跳が指さす。

「……困こまりましたね」

「美み星ほしちゃんに聞いたことがあるんだけど、柾まさ木き家の人達を初めて宇う宙ちゆうに連れて行く時は重力制せい御ぎよを切るのが一番分かり易やすいんだって」

「美兎跳様。確たしかにそれは効こう果か的ですが、通常航行中とはいえ少々危き険けんです」

「ちょっとくらいなら、大だい丈じよう夫ぶよ」

「しかし……」

　美兎跳、と呼よばれた女じよ性せいの言葉は優やさしく、威い圧あつするようなところはなかったが、案内人はかなり気を遣つかっているように見える。

（この二人、どういう関係なんだろう……？）

　演えんじているのだとすれば役やく柄がらの設せつ定ていに興きよう味みをそそられるところではあるが、今はそれどころではない。当面の大問題を解決する方が先である。

「……仕方ありませんね。手っ取り早く西南君に信じてもらうためですし。……アラン、お願いします」

「了りよう解かい」

　アランと呼ばれたクルーが、手早く手元のパネルを操そう作さした。

「っと……！」

　瞬しゆん間かん、西南は突とつ然ぜんバランスを崩くずして転びかけた。身体からだが縦たてに揺ゆさぶられるような、足あし下もとを何かにすくわれたような感覚である。何も無いところで転ぶのは西南の特とく殊しゆ技ぎ能のうのひとつだが、またそれが発動してしまったのか。

　──が、そうではないとすぐに気づく。

　なんと身体が、ふわりと空中に浮ういているのだ。

「わっ、あっ、えっ!?」

　意味のない声を発しながら、西南は空中を漂ただよう。

　なんというか落ち着かぬ、言葉通り地に足の着かない感覚である。体たい勢せいを整えようとしてもくるくると回転してしまうし、そのうちどっちが「上」なのかわからなくなってくる。上も下もないのは宇宙の定番だが、感覚的にそこが削そぎ落とされるとどうしようもなくなってしまうものなのだ、と実感する。

　水の中とも、ましてや遊園地の乗り物とも全く違ちがう、純じゆん粋すいな浮ふ遊ゆう感かんに愕がく然ぜんとする西南の眼がん前ぜんを、顔色ひとつ変えずに案内人が横切っていく。

「これで、わかってもらえましたか？」

「あの、これって、もしかして？」

「いわゆる無重力というやつです」

「無重力……！」

　百聞は一見に如しかず。百の説明は一の無重力に如かず、である。

　西南には、これがバーチャルや作り物であるとは思えなかった。あまりにもリアル、あまりにも肌はだ身みに感じすぎである。

　慌あわてて自分の身体を確かめる。ピアノ線で吊つったり等々の仕し掛かけはない。

　他ほかの可か能のう性せいは自由落下による無重量状態をつくりだすとかだが、重力を感じなくなるときに船体に不自然な挙動は感じられなかったし、この状態になってもうずいぶん経たつ。地球上での自由落下にしては長すぎる。薬を使った幻げん覚かくや催さい眠みん術じゆつの類たぐいの可能性もあるが、それに関しては今、判別の方法がない。

　だが──。

（……本物……なのか……）

　不運によって磨みがかれた防ぼう衛えい本能が、好こう奇き心しんによって凌りよう駕がされていく。

　もう、どうしようもない感覚。

　作さく為いの可能性もある。騙だまされているのかも知れない。だが、それよりも何よりも、西南の欲よつ求きゆうというか好奇心というか希望というか、とにかくそういうものが抑おさえても抑えても心の奥おくからあふれ出してくるのだ。

　この状じよう況きようを、肯こう定ていしたい──。

　それが西南の思いであり、うっすらと生まれた願いだった。

　宇宙にいる。

　受け入れるに十分魅み力りよく的な設定だ。

　漂いながら、周りを見み渡わたす。浮かんでいるのは西南だけではない。美兎跳も案内人も、ブリッジに固定されていないものはすべて舞まい上がっている。

　シートベルトをしているクルーも、ベルトの遊びの分だけ浮かんでいるようだ。

　見える範はん囲いに、おかしなところはない。

　おかしくない。否ひ定てい要よう素そがない。だったら、だったら……

「俺おれ…宇う宙ちゆうにいるのか？」

　そう呟つぶやく自分の声を聞いた瞬間、理由も理性も理り屈くつも抜ぬきに、西南の本能は「そちら」を完全に選せん択たくした。

　信じたのである。




　──俺は今、宇宙にいるのだ！




　宇宙。スペース。コスモ。あとは知らないがとにかく宇宙。

　マンガやアニメ、ＳＦ小説で幾いく度ども接せつした宇宙。

　夜空を見上げればそこにあるのに、果てしなく遠かった宇宙。

　そこに今、西南は立っている。もとい、浮いている。

　むろん、民間による宇宙旅行はとても手の届とどくものではないし、西南が大人、いや老人になる頃ころにはそれが日にち常じよう化かしているかも知れないが、とにかく今はただ遠く憧あこがれるしかなかった場所。そんな宇宙に彼は存そん在ざいしているのだ。

　霧きり恋この帰省。

　山道ルートの選択。

　自転車のパンク。

　雨あま音ねとの出で逢あい。

　パンフレット。

　入隊申し込こみへの記入。

　そして、家族による諸もろ手てを挙げての同意。

　そんな大量の偶ぐう然ぜん──いや、それは既すでに必然なのかも知れない──が、彼をここに漂ただよわせている。だが、経けい緯いも理由も今の西南にはどうでもよかった。憧れの宇宙空間に踏ふみ出しているという快かい感かんに、彼の精せい神しんは高こう揚ようしきっていたのだ。

　しかも、と考える。

　案内人が言うには「ＧＰ＝ギャラクシーポリス」である。

　パンフレットの内ない容ようが二流なのは仕方ない。現げん実じつの組そ織しき、お役所なら宣せん伝でん活動や広こう報ほうが下手なのはよくある話だからだ。

　でもそんなことは問題ではない。

「宇宙で、銀ぎん河がの平和のために戦う！」

　少年にとってなんと魅み惑わく的なフレーズだろうか。

　ピッタリフィットした銀色のスーツに身を包んだ屈強なＧＰ隊員が、ふにょふにょと蠢うごめく謎なぞのタコ型宇宙人に光線銃じゆうを発はつ射しやしているシーンを思い描えがき、西南はうっとりと窓まどの外を眺ながめた。

　……どうでもいいが、ＧＰのパンフに文もん句くを付ける資し格かくのないひどいセンスである。

　今どき銀色のスーツ、今どきタコ型、今どき光線銃！

　まぁとりあえずその、ださセンスについての追及は置いておくとして、宇宙に来たという幸運を目の前にしながら、西南の不幸、悲ひ劇げきは妄もう想そうの中の主人公がＧＰ職しよく員いんであって自分ではないところにある。運の悪い西南には、無む意い識しきのうちに自分の未来に対して過か度どの期待をしない癖くせがついているのだ。

　だがまぁ、たとえ主人公であろうがなかろうが、「宇宙に来た」という事実だけで今の西南には十分だった。

　十分、酔よえるシチュエーションである。全くクラクラする。目め眩まいがするようだ。

「……あれ？」

「どうしました？」

「なんか…気持ち悪い……」

「ああ、無重力酔いですね。アラン、重力制せい御ぎよを」

　目眩がしたのは気のせいではなかったらしい。

　ともかく西南は手近の予よ備びシートにつかまり、緩ゆるやかに着地しようと準じゆん備びをした。

「戻もどします」

　クルーの声と共に、ずん、と重力が帰ってくる。床ゆかに引き戻されるその瞬しゆん間かん、西南の足がシートの背せもたれに引っかかった。

「あ!?」

　すたん、すたん、どしゃがんがん。

　同時に、三つの音が響ひびいた。美兎跳が着地した音、案内人が着地した音、そして西南が派は手でに予備シートに落ちた音である。

「痛いててて……」

「西南ちゃん、大だい丈じよう夫ぶ!?」

　心配した様子で、美兎跳が駆かけ寄よってくる。

「す、すみません、大丈夫です……」

「よかった。わざわざこんな狭せまいところに落ちるんだもの」

「ホント、すみません」

　また五ご分ぶ刈がり頭を撫なで回す美兎跳に助け起こされながら、西南はパネルに手をついて立ち上がる。身体からだが、やけに重い。ほんの僅わずかの間なのに、無重力に慣なれきっていた身に対する１Ｇは予想以上だった。

「ああ、西南君。お怪け我がはありませんか？」

「大丈夫です。慣れてますから」

　まだ多少目眩は残っているが、なんとかなりそうだ。

　西南はゆっくりと立ち上がり案内人を見る。

　優やさしそうな笑え顔がおを浮うかべているが、よく見ればどことなく眼がん光こうに鋭するどさも感じられる。

　さっきまで役者かもと疑うたがっていた彼の姿すがたが、「ＧＰの腕うで利きき刑けい事じ・ホトケの山さん」かなんかに思えてくるから不思議だ。

　……いや、本当に名前に山がつくのかどうかは知らないが。

「部へ屋やに戻もどって休んではいかがですか？　アカデミーまでは、二度ほどジャンプをすれば着きますので」

「アカデミー、ですか？」

　西南は聞き返した。さっきビデオで母親がそんな単語を口にしていた気もするが、具体的にどういうものなのか理り解かいしてはいない。

「これは失礼。ご説明がまだでしたね。アカデミーとは正しくは『銀河アカデミー』と呼こ称しようされていまして、銀河連れん盟めいの頭ず脳のうとも言うべき学問研究の集積区く域いきのことです。西南君はその構こう成せい機関のひとつ、我わがＧＰ直ちよく属ぞくのＧＰアカデミーに入学してもらうのです」

　なるほど、と西南は納なつ得とくした。

　銀河警けい察さつの最前線に、何の訓練も受けていない西南がいきなり出されるはずもない。

（……警察だって、ちゃんと学校があるもんな）

　映えい画がではこういう段だん取どりは踏まないだろうが、現実は得てしてこういうものだ。

　高校に行く代わりだと思えば、べつだん遠回りとも思えない。

　それよりも、案内人の言ったもう一つの言葉の方が西南には気になっていた。

「ところであの……ジャンプって、もしかしてワープみたいなものでしょうか？」

　西南の声がうわずる。

　宇う宙ちゆうときたらワープ！

　恒こう星せい間航行ならば必要不ふ可か欠けつなワープ！

　ＳＦに興きよう味みのない人間であろうと、誰だれでも一度くらいはその名を聞いたことがあるだろう、遥はるか遠くの宇宙空間までひとっ飛びで移い動どうできるとされる、ＳＦ世界での定番技ぎ術じゆつである。しかしそれは、現げん実じつ的には過去への時間移動と同様に、ほぼ不ふ可か能のうとされているものでもあった。

　──すごい！

　宇宙に来たというのは、確たしかに興こう奮ふんすることだ。だが、言うなればそれはフルコースを食べるためにレストランに入っただけに過すぎない。当然レストランに入ってそのまま座すわっている奴やつはいない。当然そこでは料理が出るのだ。

　美兎跳や案内人達、異い星せい人じんに出会ったことも凄すごい。

　こんな宇宙船に乗っていることも凄い。

　だがそれ以上に劇げき的てきなメインディッシュと思われるのが、このワープであった。

　もう、とにかく誰が何と言おうとも『ワープ』なのである。

（これで興奮するなったって無理だよな……！）

　お祭り前日の夜──そんな気分だった。

「厳げん密みつに言うとワープとは違ちがうんですが……まあ、似にたようなものです」

「やっぱり！」

　西南の鼻息が荒あらくなる。

　宇宙に来たばかりかワープまで！　彼の中でもう母親や家族に対する憤いきどおりは遠く地平の彼方かなたに消え失うせ、快こころよく送り出してくれたことに対する感かん謝しやの念さえ生まれていた。

　自じ慢まんじゃないが、根は単たん純じゆんだ。

「それで、いつやるんですか、そのワープじゃなくてジャンプは!?」

「そうですね、長ちよう距きよ離りジャンプですから…このへんは空間の位相がやや安定しないようですので、もう少し先まで行ってからです」

　西南の勢いきおいに押おされながら、案内人は答える。

「いずれにせよ、まずは部屋に戻もどって休んだ方がいいですよ。ジャンプをする際さいには、お呼よびしますから」

「絶ぜつ対たいですよ！」

　ワープだけでも、海かいやクラスの奴に自慢ができる。なんたって、ワープなんだから。

　西南は軽い足取りで、通路へのハッチをくぐった。

「それじゃ、よろしくお願いしま……ぐっ！」

　ぷしゅー、がずっ。

　振ふり向いて案内人たちに頭を下げた西南を、ハッチが見み事ごとに挟はさんでいた。




「いけないいけない、気をつけなくちゃ……」

　ワープで浮かれて自分の不運を忘わすれたことに反省しつつ、西南は美兎跳に先せん導どうされて自室へと戻る通路を歩いていた。

　挟まれた顔がちょっとだけ疼うずく。

「西南ちゃん、大だい丈じよう夫ぶ？」

「あ、はい。あの、ところで……美兎跳さんもＧＰの方なんですか？」

　気になっていたことを聞いてみる。案内人や他のクルーの態たい度どが彼女にかなり気を遣つかっているように見えたから、というのが理由のひとつ。

　だがそれより何より、美兎跳は先導しながら楽しそうにモップで掃そう除じをしているのだ。彼女ののんびりした雰ふん囲い気きともども、あまり銀ぎん河が警けい察さつに似合うものではない。

「私？　そうよ。お掃除係なの」

「はあ……お掃除ですか」

　よく分からないが、確かに掃除係だって必要だろう。そこに人の生活があれば、地球と変わらない生活の段だん取どりがあって不思議ではない。

「でもモップって……ずいぶん原始的というか、こう機械か何かでパーッと綺き麗れいにしちゃわないんですか？」

「だってこの方が楽しいでしょ」

　そう言いながらニッコリと微笑ほほえむ。

「……………はあ、そうですか」

「あああああああああああ、美兎跳様ぁぁぁっっ！」

　と、後ろからすごい勢いきおいで案内人がすっ飛んでくる。

「掃除はいいですから、掃除は！」

　真っ青になりながら美兎跳からモップを取り上げる。

「え～っ…どうしてェ？」

「お願いです！　アカデミーに着くまでは、お掃除はしないで下さい」

「え～～～っ」

　美兎跳は子こ供どものような表ひよう情じようで恨うらめしそうに案内人を見る。

「この船には掃除係がちゃんといますから。その人の仕事を取っちゃ気の毒ですし」

「ほへ？……それもそうね。…ごめんなさい」

　なぜ掃除をするのがいけないのかよくわからないが、いろいろ事情があるのだろう。世の中は難むずかしいものだ、と西南は納なつ得とくした。

　彼のこの異い常じような物わかりの良さも、「運が悪い」という不可思議な体験の積み重ねがもたらすものであった。

　掃除ができず、しょんぼりと歩いている美兎跳は、ときどき立ち止まっては何かを我が慢まんしているかのように口をへの字に結び身み悶もだえていた。

「どうしたんですか？　気分でも悪いんですか？」

「あそこがね、あそこがね」

　悲しげに廊ろう下かのすみを指さす場所がわずかに黒ずんでいた。だがそれも、そう言われてやっと判わかる程てい度どの汚よごれである。

「美兎跳さん、きれい好きなんですね」

「廊下さん、汚れて可哀かわい想そう……」

「は？」

　察するに、どうやら美兎跳の掃除好きは、きれい好きというある意味自分本位的な考えではなく、相手……この場合は物だが、それが汚きたないと可哀想だという博愛（？）主義に基もとづいているものらしかった。

　とにかく、そういう人なのらしい。

「廊下さん、ドアさん、取っ手さん……」

　汚れて可哀想な物を連れん呼こしながらしょんぼり歩いている美兎跳を気遣いつつも、西南の足取りは対照的に軽かった。

　宇う宙ちゆうに来て、銀河警察に入れて、しかもワープまで体験できるのだ。特に熱ねつ烈れつなＳＦマニアとは言えない西南だったが、実じつ際さいにこのような状じよう況きようになれば、男の子なら陽気になるのは当然である。

　が、しかし──。

「あっ！」

　宇宙に対する興こう奮ふんもひとしきり収おさまった頃ころ、西南にとって最も重大な事を思い出したのだった。

（……霧恋さんに、会えなくなっちゃった……）

　まだ、昨日の誤ご解かいは解とけてはいない。

　いや、それどころではない！

　宇宙に来てしまった以上、次に会えるのはいつになるかわからない。

「下手をすれば一生……」

　このまま誤解されたまま歳さい月げつを重ねることを考えると、西南の表情はこわばる。

「美兎跳さん。ちょっと地球に引き返すこととか出来ませんか？　忘わすれ物しちゃって」

「忘れ物？」

「大事な事なんです！」

「じゃあ、地球に電話して後で持って来てもらえばいいわよ」

「いや……あの、物じゃなく……電話!?」

「そう。これ」

　美兎跳はそう言って、何かを指し示しめす。

　そこには……。




「……どう見ても、黒電話だよな……」

　西南の目の前にはダイヤル式の古い黒電話があった。しかもいま西南たちが居いる部屋は、これまたどう見ても日本間である。

　首だけ動かして見てみると、窓まどの外は確たしかに宇宙だ。

（……やっぱり、セットかな？）

　心の隅すみにまた疑ぎ惑わくが浮うかぶ。

「あの……これは？」

「ええとね、まず受話器を取ってェ」

　そんなことは当たり前である。

　西南が聞きたいのは使用法ではないが、とりあえず受話器を取る。

「えっ!?」

　受話器を取った瞬しゆん間かん、西南の目の前に空中スクリーンが現あらわれる。

「ここに相手の姿すがたが映うつるのよ。ただ地球だと、受じゆ像ぞう器きが無いからこちらの姿は見えないけれどね」

「はあ……」

　空中に浮かんだスクリーンを触さわってみる。そこにはちゃんと実体があり、なおかつ空中に浮かんでいるプレートがあった。これも宇宙の技ぎ術じゆつらしいが、さすがにこういうものを見せられれば疑うたがいようもない。

「そうそう。地球への通信は電話番号の頭に４９８９を付けてね」

「……４９８９……四し苦く八はつ苦く……」

　ちょっと番号は気になるが、つまりこの部屋から霧恋の所に電話ができるのだ。

　だが、霧恋が実家にいる時間は限かぎられている。今回の電話が、誤解を解く最後のチャンスかも知れない。いわば、プロジェクト霧恋さんの瀬せ戸と際ぎわである。

　宇宙にいることと恋こい人びとの有う無む、さらにパンフレットやキスマークの関連をどのように簡かん潔けつに説明するかはともかく、銀ぎん河が警けい察さつに勤きん務むすることになった、と言えば霧恋は驚おどろくだろう。

　もしかしたら………。




『西南ちゃん、本当にＧＰの刑けい事じさんになったのね！』

『はい、霧恋さん。銀河の平和と霧恋さんは、俺おれが守ってみせます！』

『たのもしいわ！　西南ちゃん大好き！』

『霧恋さん！』

　重なる二つの影かげ。そして、さらに、あっ、そんなことまで……。




「……なんて事あるわけないよな。だいたい俺だってなかなか信じられなかったのに、銀河警察に就しゆう職しよくしたなんて言ったら……」

『西南ちゃん、大だい丈じよう夫ぶよ！　私と一いつ緒しよに病院に行きましょう』

「なんて言われるのがオチだよな……」

　となれば、とりあえず霧恋さんの誤解を解くのが最重要課題だ。いっぺんにいろいろやろうとしても上う手まくいかないのは、嫌いやと言うほど経けい験けんしている。

　亀かめの歩みの如ごとく一つ一つ着実に、だ。

　西南は、美兎跳に礼を言って部屋にひとりになると、さっそく教わった通りに通信システムを操そう作さした。

　地球、日本を示すコードを入力し、霧恋の家の電話番号を回していく。国こく際さい電話のようなものだから、戸と惑まどうことはない。

　続いて、待たされることもなくコール音が響ひびく。

　ぷるるるるる。ぷるるるるる。

　胸むねが高鳴る。家から電話するのと、またちょっと違ちがう緊きん張ちようがあるのだ。

　一度コールするたびに、西南は霧恋の名を一文字ずつ呟つぶやいていく。

「き……り……こ……さ……」

　ん、で電話が繫がった。

「……はーい、正まさ木きですけどー」

　海の声だ、と思った瞬間、通信システムのモニターに見み慣なれた正木家の様子が映うつる。

　どういう仕組みかはわからないが、先方にその設せつ備びがなくてもテレビ電話として機き能のうするらしい。さすが宇う宙ちゆうである。

　海は暑さにだらけた恰かつ好こうで、寝ね転ころがりながら受話器を取っていた。

「もしもし海、俺だよ、西南」
















「……なんだ、西南か。お前今日学校へ来なかったけど、また入院か？」

　海は寝転がり、腹はらや太ももをぼりぼりと搔かく。みっともないったらありゃしない。

「お前さ、もう少しシャンとしろよ。霧恋さんにいつも言われてるだろ」

「見えてるみたいなこと言うなっての。いいんだよ、家の中でくらいリラックスさせてくれ」

「学校でもそうだろ。おい海、みっともないから人前でパンツに手ェ突つっ込こんで前を搔くなって、霧恋さんにいつも言われてるだろ」

「！」

　突とつ如じよ、海が不ふ審しんそうに辺りを見回す。

「お前、なぜ分かる？　どっから見てんだ？　近くにいるのか？　さては……」

　やおら立ち上がり、後ろのふすまを開ける海。

「こっちか！」

　そこに誰だれもいないのを確かく認にんすると、次は別の場所へと。

「ここか！」

「……おい海」

「ここだぁ！」

「いや、だから」

「ここだな！」

「忍にん者じやじゃないんだから天てん井じよう裏うらには居いないって」

　海の捜そう索さく範はん囲いがどんどん、とんでもない場所へ拡かく大だいされていく。

「猫ねこじゃないんだから床ゆか下したには」

「こぉくぉかァ～～！」

「間ま男おとこじゃあるまいし、タンスの中に……こら！　引き出しに入れるわけないだろ！　ってゴミ箱でもない！」

「おぬぉれぇ～～～!!」

　雑ざつ誌しの下、ちゃぶ台の裏側、テレビの後ろ、はては電話機の中。どこまで本気なのかギャグなのか分からない。……海の場合は前者だったりするから余よ計けいタチが悪い。

　やがて海は疲つかれた様子で、部屋の真ん中で大きく息をついた。

「まだやんのか？　今度はどこ？」

　とりあえずもうちょっとだけつき合おう。あいつのいつものパターンならそろそろ飽あきる頃ころだ。

「だったら、あそこに違ちがいないっ！」

　海はそう言うと、ダッシュで居い間まを飛び出して行く。

「ったく、海の奴やつ……えっ！　なんだこれ!?」

　なんと、スクリーンの映えい像ぞうは部屋を出て行く海の後を手持ちカメラのように追いかけ始める。あの部屋に固定されているわけではなかったのだ。

「スゴ……さすが大宇宙」

　廊ろう下かを曲がったところを見ると、海は台所へ向かっているらしかった。

「あー、言っとくけど冷れい蔵ぞう庫こには居ないぞ」

　とりあえず先に突っ込んでおく。

　案の定、海は冷蔵庫を開けた。

「あの、だから」

　だが海は、西南の声を無む視しして田舎いなかの定番プラッＣを取り出すと、歯で王おう冠かんを開け腰こしに手を当て一気に飲み始めた。

「プッハ～～～ッ！」

　呆あきれてモノも言えぬ西南に構かまわず、海は一息にそれを飲み干ほし、丁てい寧ねいに瓶びんを流し横のケースへ入れた。そういうところは意外に几き帳ちよう面めんな奴だ。

「……落ち着いたか？」

「なぁ西南、姉あね貴きの部屋の鍵かぎなら、どこにあるか知ってるぜ」

「へ？」

「付けるの手伝ってやっからさ、どこで手に入れたのか教えろ」

「……話が見えない」

「話じゃなくて、見えてるんだろ、俺のこと」

「ああ、それは見えてる」

「だから隠かくしカメラをさ」

「ちがう！」

「隠すなよ」

「ちゃう！　あのな、昨日も言ったけど……」

　西南は事のあらましを説明した。

　天てん地ちの家で綺き麗れいな女じよ性せいにもらったパンフレットのこと。

　冗じよう談だんで記入したことでＧＰに入隊することになったこと。

　そして、いま宇う宙ちゆうにいること。

「凄すごいだろ、海」

「……凄いな…うん、確たしかに凄い。とうとうそっちの病院にもお世話になったのか」

「だーかーら！」

「まあ、大事にしろよ」

　海の様子だと、これ以上の説明は時間の無む駄だだろう。

「もういいから、霧恋さん呼よんでくれよ」

「いま留る守す」

「な！」

　西南は凍こおりついた。

　さんざん海のボケにつき合って、その結果、霧恋が留守。

「……やっぱり俺って運が悪い……。まぁ今さら分かりきったことを言っても始まらないか。……そうだ！　だったらうちにかけてみるか」

　とりあえず一言、文もん句くとお礼を言わなきゃな。

　４９８９と番号を回したその瞬しゆん間かん、通信モニターに案内人の笑え顔がおが映うつし出された。

「うわっ!!」

「西南君！　もうじきキミが待ちに待っていたジャンプに入りますから、急いでブリッジにどうぞ！」




　通路を行く間に、西南はとにかく気持ちを切り替かえた。

　考えようによっては、霧恋と話せなくて良かったのだ。

　いま「宇宙にいます」と言っても彼女は信じてくれないかも知れない。それはいまの海とのシミュレーションでもはっきりした。信じろと言う方が無理なのだ。

　せめて、自分自身がＧＰのことをもう少し理り解かいしてから報ほう告こくした方がベターだろう。何か証しよう拠こになるものでも探さがそう。それにいろいろ質しつ問もんされても、全然答えられなかったりしたらカッコ悪すぎる。

　大だい丈じよう夫ぶ。ワープ……じゃなくてジャンプが終わってからでも電話をかけられる。

　きっとその頃には霧恋さんも帰き宅たくしているはずだ。

　西南はブリッジへと入り、そう自分に言い聞かせた。

「０３、０４エネルギージェネレーター出力同期安定しました」

「エンジン加か圧あつ順調です。内圧バランス異い常じようなし」

「超ちよう空間ジャンププログラム起動」

「超空間ジャンププログラムロード」

　オペレーターが次々と手順を復ふく唱しようしている。

　これだ！　この雰ふん囲い気きがかっこいいのだ。なんていうか、ワープっぽい。

「エネルギー出力、１２０まで上じよう昇しよう。１３０、１３５、１４０……」

　ＧＰ艦かんの周り、通常空間との位相がズレて、捻ねじれるように半はん透とう明めいになってゆく。

「すごいぞ。ワープだもんな……」

　そろそろ大変な衝しよう撃げきが来るはずだ。西南は楽しそうに自分のために用意されたシートにつき、安全ベルトをガッチリとロックした。

「座ざ標ひようを設せつ定ていします。ポイントＧ２６、３８０、ＮＩ７１……」

「皆みなさんも、早く座すわらないと危あぶないですよ」

「あははは、そうですね」

　笑いながら案内人は艦長席、美兎跳は西南の反対側の座席についた。

「プログラムロード完かん了りよう。超空間ジャンプ始動10秒前、８、７、６……」

　西南はゴクリと唾つばを飲んだ。

　いよいよワープ、いや、ジャンプが始まるのだ。

　昔、アニメで見たシーンが思い浮うかぶ。

　決死の覚かく悟ごでワープ航法に入る乗組員たち。襲おそい来る衝撃と圧力に耐たえながら、懸けん命めいに操そう作さを続ける彼らの姿すがたに、幼おさない西南は魅み了りようされていた。今回の場合、自分で操作はできないが、ワープ、もといジャンプを現げん実じつのものとして体験できるのだ。それ以上を望むのは贅ぜい沢たくというものだろう。

　グッと足を踏ふん張ばり、シートに身体からだを預あずけ、目を閉とじる。舌を嚙かんでは大変だ。歯も食いしばらなくては。トイレはさっき行ったから大だい丈じよう夫ぶ。一いち応おう、シャツのボタンはひとつ多めに開けた。

　あとは、案内人とクルー、そしてこの宇宙船を信じるのみ。

　仲間を信じてこそ、宇宙の漢おとこである。

　クルーのカウントが聞こえる。

「３、２、１、ジャンプ！」

　西南は、初めての衝撃に恐きよう怖ふと期待を感じながら、全身に気合を込こめた。

　──間もなく凄すさまじい衝撃が。

　──衝撃が。

　──衝撃が……。

　──……。

　──あれ？　まだか？

　薄うす目めを開けてみる。

　開始の合図がかかってから、意外に時間がかかるものなのだろうか。たとえばエネルギージェネレーターになんとかを充じゆう塡てんするとか、なんとか回路がなんとかゾーンになんとかかんとかとか……。

「……ジャンプ終了。超空間航行に入りました」

「えっ!?」

　西南は目を見開き、思わず驚おどろきの声を上げた。

　噓うそ、との思いがよぎる。

　西南には、何一つ衝撃も圧力もかかっていない。身体が伸のび縮ちぢみするようなことも、振しん動どうも圧あつ迫ぱくも耳鳴りすらもしていない。

「あ、あの、ジャンプは……？」

「第一段だん階かいを終了。現げん在ざい、超空間航行中ですよ」

「超空間？」

　そういえば、窓の外に緑の光のもやが凄い勢いきおいで流れている。

「いつの間に？」

　あまりのあっけなさに、ちょっとショックだった。

　現実のワープは、こんなものだったのか。身の危き険けんも、苦く痛つうに耐えながらの操船も何もかもが夢ゆめだったのか。

「綺き麗れいでしょう？　超空間航行時の摩ま擦さつによる発光現象です」

「がっかり……」

　西南は呆ぼう然ぜんと宙ちゆう空くうを眺ながめた。

（まあそうだな……考えてみれば、ワープのたびに毎回毎回命がけでは、とても実用とは言えないもんな）

　ましてや自分の知ち識しきはワープなど実用以前、理り論ろんすら無いに等しい地球のフィクション世界でのものなのだ。

　外の光は確たしかに綺麗で幻げん想そう的ではあるが、西南が期待していたドラマチックかつエキサイティングなものとは全く違ちがっていた。

　西南は多少の失望を覚えつつ、自分を納なつ得とくさせるしかなかった。

「何を期待されていたんでしょうか？」

　西南の落らく胆たんぶりに、案内人はそっと声をかける。

「あっ、いえ、いろいろと」

　……これじゃ、自じ慢まん話ばなしをするには弱いな……でも……。

（宇う宙ちゆうに来られて、ワープらしきものも経けい験けんできている…これ以上の期待はよそう）

　西南にとって、現実とはいつも意地悪なもの。あきらめの良さは、もう悟さとりの域いき、であった。

「あ、もう楽にして下さってけっこうですよ」

「ええ、じゃあ」

　案内人の言葉に、西南がイスから立ち上がったとき。

「き、緊きん急きゆう！　対ショック防ぼう御ぎよ！」

　クルーの一人から悲鳴にも似にた声が上がる。

　間かん髪はつを入れず、凄まじい雷かみなりに似た轟ごう音おんと衝撃が西南たちを襲った。

　船内にエマージェンシー音が鳴り響ひびく。

「うわっ！」

　一いつ瞬しゆん、超空間を凄まじいフラッシュに似たプラズマが真っ白に染そめ、西南はイスを飛び越こえブリッジの後ろの方まで投げ出された。

「同空間上にエネルギー反はん応のう感知！」

「ニアミスですって!?」

　案内人の顔面が蒼そう白はくになる。

「エネルギーと質しつ量りよう比ひから、大型の……戦せん闘とう艦かんと思われます！」

「超空間航行維い持じできません！　通つう常じよう空間へ復ふつ帰きします！」

　間もなく、ＧＰ艦はその白く優ゆう美びな船体に、無数の黒く焼けただれた跡あとを付けて通常宇宙空間に実体化した。

「心配しなくても大だい丈じよう夫ぶ。よくあることなんだから……」

　美兎跳が心配げな西南の頭を優やさしく撫なでている。

「美兎跳様！　こんな所でニアミスなんて確かく率りつ、何千億分の一もありません」

「じゃあ大当たりね」

「……そんな大当たり、嬉うれしくありません……」

　案内人は美兎跳のズレた返事に気力を奪うばわれつつ、クルーに指し示じを出した。

「船体被ひ害がいの状じよう況きようと、現在位置は？」

「セイル部に僅わずかな損そん傷しようはありますが、数時間で修しゆう理り可か能のうです！」

「現在位置は……座ざ標ひようＦＮの７８７５０・１２９０」

「……よりによって、海かい賊ぞく多発地区ですか……船体への被害が少なかったのが不幸中の幸いですね」

　案内人は軽く頭を抱かかえながら、艦長席に腰こしを下ろした。

「あの、海賊って……？」

　西南が聞く。海賊の定義くらいは知っているが、まさかこの宇宙にもそんなものが存そん在ざいするとは知らなかった。もしかして、片かた手てが鉤かぎ爪づめになっていてオウムを肩かたに乗せている船長なんかがいるのだろうか。

「海賊とは、艦船を襲おそって積み荷を奪うばう輩やからのことです。我われ々われＧＰの、一番の敵てきと言っても過か言ごんではありません。……すみません西南君。ジャンプの座標に狂くるいが出るなど、万に一つもあり得ないことだったのですが」

「あ、いえ。それはいいんです……」

　たぶんこっちのせいですから、と呟つぶやいて、西南は窓まどの外を眺めた。

　やはり、宇宙に出ても周囲をも巻まき込こんでしまう西南の不運は変わらないらしい。まさか、ワープならぬジャンプにまで影えい響きようを与あたえてしまい、海賊なんて物ぶつ騒そうなものの多発地区に出食わすとは……。西南は自らの体質にため息をつくしかなかった。

「西南君ももちろんですが、美兎跳様も乗っていらっしゃる。いわば、お二人は大事な荷物です。ＧＰのメンツにかけて、無事にアカデミーに送り届とどけますよ」

　そう言って、案内人は笑う。

　とりあえずの笑えみを返す西南だったが、自分の不運を熟じゆく知ちしている彼に、心から笑うことはできない。この程てい度どの不幸で済すめば、有り難がたいのだが。

（……俺おれだけのケガですめば、まだいいけど……）

　事後の対たい応おうに追われるブリッジには、先程無重力を体験した時に西南の落ちた予備シートのパネルが赤く点灯していることに気づく者はいなかった。




『ガガ……ガ……わば、ガガガガ……大事な荷物です。ＧＰのメンツにかけガガ……じにガガ……ガ……送り届けまガガ』

　座標ＦＮの７８７５０・１２９０付近を航行していた一隻せきの海賊艦の通信傍ぼう受じゆシステムに、こんな言葉が飛び込んできたのは稀まれにみる幸運だった。

　今日は何一つ戦果がなく、もう諦あきらめてシステムを切る寸すん前ぜんの傍受だったのだ。

「……ＧＰの大事な荷物、だと？」

　海賊艦の艦長である年配の男、マーロンが呟く。

「発信源げん、近いです。識しき別べつ信号からもＧＰ艦と確かく認にんしました」

「護ご衛えいは？」

「ありません。単なる輸ゆ送そう艦のようです」

「囮おとりか？」

「セイフティーゾーン内には反応無し」

　つまり、たとえ囮だと分かってもこちらは逃にげ切れるということだ。

「チャンスだ」

　とマーロンの目が笑う。

　状じよう況きようから判はん断だんするに、相手は海賊が闊かつ歩ぽする宙ちゆう域いきに入り込んだ、間ま抜ぬけなＧＰ輸送艦らしい。しかもうまくいけば大事な荷物を積んだ偽ぎ装そう艦かも知れない。

「……久ひさしぶりに巡めぐり合わせってヤツが来たらしい……。全速前進、目標、おマヌケＧＰ艦！　お前ら、何が何でもモノにするぞっ！」

　同じ頃、別の海賊艦でも艦長が叫ぶ。こちらでも、同じ通信が傍受されていたのだ。

「いただきだ！　間抜けなＧＰ艦を捕ほ捉そくしろ！」

　さらに別の艦、また別の艦でも……。

「追え、逃がすんじゃねーぞ！」

「大事な荷物、もらったれ！」

「日頃の恨うらみ、晴らしてやるぜ！」

　あちこちで声が上がる。その数、ざっと十数隻。さすがは海賊多発地区である。

　四方八方、あらゆる方向から西南たちの船へと、血の臭においを嗅かぎつけた鮫さめの如ごとく海賊たちが一いつ斉せいに動き始めた。




　案内人がすまなそうに西南を振ふり向く。

「西南君、申し訳わけありませんが少々時間がかかりそうなので、部屋に戻もどって休んでいてください」

「は、はい」

　そうだ！　霧恋さんに連れん絡らくするチャンス。

　西南は脱だつ兎との如くブリッジを飛び出した。

　例の日本間に駆かけ込むやいなや、受話器を取って頭に４９８９を付け、霧恋の電話番号をジーコジーコと回す。

「はい正木です」

　コール一回で海が出る。

「うわ、海か？」

「なんで驚おどろく？」

「だってお前、今までワンコールで出たことなんて無い……ってそんなことはどうでもいいんだ！　霧恋さん帰ったか!?」

「姉あね貴きなら、お前んとこに行くって、血相変えて飛び出して行ったぞ」

「ウチに!?」

「ああ。今日お前が休んだ、って言ったらずいぶん慌あわててな。お前ん家ちに電話かけて、おばさんと何か話をして……。二十分ぐらい前だから、そろそろ着くんじゃねーか？」

　ガチャン！

　海への返事もそこそこに、西南は慌てて通信を切って自じ宅たくの電話番号を入力する。

　急げ！

　すれ違ちがいなんて日にち常じよう茶さ飯はん事じの西南はとにかく急いだ。

　一度、二度コールが響ひびき、やがて吉よし子この声と共に店の画が像ぞうが映うつし出される。

　店内はなかなかに賑にぎわっているようで、今日きよう子この言った『お前がいないと店の売り上げがいい』という言葉が思い出される。

「はーい、毎度ありがとうございます、山やま田だ商店でぇす」

「吉子、霧恋さんは!?」

　言いたいことはいろいろあるが、今はどうでもいい。とにかく霧恋さんだ。霧恋オンリー、霧恋専せん用よう、霧恋イズナンバーワンなのだ。

「え、霧恋お姉ちゃん？　あー、えーと、さっき来てお母さんと話をしてたみたいだけど……あ、それ売れ残りだから三〇円でいいですよ」

　お歳せい暮ぼをバラしたような石せつ鹼けんを手にした客が「あっそう？」などと言って喜ぶ。

「早く霧恋さん呼よべよ！」

「お客さんなんだから仕方ないでしょ」

「頼たのむから吉子！」

「ちょっと待ってよ。はい、えーと……三四〇円ですね」

　受話器を肩かたと顎あごの間に挟はさみつつ、レジを打つ吉子の姿すがたがモニターに映る。

「あのなぁ吉子、お願いだから母さん呼んで、霧恋さんを電話に……」

「お母さん、お兄ちゃんが呼んでる～！」

　振り向いて、吉子は母を呼ぶ。そうじゃないだろ。母親を呼んでるんじゃなくて、母親に霧恋を出すように伝えてくれと言っているのだろうが。西南は我わが妹の天然小こ悪あく魔ままっさかり、うれしはずかし十二歳さいの商売熱心さに泣いた。

　店の奥おくから顔を出した母親が、めんどくさそうに受話器を受け取る。

「なんだい西南、今忙いそがしいんだよ」

「俺だって母さんに用なんかないよ。霧恋さん呼んで」

「霧恋ちゃん？　たった今帰っていったよ」

「！」

　またか。またこれか。運がないというのはこれほどまでに残ざん酷こくか。

　だがその時、打ちひしがれかけた西南の目に、客でごった返す店の外を今まさに出て行く霧恋の姿が見えた。今の西南なら、たとえ霧恋が手のひらサイズに縮ちぢんでしまっても一いつ瞬しゆんで発見することが出来たであろう。

「そこ、霧恋さんいる！　店の外、急いで！」

「ん？　あんたよくわかったわね」

　今日子が店の外に向かって霧恋を呼ぶ。

「霧恋ちゃ～ん、ウチの馬ば鹿かがなんか話したいって言ってるんだけど！」

　だがそれもむなしく、霧恋の姿は入り口から消えてしまう。

「あらま、遅おそかったみたいね」

「追いかけて行って呼んでよ！」

「忙しいんだよ。もうちょっとしてから霧恋ちゃん家に電話すりゃいいだろ」

「そんなァ！」

　またか……。慣なれてはいるが、霧恋とのすれ違いが一番辛つらい。

　半年前のデジャヴュが蘇よみがえる。

　だが、光は再ふたたび差し込こんだ。

「おばさま、西南ちゃんですか？」

　入り口から姿の消えた霧恋が、戻もどってきたのであった。

「あら、珍めずらしいこともあるわね」

　ようやく、ついに、今度こそ、である。

　客の人ひと混ごみをかき分けながら霧恋が近づいてくる。

　あと三歩、二歩、一歩、受話器を取って……。

「もしもし西南ちゃ」

　そこまでであった。突とつ如じよ受話器の音声とスクリーンの映えい像ぞうにノイズが走り遮しや断だんされたかと思うと、艦かんが激はげしく揺ゆれ、さらに窓まどの外に幾いく条じようもの赤い火線が走ってゆく。

「!?」

　室内にエマージェンシー音が轟とどろき渡わたる中、西南は訳わけも分からず受話器に叫さけんだ。

「もしもし、霧恋さん！　霧恋さんっ!?」

「タダ今、第一級非ひ常じよう事じ態たいガ発令サレマシタ。ヨッテコノ回線ノ通信ヲ遮断サセテイタダキマシタ。ナオ非常事態解かい除じよマデ通信ハ出来マセン」

　非ひ情じようなアナウンスの声が、西南と霧恋の今唯ゆい一いつの絆きずなが断たち切られたことを伝える。

「だ、第一級非常事態って……」

　受話器を握にぎったまま再び窓の外を見る。

　ビームの光線が幾つもこちらに向かって来るのが見える。

「あれは！」

　瞬しゆん間かん、ドンッ。突つき上げるような衝しよう撃げきが西南を襲おそう。

「うわっ！」

　壁かべにより掛かかった西南の顔を、眩まぶしい光が照らしていた。

　暗黒の宇う宙ちゆうをバックに飛び交かうビーム、危き険けんにさらされる宇宙船。

「……なんか、映えい画がみたい……」

　西南は、それが死を呼ぶ光であることも忘わすれて見入っていた。




「なっ、ななな何ですか、これはァァァ！！？？」

「わっ、わかりませ～ん！」

「あらあら」

「何があったんですか？」

　二度目の直撃の衝撃でやっと我われに返った西南が、慌あわててブリッジに駆かけ込んだ時には、そこは悲鳴と怒ど号ごうの入り交じった修しゆ羅ら場ばであった。

　ジャンプ中のニアミスだけでも大だい事じ件けんなのに、レーダーには十数隻せきの海かい賊ぞく艦かん影えいが表ひよう示じされ、しかもその全すべてがこちらに向かって攻こう撃げきをしているのだ。いくらＧＰといえども、最前線で戦せん闘とうをするわけではない輸ゆ送そう艦のクルーがこんな状じよう況きように置かれればパニックを起こしても仕方がない。

「ひぃぃぃぃっ！」

　取り乱みだすな、という方が酷こくである。

　だが、西南の顔を見た案内人は、その強い使命感から、何とか最さい低てい限げんの冷静さを取り戻していた。

「だだ大だい丈じよう夫ぶですよ西南君。こここんなことは私のＧＰ経けい験けんでも初めてですから！」

　顔をひくひく引きつらせながらも西南に微笑ほほえんだものの、全くフォローになっていないセリフである。

　そんな案内人と対照的に、西南の顔には落ち着きすら感じられた。

「せせ西南君、海賊ですよ？　怖こわくないんですか？」

「はあ……慣れてますんで」

「は？」

　怪け訝げんそうな案内人をよそに、西南は頭を搔かく。

　恐きよう怖ふがないわけではないが、たぶん自分の不幸に巻まき込まれたであろう案内人たちの狼ろう狽ばいぶりの方が気の毒に思えたから。

　やっぱり不運で迷めい惑わくをかけちゃうんだなぁ、そう思っていた時であった。西南は自分と案内人のやりとりを微笑ましく眺ながめている美兎跳に気づく。

　にこにこにこ。その暖あたたかな微笑みからは恐怖の感情は微み塵じんも感じさせない。

　にこにこにこにこ。美兎跳の微笑みは、西南にとって心強いものを感じさせた。

　その微笑みに背せ中なかを押おされるように、西南は口を開く。

「それで……どうするんですか？　このままじゃやられちゃいますよ」

「えっ？……ああ、そうですね」

　案内人は西南の冷静な言葉に、やっとパニックから抜ぬけ出すことが出来たようだ。

　艦長が落ち着けば、自然とクルーも冷静になるもの。やがて、現げん在ざいの状況を的てき確かくに示しめす報ほう告こくがクルーから次々に告げられ始める。

「現在、艦の被ひ害がいは些さ少しよう！　航行に支し障しようはありません！」

「エネルギー残量64％！　許きよ容よう範はん囲いの消費量です！」

「敵てき艦かんまで、距きよ離り７５００！」

「たったの７５００ですか……」

　案内人の顔が険けわしくなる。ゆっくり考えているヒマはなさそうだ。

「降こう伏ふくする？」

　あっけらかんと美兎跳が言う。

「だっ、だめです！　この艦に美兎跳様が……九く羅ら密みつ家の方が乗っていることを海賊たちが知れば、それこそ大変なことに！」

　後で知ったことだが、九羅密家とは宇宙でも有数の財ざい閥ばつ、名門家か系けいであった。当然、その身みの代しろ金きんも天文学的数字となる。美兎跳のことを海賊が知れば、それこそ死に物もの狂ぐるいで追いかけてくるはずだ。

　……だが、こと美兎跳に関してはそれが当てはまらないことを西南が知るのはずっとずっと先のことであった。

「敵艦との距離、６８００まで接せつ近きん！　トラクターネットの射しや程てい圏けん内ないです！」

「副機関のエネルギーも全部メインに回して下さいな」

　今までホンワカしていた美兎跳が、やはりホンワカしたまま何か指示を出し始める。

「しかし、それでは攻撃システムに影えい響きようが……」

「どうせこの艦の兵器では、戦ったところで勝ち目はないんでしょ？」

「そ、それは……」

　口ごもる案内人、どうやら美兎跳の言った通りらしい。

「じゃ、逃にげましょ」

「は、はい……」

　案内人も従したがわざるをえない。

　人は見かけによらない。あんな雰ふん囲い気きではあっても、美兎跳は物事を正確に把は握あくし、状じよう況きようを的確に見抜いているのだ。

「エネルギーネットに備そなえて艦首のシールドを強化！」

「シールドレベルを最大にします！」

「はぁ……宇宙海賊の威い嚇かく射撃に屈くつするとは」

　案内人は、何かまだ納なつ得とくできないように呟つぶやく。

「仕方ないですよ。この状況ですから……」

　西南としては慰なぐさめのつもりだった。

「我われ々われギャラクシーポリスは、こんな状況を打だ破はするために存そん在ざいしているのですよ！」

　嘆なげくようにそう言って、案内人はがっくりと肩かたを落とした。

　言われてみれば、当然ではある。

（確たしかに、逃げるＧＰなんて恰かつ好こう悪いもんな……）

　少年の正直な意見であった。

「でも今は逃げるしかないのよねぇ」

　案内人にとって残ざん酷こくな現実をあっけらかんと口にする美兎跳であった。




　そして一方、こちらはマーロン率ひきいる大型海かい賊ぞく船せんのブリッジ。

　海賊達が慌あわただしくパネル操そう作さをしている中、いまだに西南たちの通信は野球実況のごとくブリッジに中ちゆう継けいされていた。

『３０３、４４８伝でん導どう回路遮しや断だん。副機関のエネルギー……って、うわァァ！　か、艦長っ！　外部通信回路がＯＮになってます！』

『なんですってぇっっ!?』

『あら、じゃあ筒つつ抜ぬけってこと？　やだわ、私何か変なこと言わなかったかしら？　ねえ、海賊さんたち？』

『は、早くＯＦＦに……』

　ようやく音声が途と絶だえる。

「やっと気づいたようですぜ。本ほん格かく的なマヌケを相手にしたみたいですね」

　オペレーターが呆あきれた様子で、背はい後ごのマーロンへ報告する。

「人手不足は、どこでも深刻な問題だな。……エネルギーネット用意！　減げん速そくさせたところで、いつものやつをぶち込こめ。……但ただし！」

「分かってます。全機殺さつ傷しよう用ようから捕ほ獲かく用プログラムに書き換かえ済ずみでさあ」

「よし！　万が一にも美兎跳さんを傷きずつけたら、他の連中から袋ふくろ叩だたきだからな」

「分かってやすよ。エネルギーネット発射します！」

　クルーの一人が、赤い発射ボタンを押おし込んだ。




「進路前方にエネルギー反はん応のう！」

　前方の宇う宙ちゆう空間に何本もの交差した赤い光の筋すじが浮うかんでくる。

　まるで巨きよ大だいな網あみのようだ。

「エネルギーネットです！」

「急速回かい避ひ！」

　状況を示しめすモニターを食い入るように見つめる西南。

　中心に浮かぶ、３ＤモデリングされたＧＰの宇宙船がビームの網──エネルギーネットをギリギリのところでかわしていく。

「ブレイク成功しました！」

「よし！」

　だが、案内人の顔が突とつ然ぜんこわばる。

「あっ……!?」

　なんと艦かんの周囲に、避よけたのとは別のネットが幾いくつも幾つも出しゆつ現げんしたのだ。

「そんな！」

「後方の敵てき艦かんよりエネルギー反応！　セカンドレベルの反応が三つ！　こちらに向かって接近しています！　衝しよう撃げきに備えてください！」

「着ちやく弾だんまで４、３、２、１、来ます！」

　ズゴゴゴッ。大きく船体が揺ゆれ動く。

「うわっ！」

　シートごと持っていかれそうな衝撃に、西南の顔が引きつる。

「ちゃ、着弾確かく認にん！　艦底に三つ！」

　映うつし出されたモニターに、艦底に撃うち込まれたミサイルが見える。

「これって!?」

「ああっ、ラットか！」

　忌いま々いましげに吐はき捨すてる案内人の言うとおりであった。

　撃ち込まれたミサイルの先せん端たんが開き、中からラットと呼よばれる半球体の小型ロボットがぞくぞくと船内へとあふれ出してきたのだ。

「艦内侵しん入にゆう！　数６０００……いや、１００００はいます！」

「トラップ作動！」

　その声に、クルーたちは前にも増まして慌ただしくパネルを操作する。

　西南の見ているモニターに、船内通路を進む無数のラットが映し出される。ひとつひとつは愛らしいものだろうが、こうも大量にあっては不気味としか言いようがない。

　瞬しゆん間かん、その侵しん攻こうライン上の壁かべや床ゆか、天てん井じようからこれまた無数の立方体ブロックがせり出してくる。それも、猫ねこの鳴き声に似にた作動音を発して！

「……猫とネズミ……ってことか？」

　呆ぼう然ぜんと見つめる西南の眼がん前ぜんで、次々にブロックにぶつかったラットが立方体の中へと取り込まれ、壁の中へと消えていく。数には数、一人一殺で潰つぶしていくわけだ。

　しかし、わずかにラットの侵攻スピードの方が速い。

「ラット、シールド５を突とつ破ぱ！　は、速い、新型か!?」

「シールド２、全ラット捕ほ獲かく！」

「シールド３、数十体突破されました！　ブリッジに向かってきます！」

「シールド７、起動！　シールド３及および５を突破した組のフォローに回ります！」

「大だい丈じよう夫ぶ、こっちだって新型だ……」

　やや青い顔をしながら、自分に言い聞かせるように案内人が呟つぶやく。

　その言葉と裏うら腹はらに、シールドを突破するラットの数は徐じよ々じよに増ふえていくようだ。

「予よ測そくプログラムの、バージョン９．４２ってあるかしら？」

　それまで黙だまっていた美兎跳が突然口を開く。

「９．４２ですか？　三つも前のヤツですよ？」

「処しよ理りはあちらの方が速いし……やってみて下さいな」

　美兎跳の言葉に、案内人はバージョンの切り替かえを指し示じする。

「……！　これ速い！　シールド６、全ラット捕獲しました！」

「そうか、予測より処理に重点を置いた設せつ計けいなんだ。シールド１、全ラット捕獲！」

　クルーの間から、その処理速度に対する声が漏もれる。

　美兎跳の言うとおり、この状じよう況きように即そくしたプログラムであるようだ。

　やや希望を取り戻もどした面々とは逆ぎやくに、西南はなにか疎そ外がい感かんを感じていた。

（……俺おれって……役立たずだ……）

　仕方のないことなのだが、ちょっとくやしい。

　不運を引き寄よせるだけの役立たず……。そんな意い識しきが、西南の顔を曇くもらせた。




　マーロンのいるブリッジにも、当然ながらラットの排はい除じよされるスピードが上がったことが報ほう告こくされていた。

「排除速度65……77……82！　間もなく90を超こえます！」

「旧きゆうバージョンを使うとは……制せい圧あつは無理だな。機関部に集中させて、足を止めろ」

「了りよう解かい」

　すぐさま、ラットに対し遠えん隔かく指示が行われる。

　命令を受けたラットは何体か融ゆう合ごうして通路の壁へき面めんへと溶とけ込み、なんと直ちよく接せつ機関部への侵入を試こころみていく。

　ブロックも高速で移い動どうして次々にラットを捕とらえていくが、いかんせんブロックのサイズには限かぎりがある。融合して大きくなったラットの全すべてを飲み込むことが出来ず、捕らえ損そこなった部分がひとつ、またひとつと小さな爆ばく発はつを起こす。

　それにより、壁面内の回路がごくわずかずつだが破は壊かいされていくのだ。

「クッ！　０３、０５伝でん導どう回路、持って行かれた！」

「排除まだか！」

「もう少しです！　シールド５、再さい構こう築ちく完了！」

　飛び交かう声の中、ようやく最後の一いつ匹ぴきをブロックが飲み込むことに成功した。

「ラット排除完了！　ですが……機関部の回路を幾つかやられました」

「エンジン出力低下、１２０……１００を切ります！」

　一いち難なん去ってまた一難、というところであろうか。西南の感覚としても、何か艦の速度が落ちたようにも感じられる。

　事実、後方監かん視しモニターには海かい賊ぞく艦の姿すがたが大きく映し出されていた。このままでは、追いつかれるのは時間の問題であろう。

　案内人は状況を確かく認にんすると、確認を取るように美兎跳を振ふり向いた。

「かなり危き険けんな賭かけではありますが……」

「それしかないわねェ」

　西南には何がなんだか分からない。

　やがて、案内人は決意した表ひよう情じようでこう言った。

「ランダムジャンプ、用意！」

　途と端たん、引きつったような顔でクルーたちが振り向く。

「ランダムジャンプですかぁっ!?」

　まるで悲鳴のようなその声が、極端な策さくだということを物語る。

「あの海賊さんの数では、仕方ないわ」

　美兎跳の言葉に、クルーたちも納なつ得とくしたようにうなずいた。どうやら、本当にそれしか選せん択たく肢しがないらしい。

「あの……ランダムジャンプって、何ですか？」

　西南の問いに、美兎跳が微笑ほほえみながら教えてくれる。

「あのね、海賊さんたちが追ってこられないように、でたらめな座ざ標ひようへの短いジャンプを何度も繰くり返すの。うーん、水切りに近い感じかな？　超ちよう空間突入と離り脱だつの影えい響きようそのままに、重力痕こんを最小にして適てき当とうに飛んでいくのよ」

「はあ……なるほど」

　理り論ろんはよく分からないが、クルーたちが何なに故ゆえに不安そうにしていたのかはなんとなく分かったような気がした。

　──つまり、ヤバそうなのである。

「ランダムジャンププログラムロード！」

「ロード完了。十秒後にジャンプ開始します！」

　西南の戸と惑まどいをよそに、間もなくＧＰ艦はランダムジャンプに入った。

　短たん距きよ離り、中距離、極短距離、短距離、中距離。

　ランダムプログラムに準じゆんじて、船はその座標軸じくを次々に変える。

　先ほどのジャンプと違ちがい、ブリッジにはかなりの衝しよう撃げきがあった。

「ワ、ワープだ……」

　船体は揺ゆれ、クルーたちは苦しそうに操そう船せんを続ける。

　不ふ謹きん慎しんな話だが、この状況こそが西南が想そう像ぞうし、期待したものであった。

　やがて、揺れと衝撃が収おさまっていく。

「ランダムジャンプ、終了！　船体損そん傷しよう、予想の誤ご差さ範はん囲い内です」

「振り切れましたか!?」

　クルーたちがレーダー画面を凝ぎよう視しする。

　──ほどなくして、艦の後方に光点がひとつ、ポツンと灯ともった。

「！」

　光点はあっという間に十数個に増ぞう殖しよくし、点てん滅めつを繰くり返す。

　なんと、ＧＰ艦は一隻せきたりとも海賊を振り切れなかったのだ。

「な、なぜ！」

　案内人の叫さけびが、クルー全員の心情を代だい弁べんしていた。




「くっくっく……いい仕事するぜ。ドンピシャだ」

　海賊マーロンがニヤリと笑う。

　その視線の先で、一人の男が小型端末を愛いとおしそうに撫なで回していた。

「ＧＰ最新のランダムジャンププログラムはすでに解かい析せき済ずみ……。いくら逃にげようと、あたしにかかればたやすいですよ」

　男は、ジャンプ航路の予想の専せん門もん家か──「予想屋」であった。

「おっと、また飛ぶようだぜ」

　マーロンが金貨を一枚まい、ピンと弾はじいて予想屋に渡わたす。

「毎度あり……。次はこれで決まりですよ」

　予想屋は、小さく畳たたんだ紙を一枚、マーロンに手渡した。




「重力波感知！　波は紋もんパターン一いつ致ち、また奴やつらです！」

　再ふたたびランダムジャンプを終えた西南たちの艦周囲に、今度もまた海賊たちが一艦たりとも振ふり切られずに出しゆつ現げんする。

「まさか……どうして!?」

「軌き道どう予よ測そくされているんでしょうねぇ。あの人たち、連れん携けいしていくつかのパターンでジャンプして『穴あな』を潰つぶしてるんだわ」

「そんな美兎跳様！　たとえそうであっても、確かく率りつ的に考えればあり得ません！」

「じゃあきっと、ジャンププログラムも解析されているんだわ」

「一週間前に配はい布ふされたばかりの最新バージョンなんですよ！」

　案内人の声に、泣いてしまいそうな響ひびきが混まじる。

　そうは言っても、実じつ際さいに解析されてしまっているのだ。もうプログラムは使えないと思った方が正しいだろう。

「こうなれば、手動で座標入力するしかありませんが……」

「うーん。ランダムジャンプの軌道設せつ定ていの数すう値ち入力には、本来それ専門に訓練を受けた人がするものだからねぇ」

　美兎跳が小首を傾かしげて言う。どうもこの人の喋しやべりには、どんな状じよう況きようでも緊張感というものが欠落しているようだ。

　そうこうしている内に各スクリーンに接せつ近きんする海賊艦が映うつし出され、ひときわ大きく鳴り渡る警けい報ほうがブリッジを包む。

　はっきり言って、ピンチである。大ピンチと言ってもいい。

　この状況に、案内人は意外すぎるセリフを口走った。

「……我われ々われ輸ゆ送そう艦かんのクルーは、船を安全に航行させるための訓練しか受けていません。そのため、これから我々がジャンプ座ざ標ひようを指定したとしても、読まれるのは目に見えています。次に失敗したら、もうジャンプすらできない状況になるかも知れません」

「まぁ、あちらの予測の方が上手と思った方がいいわねぇ」

「ですから、美兎跳様……」

「そうね。いっそのこと、西南ちゃんにお願いした方がいいわね」

　そう言って、美兎跳と案内人は西南の顔を見つめた。

「西南君。……座標指定をお願いできませんか？」

「お、俺がですか!?」

「そうです。西南君ならなんの訓練も受けていませんから、いけるかも知れません。我々のような『ＧＰ癖ぐせ』のないランダムジャンプが出来るのは、西南君だけです」

「それはそうかも知れませんけど……。だって、俺、そんな……もしかしたら、変な所に飛んでっちゃうかも……」

　気づけばクルー全員が振り返り、すがるような目で西南を見ている。

「西南君。このままでは、どちらにしろ我々はおしまいです。お願いします！」

「でも……」

「お願いします！」

「ホントに……いいんですか？」

　嫌いやな予感がしつつも、断ことわり切れずに西南はクルーの席へと着いた。

　目の前に、座標を指定するパネルが並ならぶ。

「海賊艦、更さらに接近！　距きよ離り２５０！」

「西南君、急いで！」

「は、はい……」

　もうどうにでもなれ。西南はデタラメに座標を打ち込み、決定キーを押おした。

　間もなく、艦はジャンプに突とつ入にゆうする。

　案内人の読みでは、これでどうにかこうにか逃にげ切れる、はずだった。

　──そう、同乗しているのが西南でさえなければ……。




「……なんでまた……こんなことに……」

　ＧＰ艦のブリッジで、啞あ然ぜん呆ぼう然ぜんといった表ひよう情じようの案内人が呟つぶやく。彼らの「逃げ切れるかも」という淡あわい希望は、考え得うる最悪の状況によって見み事ごとに打ち砕くだかれていた。

　海賊から逃げるべく、西南が座標を指定した起死回生のランダムジャンプを仕し掛かけること、三度。その三度目のジャンプがたった今終しゆう了りようしたところである。

　案内人としても、西南に座標選せん択たくを任まかせたことで全すべてが片かたづくとはさすがに思ってはいなかった。ＧＰ的な癖がないとはいえ、しょせん西南は素人しろうと。ランダムに入力をしたつもりでも、プロの予想屋からすれば直すぐさま癖を解かい析せきされるだろう。だがそれでも、三度目くらいまでは確かく実じつに効こう果かがあるはずだし、三度もジャンプをすれば、かなりの数の海賊艦が自分たちを見失ってしまうこともまた確実だった。

　──が、しかし。

　レーダー画面に表ひよう示じされた海賊艦を表す光点は、ＧＰ艦を頂ちよう点てんとした扇せん形けいに広がり、数え切れないほどにうじゃうじゃと増ぞう殖しよくしていた。

　なんと西南はジャンプをするたびに別の海賊たちが群むれを成して航行するド真ん中に出くわし、そのたびに彼らを引き連れてきてしまったのだ。

　無む論ろん西南に何一つ作さく為いはなく、ただ思いつくままに座標数値を入力しただけだ。

　それなのに、ああそれなのにそれなのに……。

　まさに不運不幸の塊かたまり……。

　後に『ローレライ』の名で恐おそれられる山田西南の華はな々ばなしいデビューの瞬しゆん間かんであった。

　チャンチャン。
















　──いや、コントのように終わっている場合ではない。

「敵てき艦かん、どんどん増えます！」

「数が多すぎて識しき別べつの把は握あくすらできません！」

「すべてこちらに向かっていますぅ！」

　クルーの泣きそうな報告に、西南は困こまったように頭を搔かく。

　その横で、美兎跳は相変わらず微笑ほほえみを絶たやさない。

「まあ、ずいぶん賑にぎやかになったわねぇ」

「な、何な故ぜこんな事に……」

「……俺って、運が悪いんだよな……」

　ぽつりと呟く西南の言葉に、何か思い当たったように案内人が引きつった情なさけない顔を見せた。

「もしかしてお母様が『寝ねている間に連れて行った方が被ひ害がいが少ない』とおっしゃっていたのは、つまり……」

「……たぶん…こういうことになるからだと……」

　そう言って、西南は申し訳わけなさそうに頭を下げた。

　ブリッジは、「謝あやまられてもどうしようもない」ムードに支し配はいされた。




　だが、追っている海かい賊ぞく艦内はもっと異い様ような雰ふん囲い気きに包まれていた。

「ちっ、ぞろぞろと人の獲え物ものにたかりやがって……！　てめえら、あのお宝たからを他ほかの奴やつらに盗とられんじゃねえぞ！」

『大事な荷物』とやら……絶ぜつ対たい手に入れてやる。ニヤリとマーロンは笑う。他の海賊というライバルは増えたが、第一発見者としてそう簡かん単たんに譲ゆずるわけにはいかない。メンツ、というものがある。彼のような年配の海賊であれば、尚なお更さらだ。

　だが……本来であれば、数百隻せきの海賊艦がたった一隻の輸送艦を追いかけているという状じよう況きようがまともなはずがない。そこにいる海賊全部が、多種多様な集しゆう団だん意識の袋ふくろ小こう路じに追い込まれていたのだった。

「お頭かしら！　珍めずらしい奴がいますぜ」

　部下の報ほう告こくに、マーロンはちらりとモニターの端はしを見やる。

　そう離はなれていない宙ちゆう域いきに、とある巨きよ大だいな海賊艦の反はん応のうがあった。

　その船は、シャンクの紋もん章しようを掲かかげていた。

　──ラディ・シャンクという男の船である。

　特とく殊しゆなエンジンを搭とう載さいし、亜あ空間からのだまし討うち的な襲しゆう撃げきを大の得意とするラディの船が、珍しく通つう常じよう空間にその姿すがたをさらしているのだ。

「ケッ、臆おく病びよう者ものも欲よくはあると見える……」

　マーロンの嘲あざけりが、そのまま一いつ般ぱん的な海賊たちのラディに対する評ひよう価かであった。

　そんなラディの船が通常空間に出てきたのは、ＧＰ艦とのニアミスが原げん因いんである。

　亜空間にいたラディ艦が西南の仕掛けたランダムジャンプを行っていたＧＰ艦に干かん渉しようされてしまい、歪ひずみを修しゆう整せいしきれずに通常空間に弾はじき飛ばされたのだ。

　彼もまた、西南の不運に巻まき込まれたのである。

「フン。久ひさしぶりに通常航行してみれば、この騒さわぎか。丁度いいな」

　ラディは傲ごう慢まんな態たい度どで艦長席にふんぞり返っている。

　だが、通常空間に引きずり出されたときに最も動どう揺ようしていたのは彼であった。周囲に多数の海賊がいることを知って、先さき程ほどようやく落ち着きを取り戻もどしたのである。

「俺おれのような大物は、ＧＰや樹じゆ雷らいから真っ先に狙ねらわれるからな」というのがこそこそ隠かくれるときの彼の言い分だが、マーロンも言っていたように単に臆病者なだけにすぎない。

「で、他の奴らは何を追っているのだ？　輸ゆ送そう旅団か？」

「違ちがうみたいだよ、パパ。他の船の通信を聞く限かぎりでは、ＧＰ艦だって」

　副官席から、ラディの長男であるアルが振ふり返る。総そう領りようの甚じん六ろくという言葉があるが、丁度そんな感じの絶ぜつ滅めつ危き惧ぐ種しゆに指定したいくらいの男である。

「ＧＰ艦だと？　これほどの海賊が追うＧＰか……何を積んでいるのかは知らんが、なかなか面おも白しろそうだな。くけけけけ」

　狡こう猾かつそうなラディの笑みは、妙みように爬は虫ちゆう類るい的であった。

　これだけ海賊がいれば、自分の船だけが危き険けんにさらされることはない。それに、ここで逃にげたら、また他の海賊にどんなことを囁ささやかれるかわからない。小心者だが人一倍高い彼のプライドは、この状況で亜空間へ逃げることを許ゆるさなかった。

『もし、あの輸送艦を他の奴らより先に手に入れられれば……』

　さすれば今まで不当な陰かげ口ぐちを叩たたいていたバカ海賊共も、黙だまるだろう。

　単たん純じゆんにそう考えたラディは、くけけと楽しそうに部下に指し示じを出した。

「短たん距きよ離りジャンプ用意！　ジャンプ終しゆう了りよう後ご、最大戦速まで加速！　必ずあの船を我われらのものにするのだ！」




　一方、西南の乗るＧＰ艦かん内ないはさらに大変な騒さわぎになっていた。

　あまりの出来事に呆ぼう然ぜんとしていてすぐには気づかなかったのだが、三度のランダムジャンプによってエンジンが限げん界かい状態になってしまっていたのだ。

　もう、できるできないは別として通常航行で逃げ切るしか手はなかった。

　西南がおずおずと手を挙げ、案内人に尋たずねる。

「これ、警けい察さつの船なんですよね？　何か武ぶ器きとかないんですか？　たとえば、どかーんと撃うつとコロニーが吹ふき飛ぶやつとか……」

「無む茶ちや言わないでください、西南君！　これ、ただの輸送船なんですから！」

　艦の後方からは威い嚇かく攻こう撃げきに加えて、何隻もの海かい賊ぞく艦から発せられた捕ほ捉そく用ようのエネルギーネットがわらわらわらと気色悪げに迫せまっている。

　時間の問題。そんなイヤんな言葉が、西南の頭をよぎった。

「高重力波感知！　何かがジャンプしてきます！」

「何かってなんですぅ!?」

　もう、ほとほと困こまり果てた顔で案内人が叫さけんだ。




　──さて、時間はその少し前に遡さかのぼる。

　銀ぎん河がの中でも最強といわれる樹じゆ雷らい国家皇おう族ぞく、神かみ木き・瀬せ戸と・樹じゆ雷らいは彼女の持つ十三の聖せい衛えい艦隊の中でも飛び抜ぬけた力を持つ第七聖衛艦隊を中心とし、各聖衛艦隊から選せん抜ばつした連合艦隊を率ひきいて海賊討とう伐ばつのために出撃していた。

　瀬戸の船・水み鏡かがみでも、当然の如ごとく一隻せきのＧＰ艦と四百数十隻の海賊による追いかけっこはキャッチされていた。それだけの派は手でな真ま似ねが、捉とらえられぬはずがないのだ。

「なんなんだ、こりゃ……？」

　思わず、艦隊の司令長官である平ひら田た兼かね光みつが呟つぶやく。『瀬戸の剣けん』と呼よばれ、数々の戦いを経けい験けんしてきた歴戦の勇士である彼にとっても、この光景は異い様ようとしか言えないものだったのである。

「このＧＰ……囮おとり艦でしょうか？」

　瀬戸の隣となりで諜ちよう報ほう部ぶ副官であり、兼光と並ならんで『瀬戸の盾たて』と呼ばれる柾まさ木き水みな穂ほも驚おどろきを隠せない様子だ。

「……だとすれば、ウチにスカウトしたいくらい優ゆう秀しゆうね」

　普ふ段だんあまり動じない瀬戸も啞あ然ぜんと、いやあまりのことに笑えみさえ浮うかべて呟いた。瀬戸の言葉通り、この状じよう況きようは「囮」として最大限に優秀なものであった。

　銀河の広大な宙ちゆう域いきで、自由に活動する海賊を取り締しまるのは並なみ大たい抵ていのことではない。

　長年に亘わたるスパイ活動による構こう成せい員いんの割わり出しや、あるいは彼らの狙ねらいそうな物ぶつ資しの直ちよく接せつ警けい備び、もしくは情じよう報ほうを使った囮捜そう査さくらいしか方ほう策さくがないのだ。

　だが、そのいずれもが大変な労力と経けい済ざい力りよくが必要な作戦であった。それだけ、海賊の摘てき発はつ・検けん挙きよというのは厄やつ介かいなのである。

　実はこの日、瀬戸は前々から進めていた海賊摘発プロジェクトの総決算をしていた。

　ある巨きよ大だいギルドの高級幹かん部ぶが率いる下部組そ織しき「グランギルド」を捕とらえるべく内ない偵ていを続け、遂ついに偽にせ情報でこの宙域に当とう該がい組織の全艦船を集める算さん段だんに成功していたのだ。

　だが、そう広くはない宙域におびき出しているとはいえ、海賊艦は万が一を恐おそれて一か所に固まってはいない。さらに二重、三重の脱だつ出しゆつ逃とう亡ぼうシステムを敷しいているのも間ま違ちがいない。

　自みずからの保ほ有ゆうする全艦船の四割という樹雷屈くつ指しの戦力と、大国樹雷の骨こつ幹かんを支ささえていると言っても過か言ごんではない瀬戸の情報収しゆう集しゆう能のう力りよくをもってしても、今回の目標全艦の摘発は不ふ可か能のうである、と彼女は覚かく悟ごしていた。第一目標である幹部の船と、その他三割方を押おさえられれば御おんの字だ、と考えていたのである。

　だが、目の前の状況──四百数十隻海賊ちゃん大行進──は、そんな瀬戸の力と手間をも軽々と上回る超ちよう自然現げん象しようであった。

「第一目標艦こそ見あたりませんが、それ以外はデータリストに該当する全艦船を確かく認にんしました。すべて先頭のＧＰ艦を追っています」

　オペレーター席から珀はく蓮れんが告げるのに続いて、火か煉れん、翠すい簾れん、玉ぎよく蓮れんと瀬戸の女官兼けん水鏡のオペレーター陣じんが次々に状況を報告する。

「該当外の海賊も、百三十三隻……いえ、まだ増えてます」

「エネルギー質しつ量りよう比ひや振しん動どう波は紋もんから見てほとんどが違い法ほう改かい造ぞう艦、海賊の偽ぎ装そう艦に間違いありません」

「通つう常じようの摘発では見つけられないレベルね」

「組織に属ぞくさない個こ人じん経けい営えいの海賊も多いみたいですよ」

　珀蓮たちの顔にも、呆あきれたような笑えみが浮かぶ。

「もう、ワケがわかりません」

　偽装艦の中には樹雷皇家の船に偽装しているものまでいて、さらに兼光や水穂を苦く笑しようさせた。

「海賊の摘発というのは、広い砂さ漠ばくにばらまかれた宝ほう石せきを何の手がかりもなく回収するのに等しいと言うけれど……」

　瀬戸が笑いを堪こらえきれないように言う。

「その宝石がキレイに集められて、目の前に置いてあるってところね」

「いかが致いたしますか？　今なら全ぜん艦かん……」

　水穂が瀬戸に顔を近づける。

「あのＧＰ艦、巻まき込こみたくはないわ」

　そう瀬戸が言いかけた時、翠簾が叫さけんだ。

「重力波感知！　大型艦がジャンプしてきます！」

「識しき別べつは！」

「これは……第一目標艦です！」

　そう、それは仕し掛かけた短たん距きよ離りジャンプから通常空間へと復ふつ帰きした、あのラディ・シャンクの船であった。彼こそ、グランギルドのリーダーだったのだ。

　ちなみに全然人望はない。




「後方に大型艦、ジャンプしてきますぅ！」

〝何か〟の正体を思い知らされた案内人が見ると、空間が異い様ようなカタチに歪ゆがんでいる。大質量の船が、至し近きん距離にジャンプしてくる証しよう拠こであった。

　と同時に、名状しがたい振動がＧＰ艦を襲おそう。今までの揺ゆれとは根本的に違う、本能的に身の危き険けんを感じるような凶きよう悪あく極きわまりない振動である。

　つまりは絶ぜつ体たい絶ぜつ命めい、マジヤバであった。

「かっ、回かい避ひっ！　回避ぃ！」

「何ど処こに逃げりゃいいってんです！」

「とにかく回避ぃぃぃっ！」

　案内人の絶ぜつ叫きようが響ひびく中、見開いた西南の目に大型の海かい賊ぞく艦の姿すがたが映うつる。

　シャンクの紋章と、グランギルドの旗。

　これまで見ていた海賊艦とは、スケールそのものが違う禍まが々まがしいその姿。

　あまりの威い容ように、西南は呆ぼう然ぜんとして目を離はなすことができない。

　ついに彼の不運も、行き着くべきところまで行き着いたのか……？

　他艦の撃うった捕ほ捉そく用ようネットをそのシールドではじき飛ばし、ラディ・シャンクの船は輸ゆ送そう艦と海賊たちの間に強ごう引いんに割わり込んで来た。

「チィィ！　臆おく病びよう者ものが鬱うつ陶とうしい！」

　マーロンが苛いら立だたしげにイスの肘ひじ掛かけを叩たたく。

「かまわねえ、アイツごと撃っちまえ！」

　そう考えたのはマーロンだけではなかった。




「あはははは！」

　作戦行動中の瀬戸が笑うことは、滅めつ多たにない。

　だが海賊たちの様子を見た瀬戸は確たしかに、大声で笑って……爆ばく笑しようしていた。

　そして笑っていたのは瀬戸だけではなかった。兼光も水穂も女官たちも、そこにいた樹雷艦隊の全員が笑っていたのだった。

「嫌きらわれたものね、ラディ・シャンク」

　そう、瀬戸たちが見たものは、海賊仲間だけでなく、部下であるグランギルドの所しよ属ぞく艦からも集中攻こう撃げきを受け、炎ほのおに包まれていくラディの船であった。

「全艦撃滅戦用意！」

　ひとしきり笑い終え、瀬戸が立ち上がる。

「瀬戸様!?」

　一いつ瞬しゆん、水穂は瀬戸の真意を測はかりかねていた。

　ＧＰ艦を巻き込みたくない……そう言っていたはずだ。

　だが次の瞬間、大爆発を起こして四散するラディ艦を見て、瀬戸の考えを理り解かいした。

　ＧＰ艦と海賊艦隊との間に割り込んでいたラディ艦が爆発したことによって、一時的にその距離が開いたのだった。

「一艦たりとも逃のがすんじゃないわよ！」

「了りよう解かいっ！」




「ゲハハハ！　ざまあみろ、俺の獲え物ものに手を出すからだ」

　ハイになったマーロンが……いや、全すべての海賊艦のクルーがそう思った、その瞬間。

　眩まばゆい光と、凄すさまじい質しつ量りようによる空間の歪ひずみと衝しよう撃げきが彼らを襲おそった。

　けたたましいエマージェンシーコールがブリッジに鳴り響く。

「なっ、何だ!?　まさかラディ艦の爆発の衝撃か？」

「違ちがいます！　それよりもでかい…高重力波エネルギー反はん応のう！」

　間かん髪はつを入れず、あちこちの計器類がオーバーロードにより爆発する。

「ちぃっ、センサー感度落とせ！」

　その処しよ置ちにより、辛かろうじて爆発やプラズマの流出が止まる。

　だが、ほとんどのセンサーや計器類が使用不ふ能のうと化してしまった。

「まさか……？」

　マーロンの脳のう裏りに、信じたくない可か能のう性せいが浮うかぶ。同時に、彼の指し示じが飛んだ。

「緊きん急きゆうジャンプ！　最さい優ゆう先せんでこの宙ちゆう域いきから離れろ！」

「お頭かしら！　エネルギーと質量比ひから計算して、皇おう家けの船ですッ！」

「んなこた分かってる！　早くジャンプだ、急げっ！」

「ダ、ダメです！　高重量波のせいで操そう艦かん不能です！」

「くっ、間に合わなかったのかッ！」

　マーロン艦かんだけではない。凄まじい空間の歪みとノイズが、宙域の全ての艦を十数秒間行動不能に陥おちいらせる。

　ものすごい圧あつ力りよくである。

　汗あせびっしょりのクルーが、マーロンに振ふり向く。

「お頭、これっていったい!?」

　マーロンは、ガックリと艦長席に腰こしを下ろした。

「こんな真ま似ねができるのは、広い宇う宙ちゆうでもそうそういるもんじゃねぇ……」

　海かい賊ぞくとして長年の経けい験けんを持つ彼は、この状じよう況きようが何を意味するかよく理解していた。そして、操艦が出来ないとなれば……「アレ」が来るはずだ。

　間もなくノイズに混まじって、アレ──古い一いつ般ぱん航海法による通信コード──が、海賊全艦へと通達される。

「お頭、今度は高出力のコードが！」

　泣きそうなオペレーターの報ほう告こくを待つまでもなかった。

　コードの種別は、ＺＺＺ。

　マーロンたち、ベテランの海賊にとっては二度と聞きたくなかったコードである。

「全動力炉ろを緊きん急きゆう凍とう結けつさせろ！　エネルギー伝達路も全て凍結！　一いつ切さいの攻撃、回かい避ひ撤てつ退たい行動もするな！」

「それでは生命維い持じも止まってしまいます！」

　若わかいオペレーターがマーロンを振り返る。

「止めるんだよ！　死ぬのがイヤなら、とっととクルー全員にＳスーツ着用義ぎ務む命令を出せ！　ついでに周りの船にもコード・ダ・ルマーで命令しろ！　急げ！」

「りょ、了解！」

　オペレーターは緊きん迫ぱくした艦長の表ひよう情じように慌てて命令を実行し、気づく。

「なっ！　他艦からも、周囲に向けてコード・ダ・ルマーによる即そく時じ停船命令が発令！　こ、これは、なにがどうなって……？」

　マーロンは、悟さとりの境きよう地ちのような表情でその疑ぎ問もんに答える。

「ＺＺＺは水鏡の撃げき滅めつ宣せん言げん……。樹雷の鬼おに姫ひめのジェノサイド・ダンスだ」

　──ジェノサイド・ダンス。

　海賊……いや、一般の船にとっても、恐きよう怖ふ以外の何物でもない存そん在ざいである。

　撃滅宣言信号ＺＺＺを発した水鏡は、目標を撃げき沈ちんさせるまで攻こう撃げきを止めない。たとえ人ひと質じちがいようとも、周囲に無関係の艦かん船せんが航行中であろうと、だ。

　助かる道はただ一つ、即時無む条じよう件けん降こう伏ふくの意を示しめす。全動力炉、エネルギー伝達路を全て凍結。一切の攻撃、回避撤退行動をしないということだ。

　今回のように狭せまい宙域に海賊艦が密みつ集しゆうしているという状況と、皇家の船の破は壊かい力りよくを考えれば、逃にげる事は不可能。それを熟じゆく知ちしているマーロンや、他艦の比ひ較かく的年配の艦長及およびクルーは、そうなる前に艦の機能を停止させ、降伏の意い志しを示したのである。

　その甲か斐いあって沈しずめられた海賊艦は十数隻せきに留とどまり、捕ほ獲かくこそされたものの多数の海賊が文字通り命拾いをしたのだった。

「あら、みんなお利り口こうさんだこと。少しはやんちゃな方が、私は好きなんだけどね」

　瀬戸の微笑ほほえみに、ポツリと兼光が呟つぶやく。

「命を懸かけてまで、瀬戸様に好すかれようなんて奴やつがいるものか」

　その通りである。

「ＧＰ艦は？」

「無事です」

　水穂の返答を聞いた瀬戸が、再ふたたび微笑む。

　関係・無関係を問わず四百以上もの海賊艦を一いち網もう打だ尽じん。目標だったグランギルドの旗艦は、海賊たちが撃沈してくれたので手間いらず。脱だつ出しゆつしたラディ・シャンク以下のクルー全員も逮たい捕ほ。瀬戸がご機き嫌げんなのも無理はなかった。

「……ですが瀬戸様。一艦だけ、我われ々われがジャンプする直前に脱出した海賊がいます」

　オペレーターの珀蓮が振り返る。

「あら、ホント？　識しき別べつはわかるかしら？」

「リョーコ・バルタの船です」

「ふぅ～ん、あのアイドル海賊ちゃんがねぇ……。フフッ、ただのアイドルって訳わけじゃなさそうねぇ」

　瀬戸は愉たのしそうに笑い、そして窓まどの外を漂ただようかなり痛いためつけられたＧＰ艦を見やった。

　理由はともかく、この単なる輸ゆ送そう艦があれだけの海賊を引き寄よせたのだ。

「さて、と。彼らには、ちょっと話を聞かせてもらわないとね……」







　　３「鬼おに姫ひめ」







「あら、水み鏡かがみちゃんだわ」

　ＧＰ艦かんでは、美み兎と跳とがスクリーンに映うつる水鏡に嬉うれしそうに手を振ふっていた。

「みかがみ……？」

　西せい南なもジッとその船体を見つめる。彼にとっては、初めて見る樹じゆ雷らい皇おう家けの船である。

　その船の外がい装そうは、どう見ても木もく造ぞうであった。細身で優ゆう美びな、それ以前に船の前面にある楕だ円えんのカプセル状じようの部分以外には内部構こう造ぞうが入る余よ地ちのない、板を組み合わせた感じの船である。

　そんなスカスカの組み木細工のような船が、居い並ならぶ海賊たちを瞬しゆん時じに撃げき破はしたのだ。

『海賊艦の方がよっぽど強そうなんだけどなぁ』

　西南がそう思うのも無理はないだろう。

「水鏡って……まさか樹雷の鬼おに姫ひめの!?」

　美兎跳の言葉を聞いた案あん内ない人にんが、ハッと驚きよう愕がくの表ひよう情じようを浮うかべる。

　そしてそれは案内人だけではなかった。

「おい、鬼姫だってよ！」

「鬼姫って、あの鬼姫か!?」

「そんなん他ほかにいるかよ！」

　あっという間にブリッジにいるオペレーターたちにも動どう揺ようの波が伝でん播ぱする。

　驚おどろいたことにその緊きん張ちよう感かんは、先ほど多くの海かい賊ぞくに追いかけられた時と変わらない雰ふん囲い気きをブリッジにもたらしていた。

　いきおい、西南も再ふたたび緊張に陥おちいる。またも不運が押おし寄よせてしまったのか。

「……鬼姫…ですか？」

　恐おそる恐る案内人に声をかける。

「あ、いえ……！」

　西南の問いに、案内人は思わず声を潜ひそめた。

「わ、私がそんなこと言ってたなんて、絶ぜつ対たい言わないでください。お願いです！」

「もしかして、怖こわい人なんですか……？」

　自然と西南の声も小さくなる。

「樹雷という、この銀ぎん河がで最強の軍事力を持った大国の、裏うらの最高権けん力りよく者しやだと言われているお方なんです」

「はあ……」

　マフィアの首しゆ領りようといった感じなのだろうか？　以前映えい画がで観みた葉は巻まきをくわえた恐ろしげな男の……いやこの場合は女じよ性せいか、そんなシーンが西南の脳のう裏りに浮うかんだ。

「あら、そんな言い方しなくても。楽しい方なのに」

「そう言えるのは、美兎跳様だからです」

「あら、そう？」

「そうです！」

　緊張感のない美兎跳の言葉ではさほど怖くない印象があり、案内人の態たい度どからはものすごく恐ろしい印象が伝わってくる。

「どっちが本当なんです？　その、樹雷の鬼姫って人……」

　第三者に意見を求めようと、近くにいたオペレーターに尋たずねようとした西南を案内人は慌あわててたしなめる。

「せ、西南君！　お名前は神かみ木き・瀬せ戸と・樹雷様です。間ま違ちがってもそのお方の前で鬼姫なんて言っちゃダメですよ！」

「はあ」

「そうだわ。せっかくだから、ご挨あい拶さつしに行きましょう」

　そう言いながら美兎跳が西南の手をとる。

「そんな！　わざわざ虎こ穴けつに入って行かなくても……」

　案内人は今にも泣きだしそうである。今日、何度こんな顔を見ただろうか。

「でも、この状じよう況きようの報ほう告こくは求められるわよ」

「あっ……」

　案内人は無む意い識しきに忘わすれようとしていた事実を突つき付けられ、ショックで身体からだを硬こう直ちよくさせた。そして残ざん酷こくな現げん実じつは、水鏡からの通信という形で彼に追い打ちをかけるのだった。




　さて一方、そこから遠く離はなれた宙ちゆう域いきに、一隻せきの海かい賊ぞく艦かんが隠おん影えい航行していた。

　水鏡での会話にも出た、海賊リョーコ・バルタの船である。

「僚りよう艦かんは全すべて拿だ捕ほされたようです」

「そう……」

　副官の報告を聞きながら、リョーコは、ウェーブのかかった黒くろ髪かみをなびかせて優ゆう雅がな仕草で艦長席に座すわった。

　彼女の脳裏には先程の異い様ような光景が浮かんでいた。

　──ブリッジを包み込む、異様極きわまりない雰囲気。

　部下たちが口々に奇き声せいを上げ、目の前のスクリーンに映うつるＧＰ艦に魅み入いられていた。さながらウサギを追う猟りよう犬けんのようにそこにいる誰だれもが強きよう烈れつな興こう奮ふんを覚えていた。

　だが、成り立ての新人や突とつ入にゆう時じの戦せん闘とう要員ならばともかく、普ふ通つうであればベテラン揃ぞろいの、ましてや指し示じ系けい統とうを司つかさどるブリッジ要員がそのような状態になるのはあり得ないことだった。彼らがそんな状態に陥ることは艦にとって非ひ常じように危き険けんであり、またそうならないように厳きびしく訓練を受けているものだ。

「フフフ……私の獲え物もの、誰にも渡わたすものか」

　そしてその中でも一番冷静であるべき、艦長のリョーコですら、その興奮の渦うずに巻まき込こまれていたのだ。

「あのままだったら……私たちも他の海賊同様、鬼姫のジェノサイド・ダンスの餌え食じきとなっていたのは間違いないでしょうね……」

　リョーコはその事実に、身み震ぶるいを抑おさえることが出来なかった。

　だが、彼女は自みずからの発したたった一言により、急速に理性を取り戻もどした。

　──フフフ……私の獲物、誰にも渡すものか！　たとえ何百隻いようとも……。

　その言葉の「違い和わ感かん」を彼女の奥おく底そこの理性は聞き逃のがさなかった。

「……何百隻!?」

　あるはずのない状況が現実に存そん在ざいし、そして自分たちもそのただ中にいる。

　リョーコの鍛きたえられた理性は、リョーコを支し配はいしていた異常な興奮に反し、まさに反はん射しや的に緊きん急きゆうジャンプを行ったのであった──。

　そして今、リョーコは海賊を拿捕している水鏡と第七聖せい衛えい艦隊の姿すがたを安全な宙域から眺ながめているのであった。

「……本当に、危あぶないところだったわ。助かったのは私たちだけみたいね……」

　彼女の端たん整せいな横顔が、少し翳かげる。

「艦長、申し訳わけありません……」

　普ふ段だんあまり感かん情じようを表に出さない副官が申し訳なさそうにうなだれている。彼は大おお柄がらで沈ちん着ちやく冷静、リョーコや他のクルーたちからも絶ぜつ大だいな信しん頼らいをされている男だ。

「副長だけのせいじゃありやせんぜ。俺おれたちだって！」

「分かってるわ。でもたとえ一隻だけでも、助けられれば良かった……」

「あの状態では無理ですよ。こっちが正気になってからいくら離り脱だつ信号を出しても、みんななんかに取り憑つかれたみたいにＧＰ艦を追ってやがった」

「少し前の私たちを含ふくめて、ね」

「もしや、新型の囮おとり艦かん……？」

「だとしたら普通じゃねえですぜ」

　先ほどの感覚を思い出したのか、その海賊は小さく身震いをした。言葉遣づかいこそ乱らん暴ぼうだが、彼も冷静なブリッジ要員の一人である。あんなレミングスの集しゆう団だん自殺の如ごとき精せい神しん状じよう態たいになることなど今まで皆かい無むと言っていい。

「樹雷とアカデミーの新兵器でしょうか？」

「まだ断だん定ていは出来ないわ」

　リョーコはＧＰ艦の映えい像ぞうを手元のモニターに表示させた。

「……詳くわしく調べる必要がありそうね」

　そう呟つぶやくリョーコの目には、ＧＰ艦に近づく小さな光点が映っていた。




　ＧＰ艦の後部コンテナ接せつ舷げん口では、その光点──水鏡からの連れん絡らく艇ていを迎むかえるべく、案内人、美兎跳、そしてなぜか西南が佇たたずんでいた。

　落ち着かぬ様子の案内人は、キョロキョロと視し線せんが定まらない。

「ああああああ、こんなむさ苦しいところで気分を害されたら……」

　確たしかに、接舷口はやや薄うす汚よごれている。

　一いち応おう、大急ぎで美兎跳を除のぞいたクルー全員で掃そう除じをしたのであるが、時間的にも能のう力りよく的にも限げん界かいがある。ブリッジ、通路、と順にこなしたところでタイムアップとなり、結果的にここまで手が回らなかったのだ。

　それに、ただの輸ゆ送そう艦であるこの艦はそんな大国のＶＩＰを迎えるようにはできてはいない。それ相応の設せつ備びなど無いに等しい。案内人の心配は当然だった。

「本来であれば、階級差からいってもこちらから先方へ出向くのが慣かん例れいなのに」

「そうなんですか？」

　何か話していないと落ち着かない案内人の呟つぶやきに、西南が尋たずねる。

「銀ぎん河が連れん盟めいの加盟国の元首クラスの方は自国の宙ちゆう域いき内、あるいは宙域外でも緊急時には艦隊司令クラスの権けん限げんを行使できるんです。つまり、今なら瀬戸様は私の上司という形になります。その上司がわざわざこちらに来るなんて、不自然でしょう？」

「きっと気を遣つかってくれたのよ」

「そんな気遣いなどしていただかなくても……」

　案内人の身体からだは、恐きよう怖ふと緊きん張ちようと疲ひ労ろうのせいで震えていた。

（でもどんな人なんだろう。樹雷の鬼おに……じゃない、神木・瀬戸・樹雷さんって）

　西南は思う。先程行われた水鏡の通信に現あらわれたのは、第七聖衛艦隊の指し揮き官かん、と名乗る男だん性せいであった。鬼と呼よばれても不思議のない威い圧あつ感かんはあったが、当然姫ではない。

　それに、案内人もそれほど緊張してる様子ではなかった。

「艦長。間もなく、水鏡からの連絡艇が到とう着ちやくします」

　船外をモニターしていた艦内放送の声に、案内人がハッと顔を上げる。

　その顔に、最高級の緊張が走る。

「だ、だだだだ大だい丈じよう夫ぶ。大丈夫、大丈夫だ……」

　表情を見る限かぎり、まるで大丈夫ではない。死し刑けい執しつ行こうをされる囚しゆう人じんのようだ。

　ヴォォォン。

　低く重い金きん属ぞく音おんがかすかに響ひびく。

「！」

　その音に案内人は過か剰じように反はん応のうする。

「接舷完かん了りよう。乗艦許きよ可かを求めていますが？」

「ちょっ、ちょちょちょっと待って下さい！」

　そう言うと、案内人は懐ふところからなにやら薬のようなものを取り出し、一気に飲み干ほす。たぶん精神安定系の薬なのであろう。

「じょ、乗艦許可を致いたします。お、お通しして、下さい……」

「了りよう解かい」

　ドキドキドキドキドキドキ。

　西南の耳にも、案内人の鼓こ動どうが聞こえてくるようであった。

　ドキドキドキドキドキドキ。

　それに同調するかのように、西南の鼓動も速くなる。

　目の前のハッチが静かに、まるでスローモーションのように開いていく。……いや、もちろん緊張のためにそう思えるだけなのだが。

「これ、何かに似にてるな……。あ、そうだ、死ぬ寸すん前ぜんに見る走そう馬ま燈とうってやつかも……」

　縁えん起ぎでもないたとえである。

　そんな西南の独ひとり言も聞こえないのか、それに突つっ込む余よ裕ゆうもないのか、ハッチが開いて行くのに同調して大きく見開かれてゆく案内人の目は、今にも飛び出さんばかりであった。

　ドキドキドキドキドキドキドキドキドキドキドキドキドキドキドキドキドキドキ、

　ドキドキドキドキドキドキドキドキドキドキドキドキドキドキドキドキドキドキ、

　ドキドキドキドキドキドキドキドキドキドキドキドキドキドキドキドキドキドキ、

　ドキドキドキドキドキドキドキドキドキドキドキドキドキドキドキドキドキドキ。

　緊張状じよう態たいは１２０％を超こえ、今まさに暴ぼう走そうしようかというその時。

「ハッ、クチュン！」

　二人の後ろで、突とつ然ぜん美兎跳がくしゃみをする。

「ギャアアアァァァァァァァァァァァァァァッッッ！」

　まったくいいタイミングだ。案内人と西南は滑こつ稽けいなくらいのオーバーアクションでドアまで飛び跳はねた。人間、本当に驚おどろくとマンガのようなスタイルになるものらしい。

「あ、あう、あう……」

　案内人はマジ泣き状態で美兎跳を指さし、何か言おうとしている。たぶん、美兎跳様勘かん弁べんしてくださいよ、とか、お願いしますよ、とか言いたいのだろうが、あまりのことに麻ま痺ひしている口は声にできないのだ。

　ともかく、西南は緊張を一気に緩ゆるませ、ただのくしゃみであったことに安あん堵どした。

「……あの、もし？」

　その時であった。二人の後ろから呼びかける女性の声が聞こえた。

「！」

　そう、一いつ瞬しゆんすっかり忘わすれていたが、瀬戸を出で迎むかえている最中なのであった。

　なんということだァァァ！

　しかもこんな重大極きわまりない場面でぇぇぇ！

　紅こう潮ちようした案内人の顔が一気に真っ青になる。まるでさーっと血の気の引く音が聞こえるようだ。

「も、申し訳わけありませんんんんっ！」

　案内人はそのまま土ど下げ座ざし、釣つられるように西南もそれに続いた。

　頭の上から、涼すずやかで優やさしい声がする。

「お手をお上げ下さい。そのままではお話もできませんわ」

　これが鬼姫の声？　そう思った瞬間、美兎跳が嬉うれしそうに言った。

「あっ、水みな穂ほちゃんだぁ」

「まぁ美兎跳様！　また……ですか？」

「アハハハ。そうなの」

　西南と案内人の頭上でなにやらやりとりが続く。

　そのホンワカとした雰ふん囲い気きに、案内人と西南はそっと顔を上げる。接せつ舷げん口のハッチの向こうに、二人の護ご衛えいを引き連れた女じよ性せいが立っていた。

（この人が、鬼姫、じゃなくて瀬戸様……？）

　そんな怪け訝げんそうな西南に向かい、女性が口を開く。

「はじめまして。神木家情じよう報ほう部ぶ副官、柾まさ木き水穂でございます」

　事情聴ちよう取しゆに訪おとずれたのは、瀬戸ではなかった。

「ハアァァァァ、よかった……」

　瀬戸が来るものだと思っていた案内人は、深い安堵のため息をついた。

「クスッ」

　水穂が小さく笑う。その反はん応のうは、彼女にとっては見み慣なれたものであったからだ。

　瀬戸は自分の噂うわさを熟じゆく知ちしている。だからその状じよう況きようを利用し、「自分が行く」とさんざん相手を恐れさせておいてから水穂を送り込むのだ。安堵した相手は自じ艦かんである安心感もあり、いろいろと話さなくても良いことまで話してくれる。そして、意外とその中に重要な意味や情報が隠かくれていることが多いのだ。

　瀬戸の慣かん例れい無む視しはそんな作戦のためであった。

「それで……もしかして海かい賊ぞくを集めたのは、美兎跳様ですか？」

　偶ぐう然ぜんの天才、九く羅ら密みつ美み星ほしの母にして、やはり偶然の天才たる美兎跳であれば、今回のような異い常じような状況も一いち応おうの納なつ得とくができる──そう水穂は考えたのだ。

「違ちがうの。あれはね、西南ちゃんが集めたのよ」

　そう言うと美兎跳は嬉しそうに西南に抱だき付いて頭を撫なでる。

「西南……さん？　この方が海賊を？」

「は、初めまして。山やま田だ西南です」

「山田、西南……？」

　水穂の顔に、誰も気づかないほどのちょっとした戸と惑まどいが覗のぞく。

「柾木様。詳くわしいお話は、私の方から」

　美兎跳に任せると話が進まない。そう判はん断だんした案内人は、水穂に対して今まで起こったことを報告し始めた。

　まず、自分の識しき別べつ番号と、ＧＰでの役やく職しよく。

　今回の任にん務む命令の経けい緯い。

　美兎跳が乗り込こんでいたこと。

　地球に着いて、西南の家族に会ったこと。

　西南を乗せてからのこと。

　そして、海賊を引き寄よせた一連の事態……。

　ひとつひとつを思い出し、案内人はできる限かぎり丁てい寧ねいに答える。

　究極とも言える緊きん張ちよう感かんから解とき放たれた案内人の舌と口は、それはそれは立て板に水の如ごとくなめらかであった。




「なるほど、ねえ……」

　水鏡のブリッジで、ＧＰ艦かんにいる水穂から遠えん隔かくの報告を聞いた瀬戸は非ひ常じように興きよう味み深げな表情を見せた。

「そう……」

（うっ！（Ｂｙ兼かね光みつ＆水穂））

　水穂と、そして瀬戸の隣となりで同じように報告を聞いていた兼光は、そんな瀬戸の表情に悪お寒かんにも似にた嫌いやな予感を覚えた。

　──またか。

　今までに何度となく目もく撃げきしてきたその目……それは瀬戸の前に新たな生け贄にえの出しゆつ現げんしたことと二人の仕事が増ふえることを意味していた。

「でも、まさかあの西南君が、宇う宙ちゆうにいるなんて……」

　水穂が呟つぶやくように漏もらす。

「あら、知り合い？」

「いえ、もちろん直ちよく接せつの面めん識しきはないのですが、お父様からいろいろと。天てん地ち君のお友達で……確たしか、こまごましたことでいろいろと運の悪い子だとか……」
















　水穂が、記き憶おくをたどって補ほ足そくをする。

「こまごま、ねぇ……。……？」

　そう言ったかと思うと、一いつ瞬しゆん瀬戸は不思議そうな表情を見せる。

「遙よう照しよう殿どのから……？」

　引っかかりというか違い和わ感かんというか……そんなものを感じたような、普ふ段だんの瀬戸ならあまり見せない表情だ。

「どうしましたか？」

　ちょっとした違和感を感じとり、兼光が声をかける。

「……いえ、なんでもないわ。こまごまとは言うけれど、あれだけの海賊艦を引き込むんじゃ、相当なもんよねぇ。まあ、彼は幸運だと思うわよ。純じゆん粋すいな地球人が宇宙に出るチャンスなんて、無いに等しい確かく率りつなのに。そう思わない？」

　瀬戸は、にっこりと兼光とスクリーンの中の水穂を見やる。

　二人は答えない代わりに、心の中で全く同じことを思った。

　つまり『瀬戸様に出会わなければ、そうだったのかも……』と。

「なあに？　何か言いたそうね♡」

　その気配を敏びん感かんに察し、瀬戸がさらに微笑ほほえむ。

「あー…しかし、今日はまたいろいろと驚おどろかされることばかりですな。まさか美兎跳様まで、あの船にご同乗だったとは」

　慌あわてて話題を変えて、兼光が取り繕つくろう。

「そ、そうですわね。確か、ＧＰ本部で清せい掃そう係をされているはずなのに」

「まあ、美兎跳様だからね」

　苦く笑しよう混まじりに瀬戸が言う。が、別に美兎跳のことについて苦笑したわけではない。必死で話題をすり替かえようとしている、いじらしい二人の部下が可愛かわいかったからだ。

　二人の様子を見ながら、瀬戸は思う。

（で、次は水穂が「瀬戸様。ＧＰ輸ゆ送そう艦かん艦長から発進要よう請せいが出されていますが」……って報ほう告こくしてくるわね）

「瀬戸様。ＧＰ輸送艦艦長から発進要請が出されていますが」

　──やっぱり。

　瀬戸は言葉まで正確に予想していた。

「発進要請？……そうね。では……」

　瀬戸の言葉に、水穂はわずかに安あん堵どの表ひよう情じようを浮うかべる。このまま瀬戸のおもちゃにされずにＧＰアカデミーに向かえるのなら、それ以上の幸運はない。

　が、瀬戸の次の言葉は水穂の期待を裏うら切ぎった。

「……水穂。あなたはＧＰ艦修しゆう理りの指し揮きをとってちょうだい」

「はっ？　あっ、でも……」

「海かい賊ぞく掃そう討とう作戦の最大功労者の船をボロボロのまま宇宙に放ほうり出すような真ま似ねは、樹雷の恥はじ……。そうでしょう？」

　そう言われては、それ以上反はん論ろんすることが出来ない。

「全く、その通りです……」

「その間、その輸送艦で送そう迎げいされているお客様と美兎跳様は、この神木・瀬戸・樹雷が責せき任にんを持ってお預あずかりいたします。そう伝えてちょうだい」

「分かりました」

　頭を下げつつ、水穂は心の中で手を合わせていた。

（ごめんね、ごめんね西南君）

「ええと、お客様の接待役は……うん、そうね。珀はく蓮れん、玉ぎよく蓮れん、翠すい簾れん、火か煉れん。この四人にしましょう」

　何か裏のありそうな瀬戸の言葉に水穂と兼光は訝いぶかしげな表情を浮かべ、スクリーン越ごしにお互たがいの顔を見合わせた。




　数十分後。

　部下にＧＰ艦修理の指し示じを与あたえた水穂は、美兎跳と西南、そして案内人と共に接せつ待たい役の四人の到とう着ちやくを待っていた。

『水穂、どう思う？』

　水穂への直通ラインを使い、直接兼光が話しかけてくる。このラインは瀬戸ですらその内ない容ようを知ることの出来ない特別なものだ。

『申し分ない、って所かな？』

『……お前、うちの奴やつに似にてきたぞ』

　うちの奴とは兼光の妻つま、前第七聖せい衛えい艦隊司令官（産休中）である。

『クスッ。で、最終進化型が瀬戸様、と』

『例の彼女のあて馬としちゃ、ちと大おお掛がかりじゃないか？』

　水穂の冗じよう談だんを無む視しして兼光は続ける。

『これも、瀬戸様の宿題ね』

　最も瀬戸の近くにおり、盾たてといわれる水穂とて、瀬戸の全すべてを把は握あくしているわけではない。さらに瀬戸は、その指示の中に多くの含ふくみや意味を持たせていることが多いのだ。

『今回も絶ぜつ対たいそうだわ』

『嫌いやなババアだよな』

『クスクス、そうね。でも瀬戸様はまず無む駄だなことはしないから……たぶん珀蓮たちに西南君の接待役をさせるのも、何か理由があるはずよ』

『フッ。それも彼女たちと少年の双そう方ほうに、だろうな』

『まず間ま違ちがいないでしょうね』

『確たしかあの四人、瀬戸様がどこからか見つけてきた娘むすめたちだったな』

『彼女たちが到着するわ。また後でね、兼光おじさま』

　水穂はそこで通信を切ると、水鏡から到着した四人を連れて西南の待つ応おう接せつ室へと向かった。




「せ、接待……ですか？」

「はい。この四名がお二ふた方かたのお世話をいたします」

　西南は水穂の後ろに控ひかえている四人に視線を移うつす。

　なんのためかは分からないが、彼女たちは全員がすっぽりと頭を覆おおうフードを被かぶり、顔の下半分、口の辺りしか見えない恰かつ好こうをしている。

「いえ、でも…そんな気を遣っていただかなくても、俺おれはここで修理が終わるまで待ってますから。あっはっは……」

　西南なりに上う手まく誤ご魔ま化かしたつもりだが、断ことわる理由としての効こう果かは皆かい無むであった。

（西南君…瀬戸様に会いたくないというのも分かるんだけれど、はいそうですかってわけにはいかないの。ごめんね……。でも、ちょっと可愛かわいいかな）

　瀬戸の悪あく癖へきに影えい響きようされたのか、水穂はなんだか西南をいじめる行こう為いにちょっと快かい感かんを感じていた。確かに「最終進化形」に向かってまっしぐらなのかも知れない。

「あー、西南君。修理にはすこし時間もかかるそうですし、何より危き険けんですから」

　無言で西南を見ている水穂に気を遣ったのか、瀬戸のプレッシャーから解かい放ほうされた案内人が嬉うれしそうに無責任な発言をする。

「それに、せっかくのご招しよう待たいですし。こうしてお迎むかえもいらしてるんですよ」

「案内人さんも行くんですか？」

「あ、や、わ、わたしは修理の指揮やその他諸もろ々もろ忙いそがしい身なので！」

　西南の予想通りの反はん応のうだ。

（こりゃ助けてくれそうにもないな。まぁ、俺を助けてくれる人なんて、そうそういるわけはないんだけど……あっ！）

　瞬しゆん間かん、西南は助けてくれる人──霧きり恋このことを思い出した。

　彼女のことを忘わすれるハズなどなかったが、さすがにあのドタバタの中で連れん絡らくが途と中ちゆうであったことをすっかり失念していたのだ。それに、その連絡にかこつけて水鏡に行かなくてもすむかも知れない。まさに一石二鳥のアイデアである。

　霧恋の存そん在ざいというのは、こういう部分でも助けてくれるのか。西南は遠い地球の霧恋に感かん謝しやしつつ、喜々として口を開いた。

「あの～、俺ちょっと地球に大事な連絡をしなくちゃいけないんです。だからせっかくのご招待ですけど……」

「あっ西南君、それダメです。今現げん在ざいこの宙ちゆう域いきは海かい賊ぞくたちの通信封ふう鎖さを行っていますので、長ちよう距きよ離りの通信が出来ないんですよ」

「えっ!?」

　案内人の陰謀……ではなく説明により、最大の懸けん案あん事じ項こうがあっさりと行使不ふ能のうとなった。

「まあ、それはお気の毒に。それでしたら我われ々われの船には特とく殊しゆ回線があります。地球でもどこでも通信可か能のうですよ」

　水穂がここぞとばかりに畳たたみ込こむ。

「えっ」

　西南の心が揺ゆれる。

　最後に地球に連絡してから、もうかなり経たつ。ここで目を覚ましてからもすでに十二時間が過すぎようとしている。

（急がなきゃ、霧恋さんも心配してるだろうし……それに）

　ちらっと美兎跳を見る。彼女の微笑ほほえみは、再ふたたび西南に安心感を与あたえた。

（美兎跳さんと一いつ緒しよなら、平気かな？）

「じゃあ行きましょう、西南ちゃん」

　美兎跳のその言葉がトドメだった。

「そう、ですね……」

　結果的に「トゥルーエンド」に行き着くものの、その過か程ていとして最悪の選せん択たく肢しを選んだことに、まだこの時の西南は気づいていなかった。

「よかった。ああ、そうそう。遅おそくなってしまいましたが、西南様の接待役をご紹しよう介かいいたしますわね」

　水穂の言葉に、今まで後ろで控えていた四人の女じよ性せいが西南の前に歩み出て、同時にかぶっていたフードを外した。

「うわ」

　思わず声が漏もれる。

　四人が四人とも美女揃ぞろい。誰だれひとりとしてケチのつけようのない彼女たちに、西南の視し線せんは一気に釘くぎ付づけになっていた。

　まあ、確たしかに接待役を仰おおせつかっているのだからそれなりの容よう姿しは求められるのであろうが、しかし自分は一いつ介かいの地球人、しかもこの大おお騒そう動どうを引き起こした災さい厄やく人間である。そんな接待を受けるほどの価か値ちがあるわけでも何でもない。

（あっ……でも、瀬戸様って一国の最高権けん力りよく者しやだそうだから……もしかしてこれで普ふ通つうなのか？）

　そうだ──自分の接待役の彼女たちで普通クラスなのだろう。自分に過か剰じような価値を見み出いだすより、こう考える方がずっと自然だ。

　西南の幼おさない頃ころよりの不運は、もう他が嫌いやになるほど彼に自分を過小評ひよう価かするという思考を徹てつ底ていさせていた。

　自分はただの、運の悪い男なのだと。

「では……」

　西南が落ち着いたのを見計らうと水穂が四人の紹介を始めた。

「彼女が珀蓮」

「はじめまして、西南様」

　うやうやしく礼をする珀蓮は、薄うす青あお色いろの綺き麗れいなストレートヘアの、いかにも真ま面じ目めそうな学級委員長的女性であった。

「次が火煉」

「よろしくお願いいたします」

　こちらはちょっと小こ柄がらで、小麦色の肌はだと赤毛が印象的な、活発そうな少年といった感じの女性。ボーイッシュではあるが、十じゆう分ぶんに女性的魅み力りよくも兼かね備そなえている。

「彼女が翠簾」

「翠簾と申します。ふつつか者ですが、よろしくお願いいたします」

「ふつつか者って……」

　まるで嫁よめ入いりに来たかのような挨あい拶さつだ──彼女は緑色の髪かみで唯ゆい一いつ眼鏡めがねをかけた女性だった。

　だが、その理知的なイメージの銀ぎん縁ぶち細身の眼鏡をかけているわりには、さほどきつい印象を与えない。先さき程ほどの挨拶のせいかも知れないし、どこかぼーっとしたというか、美兎跳に通じる匂においというか……そのせいかも知れなかった。

「そして最後は……あら？」

　水穂が指し示しめす場所には誰もいなかった。

（あれ？　確かさっきまでもう一人？）

　西南がそう思った瞬しゆん間かん。

「玉蓮と申します」

　突とつ然ぜん耳の後ろから声がして、ぽにょり、とふたつの柔やわらかなモノを押おし付けられる感かん触しよくが西南の二の腕うでに感じられた。

「うわ！」

「あら、失礼。驚おどろかすつもりではなかったのですが……」

　慌あわてて飛び退のく西南を、玉蓮は微笑みながら見つめる。

　白髪しらがと見まごうばかりの絹きぬ糸いとのような銀ぎん髪ぱつの美女だ。退たい廃はい的でけだるそうな目が印象的だった。色っぽいと言うより艶つやっぽい麗れい人じんといった感じだ。

「……くそ、いいなあいつ」

　その頃、ブリッジではオペレーターたちが監かん視しモニターに食い入るようにして西南たちの様子を盗ぬすみ見していた。

「樹雷の接待か……。すげぇんだろうな」

「いきなりあんな美女が四人も付くんだもんな」

　だが、誰一人としてついて行きたいとは言いださない。

　──虎こ穴けつに入らずんば虎児を得ず──。だが、その虎穴にいるのは瀬戸である。

「あきらめるしかないか、バカ西南め」

「そうだな、バカ西南め」

　彼らはやり場のない怒いかりを西南に向け、繰り返し繰り返し呪じゆ詛その言葉を投げつけていた……。




　西南たちが乗った連れん絡らく艇ていは、やはり木もく造ぞうであった。

　しかも丸木船のような簡かん素そな造りで、とても宇う宙ちゆうを飛ぶ物とは思えない。

「本当に……ここ、宇宙なのか？」

　今け朝さ、目を覚ました時の疑ぎ問もんを再ふたたび口にする。

「西南様は、初期文明段だん階かいの星からいらしたとお聞きしましたが」

　西南の横に控ひかえている珀蓮が話しかける。どうやら彼女がこの接待チームのリーダーらしく、今のところ受け答えはほとんど彼女が担たん当とうしていた。

　後で知ったことだが、他の三人は美兎跳の見み張はりをしていたらしい。

　まぁ、それはともかく。

「初期文明段階？」

「はい。有人船での重力圏けん脱だつ出しゆつの文明を持ったレベルの方々のことです。恒こう星せい間かん航行が可か能のうとなると、第二段階となります」

「そうか……地球はまだ衛えい星せいに人が行っただけだもんな。……うわ」

　船を覆おおったシールド越ごしに、有ゆう視しで水鏡と呼よばれる船が近づいてくる。

「あれ、本当に木で出来てるんですか？」

　手すりから乗り出すように水鏡を凝ぎよう視しする。

「はい。樹雷はキロ単位の巨きよ大だい樹じゆが茂しげる星でして、あの外がい装そうは装そう飾しよく部分以外にはほぼ継つぎ目無しの一本の木から造られています」

「キ、キロ単位の木？　そんなのあるんですか？　地球じゃ大きくても百メートルを超こえるくらいなんですけど……」

「フフッ、そんな大きな木は樹雷にしかありません」

「へえ……。あれ？　あの中心の輪っかの中……水？」

　水鏡の本体は二重のリング状じようになっている。その内側の輪に液えき体たいが光を反はん射しやしてキラキラと揺ゆらめいているのだ。

「水鏡様の名の由来……いえ、その名にちなんで装飾された物です」

「なんか、大きなプールみたいですね」

「ええ、泳げますよ」

「は？」

「ときどき瀬戸様や私たちも泳いでます。よろしければ西南様もいかがですか？　なかなか不思議な気分ですよ」

「ええ、確たしかに気持ちよさそうですね……」

　まさに宇宙遊泳か？　まあそうは言うものの、そんなことをすればまた何かしら不運が襲おそってくるのだろう。漠ばく然ぜんとそんなことを考えていると、珀蓮がにっこりと告げた。

「さあ、間もなく到とう着ちやくです。ゲストハウスにご案内いたしますので、ご休きゆう憩けいと地球へのご連絡はその時に。その後、瀬戸様がご挨あい拶さつをなさいます」

「は……はい」

　瀬戸の挨拶と聞いて、西南の背せ筋すじがピンと張った。




「な、なんだ、これ……」

　珀蓮たちに伴ともなわれて水鏡の船内へと案内された西南は、その異い様ようで威い容ような内部環かん境きように圧あつ倒とうされていた。

「で、でか……」

　水鏡の内部には、そのコンパクトな外観からは想そう像ぞうもつかないほど広大な「居きよ住じゆう区く」と呼ばれる世界といってもいいほどの空間が内包されていた。しかもＳＦ世界そのままのメカニカルなものではなく、自然と融ゆう合ごうした空間なのだ。

（てっきり体育館くらいのものかと思ってたんだけど……）

　西南が驚おどろくのも無理はなかった。

「なんか、ＵＦＯの内部が外見より広いって映えい画がを観たことがあるけど、ここまで非ひ常じよう識しきにでかいってのは……」

　川が流れ、緑豊ゆたかに木が生おい茂しげり、動物たちが放し飼がいにされている。ここは本当に宇宙で、そして本当に船の中なのか、どうにも自信が持てなくなってしまうような無む茶ちや苦く茶ちやな環境と広さであった。

「ここは水鏡様の力で、亜あ空間に固定された直ちよつ系けい約十キロほどの球形空間です」

　口を半開きにしている西南に、珀蓮が説明をしてくれる。

「ですから、厳げん密みつに言えば水鏡様の中ではありません」

「は、はぁ。……難むずかしいんですね」

　船の中であって、船の中ではない。禅ぜん問もん答どうのような話に、西南の頭はついていけなかった。珀蓮はさらに詳くわしい説明をちらっとしてくれたのだが、むろん西南に理り解かい出来るはずはない。彼は地球レベルの義ぎ務む教育しか受けていないのだ。

（そういえば、さっき珀蓮さんがゲストハウスとかって言ってて、ゲストルームの間ま違ちがいじゃないかと思ってたけれど……）

　西南はあらためて居住区に広がる風景を眺ながめる。遠くの山やま並なみは遥はるかに霞かすみ、木々の緑が目に眩まぶしい。

「気持ちいいですね……。空気も綺き麗れいだし。まぁ、ＧＰ艦かんの中もそれなりに快かい適てきでしたけど」

「この中の空気や温度などは、水鏡様が全すべて調整してらっしゃいます。人にとっても最高の環境ですわ」

　なるほど、と頷うなずく西南は、その空気の雰ふん囲い気きに何か懐なつかしいものを感じていた。

　これはどこだっただろうか。

（ああ、そっか。これ天地先せん輩ぱいの家の近くだ……）

　西南は、よく遊んだ柾木家周辺を思い出させるこの場所に親近感を覚えた。

「お気に召めしまして？」

「ええ、凄すごい……あれ？」

　後ろにいる珀蓮たちを振ふり返ったとき、西南はちょっとした違い和わ感かんを感じた。

「どうかされましたか？」

　その違和感の正体に気づいた西南が、頭を搔かきながら告げる。

「えっと、美兎跳さんが……」

「美兎跳様が？」

　その言葉に、全員が美兎跳がいるはずの場所を見る。

「いないんですけど……」

「！」

　どんなイリュージョンか奇き蹟せきなのか、女官三人が囲むようにしていたはずの美兎跳の姿すがたが、いつの間にかかき消えていたのだ。いついなくなったのかも、誰にも分からない。

「そんな、ばかなことって！」

「玉蓮、西南様の案内をお願い！　火煉、翠簾！」

　珀蓮は血相を変え、二人を連れて美兎跳を捜さがしに駆かけだしていった。

　後を任まかされた玉蓮が西南の手を取る。

「さあ、西南様」

「あ、あの、僕ぼくたちも捜した方が……」
















「あの三人以外にも、女官はおります。それに、たとえ行方ゆくえ不明になっても美兎跳様は水鏡様の中から外にお出になったことはありませんから、ご心配なく」

「はあ……」

　そんなものだろうか。というか、美兎跳にとってはこれが日にち常じよう茶さ飯はん事じなのか。自分自身もかなりマイナスの意味で特とく殊しゆだと思っている西南だったが、他にも特殊な人はいるんだなぁ、と妙みようなところで感心する。

「こちらがゲストハウスです。ごゆっくりおくつろぎ下さい」

　西南が案内された場所は、大きなログハウスだった。

（……修しゆう学がく旅行で行った東大寺の大だい仏ぶつ殿でんくらいかな？）

　外がい壁へきはツタや苔こけに覆おおわれ、家の中心に巨きよ木ぼくがあり……いや。と言うよりも、巨木を大黒柱として建てられている。全体に曲線で構こう成せいされた、饅まん頭じゆうのような形の家だ。

　ちょっとしたボックス状じようの目め隠かくしの中には見み慣なれた黒電話が設せつ置ちされている。

「地球へのご連れん絡らくはあちらで」

「すみません」

　そう言うと、西南はボックスに飛び込み、かけ慣れた番号へダイヤルを回し始める。

　ジーコロコロ。ジーコロコロ。ジーコロコロ。ジーコロコロ。

　ツー、ツー、ツー。

「話し中か……？」

　ジーコロコロ。ジーコロコロ。ジーコロコロ。ジーコロコロ。

　ツー、ツー、ツー。

　霧恋の家は、何度かけても話し中であった。

「おっかしいな、霧恋さんも海かいも長電話なんかしないんだけど……」




　西南が地球へ電話をかけていた丁度その頃ころ。瀬戸はうっすらと笑えみを浮うかべながら、通信モニターに映うつる相手を見み据すえていた。もっとも、超ちよう高度な盗とう聴ちよう防ぼう止し通信のため映えい像ぞうは乱みだれ、まともに聞こえるのは相手の声だけであったが。

「なるほど……事じ情じようはよくわかったわ」

『ですから、一いつ刻こくも早く送そう還かんを……』

　通信相手が必死な声を出す。

「確たしかに、銀ぎん河が法で初期段だん階かい文明の人間との接せつ触しよく、まして宇う宙ちゆうに連れ出すことは固かたく禁きん止しされているけれど……地球には前例がないわけではない……。そうよね？」

　瀬戸の言葉には、どこか弾はずんだような感情が混じった。

『しかし瀬戸様！』

「じゃあね、ごくろうさま」

『ああ、ちょっと瀬戸さ！』

　瀬戸は、相手の言葉を無む視しするように一方的に通信を切り、これ以上ないほど愉たのしそうな笑みを浮かべた。

「うふふふふふふふふ……。彼女があんなに取り乱すのも、珍めずらしいわね」

『やれやれ……。とうぶん遊ばれるな、彼女』

　ＧＰ艦かんから戻もどってきた水穂が通信相手の今後を思ってため息をつき、すがるような目で兼光を見やる。促うながされるまでもなく、兼光が口を開いた。

「……瀬戸様。彼の特とく性せいを考えると、やはり地球へ送還するべきでは？」

　もちろん、瀬戸への進言など無む駄だと承しよう知ちの上だ。

「あら、無む理り強じいはするつもりはないわよ」

　しれっと言ってのける瀬戸に、兼光は腹はらの中で毒づいた。

（くっ、このクソババアが……。あんたなら無理強いしなくても、そう仕向けるのはたやすかろうが……）

「あら。何か言いたいことがあるの？」

「い、いえ……」

　兼光の腹の底など見通した上で、あえて瀬戸は訊たずねる。その時、答えに窮きゆうする兼光を救ったわけではあるまいが、オペレーターの声が会話に割わって入った。

「瀬戸様、兼光様、失礼いたします。山田西南殿どのを、地球でＧＰにスカウトした人物が判はん明めいしました。雨あま音ね・カウナック二級刑けい事じです」

　同時に、スクリーンにＶサインをする雨音の顔が表ひよう示じされる。

「やはりねえ。カウナック家のあの娘むすめか……」

　納なつ得とくしたように、瀬戸が二、三度頷うなずく。

「……予想通り、地球に行く人間でそんな粗そ忽こつ者ものはあの娘ぐらいだからねぇ」

　二級刑事、という階級を聞き、兼光がやや怪け訝げんな顔をする。

「確か、彼女は親おや御ごさんがＧＰに入ることを反対なさってたと聞きますが」

「情じよう報ほうが古いわよ。少し前、カウナックと大おお喧げん嘩かの末に家をおん出たのよ。まあ、カウナックとしては早く嫁よめにでも行って落ち着いて欲ほしいみたいだったからねぇ」

「……そう言えば、以前瀬戸様が見合いの席を設もうけたことがありましたね？　あの結果を伺うかがっていないのですが……」

　水穂の問いに、瀬戸はにまあっと笑みを浮かべる。

　カウナック家とは、銀河アカデミー内に本社を持つ老舗しにせの服ふく飾しよくアクセサリーブランド『カウナック』の経けい営えい者しや一族である。その昔は服飾の延えん長ちようでもある『ＧＳ』と呼よばれる軍用のガーディアンシステムメーカーとしてもその名を馳はせていたが、現げん在ざいではＧＳ部門は独どく立りつしてアカデミー直営となっている。

　話はそれたが、雨音・カウナックはその本家の一人娘、つまりは超ちようが付くほどのお嬢じよう様さまなのだ。したがって、見合い相手にもそれなりの「格かく」が求められる。そこで、瀬戸ともつき合いのあった雨音の両親が、縁えん談だんの世話を瀬戸に依い頼らいしたというわけである。

　見合いの一いつ件けんを思い出し、瀬戸はしみじみと語り始める。

「……全く愉しいつぶされ方だったわ」

「瀬戸様が、お見合いを失敗したのですか？」

「ホッホッホ、まあ私にだって失敗はあるわ」

　そう言うと、瀬戸はその時の録ろく画がをモニターに映し出した。

「な、なんだ、こいつ……」

　兼光と水穂は、大映しになったお見合い相手を見て啞あ然ぜんとなった。

　そこにはいかにも「マザコン優ゆう等とう生せい」といった雰ふん囲い気きの、とある食品大手の御おん曹ぞう司しがなよっとしたポーズに上うわ目め遣づかい、ついでに母親の陰かげに隠かくれるように雨音を見つめていた。

「うわ……」

　水穂たちがその『いかにも』さに引いた次の瞬しゆん間かん、録画映えい像ぞうの中の雨音は激げつ昂こうし「貴き様さまそれでも男か」と胸むなぐらをつかんで往おう復ふくビンタをかまし、見合いの席はめちゃくちゃになってしまった。

「アハハハ！　でねでね、次がまた傑けつ作さくなのよ。二度目はアカデミーの某ぼう大学学長の息子むすこでね」

　兼光たちの反はん応のうにはお構かまいなしに、瀬戸は次の映像を流し始める。

　今度の相手は、瘦やせて覇は気きのない胃の悪そうな青年教きよう授じゆ。

「ぼ、ぼく、口に合うものが少ないんです……デリケートなもので」

　そう言いながらちまちまと料理の中から嫌きらいなものを選より分けている。

　で次の瞬間、そのお皿を「好すき嫌いすなっ！」と無む理り矢や理り口にねじ込む雨音の姿すがたが。

「でね、三度目はね、戦せん艦かん備び品ひんメーカーの大社長の末っ子として蝶ちようよ花よと育てられ、財ざい力りよくにモノを言わせて酒と女と取り巻まきは欠かしたことがない、という高こう慢まんチキな礼れい儀ぎも何も無いご令息」

　今までの経けい緯いとその紹しよう介かいで予想される通り、これはさらに壮そう絶ぜつであった。

　見合い開始後わずか六秒にして発せられた、相手の男の「お前が雨音っての？　俺おれの女になりてーの？」という一言に、雨音の手て加か減げん無しの右ストレートが男の顔面に炸さく裂れつ。秒殺の後そのまま相手の親や取り巻きを次々にぶちのめしていくという、阿あ鼻び叫きよう喚かんの地じ獄ごく絵図が展てん開かいされていく。

「ギャハハハハ……というわけで、あの子のお眼鏡めがねにかなう相手って、なかなかいないのよぉ」

　明らかに困こまっていない晴れやかな表ひよう情じようだ。

「……嫌いやがらせをしているようにしか見えませんが……」

　呆あきれるしかない兼光の袖そでを、水穂が引っ張ぱって耳打ちする。

「兼光おじさま。瀬戸様、最近は地球の『おもしろ投とう稿こうビデオ』って番組に凝こってるみたいなの」

「で、破は談だんビデオを収しゆう集しゆうしてるわけか」

「そういうこと。あれだけの暴あばれッぷりだもの。気に入られてるんでしょうね」

　そんな会話を知ってか知らずか、瀬戸は喜々として続ける。

「んで、しょうがないから、今度はうちの眷けん族ぞくの良さそうなのを見み繕つくろったのよ。そしたら今度はバッチリ気があってねぇ。見合いの席でも話は弾はずむし、趣しゆ味みは合うしで」

「……一いち応おうまとめる気はあるんですね」

「でもね」

「でも？」

　水穂と兼光の声がハモる。

「これが見事な男友達状じよう態たいで、雨音さんの紹介してくれた女友達と結けつ婚こんするって、披ひ露ろう宴えんの招しよう待たい状が来てたわ」

「……やれやれ」

　絶ぜつ句く……。

「ふふっ雨音さんに、彼女に、そしてあの子……そうね、もしかしたらこれは面おも白しろくなるかも……」

　瀬戸が、悪わる巧だくみ満点の顔で呟つぶやく。

　二人は、彼女たちの行く末に同情するしかなかった。

「ところで兼光殿どの。話は戻もどるのだけど」

「は、はいぃ？」

　突とつ然ぜん、真顔に戻った瀬戸に反はん応のうしきれず、兼光がうわずった声を上げる。

「彼が……男の子が、こんなチャンスを逃のがすようなことをするかしら？　ねえ」

　含ふくみのある目で、瀬戸は兼光を見つめる。

『あちゃあ……』

　瀬戸の言葉がその後どういう展開を見せるのか、正せい確かくな予想……いや、この場合予知というべきだろうか。それが出来る水穂が、ため息混まじりにこめかみを押おさえる。

　同時に、兼光も瀬戸の罠にはまったことに気づく。この状じよう況きようで、兼光が平ひら田た兼光として答えられる解答はひとつしかないのだ。それでも兼光は精せい一いつ杯ぱいの抵てい抗こうを試こころみる。

「……瀬戸様が、そうさせたいように見えますが……」

「ん？」

　何もかも見通す、そして優やさしげな眼まな差ざし。

『本当にその答えでいいの？』瀬戸の目はそう語っているのだ。

　兼光が少年であった頃ころ、彼にも将しよう来らいへの希望があった。だがその希望には少年兼光が越えることの出来ない大きな壁かべが立ちはだかっていたのだ。あがきもがいていた兼光に、救いの手を差し伸のべてくれたのが瀬戸だった……。

（まあ、結局は悪あく魔まとの取引に近かったのだが……）

　兼光は思い返す。瀬戸の誘さそう先には、それまでとは比くらべものにならない大きな難なん関かんが待っていたのだ。しかも実は楽な道もあったのだが、それは瀬戸が故こ意いに閉とざしていたのだった。とは言え、兼光は少年時代の決けつ断だんを後こう悔かいしたことなど一度もない。

（たとえ彼のためであろうとも、自分自身の決断に勝まさるものはないからな……）

　結局、自分の未来を決める権けん利りは本人にしかないのだ。

　兼光は大きくため息をつき、自分を納なつ得とくさせた。

　──これでいいのだ。

　──俺もそうだったから彼もそうだろう。

　──まあ頑がん張ばってくれ。

　──俺もできる事があれば手助けをするから恨うらまないでくれ。

　兼光はそう祈いのりながら、ゆっくりと口を開いた。

「もし私であれば……みすみすそれを逃すような真ま似ねはいたしません！」

　これで兼光も瀬戸の片かた棒ぼうを担かつぐことが大決定した。

「けっこう」

　瀬戸は満足そうに頷うなずいた。

「では、彼に会いに行きましょう」

　そう言い、瀬戸はすっくと立ち上がると、あることを思い出して付け加える。

「そうそう、水穂ちゃん。彼女の足止め…よろしくね♡」

「うっ……。はいはい、わかりました……」

　水穂の気苦労は、絶たえることがなかった。




「ええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええっっっ！」

　悲鳴に近い、というかもう既すでに絶ぜつ叫きようとも言える西南の大声が聞こえる。

　モニターの向こうの海が耳を押さえている。

「霧恋さん、帰っちゃったの!?」

「ああ、ついさっき電話しててな。なんか仕事場でトラブルがあったらしくて……たった今、親父おやじの車で出てった」

「うそ……」

　西南は全身の力が抜ぬけたように膝ひざをついた。まるでこの世の終わりが来たかのような、そんな情なさけない表ひよう情じようだ。

「まあ、五、六時間後にゃ向こうの家に着いてるだろうから、そん時にかけりゃいいんじゃねえの。んじゃ、またな」

「おい、海！　海ってば！」

　西南の呼よびかけも虚むなしく、通信は切れた。まぁ、これ以上海と話していても霧恋が戻もどってくるわけではない。

　仕方ない、とあきらめ、それでもまだ未練の残るゆっくりとしたスピードで受話器をおろそうとした時であった。

　ムニュっと、背せ中なかに覚えのある柔やわらかな二つのモノが当たる。

「霧恋様って、どなたですの？」

　鼻にかかった声、首くび筋すじにかかる吐と息いき。無む論ろん、玉蓮のものだ。

「うわわっっ！」

　反はん射しや的に飛び退のく西南だったが、ここは狭せまい電話ボックスの中。どんなに距きよ離りを取ろうとも、西南と玉蓮の距離はほんの数十センチ……いわば恋こい人びと距離のままであった。

「あっ、あああああ、あのあの」

「どうなさったの？　すごい汗あせですよ」

　そう言いながら、玉蓮はさらに顔を近づけてくる。

「そのあの…あまり近づかなくても……」

「クスッ。狭いのですから、仕方ありませんでしょう？」

「だったら出ればいいんじゃ……」

「霧恋様って……西南様の、なんなのですか？」

「なんなのって聞かれても……」

　その整った顔、心を操あやつられそうな瞳ひとみと声……それがすぐ目の前にある。普ふ段だんであれば、理り性せいが堪たえられそうもない状じよう況きようだった。だが、西南のそれは細い細い蜘く蛛もの糸のようなもので辛かろうじて繫つなぎ止められていた。

（この状況って……地球で雨音さんと出会った時みたいだ……）

　両者に共通する異い常じようなまでの美び貌ぼう。だがそれはひどく対照的だった。陰いんと陽、そう、まるで月と太陽のようである。雨音の太陽光のような金きん髪ぱつと健康的な色気。そして玉蓮の月光のごとき銀髪と静せい寂じやく的な色気。

　その「対たい比ひ」の興きよう味み深さみたいなものだけが、西南の理性を繫ぐものだった。

（もし、雨音さんに会ってなかったら危あぶなかったかも……）

　そう考えるいまも、理性崩ほう壊かいのピンチであることに変わりはない。

「……」

　と、西南のわずかな冷静さに気づいた玉蓮がスッと身を引く。

　安あん堵どのため息を漏もらす西南に、玉蓮が問いかける。

「霧恋様って、西南様の恋人ですか？」

「えっ！　ち、ちがいます……その、お世話になってる姉みたいな人で……」

　その態たい度どから、西南が霧恋に特別な想おもいを持っていることは見え見えだった。だが玉蓮はあえて無む視しをする。

「そうですか、よかった」

「はっ？……な、何がよかったんですか？」

　西南は玉蓮の目に、何やらよからぬ光が宿っているのに気づく。

　その瞬しゆん間かんだった。

「西南ちゃ～ん」

　いつの間に来たのか、美兎跳が西南と玉蓮の真横に立っていた。

「！！！！！」

　西南一人であれば、ただビックリするだけですんだハズだった。

　が、すぐそばには玉蓮もいた。いつも冷静そうな玉蓮も突とつ然ぜんの美兎跳の出しゆつ現げんには驚おどろいたらしく、その結果、西南と玉蓮はピッタリと抱だき合う形になったのだ。

「す、すみません！」

　それに気づいた西南は反射的に身を離はなし、狭い中に三人が詰つめ込こまれた空間から、凄すごく器用なカニ歩き、かつとんでもない勢いきおいでボックスの外へ脱だつ出しゆつした。

　続いてボックスから歩き出しながら、頰ほおを染そめた玉蓮も頭を下げる。

「いえ、私の方こそ失礼いたしました……」

「ねえ、何をして遊んでいたの？」

　状況を知らない美兎跳が屈くつ託たくなく問う。

「遊んでいたわけではありませんが……美兎跳様、他ほかの娘むすめたちはどうしましたか？」

　玉蓮は恥はずかしさを誤ご魔ま化かすように辺りを見回す。

「他のみんな？　会ってないから分からないけど……」

「そ、そうですか……」

　どうやら、珀蓮たちの捜そう索さく網もうにも美兎跳は引っかからなかったらしい。まぁ、結果的にこうして自分から出てきてくれて一安心なのだが……。

「いけない。瀬戸様がお呼びだったのを、すっかり忘わすれていましたわ」

　電話ボックスで西南の後ろに回ったのも、それを伝えるためだったのだ。美兎跳の登場でそれを思い出した玉蓮は、目を閉とじて他の三人に連れん絡らくを送る。

「美兎跳様、間もなく他の者が参りますので、しばらくここでお待ち下さい。西南様は、私とおいで下さい。瀬戸様のところへご案内します」

「えっ!?　美兎跳さんは一いつ緒しよじゃないんですか!?」

　西南の表ひよう情じようが凍こおる。たとえ瀬戸と会うことになっても、美兎跳も一緒であれば、と思っていたのだ。

　また、一人で会う覚かく悟ごを決めるにも、今のようなゴタゴタの後ではその余よ裕ゆうもない。

「私も瀬戸様のトコに行きたいなぁ」

　美兎跳の言葉が釈しや迦かの蜘く蛛もの糸のように思える。……だが。

「お気持ちは分かりますが、ご家族が心配してらっしゃいましたよ。先にご連れん絡らくなさった方がよろしいかと存ぞんじますが」

「あ、いっけない。またお父様に怒おこられちゃうわね」

　玉蓮の言葉に、糸はぷつんと切れてしまったようだ。美兎跳は慌あわてて先ほどの電話ボックスへと戻もどり、通信を始める。

「あ、あの美兎跳さん……」

　助けを求めるように伸のばす西南の手を、ガシッと玉蓮が摑つかんだ。

「では」

　玉蓮がにんまりと微笑ほほえむ。

「参りましょう」

「え、え、ええぇぇ～っ！」

　もう、西南に拒こばむ術すべはなかった。




　数分後。

　瀬戸の元へと転送されるゲートの前で、西南の心しん臓ぞうは激はげしく鼓こ動どうしていた。

　やや気弱だとは言え、ＧＰでそれなりに経けい験けんを積んでいる案内人やオペレーターたちがあの様子だったのだ。瀬戸という人間は、それほどまでに恐おそろしいのだろう。美兎跳は意に介かいしていないようだったが、どう見ても彼女は特とく殊しゆである。自分はどちらかと言えば、案内人側の人間であるはずだ。

「……霧恋さん……」

　自分を守ってくれる存そん在ざいの名を口にする。もし霧恋がこの場にいてくれたなら、なんと言うだろうか。

『しっかりしなさい、西南ちゃん』

『大だい丈じよう夫ぶよ、西南ちゃん』

『私がついてるからね、西南ちゃん』

『ハンカチとちり紙持った？　西南ちゃん』

　幼おさない頃ころから幾いく度ども言われた、霧恋の励はげましが西南の耳に甦よみがえる。

　ともすれば逃にげ出したくなるような心を奮ふるい立たせ、西南はもう一度呟つぶやいた。

「霧恋さん、俺おれ、頑がん張ばります……」

「はい。がんばって下さい」

　不意に、先せん導どうする玉蓮が振ふり向く。

「えっ!?」

「せめて、霧恋様の代わりですわ」

　玉蓮は立ち止まり、西南の方に体を向ける。

「私はここから先へは、お供ともすることを許ゆるされてはおりません。ですから……がんばってください」

　玉蓮はむろん霧恋とは全く違ちがうタイプだが、女じよ性せいにこう言われて悪い気がするわけはない。そして、過か去こにそう言ってくれる人など霧恋以外にはいなかった。

「あ、ありがとうございます」

　たとえただの儀ぎ礼れい的なものであったとしても、その態たい度どが嬉うれしい。勇気づけられる思いが、胸むねや背せ中なかにまとわりつくような緊きん張ちようを少しだけ取り除のぞいてくれる。

「さあ、こちらへ」

　玉蓮に案内されるまま、西南はゲートへと足を踏ふみ入れる。

「！」

　一いつ瞬しゆん、西南の周り全すべてが真っ白くなった。




　──気づくと、目の前の景色は一変していた。

　真っ暗な空間に差し込こむ、自然光による明かり。どこが光こう源げんかも定さだかではないのに、そこに浮うかぶ景色は外にいるかのような感覚を覚えさせる。

　言うなれば、劇げき場じようの舞ぶ台たいといった感じだろうか。

　ここが皇おう家けの樹きを中央にいただく、水鏡の心臓部である。

「ここは……？」

　驚おどろく西南の前に、目の前の玉ぎよく座ざにいた女性が立ち上がる。

「ようこそ水鏡へ、山田西南殿どの」

　その女性は美しく、優やさしい微笑ほほえみを浮かべ、西南を見つめている。

　霧恋はもちろんとしても、雨音、美兎跳、そしてこの女性。当然ながら珀蓮たち四人娘むすめも相当な美び貌ぼうをたたえている。西南はこの二日間で、これまでの一生分に出会ったことのない大おお勢ぜいの美女と遭そう遇ぐうしたことになる。

　そんなことを漠ばく然ぜんと思っていると、女性が再ふたたび口を開いた。

「はじめまして。私が神木・瀬戸・樹雷です」

「えっ？　瀬戸・樹雷って……」

　信じられなかった。この人が、鬼おに姫ひめと呼よばれる女性なのか？

　優ゆう雅がな物もの腰ごしで礼をする瀬戸の姿すがたは、西南が見聞きして想そう像ぞうしていたモノとは全く違っていた。

　優しげな笑え顔がお、凜りんとして、それでいて威い圧あつ感かんのない声。案内人がなぜ恐れるのか、その理由が西南には分からなかった。

（噂うわさなんて、アテにならないもんだよな……）

　まあ、尾おひれがつくのが噂の真しん骨こつ頂ちようみたいなものだ。西南はそう納なつ得とくし、今まで感じていた恐きよう怖ふと緊張が一気に解とけていくのを心地ここちよく感じていた。

　その姿すがたを、瀬戸の隣となりにいる兼光は気が重そうな顔で見つめている。

（まさに、悪あく魔まの微笑みだな……）

　兼光は、あっという間に瀬戸の術じゆつ中ちゆうにハマってポーッとしている西南の純じゆん朴ぼくさに同どう情じようしていたのだ。しかもこれからその純な少年を、クソババァ悪魔と共にだまくらかすのだ。武ぶ人じん・平田兼光としては気の滅め入いる話である。

　また、そんな自分の心理がさらに瀬戸の策さくをやりやすくするということも十分に理り解かい出来るため、さらに兼光の顔はこわばっていくのだ。つまりは八方ふさがりなのである。

　ともかく、西南の方はそんな兼光の思いなど全く知らずに瀬戸を見つめる。

「……？」

　──その瞬間、西南は何か懐なつかしい感覚を覚えた。

　もちろん明めい確かくには分からない。何がそうさせるのか、瀬戸の姿に初めて会った気がしないような、そんな不思議な感覚を覚えたのだ。

「どうなさったの？」

　無言で見つめる西南に、瀬戸が語りかける。

「あっ、いえ、その……は、はじめまして、山田西南です」

　思わず見とれていて、ついつい挨あい拶さつが遅おそくなってしまった。その手て際ぎわの悪さとか見つめていた照れも手伝って、西南は真っ赤になって頭を下げた。

「ホホホ、そう硬かたくならないで。そうそう、紹しよう介かいしますね。こちらは私の部下で……」

「第七聖せい衛えい艦かん隊たい司令、平田兼光です」

　兼光はまだ強張った顔を西南に向け、一礼した。軍人と言うより、戦国時代の武ぶ将しようといった雰ふん囲い気きを漂ただよわせている彼の眼がん光こうに、西南は本ほん能のう的に圧あつ倒とうされた。失礼があったら西南を直ちにぶった斬ぎる、そんな気配すら感じていた。

　これこそ、瀬戸の策である。

　この対照的な二人が並ならぶことによって、西南は自然に瀬戸の方に依い存ぞんする。つまり、瀬戸に対する警けい戒かい心しんをさらに解といていくことになるのだ。

　ここに水穂がいないのには、そういう理由があった。

「さあ、立ち話も何でしょうから、どうぞこちらへ」

　瀬戸と兼光の二人に伴ともなわれ、西南はまた別のゲートへ入っていった。




「……うわぁ……」

　転送された所は、位置こそ違ちがうが先さき程ほどまでいた巨きよ大だいな居きよ住じゆう区くのある場所だった。

　ただ、全く印象を変えているのはそこがかなり高い位置にあり、眼下に庭園全体が一望できるからであろう。小さくゲストハウスも見えている。

　だがそんなことより西南が驚いたのは、その中心にそびえる巨大樹じゆである。まさに天を支ささえているかのような圧倒的な偉い容ようを誇ほこる、世界樹という表ひよう現げんが相応ふさわしいものだった。さっき珀蓮たちに案内されていたときは、あまりにも木の位置に近すぎて分からなかったのだ。

「これが……キロ単位の樹？　塔とうかと思ってた……」

「さあ、どうぞ」

　呆ぼう然ぜんとするしかない西南に、瀬戸は自みずからの手で淹いれたお茶をすすめる。西南は恐きよう縮しゆくしつつ我われに返り、そっと湯飲みを取った。

「今回は、とんだ災さい難なんでしたわね」

　災難、と聞いて西南の顔がちょっと曇くもる。

　災難とは、級友たちによる「一休」以外の西南の通つう称しようでもあった。むろん『西南』の漢字が『さいなん』とも読めることから来ている。

　西南にとっては、あまり好きではない言葉である。もちろん瀬戸がそれを意い識しきして言っているのではないことは分かるが、もう条じよう件けん反はん射しやになっているので仕方ない。

　それを知ってか知らずか、瀬戸はそのまま話を続けた。

「まずは西南殿どのにお礼が言いたくてここにお呼びしたのです。本当にありがとうございます、西南殿」

「えっ？　でも俺、感かん謝しやされることなんて何も？」

「ＧＰ艦のジャンプ座ざ標ひようの設せつ定ていをなさったでしょう？」

　瀬戸はクスッと笑うと、ジッと西南を見つめた。

　その目はどこか妖よう艶えんで、彼を戸と惑まどわせる。

「そ、それは、別に単に成り行きで……。あんなことにもなっちゃったし」

「海かい賊ぞくに追いかけられたことかしら？」

「……はい。俺、どうにも運が悪くって、ジャンプする先々で海賊に出くわしちゃって、みんなに迷めい惑わくを……」

「そのおかげで私たちは、この宙ちゆう域いきに散らばる海賊を大量に捕つかまえることが出来たのですよ」

「俺の……おかげ？」

「そう。あなたのおかげです。そのお礼なのですよ」

　それは西南にとって、初めて言われる言葉だった。もっとも「お前のせいで」はうんざりするほど聞かされてきたのだが……。

「海賊の摘てき発はつというのは難むずかしいもので、今回の摘発のために、私は保ほ有ゆうする全艦隊の四割わりを出しゆつ撃げきさせていました。しかしそれだけの数を以もつてしても、なかなか海賊発見の報ほう告こくはなく、試算上では上う手まくいった場合ですら、摘発予想数は西南殿が引き連れた数のたった一割に過すぎなかったのですよ」

「はあ、そうなんですか……」

　全くもってピンとこない話である。

「しかし西南殿は、我々の大だい艦かん隊たい以上の働きをたった一艦で成し遂とげられました。快かい挙きよ……いえ、奇き蹟せきと言ってもいいでしょう」

「いや、そんな……」

　むずがゆいような誇ほこらしいような、そんな感覚に西南はとらわれた。

　不運が招まねいたものとはいえ、他人に──それも大国の実力者と謳うたわれ、皆みなに恐おそれられている人に褒ほめられているのである。

「ねぇ西南殿。あなたの不運は、見方を変えれば大変な才能です。きっと、ＧＰでも大だい歓かん迎げいされることでしょうね」

「か、歓迎……ですか？」

　西南は、一いつ瞬しゆん自分の耳を疑うたがった。歓迎。なんという、嬉うれしい言葉だろうか。

　銀ぎん河が警けい察さつが、自分の不運という才能を必要とし、迎むかえてくれるというのだ。西南の脳のう裏りに、ＧＰの制せい服ふくに身を包んだ人々が我先にと握あく手しゆを求めてくる光景が浮かぶ。

　他人に、必要とされる──。

　カーッと体が熱くなるのが分かる。それは西南にとって初めての、そして何よりも嬉うれしい褒め言葉だった。それこそ天にも昇のぼる気分である。

　と、その時。

「しかし……残念ですな」

　それまで瀬戸の横に控ひかえていた兼光が、一転急きゆう降こう下かさせる事実を話し始めたのだ。

「せっかくの所、申し上げにくいのですが……実は、西南殿のような純じゆん粋すいな地球人を宇う宙ちゆうに上げることは、銀河法で禁きんじられているのです」

「えっ？」

　思わず声を上げる西南に、兼光は厳きびしい眼まな差ざしで続ける。

「地球はまだ恒こう星せい間を航行する技ぎ術じゆつが確かく立りつしていない、初期文明の星です。一足飛びの技術を与あたえられ、滅ほろんだ星は多い……。ましてや惑わく星せい内ですら統一国家が無いとなれば、なおさらのこと……。お分かりか？　だからその段だん階かいにいる惑星の方を宇宙に連れ出すのは、固く禁止されているのです」

　瀬戸が、兼光の言葉を裏うら付づけるようにゆっくりと目を閉とじる。

「それに、西南殿の才能は確たしかに有ゆう益えきだが、それはつまり常つねに危き険けんと隣となり合わせ、ということでもあります。我々やＧＰの都つ合ごうで、あなたを危険な目に遭あわせるわけにはいきません」

　兼光の言葉は、重々しかった。

「そんな……」

「ですから我々が責せき任にんを持って、無事に地球にお送りします。ただし……規き則そく上、宇宙での西南殿どのの記き憶おくは消去させていただきますが」

「！」

　その言葉に、西南の表ひよう情じようが固まる。

　──記憶を、消す!?

　せっかく宇宙に来て、初めて人に認みとめられたのに──

　愕がく然ぜんとした思いで肩かたを落とす。

　つかんだ幸せが大きい分、落らく胆たんも大きい。何か手はないのだろうか。せっかく、自分の居い場ば所しよ、必要とされる場所を見つけたような気がしたのに！

「……前例が、ないわけではないわ」

　そんな西南を見つめていた瀬戸が、呟つぶやくように告げる。

「本当ですか！」

　すがるような目で西南は瀬戸を見つめる。

　……どれだけの沈ちん黙もくが続いたのであろうか。実じつ際さいはほんの数十秒であったが、西南にはそれが永えい遠えんにも感じられた。

　瀬戸は悲しげに目を伏ふせると、つらそうな口ぶりでこう言った。

「ごめんなさいね……西南殿。私としたことが、嬉しさのあまり無責任なことを申し上げてしまいました……」

　その声と言葉は西南の心を捉とらえて離はなさない。

　芝しば居いもクライマックスだ。演えん技ぎに力が入る。

「……兼光の言った通り、貴方あなたの才能は危険と隣り合わせ……。でも地球に戻もどれば、少なくとも命の危険はないでしょう。それでも！」

　瀬戸がキッと彼を見み据すえる。

「……それでも、あなたはＧＰに行きたいのですか？」

「！」

　その目は、今までの優やさしげな瀬戸の目ではなかった。兼光以上に人に威い圧あつ感かんを与える眼まな差ざし……半はん端ぱな覚かく悟ごを許ゆるさない厳きびしさがそこにあった。西南は、彼女が樹雷の鬼おに姫ひめと呼よばれる理由の一いつ端たんを見た思いで息を吞のんだ。

「…………」

　考える。真しん剣けんに考える。

　地球に帰れば、確かに命の危険はないだろう。だが宇宙の神しん秘ぴを知ることも、銀ぎん河が警けい察さつで活かつ躍やくする夢ゆめも、超ちよう空間航行やそれ以前に異い星せい人じんとの遭そう遇ぐうなどの貴き重ちような経けい験けんすら忘わすれ去ってしまうのだ。

（でも、でも……そんなことより！）




　──初めて人に必要とされた──




　西南には、その事実を忘れてしまうことが何より辛つらかった。

　その思いは目の前にいる瀬戸の威圧感も、そして霧恋への想おもいすら凌りよう駕がしていた。いくら自みずからを過か小しよう評ひよう価かし、多くのモノを諦あきらめてきた西南にも諦めきれないモノもある。

　それすら捨すててしまうことは、生きていくことを放ほう棄きすることにも等しい。

「帰りたく……ありません」

　西南は言った。はっきりと、そう言った。西南にとって初めてのわがままだった。

「……宇う宙ちゆうでは命の安全は誰だれも保ほ障しようしてくれない、助けてくれない場合だってあるわ。いま決めてしまえば、もう後戻りは出来ないのよ？」

「はい」

　瀬戸を見据えて、再ふたたび返事をする。ためらいはない。

「……お願いします。俺おれを、宇宙にいさせて下さい！」

　自分を見つめる西南の真しん摯しな眼差しに、瀬戸は心の中で強きよう烈れつな快かい感かんを感じていた。

（これが見たくてやってるのよねぇ～）

　思わず笑えみが漏もれてしまいそうなのを必死でこらえ、演技を続ける。

「そう……わかりました。旅立ちを決意した男の子を引き留とめる権けん利りは、誰にもありませんからね……」

　瀬戸は悲しげに微笑ほほえむと、西南の気が変わらない内に、すぐさま兼光に特例申しん請せいの手配を言いつける。無む論ろん、その間も演技のベールが剝はがれることはない。

　その一方で、自分の思いが叶かなったことに西南は沸わき上がる喜びを感じていた。

「瀬戸様、ありがとうございます！」

　深々と頭を下げる西南には見えるはずもなかったが、その時の瀬戸の顔には、愉たのしくて仕方がない、という悪あく魔まのような笑みが浮うかんでいた。

　すべては、彼女の計画通りに進んだのである。

　兼光は深いため息をつき、呟いた。

「……俺も、この手でやられたんだったな……」

　顔を上げた西南の目は、興こう奮ふんでやや潤うるんでいる。

　がんばれよ、少年──と兼光はひとり苦く笑しようした。




「西南殿どのの手続きの返答が来るのには、もうしばらくかかるそうですから、今日は泊とまって行って下さいな」

　西南は瀬戸と兼光に付き添そわれ、相変わらず船の中とは思えない夕焼けの道を歩いていた。木のスケールは違ちがうが、地球にいるのとほとんど変わらない雰ふん囲い気きである。

「どうしたの？　私の顔に何か付いてる？」

　自分の横顔を食い入るように見つめる西南に、少しはにかんだように瀬戸が微笑む。

「あ、いえ、すみません……」

　成せい熟じゆくした大人の反はん応のうに戸と惑まどいつつ、西南は照れ隠かくしに言い訳わけをした。

「その、なんだか懐なつかしい感じがして……。水穂さんって方にもそう感じたんですが」

「そう？　そうね、もしかしたら水穂は天地ちゃんの叔お母ばさんだから……。そのせいじゃないかしら？」

「は？」

　天地ちゃん、と聞こえた気がした。

「あら、考えたことはないの？　西南殿が宇宙に来たきっかけは、天地ちゃんの家でもらったパンフレットなんでしょう？」

「あっ、そういえば……」

　瀬戸の言葉にあの時のことを思い出す。

　雨音は確たしか、天地君に、と荷物を預あずけていった。これはつまり、雨音は天地のところに来たついでに西南を勧かん誘ゆうしていったということになる。

　目的として、まず天地ありきだったのだ。

　簡かん単たんなことだが、今まで西南はそれを理り解かいしていなかった。

「クスッ。いろいろと大おお騒さわぎだったから、無理もないわね」

　さまざまな疑ぎ問もんが浮かぶ。あの天地が、この宇宙と繫つながっているなんて……。

「じゃ、じゃあ、天地先せん輩ぱいも宇宙人なんですか!?」

「生まれて育ったのは地球よ。まあそれはおいおい……ね」

　瀬戸が優やさしく微笑む。

　まぁ、ちょっと考えてみれば宇宙で「宇宙人ですか」と聞くのも変な話だ。地球人の自分だって、瀬戸や兼光から見れば「宇宙人」の端はしくれなのだから。

　しかし、あの天地があの水穂と親しん戚せきとは……。

「そうそう。天地ちゃんの家に阿あ重え霞かと砂さ沙さ美みという姉し妹まいがいるの、ご存ぞんじ？」

「はい、よく知ってます。海の村でよく会いますから」

「あの二人ね。……フフッ、私の孫まごなの」

「はぁ？」

　また戸と惑まどうセリフである。瀬戸の見た目から考えて、どう見ても阿重霞なら姉、砂沙美でようやく母親、といった年ねん齢れい差さであろう。それが孫だとは。

「まさか、そんな……うわっ!?」

　あまりの驚おどろきに足あし下もとが留る守す状じよう態たいの西南は、程ほど良く地上に伸のびた樹きの根っこに足を取られて転んでしまい、そのまま土手を転がり落ちてしまった。

「痛いててて……油ゆ断だんした」

　自分の運の悪さをしばし忘わすれていた西南は、ときどきこんな「警けい告こく」にも似にた不運に見み舞まわれるのだ。

「西南殿！」

　西南の後を追って、慌あわてて瀬戸と兼光が駆かけ下りてくる。

「大だい丈じよう夫ぶ？　どこも怪け我がはない？」

　瀬戸はハンカチを取り出し、泥どろだらけの西南の顔を拭ふき始めた。

「大丈夫です…慣なれてますから」

「！」

　その時だった。恥はずかしそうに笑っている西南の顔を見た瀬戸の手が突とつ然ぜん止まり、彼の顔をまじまじと見つめ始めたのだ。

　その行動に、西南も兼光も不思議そうに瀬戸を見つめる。

「クッ……フフフフ」

　ちょっとした沈ちん黙もくの後、瀬戸が可お笑かしそうに笑い始めた。

「あ、あの……」

「ごめんなさい……。フフッ、綺き麗れいになったわよ」

　そう言うと、瀬戸は西南をまるで子こ供どものように軽々と抱かかえ上げて立たせる。

「さあ、お迎むかえが来たわ」

「えっ？」

　振ふり返ると、そこにはいつの間に来たのか、珀蓮たち四人の女官が立っていた。

「あとはお願いね」

「かしこまりました。さあ、西南様」

　珀蓮が瀬戸に一礼をすると西南を誘さそう。

「あ……はい」

　西南は戸惑いつつ瀬戸に一礼し、女官たちに連れられてゲストハウスへと向かった。

「……フフッ、フフフフ……」

　──やがて、西南たちが見えなくなるまで見送った瀬戸が堪こらえきれずに笑い出す。

「どうなさったので？」

　気味悪げに兼光が話しかけると、瀬戸は相そう好ごうを崩くずしたまま答えた。

「泥だらけの顔を見ていたら、思い出したの。私、あの子と一度会ってるわ」

「ほう。では遙照の所でですか？」

「ええ。西南殿どのがもっと幼おさない時に……そう、あの時の子だったのね」

「はあ……」

　兼光は本当に嬉うれしそうに笑う瀬戸を、ただ不思議そうに眺ながめてるだけであった。

　悪あく魔まの微笑ほほえみではない、こんな瀬戸を見るのは久ひさしぶりであった。




「ごめんなさい。ごめんなさい。ごめんなさい。ごめんなさい。ごめんなさい。ごめんなさい。ごめんなさい。ごめんなさい。ごめんなさい。ごめんなさい。ごめんなさい。ごめんなさい。ごめんなさい。ごめんなさい。ごめんなさい……」

　女官たちに伴ともなわれ、ゲストハウスに到とう着ちやくした西南がまず目にしたのは、電話の前で土ど下げ座ざして平ひら謝あやまりしている美兎跳の姿すがたであった。

「…………何、してるんですか？」

　どんな時でも悠ゆう然ぜんとしていた美兎跳からは想そう像ぞうのつきにくい姿に、西南は不思議そうに珀蓮に訊たずねる。

「あの……私にも、その原理というか…まあはっきり申し上げますと、何がどうなっているのかは全く不明なのですが、美兎跳様には掃そう除じをしていると無む意い識しきのうちに何ど処こにでも入り込んでしまう、という特とく技ぎというか習しゆう性せいというか、とにかくそういうものが備そなわっていらっしゃるのです」

　珀蓮にしては珍めずらしい、曖あい昧まいな説明だったが、不幸という曖昧なモノに苦しめられてきた西南にはそれが痛いほど理り解かいできた。

　まあ要は、どれだけ厳げん重じゆうな警けい備びのされている場所でも、最新のセキュリティが施ほどこされている場所でも、誰にも知られていない秘ひ密みつの場所でも同じで、気づけばそこに、モップを手に掃除をする美兎跳がいつの間にかいる、というのである。

「今回、西南様が乗っていたＧＰ艦かんにいらっしゃったのも、本部の掃除をしているうちに乗り込んでしまわれたのでしょう。発見された時には、もう引き返すに引き返せないところまで航行していたのでしょうね」

　珀蓮がしみじみと言う。

「そうか……。それで案内人さんが必死で掃除させないようにしてたんだな」

「それで、今は心配なさっていたご家族とお話し中でして……」

『全くお前という娘むすめは、あれほど知らない所に行ったら連れん絡らくしろと言ったのに、わかっとるのかぁぁっ！』

　電話の相手はよほど心配だったのだろう。離はなれた所にいる西南にも、受話器からの怒ど号ごうがはっきりと聞こえてくるほどだった。

　美兎跳はもう、可哀かわい想そうなほどに小さくなってひたすら謝るだけであった。

「ごめんなさい。ごめんなさい。ごめんなさい。ごめんなさい。ごめんなさい。ごめんなさい。ごめんなさい。ごめんなさい。ごめんなさい。ごめんなさい。ごめんなさい。ごめんなさい。ごめんなさい。ごめんなさい。ごめんなさぁぁぁ～～～い！」




「西南ちゃん、叱しかられちゃいましたァ～～～」

「はいはい」

　美兎跳は三十分ほどこってりと搾しぼられてからやっと解放され、べそをかいて西南に泣きついた。えっくえっくと肩かたを震ふるわせる美兎跳と、その頭を撫なでて慰なぐさめる西南の図は、どちらが大人でどちらが子こ供どもか分からなかった。

　しかも、癒いやし効こう果かでもあるのか美兎跳が西南の五分刈がり頭を撫でかえすものだから、ますますワケが分からない構こう図ずだ。

「やれやれ」

　ほとんどペットかぬいぐるみのような扱あつかいだ。そこに珀蓮が呼よびに来る。

「西南様、美兎跳様。お食事の準じゆん備びが整いました」

「あ、はい。でも……」

　助けを求めるように西南は珀蓮を見る。美兎跳はしっかりと西南にしがみついてシクシクやっており、しばらくは泣きやむ気配がない。

　しかし、珀蓮は大だい丈じよう夫ぶです、とばかりに微笑ほほえんだ。

「美兎跳様。デザートはプリンですよ」

「えっ、プリン？」

　パッと顔を上げる美兎跳。なんとまぁ、幸せそうな声の響ひびきだろうか。

　珀蓮は穏おだやかな微笑みのまま、こっくりと頷うなずく。

「はい。どうぞ食堂の方にいらして下さい」

「はぁ～い！」

　美兎跳はにこにこと屈くつ託たくのない笑みを浮うかべてぴょこんと立ち上がり、もう待ちきれない、といった様子で食堂の方へと駆かけ出していく。

「…………」

　そのあまりの変わりように、西南は呆ぼう然ぜんと立ちすくむしかない。

「さあ、西南様も」

「はあ……」

　珀蓮に手を引かれるようにして、西南は部屋を後にした。

「もしかして最初からプリンで釣った方が早かったんじゃ……」

　美兎跳の涙なみだで湿しめった服を摘つまんで呟つぶやく。

「西南様が慰めて下さらなければ、もっと大変なことになったことでしょうね」

「もっと大変？」

「今に分かります。さあお食事の前に、着き替がえを」




　着替え後、案内された食堂は、ゲストハウスの裏うら手てにある湖に突つき出したテラスであった。

　少しひんやりとした風が心地ここちよい。

「うわァ……」

　西南は、そのテラスから見える光景に思わず感かん嘆たんの声を上げた。

　空を覆おおう満天の星。

　それを映うつし出す湖。

　その景色は、幻げん想そう的という言葉がぴったりだった。子供の頃ころ、天地の家に泊とまりに行った夜にも素す晴ばらしい星空を眺ながめたことがあったが、それ以上のものかも知れない。

「うちの食事とは大おお違ちがいだ」

　西南のせいで、山田家では外食が不ふ可か能のうなのだ。

「あれ？　でもこの上って、あの巨きよ大だい樹じゆがあったはずじゃ……？」

　空をいくら見上げても、あるはずの枝えだのシルエットが見えない。

「西南様、あちらを」

「？」

　珀蓮が指し示しめす先には、シャンデリアのような照明器具が見えていた。樹雷風、というのだろうか。水鏡の中のあちこちで見かけるもので、どれも統とう一いつ感かんのある自然を模もしたデザインに仕上げてある。いま珀蓮が示しているものは、柱に絡からまる蔦つたのように幹みきや葉っぱがデコレーションされていた。

「ここの装そう飾しよくに合わせてあるんですね。なんか木の枝みたいですけど、あれがどうかしましたか？」

「あれは人工物ではありません。熟じゆくした樹きの実が光ってるんです」

「えっ!?」

　よくよく目を凝こらせば、確たしかにどう見ても触さわっても匂においをかいでも自然物そのものにしか見えない。柔やわらかな光は、まるで蛍けい光こうのように熱を持たず、熟した実は明るく、そして未成熟の実は淡あわく輝かがやいている。

　これらは皆みな、生きて成長を続ける照明だったのだ。

「生活照明として使われているこれらは、遺い伝でん子し操そう作さなどで人工的に造つくり出したものではありません。光る実をつける原生種を品種改良して、明るさや実の熟成速度、熟成後の持続期間を長くしているのです」

「じゃあ、もともと自然に生えているもの？」

「はい。その原生種が世界樹にも自生しており、それが星のように輝いて世界樹の枝のシルエットを隠かくしているのです」

　つまり、あの巨大樹はでかいクリスマスツリー状じよう態たいだということだ。

　しかもよくよく周りの景色を見回してみれば、確たしかに山や野にも同じような光の粒つぶが見える。この光すべてが、珀蓮の説明してくれた原生種の実なのだろう。

「樹雷は、植物が多種多様に進化した星なんです」

　なるほど、と西南は頷うなずいた。そこに頃合いよく玉蓮が歩み寄よる。

「さあ、御ご一いつ献こん」

　玉蓮は西南のコップに琥こ珀はく色いろの液えき体たいを注いだ。

「あっ、俺おれお酒は……」

「存ぞんじ上げております。これはある実から作ったジュースですので、ご心配なく」

「じゃあ、いただきます」

　ひとくち口にする。

「……おいしい」

　そのジュースは西南が今まで味わったことのない極ごく上じようのものだった。少し炭たん酸さんで割わってあるらしくピリピリとした感かん触しよくが心地よく、まるで身体からだにしみ通る感じがした。

「もう一いつ杯ぱいどうぞ。これは瀬戸様からの特別の差し入れですよ」

「瀬戸様から？」

　飲み干ほした西南のグラスに、新たな液体がそそぎ込こまれていく。

　玉蓮の横で、珀蓮が言う。

「我われ々われも、これがお客様に振ふる舞まわれるところを見るのは初めてです」

「そう……なんですか？」

　なにか信じられない思いで、西南はグラスを見つめた。

　──彼には知る由もなかったが、瀬戸からのジュースの元となったのは皇おう家けの樹に実る果実であった。たいていは果実酒にされるが、その希少性せいから皇族ですらいつでも飲めるというものではない。ましてや皇族以外では特別な客人か、あるいは各国の元首に毎年一本だけ贈ぞう答とう用として送られるだけのものである。過か去こ、その果実酒が一本だけオークションに流れたことがあったのだが、その時についた値ねは居きよ住じゆう可か能のう惑わく星せい一個とほぼ同等だったという。

　無む論ろん、それだけの逸いつ品ぴんに固定した市場価か値ちがあるわけではないのだが、果実酒ならぬ特とく製せいのジュースともなれば、いま西南が飲んでいるグラス一杯ですら、場合によってはそれこそ大陸ひとつが買える、などということも十分に考えられる話だった。

「……本当においしいです」

「クスッ。お気に召めしてよかったですわ」

　このジュースひとつとってみても、いかに西南が瀬戸から歓かん待たいされているかという証しよう明めいなのだが、実じつ際さいに瀬戸がそれを気づかせたい相手は当の西南ではなかった。

　何も知らずにジュースを飲み干す西南を、四人の女官が見つめる。

　その眼まな差ざしには、ＧＰ艦かんで初めて出会った時とは違ちがう光が宿り始めていた。

「さあ、西南様。お食事も冷めないうちにどうぞ」

「はい、いただきます」

　次々に出される食事の数々も、西南には分からなくても、そのほとんどが普ふ通つうの人では一生口に出来ないかも知れない、まさに絶ぜつ品ぴんといえるものだった。




「プリンさ～ん♡」

　つん、ぷるん。

　西南の横で、美兎跳は嬉しそうにデザートのプリンをスプーンでつつく。

「わ～い。プリンプリンしてる♡」

「……よ、よかったですね」

　あまりの無む邪じや気きっぷりに西南も苦く笑しようするしかない。ちなみに美兎跳が遊んでいるプリンは、ちょうど三十個目である。この勢いきおいではまだまだ食べそうだ。

「西南様が慰なぐさめて下さらなければ、これが自や棄け食ぐいになるところでした」

「……なるほど」

　通つう常じよう状じよう態たいでこの量なら、自棄食いとなればどうなるか分からない。

「美兎跳様はまだ時間がかかりそうですから、お先にご退たい席せきなさってはいかがです？　もしよろしければ、食後のお散歩などいかがですか？」

　自分の分のプリンを食べ終えてしまって手持ちぶさたの西南を見かねたのか、珀蓮がそう勧すすめてくれた。美兎跳が満足するまでには相当時間がかかりそうだし、確たしかにこんな場所をあてもなく歩くのは気分が良さそうだ。夜風は気持ちいいし、皇族のプライベート空間など今後滅めつ多たに見られるものではない。

「そうですね……。それじゃ、ちょっと行ってきます」

　西南が歩き出そうとすると、珀蓮も並ならぶようについてくる。

「では、お供ともいたします」

「えっ？」

　珀蓮は、ちょっと恥はずかしそうにしながら西南を見つめている。見たところ、誰だれかに言いつかって仕方なく、という雰ふん囲い気きではない。

「あ、ええと、でも……」

　西南は口ごもり、困こまったように視し線せんを地面に落とした。

　もちろん迷めい惑わくなのではない。戸と惑まどっているのだ。

　何せ、女じよ性せいと二人きりで歩いた経けい験けんなどほとんどない彼である。ただの散歩でも構かまえてしまうのは、仕方のないところだった。

　やがて、西南の態度を見た珀蓮は哀かなしさをその目に浮うかべながら深々と頭を下げる。

「……お一人がよろしいのでしたら、わたくしはご遠えん慮りよ申し上げます。お邪じや魔まをして、申し訳わけありませんでした」

「あ、いや、邪魔ってわけじゃ……」

　慌あわてて取り繕つくろう。無論、悲しませるつもりなど毛頭ないが、珀蓮は西南の取り繕いを『同どう情じよう』と捉とらえたのか、さらに寂さびしげな目をする。

　その瞳には、光る果実の明かりがキラキラと映うつり込んでいた。

「……本当に、お邪魔ではありませんか……？」

「本当ですよ。もし良ければ、あちこち案内してくれると嬉しいんですけど」

　その言葉に、みるみる彼女の顔に笑え顔がおが戻もどっていく。

「はい！　わたくしでよろしければ！」

　珀蓮は他の女官に後を託たくすと、西南に付き従したがい、川の流れる方へと向かっていった。




　ゲストハウスから出てみると、あちこちに輝かがやく果実のおかげでけっこう明るかった。地球で言えば、満月の夜くらいの光量があるだろうか。

　最初、小川程てい度どかと思っていた川は、岸辺まで来てみると意外に大きい。浅く流れも緩ゆるやかで、そして何より水が澄すんでいる。川底のひとつひとつの石が、まるで宝ほう石せきのごとくキラキラ輝くのがはっきり見える。

　川かわ縁べりに腰こし掛かけてよくよく見ると、小さな魚も泳いでいる。

　下流では、馬に似にた六本足の動物の親子が仲良く水を飲んでいた。

　ともすれば、自分がどこにいるのか忘わすれてしまうような風ふ情ぜいである。

「……のどかだなぁ……」

　誰に言うともなく、西南は呟つぶやいた。

　耳を澄ましてみても、聞こえるのは優やさしい風の音と、さらさらという川の流れと、そしてブウブウという鳴き声だけだ。そう。ブウブウ、ブウブウ……。

「……って、なんだそれ!?」

　ハッと振ふり返るとそこに、巨きよ大だいな鼻があって。

「……あ……」

　どっぽーん。

　次の瞬しゆ間かん、西南は「鼻」によって川へと突つき落とされていた。

　びしょ濡ぬれになって川の中から見上げると。

　──一匹ぴきの大きなイモムシのようなブタが、人ひと懐なつこそうに西南を見つめていた。

「ブウブウ」

「……あのねぇ……」

　水は、けっこう冷たかった。

「大だい丈じよう夫ぶですか？　西南様」

「えっ？」

　その声に隣となりを見ると、西南と同じく川に落ちている珀蓮がいた。言うまでもない、西南が巻まき込んでしまったのだ。

「申し訳ありません。あの子も悪気はないんです。ちょっとじゃれついただけで……」

　陸に上がり、髪かみから全身からぽたぽたと水すい滴てきを垂たらしつつ、珀蓮が申し訳なさそうに言う。だが本当に申し訳ないのは西南の方である。

「そんな！　俺の方こそ巻き込んじゃって……ごめんなさい」

「いいえ、私こそ西南様をお守りしなければならないのに、ごめんなさい」

「ごめんなさい」

「ごめんなさい」

「ごめんなさい」

「ごめんなさい」

　ひとしきり謝あやまりあってから、西南は深くため息をついた。

　まさか宇う宙ちゆう船の中で川に落ちるとは思わなかったが、それさえ抜ぬきにすればまったくいつも通りの不運である。今さらどうこう言うことではない。それより西南を落ち込ませたのは、ここでも人を巻き込んでしまったことであった。

（瀬戸様は、ＧＰでも歓かん迎げいされるって言ってくれたけど……）

　暗たんたる気分に陥おちいる西南に、珀蓮は微笑ほほえみかける。

「運がお悪いとお聞きしましたが……いつもこのような目に？」

「……はい。人に迷めい惑わくをかけてばかりです……」

「まあ、お可哀かわい想そうに……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………」

　そのまま何かを考え込むように、彼女の動きが止まる。まるでコンピューターのフリーズ状じよう態たいのように、うんともすんとも言わない。息さえしているのか怪あやしいものだ。

「……あの、もしもし……？」

　数分は経たったであろうか。しばらくは次の言葉を待っていた西南だったが、さすがに心配になって恐おそる恐る珀蓮の肩かたを叩たたく。

「あの、珀蓮さん？　珀蓮さん！」

「……わかりました！」

「うわっ！」

　ぐわっと顔を上げて唐とう突とつに珀蓮が再さい起き動どうする。

　そして、驚おどろく西南に向かってこんな台詞せりふを口にした。

「分かりました。私、西南様をずっとお守りいたします！」

「はっ？」

　あまりに唐突突然の言葉にその意図も意味も何も理り解かい出来ず、今度は西南がフリーズしかける。

「…………は、は、はっくしゅうん！」

　だが、濡れたまま夜風に当たっていたために出たくしゃみが、西南のみならず珀蓮の意い識しきをも現げん実じつへと引き戻もどした。

「いけない、早くお召めし物を！　少々お待ち下さいませ！」

　慌あわてた様子でそう言うと、珀蓮は信じられないほどの速度でゲストハウスの方へと戻っていく。そのスピードは尋じん常じようではなく「加速装そう置ちでも付いてるのか？」と西南に思わせるほどであった。

「お待たせいたしました。さぁ、こちらを」

「って、もう帰ってきたんですか!?」

　早い。かなり距きよ離りがあるはずなのに、まだ一分も経っていない。

「私どもは、特別な生体調整を受けていますから」

　啞あ然ぜんとする西南にそう言いつつ、珀蓮は濡ぬれたＴシャツを脱ぬがせ、甲か斐い甲が斐いしく西南の身体からだを拭ふき始める。

「あの……一人で出来ますから」

　西南は顔をそむけたまま恥はずかしそうに言うが、珀蓮は気にせず作業を続ける。

「ダメですよ」

　その言葉に霧恋の姿すがたがダブる。

「さあ、ズボンも脱いで下さい」

　そう言いながら、珀蓮は西南のズボンのベルトに手をかけた。

　今度は西南が加速装置が付いているかのようなスピードで、瞬しゆん時じに後ろへ飛び退のく。

「し、下は自分でやります！」

「そういうわけには参りませんわ」

　真っ赤になって断ことわる西南に、珀蓮はあくまでも優やさしい態度で近づいていく。

　この嬉うれしい──彼にとっては恥ずかしすぎる──状じよう況きようからなんとか逃のがれようと、とっさに西南は珀蓮の服を見回す。

「お、俺おれのことより、珀蓮さんも濡れたままじゃ大変ですよ！」

「あら……。申し訳わけありません、気づきませんで。たしかにこんな恰かつ好こうのままお世話するなんて、みっともないことですね」

　そう言うと、珀蓮はその場で服を脱ぎ始めた。

「わ、わわっ！　やめ、やめやめてください、ダメですこんなとこでっ！」

　西南は耳まで熱くなるのを感じながら、慌てふためいて珀蓮の手を押おさえた。

「なぜでしょうか？」

「だって、見られたら恥ずかしいでしょ!?」

「ここは瀬戸様のプライベート空間ですから、大だい丈じよう夫ぶ。誰も見てませんよ」

「俺、俺がいるじゃないですかァ～！」

　西南はもう泣きそうだった。その言葉に、ようやく珀蓮は我われに返ったように言う。

「あっ……ご、ごめんなさい。つい夢む中ちゆうになってしまいまして」

　どういうふうに夢中になれば、出会ったばかりの男の前で服を脱ぎ始めることになるのかは分からないが、これも彼女があまりに職しよく務むに忠ちゆう実じつな結果なのであろう。

　ともかく、この恥ずかしい事態からは脱だつ出しゆつできた。

　西南がホッと安あん堵どの息を漏もらしたその瞬間。

「あの」

　突然耳元に聞こえる、消え入りそうな声。

「うわっっっっっっっ!?」

　ビックリした。本当にビックリした。

　いつの間にか、女官の一人・翠簾が西南のすぐ真横に立っていたのだ。美兎跳といい玉蓮といい、気配を感じさせずに近づくのはここまでにも何度か体験したが、何度やられても心しん臓ぞうに悪い。

　しかも、美兎跳たちの場合は室内での出来事。ここは身を隠かくすものなど何も無い川辺である。

「いったい、いつの間に？」

「驚おどろかせてすみません。かれこれ五分ほど前から、ずっとおそばにいたのですが……」

　そんな、まさか。五分前と言えば、珀蓮が異い常じような速度で戻もどってきた頃ころである。

　いくらそのことに驚いていたとしても、そばに人がいれば気づかないわけがない。自分の感覚がおかしいのかと混こん乱らんする西南に、珀蓮が口を開いた。
















　──彼女の説明によると、翠簾はひたすら影かげの薄うすい、存そん在ざい感かんの希き薄はくな娘むすめらしい。気配そのものはあるのだが、それが翠簾だと認にん識しきされることがないのだ。

　別名「天然ステルス娘むすめ」とも呼よばれ、全く関係のない家族パーティーに二時間も同席していたのに誰にも不自然に思われなかった、などエピソードには事欠かない。

「今のように気を抜ぬいていると、瀬戸様ですら存在に気づかないこともあるんです。ダメじゃない、翠簾。西南様を驚かせて」

　申し訳なさそうにうなだれる翠簾を気き遣づかおうと思った瞬間、今度は真後ろに別の声。

「珀蓮。あなたの着き替がえを持ってきてあげたんだから、あまり怒おこらないであげて」

　ビクッ！　またも西南は驚きに身を硬かたくした。

　玉蓮である。その顔を見て、困こまったように珀蓮が言う。

「もう、玉蓮まで困るわ。申し訳ありません、西南様。二人とも悪気はないんですが」

（困るのはあなたもです）

　そんな言葉をぐっと吞のみ込む西南だった。

「何してるの、二人とも！」

　その時、遠くから誰だれかの怒ど号ごうが聞こえてくる。

　珀蓮、翠簾、玉蓮とくれば……そう、声の主は火煉であった。

　どうやら彼女は気配を殺すことはないらしい。西南はそれだけでホッとした。

「珀蓮の着替えを届とどけるのに、いつまでかかってるの！」

　薄うす明あかりの中、輝かがやく真っ白い歯が印象的だった。

　そんな彼女に、不思議そうに珀蓮が訊たずねる。

「ねぇ火煉、美兎跳様の監かん視しはどうしたの？」

「あのねぇ、珀蓮。どんなに頑がん張ばったって、一対一で美兎跳様の監視が出来るわけないでしょ！」

　ちょっと怒ったような声で火煉が答える。

　つまり、それは、まさか……。

「そう、そのまさかよ！　私は北を捜さがすから、珀蓮は西、翠簾は南に行って！　玉蓮はゲストハウスに戻って、西南様のお世話と連れん絡らくの中ちゆう継けいをお願い！　昼みたいにひょっこり帰ってらっしゃるかも知れないから！　それじゃ、散開っ！」

　てきぱきと指し示じを出し、火煉は北へと駆かけ出していく。

　珀蓮と翠簾も、まるで忍にん者じやのごとく闇やみに消える。

　正直、てきぱきと行動する火煉はカッコよかった。

「……彼女が一番、まともそうだ……」

　思わず声に出してしまった本音に、玉蓮が苦く笑しようする。

「クスッ。言いにくいことをはっきりとおっしゃるのですね」

「ああああ、口に出してました!?　す、すみません……」

「でも本当のことですから、仕方ありませんね」

「ははは……」

　たいして気にもしていない様子に安堵する。

「さぁ西南様、お風ふ呂ろが沸わいておりますので、ゲストハウスに戻りましょう」

　西南はガウンのような着替えを肩かたにかけられて、玉蓮と共にハウスへと戻った。




「……いいお湯だなぁ……」

　巨きよ石せきと木で造つくられた温おん泉せん風呂は、一人で使うには無む駄だに巨大であるものの、ゆったりとした開放感を与あたえてくれ、今日一日で思い起こすのも大変なほどの体験をした西南の心と身体をゆっくりと癒いやしてくれる。

　地球で言えば檜ひのきのような、なんとも言えぬ心地ここちよい香かおりが鼻をくすぐる。

　長い一日だった。西南は思う。ここまでの体験記でそのまま小説に出来るくらいだ。

「……西南様」

「えっ？」

　突とつ如じよ聞こえたその声によって、西南のひとときの安あん堵どは破やぶられた。

　目め隠かくしの灌かん木ぼくの陰かげから太ふと股もももあらわに薄うす布ぬの一枚まい巻まいただけの玉蓮が入って来たのだ。

「ぎょ、玉蓮さん……！」

「お背せ中なかをお流しいたします」

　そう微笑ほほえんで、玉蓮はゆっくりと西南の方に近づいてくる。

　いくら西南といえども、これだけ連続してお色気攻こう撃げきを受ければ多少は学習する。取り乱みださない心の余よ裕ゆうも出てくるし、それなりの対たい処しよ法も分かってくるというものだ。

　……まぁ、身体からだの方のコントロールはまだ利きかないが、それは若わかさ故ゆえである。

　とにかく西南はひとつ大きく深しん呼こ吸きゆうをし、激はげしく鼓こ動どうを繰くり返す心しん臓ぞうを鎮しずめることに努つとめた。さらに、湯船に浸つけてはいけないという掟おきてを破やぶってタオルで前を防ぼう御ぎよする。

（よし、これで戦せん闘とう態たい勢せいかんりょ……）

　思った瞬しゆん間かん、玉蓮の顔が目の前にあった。

「どうされたのですか？」

　戦闘態勢に時間をかけすぎた。

　西南が落ち着こうとしている間に、玉蓮は気配なく彼の絶ぜつ対たい防ぼう衛えい圏けん内ないに侵しん入にゆうしていたのだった。

「いや、あの、俺、あのっ！」

　慌あわてて逃にげようとする西南の肩を、がっしりと玉蓮がつかむ。

　──動けない。

　珀蓮の言っていた生体調整、というものを施ほどこされているのだろう。その力は女じよ性せいの細ほそ腕うでに似に合あわぬほど強い。

　玉蓮は西南の顔をまっすぐに見み据すえ、人を惹ひきつける魔ま眼がんの如ごとき瞳ひとみで見つめる。

「……初めて、ですの？」

「なななな、何が……？」

　もうダメ…ほとんど半泣き状じよう態たいである。

「ご、ごめんなさい、ごめんなさい、俺……」

　いくら目を背そむけても、玉蓮の瞳は心まで射い貫ぬいてくる。

　もうどうしようもない。逃げられない。西南がそう観念した時だった。

「……申し訳わけありません」

　不意に、いままで感じていたプレッシャーが噓うそのようにかき消える。

「ちょっと脅おどかしてしまいましたわね……」

　これがいままでと同じ玉蓮であろうか。彼女は先せん刻こく瀬戸の元へと送り出してくれた時と同じ、慈いつくしみのある優やさしい目をしていた。

「霧恋様は、恋こい人びとではないとお聞きしたものですから」

「……」

　西南は、何も言えなかった。男の尊そん厳げんも何も、全すべて丸まる裸はだかにされた感じだった。自分が本当に矮わい小しような存そん在ざいであることに気づかされた思いがした。

　しかし不思議と屈くつ辱じよく感かんは無かった。玉蓮の表ひよう情じようがあまりにも優しげだったからだ。

「瀬戸様……いえ、私たちは西南様に期待をしているんです」

「期待？」

「はい」

　そっと、西南が驚おどろかないような優しさで西南の手に自分の手を重ねる。

　玉蓮の告げた言葉に噓うそはない。それが理屈抜ぬきに分かる暖あたたかさだった。

　──今日は、良い日だ──。

　西南の人生で初めて、自分に自信が芽生えた日であった。

　目を閉とじてそんな喜びを嚙かみしめた瞬間、くらりと頭が揺ゆさぶられた気がした。

「……あれ？」

「西南様？」

　驚いたような玉蓮の声が遠くに聞こえる。

　温かな風ふ呂ろと玉蓮の言葉に、張はりつめていた緊きん張ちよう感かんを解とかれた西南はそのままのぼせて意い識しきを失ったのだった。

　心地よい気絶であった。




──水鏡居きよ住じゆう空間・世界樹じゆ──

　満天の星──暗い部屋。

　　　　鏡・瀬戸──瀬戸。

──彼に会ったことがあるそうね。

「あなたは私を知っている……でも私は知らない」

──………。

「あれは私だけの記き憶おく」

──あなただけの？

「そう私だけの……………………たった一つのモノ」

──つらい、わよ。

「おなじくらい……幸せ」




　翌よく、早朝。

　第七聖せい衛えい艦かん隊たいの補ほ給きゆう艦によって応おう急きゆう修しゆう理りを施ほどこされたＧＰ艦は、水鏡の見送りを受けてゆっくりと補給艦併へい設せつのドックを離はなれた。

「いろいろありがとうございました、本当にありがとうございました」

　モニターに映うつる瀬戸に向かい、案内人はへこへこと頭を下げる。

「美兎跳様と西南殿どのを、無事に送り届とどけてくださいな」

「はい、それはもう」

「美兎跳様とは、また今度ゆっくり。……それと、西南殿」

　モニターの瀬戸が、ニッコリと笑いかける。

「がんばって下さい」

「は……はい！」

　西南の喜びと、さらなる宇う宙ちゆうへの思いを乗せて、ＧＰ艦は飛び立っていく。

　目的地はもちろん、銀ぎん河がアカデミーである。

　これから入管審しん査さを受けた上で、西南は晴れてＧＰアカデミーの生徒となるのだ。

「……そういえば」

　水鏡のブリッジからＧＰ艦を見送ったのち、水穂はふと気づいた。

「瀬戸様、彼をウチにスカウトするのではなかったのですか？」

「いいのよ。あの娘この楽しみを奪うばっちゃ悪いもの」

「楽しみ……ですか？」

「ええ♪」

　口ではそう言っているが、結局は自分が一番楽しむつもりなのがみえみえである。

　わざと自分の手元に置かないことによって、裏うらからいろいろと手を回すつもりなのだろう。またそういうのが好きなのだ、瀬戸という人は。

（当分、遊ばれるんだろうな……まあ最初の被ひ害がい者しやは、今眠ねむってるし）

　西南とその周りの女じよ性せいたちを思い、水穂は兼光と共に深いため息をつくのであった。




　さてその頃ころ──。

　アカデミーに向かうべくジャンプを終えたＧＰ艦のブリッジは、「海かい賊ぞく接せつ近きん」の警けい報ほうに呆ぼう然ぜんとなっていた。

「なぜ……なぜなんですか！」

　案内人ががっくりと肩かたを落とす。

「……すみません」

　クルー一同の冷たい視し線せんに、西南はただ頭を下げることしかできなかった。

　ともかく、西南を責せめていても事じ態たいは解決しない。クルーたちは苦虫を嚙かみつぶしたような顔で自みずからの仕事を遂すい行こうする。

「レーダー確かく認にん、海賊艦は一艦のみです！」

「これは……？　艦長！　海賊船から通信、直接交こう渉しようを求めてます」

「え!?　どういうことですか？」

　案内人が驚きよう愕がくする。海賊なら有う無むを言わさず襲おそってくればいいものを──いや、よくはないけど──何が目的なのかは知らないが直接交渉がしたい、話がしたいと言ってきているのである。

「何が目的なんです……？」

　相手の意図が不明なぶん余よ計けい不気味だ。

「海賊船のデータ、照合終しゆう了りようぅっ、おほ！」

　突とつ然ぜん、オペレーターの浮うかれた声が響ひびいた。その声に、先ほどまでの不安や不ふ機き嫌げんは全く感じられない。欣きん喜き雀じやく躍やく、満願成じよう就じゆの風ふ情ぜいである。

「何事です！　報告を」

　その豹ひよう変へんぶりに戸と惑まどいつつも、案内人は命令した。

「……みんな、聞いて驚おどろくな！　識しき別べつコードＦ１７２の６５２０７Ｒ！　つまりはリョーコ・バルタさんの船だぁっ！」

　ほとんど絶ぜつ叫きようのようなその声に、ブリッジ中のクルーが総そう立だちになる。

「なにぃぃぃっっっ！」

　ブリッジが狂きよう喜きする。お祭り、と表ひよう現げんするのがふさわしいほどの大おお騒さわぎである。

　呆然としているのは西南と案内人の二人だけだ。

「よっし、直接交渉に応おうじますと打電しろ！」

　案内人への確認などお構かまいなしに、オペレーターのアランがその場を仕切り始める。指し示じされたクルーのコーンも喜々として返事を打ち始めた。

「アラン、文末にハート付けてもいいか？」

「許きよ可かする！　っていうか積極的に付ける方向で！」

「リョーコさんのことなんて呼よぶ!?　さん？　様？　ちゃま？」

「ちゃまがいいんじゃないか？　いや、『りょんりょん』もいいな」

「バカ、絶対『りょこたん』だって」

「最初の挨あい拶さつはやっぱ『激げきラブリョーコちゃまへ』で行こうぜっ！」

「いや『ラブ＆ドリーム・ＤＥＡＲりょこたん』だろ！」

「ちょっ、ちょっと待ちなさい、みんな！」

　クルーたちが幸せそうに好き勝手な注文を出す。慌あわてる案内人の声など、誰だれひとり耳に入ってはいない。

「よーし、返事も出したところで、早さつ速そくお迎むかえの準じゆん備びだ！」

「おーう！」

「ダメです、ダーメーですっ！」

　ブリッジから出て行こうとするクルーの前に、案内人が立ちはだかる。

「この船は仮かりにもＧＰの所しよ属ぞく艦かんですよ！　それが海賊を迎え入れるなど、絶対に認みとめられません！」

　さすが気弱でも艦長。締しめるところは締めてくれる。

　その迫はく力りよくに、浮かれたクルーたちもすっかり静まりかえる……かと思えば。

「……ひっ」

　ひとつの目的に結束したクルーの眼まな差ざしは、一いつ瞬しゆんにして案内人を凍こおりつかせるほどの狂気を内包していた。




　──その数時間前。

　当のリョーコ艦は、樹雷艦隊から離はなれて単たん独どく航行を始めたＧＰ艦を監かん視ししていた。

　それがいかに危き険けんな行こう為いであるかは、リョーコ自身熟じゆく知ちしていた。だが前日、目の前で見た光景が頭から離れないのだ。

「これ、どういうことでしょうかねえ……？」

　報告のため、玉ぎよく座ざに上がってきたオペレーターが呟つぶやいた。

「目標艦の航路は分かったのですか？」

「辺へん境きようの定期船に間ま違ちがいありません。航路も通つう常じよう通りです。ただ……」

「ただ？」

「前日の事じ件けん直前にですが、予定航路を外れたらしいです」

「外れた？　どこに向かったか分かりますか？」

　リョーコの表ひよう情じようが険けわしくなる。

「位相監視からしますと……樹雷特別保ほ護ご区く域いきの、初期段だん階かい文明のある星です」

「！」

　リョーコの瞳ひとみが確かく信しんへと変わった。

「やはり樹雷の新型兵器でしょうか？」

　黙だまって聞いていた副官が口を開く。

「しかし、なぜまた単独航行をしているんでしょう……？　あれだけの騒ぎの後です。テストを行うには……」

「そうね……」

　リョーコは考え込む。

　──たしかにオペレーターの指し摘てきは当然の考えだ。あれだけの大騒ぎをして、なおかつ海かい賊ぞく捕ほ縛ばくのために樹雷艦隊が隠おん密みつを解といて大集結しているのだ。そんな宙ちゆう域いきで、再ふたたび囮おとりなどに引っかかる間ま抜ぬけは居いまい。

（こうしてそれを追いかけている物好き以外は……ね）

「艦長。やはりその兵器は樹雷艦隊へ移うつされたと考えるべきでは？」

　オペレーターの疑ぎ問もんを受け、自みずからの考えを述のべる副長。

　──まあ妥だ当とうな考えだ。だが問題はそれから先をどうするか……だ。

「だとすれば、あの船には何の痕こん跡せきも残してはいないでしょうね。……でも、あれだけの威い力りよくを見せたモノです。その手がかりが少しでも手に入るなら……」

「そのための罠わなかと。あの鬼おに姫ひめのことですし……」

　副官がそこまで言いかけたときであった。

「お、お頭かしら！」

　オペレーターから、動どう揺ようした悲鳴に近い声が上がる。

「何事です！」

「通信が……樹雷の鬼姫からです！」

　次の瞬間、ブリッジが緊きん張ちようで凍り付いた。




「……いいんですか、海賊なんか迎え入れちゃって」

「いいのいいの、大だい丈じよう夫ぶ！　全然ＯＫ！」

「ホントですか……？」

　案内人のうめき声と共に、かすかに動く宅たく配はいボックスを見ながら西南がポツリと呟つぶやく。

　ブリッジの様相は一変し、ありとあらゆるスクリーンやモニターにはピンボケの写真が映うつし出されている。これがリョーコ・バルタの写真らしいのだが、これだけボケていてはどんな顔なのかすら分からない。辛かろうじて、女じよ性せいであることが判はん別べつできる程てい度どだ。

　だがクルーたちはそんなことに構かまわず、大いに盛もり上がっている。リョーコの名の書かれた小旗やうちわが振ふられ、揃そろいの鉢はち巻まきハッピできめた親しん衛えい隊たいがコールの練習をする。こっちでは、暗がりで光るサイリウムが配られ始めた。

　完全に、アイドルコンサート直前の客席である。

「……どういう状じよう況きようなんですか、これ……？」

　呆あつ気けにとられるしかない西南の肩かたを、アランがつかむ。

「西南君、僕ぼくには最初から分かっていた。キミの才さい能のうはほんと～に素す晴ばらしい！」

　他ほかのクルーも、一いつ斉せいにうんうんと頷うなずく。

「はあ…そうなんですか？……あの…オペレーターさん」

　よくよく考えれば西南はオペレーターたちの名前を聞いた覚えがない。恐おそろしいことに案内人の名前もだ。

「ボクはアラン。あっちの細いのがバリー、太っちょがコーンだ。ちなみに艦かん長ちようの名は………なんだっけ？」

　アランと名乗った背せの低いオペレーターが首を傾かしげる。

「かんちょうとしか呼よんでないからな……」

　バリーも首を傾げる。

「まあ別に知らなくても支し障しようはないし、どうでもいいじゃないの」

　コーンがあっさりと言う。

「それもそうだな」

　どうやらそういうことらしい。

「それもそうって……いいんですか？」

「いいのいいの。それよりもだ！　キミはまだ、自分の才覚がどれだけの幸運を引き寄よせたか、分かっていないようだね……。まぁ無理もない。見たまえ！」

　アランがオーバーアクションでメインスクリーンを指さすと、そこに映っていたリョーコらしき人ひと影かげの顔写真が、パッと海賊艦のリアルタイム画が像ぞうに切り替かわった。

「あちらにおわしますは、全ＧＰアイドルランキング・第３位！」

「海賊が、ですか？」

「だからこそだ！　公こう認にんファンクラブ数千三百八十九、非ひ公認はその十倍とも言われ、トータルの所しよ属ぞく会員数はおよそ……」

「でもずいぶんボケた写真ですね」

　横のモニターを見た西南が何気なく呟いた一言で、アランの熱ねつ弁べんが止まる。

「……ないんだ」

「えっ？」

　聞き返した西南に、アランは泣き出さんばかりの顔をする。

「ないんだよ！　我わがＧＰ輸ゆ送そう部Ｑブロックリョーコ様ファンクラブ『ときめき艦隊』には、リョーコ様のちゃんとしたお姿すがたを写したご尊そん影えいがないんだっ！」

「はあ？」

　泣き出すアランに代わって、長身のオペレーター、バリーが話しかけてくる。

「海かい賊ぞくに襲おそわれた時、相手の顔を見る事は滅めつ多たにないんです。大たい抵ていは停船させられて、荷物コンテナを切り離はなして強ごう奪だつされる、というのが主なパターンですから」

「なるほど。じゃあ、誰も写真なんか持ってないんですか」

「いえ、一枚まいだけあります。どんな果か報ほう者ものが撮とったのか知りませんが、我われ々われはそのたった一枚をちらりと見ただけで、たちまちリョーコ様のファンになってしまったんです」

　確たしかに、全く顔も知らずにはファンになりにくいだろう。

「ですが、その貴き重ちような写真は他の大手ファンクラブが原板ごと独どく占せんしていて、自分たちの会員にしか公開していないんです。しかもそこの会費がバカ高いときている。動機が不ふ純じゆんですよ、奴やつらは」

　バリーは忌いま々いましげに言うと、モニターに映うつる顔写真を見つめた。

「これはその写真を望遠で隠かくし撮りしたものを、さらに隠し撮りしたもののコピーのコピーのコピーなんです。これでも、何も入手できない大多数のクラブよりずっとマシなんですよ」

　西南は納なつ得とくした。それではこれだけ顔の判別がつかないのも道理だ。

「でも海賊にファンがいて、しかもそれを取り締しまる側のＧＰにもたくさんのファンクラブがあるなんて……」

「我々の関係は結けつ構こう微び妙みようですから」

「微妙？」

「細かいことは省きますが、我々と海賊の間には暗あん黙もくのルールがありますからね」

　バリーの口ぶりからは、なにやら複ふく雑ざつな事じ情じようがあることがうかがえた。

「……とはいえ、それも時と場合です。傍ぼう若じやく無ぶ人じんに掟おきて破やぶりをするような輩やからも多い中、リョーコ様はいついかなる時でもそのルールを守り、人を傷きずつけることなく必要以上の強奪を良しとはしません。それがＧＰにもファンの多い理由で、伝わっている目もく撃げき者しやの話では、その立ち居い振る舞まいは繊せい細さいにして華か麗れいな蝶ちようのようだそうです……」

　うっとりとそう言ってから、バリーは西南に向き直った。

「……西南君。その美しい蝶が、もうすぐ我わが艦かんにいらっしゃるんです。我々が興こう奮ふんしている理由が、なんとなくでもわかるでしょう？」

「はあ……」

　西南はお茶を濁にごすように答えた。

　そうこうするうちにリョーコ歓かん迎げいの準じゆん備びはすっかり整い、アランの指し示じによりＧＰ艦は自みずからリョーコ艦へと「擦すり寄り」、艦側面のエアロックを全開してリョーコ艦の接せつ続ぞくケーブルを待った。

　つまり「どうぞ乗り込こんできてください」という意思表示である。

　飼かい犬などが腹はらを見せて寝ね転ころがり、絶ぜつ対たい服ふく従じゆうの意志を示しめすことがあるが、ちょうどあんな感じだ。リョーコに可愛かわいがられる小犬になることが、彼らクルーの喜びなのだ。




「……どう判はん断だんするべきなのでしょうね？」

　苦く笑しようしながら、自艦の玉ぎよく座ざでリョーコは誰に言うともなく問いかけた。

　副官が振り返り、困こん惑わくした表情を見せる。

「あの鬼おに姫ひめの言うことですが……どうにも信用できません」

「信用する、しないはこちらの勝手なんでしょうけどね」

　リョーコは微笑ほほえみながら、数時間前の瀬戸との通信を思い起こしていた。




「──はじめまして。この艦のキャプテン、リョーコ・バルタです」

　スクリーンに向かって、リョーコは恭うやうやしく最上級の礼をした。

　それは涼すずやかな瞳ひとみで自分たちを見下ろす女じよ性せい──樹雷の鬼姫と呼よばれる彼女に抵てい抗こうする精せい一いつ杯ぱいの努力の形であった。

　瀬戸の姿にブリッジにいる誰もが言葉を失い、金かな縛しばりにあっていたのだ。

「それで、どういうご用よう件けんなのでしょうか？」

「あなたの追っているＧＰ艦に今回の秘ひ密みつ兵器が乗っているの」

「なっ!?」

　こうも必要なことをストレートに言われてしまっては、さすがのリョーコも驚きよう愕がくを隠しきれなかった。彼女の手のひらで踊おどっている、そんな感覚に囚とらわれる。

「補ほ足そくさせていただくと、それは私たちやアカデミーの作ったモノじゃないわ」

「……何が目的なのですか？」

　必死に瀬戸の真意を探さぐりつつ、リョーコが聞く。

　瀬戸はちょっと沈ちん黙もくしてから、こう言った。

「私、それに期待しているの」

　──読めない。

　リョーコとて、何も出来ない見てくれだけの海かい賊ぞくではない。西南の呪じゆ縛ばくから唯ゆい一いつ脱だつ出しゆつしたように、冷静さと大だい胆たんさ、知ち恵えと勇気と度ど胸きようを兼かね備そなえた超ちよう一流である。当然、心理戦を仕し掛かけられても負けない自信があった。

　だが、読めないのだ。これが瀬戸という人間なのか。

「私が……あなたの思い通りに行動すると？」

「思い通りの結果になるとは限かぎらないけれどね」

　にっこりと微笑む瀬戸を見ながら──悪あく魔まってこういう感じなんだろうな──とリョーコは思った。現げん時点では敗色濃のう厚こう、完全に見下されている。

（……このまま引き下がれませんね）

　それに反発する怒いかりが、ようやくリョーコに平へい常じよう心しんを取り戻もどさせる。

「では、敵てき対たいする者にチャンスを与あたえると……それでよろしいのですか？　それとも、私などはあなた様の敵に値あたいしないと？」

「いいえ、試ためされているのは私。……でもね、面おも白しろくなる予感はあるの」

「水みな面もに小石を投げて遊んでいる、というわけですか」

「まあね」

　瀬戸はあっさりと肯こう定ていする。

「では、海賊としての私のメリットは？」

「あら、あの力では不足なの？」

「それが私どもの手には入らない、そう確かく信しんなさっているようですが」

　言いながら、何な故ぜかリョーコの表ひよう情じようは嬉うれしそうだった。

「……では、神木・瀬戸・樹雷とのホットラインではご不満かしら？」

「分かりました。では是ぜ非ひとも両方いただきましょう」

「ふふっ。期待しているわ」

　瀬戸の微笑みで通信は切れ、スクリーンは格かく納のうされた。

　同時に、リョーコと副官を除のぞくブリッジクルーがへなへなとその場にへたり込む。

「バケモンだ、ありゃ……」

　クルーの一人が呟く。それはその場にいる全員の感想であった。

　平静を装よそおっているものの、リョーコの首すじにも冷たいものが流れていた。




「やはりお行きになられるのですか？」

　ドッキングゲートのドアロックが赤から青へ変わるのを横目に、副官がリョーコに再さい度どの意い志し確かく認にんを行う。

「ええ。面白そうだとは思わない？」

　その声は、まるで子こ供どものようだった。

　使命感も重じゆう責せきも無い、純じゆん粋すいな興きよう味みだけがリョーコを支し配はいしていた。

「先ほどのような兵器を使われたら我われらはおろか、ダ・ルマーギルドそのものが壊かい滅めつしかねません。何があのＧＰ艦かんにあるのか、身を挺ていしてでも調ちよう査さしなければならない、それはわかりますが」

　本来のキャプテン・リョーコならそう考えているはず──そう副官は願った。

（でなければ、あの鬼おに姫ひめに魅み入いられている）

　副官には、いまのリョーコが非ひ常じように危あやうく感じられていた。長く一いつ緒しよにいるが、こんなリョーコを見るのは初めてだったのだ。

「……心配ですか？」

「はっ!?」

「私が鬼姫に、マインドコントロールでも受けたかと思ってるんでしょう？」

「そ、それは」

　そのとき副官は、あのたった数分のやり取りがリョーコの何かを劇げき的てきに変えたことに気づいた。

　リョーコが言うように、マインドコントロールなどではない。もっと別の……いまは些さ細さいなことだが、重大な未来に繫つながっているような何かだった。

「他の者は、別命あるまで待機」

「しかし！……いえ、分かりました」

　動どう揺ようしつつも、副官は必死に平静を取り戻す。

　リョーコは副官を従したがえ、船と船とを繫ぐ接せつ続ぞくケーブルからＧＰ艦へと歩を進めた。

　カツーン、カツーン、カツーン、カツーン、カツーン、カツーン、カツーン、

　カツーン、カツーン、カツーン、カツーン、カツーン、カツーン、カツーン……。

　全く人の気配のしない通路を、リョーコは前を見み据すえて優ゆう雅がな物もの腰ごしで歩いていく。

　その前には、彼女の盾たてとなるべく副官がいる。

（……クスッ）

　必要以上に緊きん張ちよう感かんを漂ただよわせているのは、その副官だけである。

　その事実が、リョーコにはどうにもおかしかった。




　その頃ころ西南たちは、真っ暗なブリッジでリョーコの到とう着ちやくを待っていた。

「ちゃんと記録はしているか？」

　アランのこの心配げな質しつ問もんはもう何度目だろうか。

「バッチリ！　凄すごいぞこれは」

　リョーコが映うつっているらしいモニターをチェックしながら、バリーが隠かくしきれない興こう奮ふんを、それでも必死に抑えて同じ答えを繰くり返す。

「コーン、準じゆん備びはいいな？」

「チェック、オールグリーン！」

　やや太めのコーンが答える。そのチェックコールは本業以上にハキハキと熱の入ったものだった。

「……来るぞ、全員スタンバイ！」

　アランの指し示じは、緊張感と期待感とでキビキビと心地ここちよい。

（……なんか、案内人さんより、いいかも……）

　西南はまだ小こ刻きざみに揺ゆれている宅たく配はい便びんのボックスを振ふり返り、ちょっと申し訳わけないことを考えていた。

　そのとき、暗くら闇やみに慣なれた目を焼くような光と共に、入り口のドアが開いて二つの人ひと影かげがブリッジへと入ってくる。

　リョーコ・バルタと副官である。

　真っ暗なブリッジに、副官がリョーコを庇かばうように身み構がまえる。

（四人……いや、五人）

　だが、リョーコ自身は何の危き険けんも感じていなかった。ミエミエの気配、殺気もない。ちなみにひとり増ふえたのは、部屋の隅すみにある箱の中からも人の気配がしたからだ。

（それより、こちらの方が危険よね）

　リョーコが銃じゆうを持った副官の手を押しとどめたその瞬しゆん間かん。

「ようこそ、リョーコ様！」

　アラン作曲のテーマ曲と共に、ピンスポがリョーコを照らした。




　──数分後。

　リョーコはＧＰクルーによる熱ねつ狂きよう的な大だい歓かん迎げいを受けながら、ブリッジに急きゆう遽きよ設もうけられた応おう接せつセットに座すわらされていた。

　確たしかに、彼女自身なんとなく「アイドル海かい賊ぞく」などと呼よばれていることは知っていた。その人気がＧＰにも及およんでいることも知っていた。それでも海賊稼か業ぎように支し障しようがなければ、周りの評ひよう価かなどどうでもいいと思っていた。

　だが、この様子を見ては正直ＧＰという組そ織しきが心配になってくる。

「これでいいのかしらねえ……。ん？」

　その場の盛もり上がりに嫌けん悪おに近い違い和わ感かんを感じていたリョーコは、ふと、驚きよう喜き乱らん舞ぶするクルーの中に不思議そうにその様子を見ている少年に気づいた。

　明らかにその場の雰ふん囲い気きから浮ういている少年──彼もこの雰囲気に違和感を感じているのであろう。それが不思議とその少年に対して親近感を抱いだかせた。

「クスッ」

　それはちょっとした好意だった。

　リョーコの視し線せんに気づいたのであろうか、偶ぐう然ぜんにも少年とリョーコの視線が合い、少年は顔を赤らめつつ、一礼した。

（あら、可愛かわいい）

　その礼れい儀ぎ正しさも好感を持てたし、恥はずかしがるのもちょっと良い。だが恐おそらく最初に好感を持たなければ気にとめなかったであろう、ちょっとした事こと柄がら。それが後に彼女の運命を大きく変える選せん択たく肢しだったとは、この時の彼女が気づくはずもなかった。

　そこに声がする。

「リョーコさん、いらっしゃ～～～い」

　突とつ如じよほのぼの感が、とてつもない愉ゆ快かい空間に塗ぬりつぶされる。

「み、美兎跳様!?」

　突とつ然ぜん花束を持って現あらわれたのは、美兎跳である。

（そんなバカな！　たしか……）

　驚きよう愕がくの表ひよう情じようで辺りを見回す。先程感じた気配は五人。あそこでバカ踊おどりを繰り返すおちゃらけクルー三人組と、あの少年、それから部屋の隅に追いやられたボックスの中に入っているであろう、たぶんこの艦かんの艦長──でなければこんなバカ騒さわぎを許ゆるすはずもない──その五人だけだったはず。

（私もまだまだ未み熟じゆくね……でも美兎跳様ならしょうがないか）

　諦あきらめと達観のため息をつき、リョーコは立ち上がる。

「ご無ぶ沙さ汰たいたしております。その節は、大変お世話になりまして」

「いえいえ。ただ艦のお掃そう除じをしただけですから」

「知り合いなんですか？　あの二人」

　西南は一通りの歓迎の踊りを終え、美兎跳の花束贈ぞう呈ていを見つめているアランに尋たずねた。

「美兎跳様なら、十二分にあり得えるよ」

　アランは腕うで組ぐみをしながら感かん慨がい深げに頷うなずく。

　どうやら、美兎跳は過か去こにリョーコの船にも迷まいい込こんだことがあるらしい。クルーたちは知らなかったが、全ファンクラブの「ご本ほん尊ぞん」となっているたった一枚まいのリョーコの写真をもらってきた果か報ほう者ものとは、実は美兎跳だったのである。

「……皆みなさん、熱ねつ烈れつな歓迎を心より感かん謝しやいたします。早さつ速そくですが、この艦の艦長にお会いしたいのですが」

　とりあえず花束贈呈も済すんだことだし、これ以上バカ騒ぎにつき合って無む駄だに時間を浪ろう費ひするのも無意味、と考えたリョーコが言う。

「私、艦長代理のアランと申します」

　これ以上ないというニヒルな表情でリョーコの前に歩みでたのはアランだった。

「同じく艦長代理のバリーです」

「同じく艦長代理のコーンです」

　アランに倣ならって同じく一歩前にでてくる二人。

（……やれやれ。ＧＰの質しつについて、本ほん格かく的に議ぎ論ろんが必要かも知れないわね）

　敵てきの心配をしつつ、リョーコはため息をついた。

　下心満まん載さいの目をされて艦長代理と言われても、まともに話をする気にもならない。といっても、この連中に箱はこ詰づめにされてしまう本物の艦長も程てい度どが知れる。

　それならどっちでも同じだし、彼らのお調子者ぶりならば、こちらの聞きたいことはあっさりと包み隠かくさず話してくれるはずだ。

「では、三人の艦長代理殿どのにお聞きします。実は昨日の、海かい賊ぞく一いち網もう打だ尽じん作戦を拝はい見けんいたしまして……」

「こいつのせいですっ！」

　リョーコが質しつ問もんをし終わらないうちに、間かん髪はつ入れずにアランたちが西南を指さす。

「……はい？」

　驚おどろいたのはリョーコと、示しめされた当の西南だった。

「こいつが、リョーコさんのお仲間をあんな目に遭あわせた張ちよう本ほん人にんです！」

「あ、いや、あの……どうも……」

　西南は戸と惑まどい気味にリョーコに向かって頰ほおを搔かく。

　呆ぼう然ぜんと西南を見つめるリョーコの中で、瀬戸の言葉が甦よみがえる。

『私、それに期待しているの』

　──それ。それ……それって、これ？

　カチン。抜ぬけ落ちていた小さな歯車がはめ込まれ、大きな時の流れが動きだす。

　リョーコは、そのことをなんとなく感じ取っていた。







　　４「霧きりの紛まぎれ、遣やらずの雨」







　それは宇う宙ちゆうに浮うかぶ鳥カゴのように見えた。

「やっと、やっとここまで……」

　案内人はやつれた顔で感かん慨がい深げに呟つぶやいた。

「あれが銀ぎん河がアカデミーですか？」

「そうです」

　複ふく数すうの銀糸のようなリングで形作られた球体のカゴは、十と重え二は十た重えの打ち上げ花火のような星光の洪こう水ずいの中に浮かんでいた。

　西せい南なと美み兎と跳とたちを乗せたＧＰ艦かんは長い長い長～～い回り道を経へて、ようやく銀河アカデミーへとたどり着いたのであった。

「それにしても地球からたった三日予定の帰き途と時間が……」

　まさか一週間もかかるとは思ってもみなかった──口には出さずとも、案内人の表ひよう情じようがそう語っていた。

「……すみません。俺おれのせいで」

「いえ、いいんですよ。こうして無事にここまでたどり着けたんですから。でもあれですね、今回の航海について話しても、きっと誰だれも信じてくれないでしょうねえ、ハハハ」

　案内人は半分冗じよう談だん、半分本気で笑う。

　それも当然だろう。ただの新しん規き入隊者送そう迎げいのはずが、ジャンプ時のニアミス、大量の海かい賊ぞくからの追つい跡せきに加えて樹じゆ雷らいの鬼おに姫ひめの洗せん礼れい……と、普ふ通つうなら一生分の波は乱らんを圧あつ縮しゆくしても経けい験けんできないような体験をさせられたのだから。

　この体験を本にまとめれば、ベストセラーも夢ゆめではない。ただし、ノンフィクション部門として扱あつかってくれるかどうかは疑問だが。

「まあ少なくとも、今回の航海記録は資し料りようバンクアクセス数の新記録になることは間ま違ちがいないでしょうね」

　しみじみ呟つぶやく案内人に、アランが振ふり向く。

「艦長。管かん制せい局きよくから通信です。13番入国管理ステーション宙ちゆう域いきの運行スケジュールがいっぱいなので、待機するか他ほかへ回るように、とのことですが」

「新期入学生の時期ですからね……。予定通りの到とう着ちやくならぎりぎりピーク前だったんですが、仕方ありませんね。アラン君、他に空いていそうなゲートはありませんか？」

「どこも似にたような状じよう況きようのようですね。少し遠回りになりますが、輸ゆ送そう艦の中ちゆう継けい港からリニア線で入国管理ブロックへ行く方が早いですよ」

　他のクルーも同意の目で案内人を見る。

　彼らの周りには、あのボケボケではない……それこそ毛け穴あなまでくっきりと写ったリョーコ・バルタのフォトグラフが所ところ狭せましと飾かざられていた。早い話が、とっとと疫やく病びよう神がみの西南を下ろしてそのお宝たからを自じ慢まんしに行きたいのだ。

「しかし、彼にとっては初めてのアカデミーです。やはり正式な表おもて玄げん関かんから案内をして差し上げなければなりません」

「ちなみに、表ゲートは現げん在ざい十五時間待ちだそうです」

「うっ……ですが、しかし……」

「あの、俺なら構かまいませんよ。表玄関とか気にしませんし、少しでも早くＧＰアカデミーに行きたいですから……」

　西南は案内人に告げる。

　一いつ刻こくも早く。リョーコにもそう誓ちかったのだから……。




　──あの時、西南を前にしたリョーコは驚おどろいていた。

　こんな年とし端はもいかぬ少年が、あれだけの海かい賊ぞくを翻ほん弄ろうしたのか、と。

「りょーこたん、ちょっと聞いてよ。こいつがね、ランダムジャンプの航路設せつ定ていなんかしたらキミの大事なお仲間が集まるわ集まるわ……」

　リョーコに対するアランの態度は、このたった数分間の間に雲の上の存そん在ざいに対するものからマブダチレベルにまで進化していた。このまま行けばあと数十秒も経たたないうちに恋こい人びとから夫婦にまで超ちよう進化しかねない。

（全く！　このＧＰ、重大な機き密みつを敵てきにペラペラと……。もういいわ。知りたいことはだいたい分かった）

　阿あ吽うんの呼こ吸きゆうとでもいうのだろうか。リョーコの心しん情じようを察した副官は、うるさいスピーカーたちとリョーコの間にズイと身体からだを割わり込ませ、壁かべとなった。

　小さくため息をつき、平静を取り戻もどしたリョーコは緊きん張ちようの面おももちでこちらを見つめている少年へと目をやる。

「お名前を伺うかがっても、よろしいですか？　私はリョーコ・バルタと申します」

　穏おだやかな笑えみをたたえて、リョーコは西南の前に歩み寄よった。

「……山やま田だ、西南です」

　緊張か、それとも敵対する海賊に対する警けい戒かいか。西南はまるで睨にらむような目で、眼がん前ぜんのリョーコを見つめていた。
















「西南殿どのですか」

　西南が名前を聞かれたことに、嫉しつ妬との声がクルーから上がった……が、副官という防ぼう護ご壁へきの向こうのことなので、リョーコの意い識しきには届とどかない。

（おそらく、彼は……）

　今回の一いつ件けんを西南が引き起こしたと聞き、リョーコは判はん断だんした。

　彼は、確かく率りつにかなりの偏かたよりのあるタイプ、それも美兎跳と同様に尋じん常じようではないレベルで傾かたむいている超ちよう能のう力りよく者しやなのだ。

（だがなぜ、鬼姫はそんな重要な人物を……）

　──私、それに期待しているの。

　唐とう突とつに樹雷の鬼姫の言葉が思い出される。

　──試ためされているのは私……でもね、面おも白しろくなる予感はあるの。

「そう……そういうことね」

　リョーコは小さく呟いた。

　このまま西南がＧＰやアカデミー、あるいは樹雷側に付けば遠くない将しよう来らい、海賊に甚じん大だいな被ひ害がいを及およぼす力を持つだろう……だがそれは現げん時点ではまだ可か能のう性せいに過すぎない。

（彼ほどの能力者は、その力に押おし潰つぶされることの方が多い。だからそのための経けい験けん値ち稼かせぎをさせようというのだ……私もそのひとつ）

　──私、それに期待しているの。

　期待。瀬せ戸とは確たしかに、そう言った。

「……ダメになるなんて微み塵じんも考えていない……。クスッ、見込まれたものですね」

　その言葉に、西南は不思議そうにリョーコを見る。

　今の西南に、リョーコの真意が分かるはずはない。

（試されているのは私、か……）

　つまり海賊と樹雷、リョーコと瀬戸──どちらを選ぶか、選ばれるか……だ。

　──いいでしょう……乗ってさしあげますわ、鬼姫どの。

　リョーコはにっこりと微笑ほほえみ、こう告げた。

「……西南殿、お願いがあります。どんな待たい遇ぐうでもいたしますので、私の仲間になって頂いただけませんか？」

「んうええぇぇぇっっっ!?」

　その驚おどろきの声は西南ではなくアランたちからとびだしたものだった。彼ら全員がショックのあまり同じポーズで固まる。

　しばらく、完全無音の静せい寂じやくがブリッジを包む。

　彼らの心情を代だい弁べんすればこうだ。

　いったいなぜ天下のアイドル、俺のリョーコ・バルタがこんなちんけな疫やく病びよう神がみ坊ぼう主ず頭あたまを口く説どいているのだ。夢ゆめだ……そうだ夢だ！──夢、夢、夢、夢、夢、夢、夢、夢、夢、夢、夢、夢、夢、夢、夢、夢、夢、夢、夢、夢、夢、夢、夢、夢、夢、夢、夢、夢、夢、夢、夢、夢、夢、夢、夢、夢、夢、夢、夢、夢、ゆめ、ゆめ、ゆめ、ゆめ、ゆめ、ゆめ、ゆめ、ゆめ、ゆめ、ゆめ、ゆめ、ゆめ、ゆめ……夢で会いましょう、ラララ～～。

　いまアラン、バリー、コーンの下心オペレーター三人組は、訳わけの分からない白はく日じつ夢むの結界の中にいた。

「是ぜ非ひとも西南殿のお力を、我われ々われにお貸かし頂きたいのです」

　リョーコはガシッ！　っとばかりに西南の手を握にぎりしめ、潤うるんだ瞳ひとみで見つめた。

　リョーコには勝算があった。自じ慢まんするわけではないが、自分にここまで言われて心動かされない男はいない。

　現に、白日夢から解とき放たれた三バカの「よろこんで！」という連れん呼こが副官壁へきの向こうから聞こえてくる。

　しかし、西南にはなんら動どう揺ようの色は見えなかった。

　──ダメ…なのか。

「……さすが、あの鬼姫に見み込こまれた男……」

　という勝手な過か大だい評ひよう価かを受けている西南自身はというと、冷静なように見えてその実、混こん乱らんの極きよく致ちにいた。

　何がなんだかわからないのだ。

　金かな縛しばり状じよう態たいのまま、西南に理り解かいできるのは、ただ彼女の体温が手て袋ぶくろ越ごしに伝わってくることと、彼女の香こう水すいがいい香かおりだなということくらいであった。

「さすが樹雷の鬼姫・瀬戸殿に見込まれた方。この程てい度どでは動じませんか」

「??」

　だが西南には、いまだにリョーコが何を言いたいのかよく理解できてはいなかった。

　それもそのはず、西南は運の悪いことに関しては高い適てき応おう力りよくがあるが、その反対の事には全く免めん疫えきが無かったからである。

　リョーコはさらに一歩近づき、こう続けた。

「では、あなたを艦かん長ちよう待遇でお迎むかえしましょう。もちろん私もあなたの部下として、精せい一いつ杯ぱいお仕つかえさせて頂きます。なんでもご命令下さって構かまいませんわ」

　潤んだ瞳で西南に顔を近づける。

　最後の即そく物ぶつ的手しゆ段だん──地位と名めい誉よとお金と女、その全すべてを差し出そうというわけだ。

「………」

　だが、それに対しても西南は無む反はん応のうだった。

　さすがのリョーコもかすかな戸と惑まどいを見せる。

（……これでも、ダメというわけ……？）

「うおおおおおぉぉおおおおおぉぉぉぉぉぉぉぉっっっ！」

　副官壁へきの向こうでは、クルーが必要以上に爆ばく裂れつ状態だった。興こう奮ふんは最高潮ちように達し、各おの々おのが男の身勝手な妄もう想そうを彼らの内ない宇う宙ちゆうでビッグバンの如ごとく膨ぼう張ちようさせている。本来なら、この反応が西南に欲しかったのだが……世の中というのはそういうものであろうか。それともリョーコもまた気づかぬうちに西南の不運に巻まき込まれているのだろうか。

「い～い話じゃないか、西南君！　ぜひ受けるべきだと思うな、僕ぼくは！」

「でも、君一人だと何かと心配だからなぁ！」

「仕方がないぃ！　親友であるボクらが一いつ緒しよについてってあげようじゃあないか！」

　三段活用のコントの如く、アランたちが副官壁から無む理り矢や理り顔をねじ出してくる。

「私が欲ほしいのは西南殿どのだけです。あなた方は黙だまっていて下さい」

　うっとうしいのできっぱりと断だん言げんする。

　ガチン！

　瞬しゆん間かん、夢に見てうなされそうな恨うらみがましい表ひよう情じようのまま、アランたちはあまりのショックに副官壁と一体化したかのように固まった。

　デスマスクを飾かざったかのような壁かべからは「せいなぁ～」「せいなぁ～」「せいなぁ～」と洞ほら穴あなの奥おくから響ひびいてくるかのような怨おん念ねんの声が聞こえてくる。

　そんな目を合わせたら石にされそうな彼らの視し線せんとその恨み節三重奏そうの鬱うつ陶とうしさが、幸いにも混乱する西南の思考をようやく現げん実じつへと引き戻もどしはじめた。

（……えっと、つまり結けつ論ろんとしては、こういうことだよな……？）

　目の前の女じよ性せいは、自分に海かい賊ぞくになれ、と言っているのだ。

「あの……」

　そう理解した西南は、伏ふし目がちに彼女を見つめた。

「はい？」

「……すみません、お断ことわりします」

　西南は彼女の手を静かにふりほどき、きっぱりとそう断言した。

「なぜ？　条じよう件けんがお気に召めしませんか？」

　潤うるむ瞳ひとみが、悲しげに西南を見つめている。

「いいえ！」

　西南は慌あわてて頭を横に振ふる。条件とかそういうことじゃなく、自分を必要としてくれることが嫌いやなわけはない。

「ではなぜです？」

「…………ある人と、約束したからです」

（──期待していますよ）

　西南の脳のう裏りには、瀬戸の言葉と微笑ほほえみが焼き付いていた。

　西南は生まれて初めて瀬戸に不運を褒ほめられ、認みとめられ、必要とされ、そして宇宙にいることを許ゆるされたのだ。西南にとって何よりも嬉うれしい評ひよう価かをしてくれた人を、絶ぜつ対たいに裏うら切ぎるわけにはいかない。いや、裏切りたくないのだ。

「ええと、リョーコさん。それに……」

「それに？」

「海賊は、よくないと思います」

　それは単たん純じゆんだったが、少年らしい素す直なおな言葉であった。

　法を犯おかす者と守る者……。海賊であるとはいえ、リョーコたちの立場はそれほどシンプルな図式の中に当てはまるモノではない。

「我われ々われは……」

　自みずからの存そん在ざいや生存をかけて戦っている──リョーコはそう言おうとして止やめた。その知ち識しきが、西南にはまだ無いと分かっているからだ。

　──試ためされているのは私、か……。

　リョーコはうつむいてかすかに笑った。その目には、少しの残念さと嬉しさの入り交じったような輝かがやきがあった。

「そうですか……。では、次にお会いするときは、敵てき同士ですね」

　元の涼すずしげな微笑みに戻ったリョーコが、西南に手を差し出す。

「はい」

　西南はそっとリョーコの手を握にぎり返す。

　握あく手しゆした手は、彼女の激げき励れいを示しめすように力強かった。




（……敵同士か……。でもできれば戦いたくないな……）

　あのあと、オペレーターたちに請こわれて写したリョーコとの記念写真を見ながら、西南は思った。

　ちなみに「間かん接せつ握手させろ」と迫せまる彼らに何百回も握られた手が痛いたむ。

「西南君、すみませんが係けい留りゆうドックの方から入ります」

「はい」

「では短たん距きよ離りジャンプを」

　案内人の命令で、ＧＰ艦かんは静かに、さんざん海賊に追いかけ回されてすっかり慣なれた超ちよう空間ジャンプへと入っていった。




　西南がアカデミーへと向かうジャンプに入った頃ころ、リョーコは意外にも近くの宇う宙ちゆう空間に停てい泊はくしていた。

「キャプテン。間もなく……」

　西南たちと撮とった写真を微笑ましげに見つめるリョーコに気づき、言葉を切る。

「到とう着ちやく時じ刻こくは予定通りね？」

　写真に目をやったまま答える。

「……よろしかったのですか？　あのまま拉ら致ちすることもできましたが」

「無む理り矢や理り連れてきたところで、協力して下さるとは思えません」

「あの力は我らにとって大いなる脅きよう威い。今からでもダ・ルマーのブラックリストに登録して、各方面に警けい告こくを発するべきかと」

「そうね……」

　リョーコは写真を見ながら、どこか他ひ人と事ごとのように言う。

「……では、手配を」

　少しの間、リョーコの返答を待っていた副官だったが、無言を了りよう承しようと受け取った。

「ちょっと待って下さい。まだ勝負は決まったわけではありませんよ」

　オペレーター席へと向かう副官を呼よび止め、リョーコは余よ裕ゆうの笑みを向けた。

「しかし説得は失敗でしたが」

「あの条じよう件けんで簡かん単たんにＯＫする人を心から仲間として信用できます？」

「それは……」

　副官は静かに首を横に振る。

「まあ第一ラウンドは私の負け。樹雷の鬼おに姫ひめにいいように使われてしまいました」

「使われた、とは？」

「彼はまだ人間として未み熟じゆくです。そのくせ大きな力があり、それが彼の成長にどういう影えい響きようをもたらすか分かりません」

「確たしかに……自らを滅ほろぼすことにもなりかねませんな」

「それに初期文明の地球人……。クスッ。だから彼に断ことわられたとき、正直いうとちょっと嬉うれしかったの」

「は？」

　副官は、あまりにあっけらかんと微笑ほほえむリョーコの真意を測はかりかねていた。

「第一段だん階かいは合ごう格かく。それでこそ手に入れる甲か斐いがある」

　彼が、どちらを選ぶのか。

「試されているのは、私……クスッ」

　瀬戸、そして西南とのコンタクトに微笑むリョーコの顔を、副官はジッと見つめる。

　彼にとって、リョーコは娘むすめのような存在であった。

　リョーコの両親が事じ故こで亡なくなり、まだ幼おさなかったリョーコを託たくされた彼は、彼女を両親の跡あと……海かい賊ぞくの艦かん長ちようを継つがせるべく教育してきた。

（リョーコ様は、私が思う以上に立りつ派ぱなキャプテンとなられた……）

　だが、艦長としての重じゆう責せきは彼女の女じよ性せいらしい感かん情じようを希き薄はくなモノにさせてしまった。いや、立派に教育しようと思うあまり、副官自身がリョーコからそういう感情を無む意い識しきのうちに奪うばってしまったのかも知れない。

　間ま違ちがっていたとは思っていない。だが、それでも……。

　副官は覚かく悟ごした。これから言う言葉がいかに危き険けんとはいえ、西南と会って、どこか楽しそうな表情を見せるリョーコを止めるのがためらわれたのだ。

　娘の幸せを、願わない親はいない。

「……ダ・ルマーに報ほう告こくしなくて……よろしいのですね？」

「ええ」

　リョーコは静かに、そして強い意い志しを秘ひめて頷うなずく。

　同時に、副官の肚はらも決まった。

「分かりました。このことは厳きびしく箝かん口こう令れいをしきます」

「ありがとう──」




「……凄すごい」

　ＧＰ艦での（たぶん）最後の短距離ジャンプを終えた西南の目の前には、巨きよ大だいなリング状じようステーションの威い容ようが見えていた。

　ハンパではない。とてつもなくでかい。

　ステーションの上下左右の端はしは現げん在ざい見える範はん囲いにはなく、ほとんど宇宙空間に聳そびえる白い壁かべだ。壁の前を行き来する点のようなものですら、この船よりも数十倍──新しん宿じゆくの高こう層そうビルを縦たてに三つ四つつなげたサイズ──はあろうかという貨か物もつ艦なのだそうだ。

「先ほど見たリングの外周は、約３６０京けいキロメートル。西南君のふるさとの太陽系けいがほぼすっぽりと入る規き模ぼです」

「太陽系が!?」

　そんなことを言われても巨大すぎて想そう像ぞうもつかない規模だが、いま目の前に見えるステーションは、今まで西南が見たどの物より美しかった。

「今度こそ本当に宇う宙ちゆうに来たっていう感じです。これが銀ぎん河がアカデミーなんですね」

　表おもて玄げん関かん云うん々ぬんという話があったけど、と西南は思いながら訊たずねる。

「いえ、正せい確かくにはここは銀河アカデミーではなく、外周の中ちゆう継けいステーションです」

「じゃあ銀河アカデミーって……？」

「まあ、詳くわしいことはアカデミーへ行けば一から習うことですし、長くなりますのでここで説明はやめておきましょう。簡単に言うと、ここはアカデミーの税ぜい関かんなんです」

　案内人が教えてくれたところによると、アカデミーに入る人間はすべてここで監かん査さ官かんによる入国管理を受け、身分や識しき別べつ、入る目的などを審査されるということだった。

「……こんな巨大なものが、ただの関所……？」

　窓まどからステーションを見ていた西南が、思わずそう口にした時であった。

「重力波感知！　また何かがジャンプアウトしてきます！」

　唐とう突とつな、悲鳴にも似にたアランの声。

「きっ、緊きん急きゆう回かい避ひぃ！」

「ダメですぅ、今度も間に合いませぇぇんっ！」

　次の瞬しゆん間かん、西南たちの真後ろに突とつ如じよ現あらわれた艦は、緊急回避もむなしくＧＰ艦の数十倍はあろうかという巨大な船体を叩たたきつけてきた。

　──いやだなァ……。

　モニターに映うつる巨大艦のブリッジにいる男たちと目があった瞬間、西南は凄すさまじい衝しよう撃げきと共に意識を刈かり取られていった。




（……ここは……病院？）

　西南が意識を取り戻もどし、最初に感じたのはそれだった。

　朦もう朧ろうとした意識の中、まだ目の焦しよう点てんが合っていない霧きりの中のような感覚ではあるが、そこが病院であることは間違いなかった。何と言っても、病院は自じ宅たく、学校と並ならんで西南が最も多くの時間を過すごした場所ベスト３の常じよう連れんだ。間違えるはずはない。

　白く清せい潔けつ感かんのある部屋。そしてかすかに漂ただよう消毒薬の匂におい……。

（……俺おれ、また何かやっちゃったんだ）

　徐じよ々じよに晴れてくる意い識しきの中で、そう呟つぶやく。

（じゃあ、あれもみんな夢ゆめだったんだな）

　本当に、幸せな夢だった。

　なんやかんやで宇宙に出て、樹雷の瀬戸様──自分を初めて認みとめてくれた人──と出会った幸せな夢。海かい賊ぞくにさんざん追いかけられて怖こわかったのは、まあご愛あい敬きようだ。それが夢とはいえ、幸せなままエンドマークが出るなんて自分らしくないし、逆ぎやくに気持ち悪い。

（……そうか、そうだよな。全部夢だったんだ、ははは……。でもいい夢だったなぁ）

　いい夢を見られた、それだけでも運が良かったのかな？

　そう思った時、戻ってきた感覚が自分の手を誰だれかが握にぎっていることを知らせる。

　柔やわらかな、ちょっと冷たい手。母親のものではない、細く華きや奢しやな若わかい女じよ性せいの手だ。

（……あ、霧きり恋こさんか。まいったな、また心配かけちゃった……）

　意識が戻ったことを知らせようと、軽く握り返す。

　それに気づいたのであろう。霧恋の顔が、西南の目の前に……。

「大だい丈じよう夫ぶ？　気がついた？」

「えっ？」

　──違ちがう、この人は！

　ショートカットに青い瞳ひとみ。

　海外モデルの如ごとき尋じん常じようならざる美び貌ぼう、とくれば……。

「雨あま音ね……さん？」

　そう。西南の手を握っていたのは、雨音・カウナックであった。

「よかった。意識はしっかりしているようね」

「……えっと、じゃあここは……!?」

　慌あわてて上半身を起こし、部屋を見回す。

　地球のものとは違うベッドと、ＧＰ艦と同じような計器のついた医い療りよう器具。

　そして、窓の外に広がる……宇宙空間。

「夢じゃない、宇宙に……銀河アカデミーに来たんだ……」

「そう、ここはその医療ルームよ」

　そう言った途と端たん、なぜか雨音はクスクスと笑いはじめる。

「君とはこんな出会い方ばっかりね。君が気き絶ぜつしていて、私が介かい抱ほうして……」

「ハハッ、そうですね……ってまさか！」

　と、不意に西南はキョロキョロと何かを探さがしはじめ、ようやく見つけたベッドの銀色のフレーム部分に顔を近づける。

「……よかった、ついてないや……」

　霧恋に誤ご解かいされた苦い記き憶おく──口くち紅べにの確かく認にんをしたかったのである。

　きょとんとその挙動を見守っていた雨音が、心配そうな表ひよう情じようをみせ、西南の額ひたいに手を当てた。

「ちょっと、大丈夫なの？　軽い脳のうしんとう程てい度どって聞いたんだけど」

「いえ、そうじゃなくて……口紅が」

「口紅？」

「あ」

　つい、余よ計けいなことを言ってしまった。

　慌てて口を押おさえると、雨音はからかうような目になった。

「ふぅ～ん。なんだったら今からしてあげてもいいわよぉ、人工呼こ吸きゆう♡」

　その口調は完全に子こ供ども扱あつかいだ。

　確たしかに雨音は大人の女性で、自分は子供には違いない……だが、西南はそれに反発を覚えた。

　──子供扱いなどしてほしくない。

　雨音が霧恋と同じくらいの年頃だから、余計そう思う。

「……お願いしますと言ったら、してくれるんですか？」

　思わず、そんな挑ちよう戦せん的な台詞せりふが口をついて出る。

　悔くやしさからの逆ぎやく襲しゆう半分、ちょっとした期待半分なのだが、当の西南も自分がそんな大だい胆たんなことを言ってしまったことに少々驚おどろいていた。

　瞬しゆん間かん、にこやかだった雨音の表情に、大人の女性の貌かおが覗のぞく。

　同時に、雨音に対する──いや、大人の女性というものに対する畏い怖ふに似にた感情が、西南の中を通り過すぎていった。

「じょ、冗じよう談だんです、雨音さん！　あの、えと、ま、また介抱してくれて、ありがとうございました！」

　真っ赤になりながら、西南は必死に自みずからの言葉を取り消し、話題を逸そらす。だが、雨音にとっては大したことでもなかったらしく、依い然ぜん余よ裕ゆうの笑えみをたたえている。

「そっか。私の名前、覚えててくれたんだ」

「はい。それは、もちろん」

　西南の返事に、雨音はひときわ嬉うれしそうな微笑ほほえみを見せる。

　──口紅、ついてても、よかったのにな……。

　心の片かた隅すみで、ちょっとだけそんな思いが生まれた。




　再さい検けん査さの後、西南は医療ルームから解かい放ほうされた。

　脳しんとう以外には外がい傷しようもなく、脳波にも異い状じようがなかったからである。

　西南は雨音に案内され、こちらも型通りの検査だけは受けたものの、全く無事だった美兎跳と案内人の待つブロックに向かう。

　そこは、リニアレールカーの乗り場だった。車内の大きさは、分かりやすく言えば六ろく畳じよう間まくらいだろうか。路面電車の雰ふん囲い気きに近い。

　これに乗って、入国管理ブロックに移い動どうするのだ。

「あ、そうそう西南君。ちょっとちょっと」

　美兎跳、案内人と共に車両に乗り込んだ西南を、見送る雨音が呼よび止める。

「なんですか？」

　耳打ちするような仕草の雨音に、何気なく顔を近づけた瞬間。

「！」

　頰ほおに、やわらかな唇くちびるの感かん触しよく。

　これは、つまり、ええと、その、いわゆる……。

　思考停止して固まる西南の耳元に、囁ささやくような雨音の声が聞こえる。

「海かい賊ぞくの偽ぎ装そう艦かんを止めてくれたお礼♡」

　ぷしゅー。湯気を立てるようにして真っ赤になる西南の両りよう肩かたを、閉しまるリニアのドアに挟はさまれぬように雨音がそっと押おしこんだ。

　軽くウインクする雨音と西南の間をドアが隔へだてる。

　間もなく、西南たちを乗せたリニアは音もなく走り始めた。

「……」

　まだ固まったままの西南を見て、美兎跳がクスクスと笑う。

「うふふ。西南ちゃん、まっかっか」

「いや、そんな……」

　恥はずかしさとか嬉しさとかいろいろな感情をないまぜにした表情で、困こまったように美兎跳と案内人に向き直る。

　美兎跳はともかく、案内人は驚きよう愕がくの眼まな差ざしだ。

「せ、西南君、雨音二級刑けい事じと、いったいどこで知り合ったんです？」

「どこって……地球でＧＰのパンフレットをもらった時ですけど」

　驚おどろいている案内人の表情が、どこかリョーコと出会った時のクルーのそれとダブる。

　憧あこがれというかなんというか、嬉しさと感動と驚きの混まじったような……。

「……もしかして、雨音さんってけっこう有名なんですか……？」

「もしかしてどころの騒さわぎじゃありませんよ！　彼女は銀ぎん河がでも有数の高級服ふく飾しよくブランドである『カウナック』の令れい嬢じようにして、最高ランクのトップモデルだったんです！」

「トップモデル……だった？」

「ええ。モデルを引いん退たいしてＧＰに入隊したのが一年前のことでした。その後、驚くべきことに彼女のＧＰ入りが知れ渡わたった途と端たん、入隊申込者が前年同期比ひの20％増ぞうに跳はね上がったんですよ！」

「それってやっぱり、すごいんですか？」

「すごいです、メチャメチャな増加です！　おかげで新人がドッと増ふえて部隊も増え、私も艦長に昇しよう格かくできたんですが……。いやまあ、それはともかく。人気のバロメーターであるファンクラブだって、アラン君たちの騒いでいたリョーコ・バルタなど足あし下もとにも及およばないほど存そん在ざいするんですよ！」

「はあ……」

「はあ、って！」

　いまいちピンときていない西南の反はん応のうに、案内人はへたり込むように椅い子すに座すわった。

「……瀬戸様といい、リョーコ・バルタといい、今回といい……。本当に西南君には驚かされてばかりですよ……」

　案内人はそう言うが、やはり西南には実感が湧わかない。宇う宙ちゆうにきてから出会った女じよ性せいはどれも美人で、西南の中で「美形」に対する感覚がマヒしてしまっていたのだ。

　美のインフレーション、と言ってもいいかも知れない。全くもって贅ぜい沢たく者ものである。

　ただその中でも、雨音は図ず抜ぬけた凄すごい美人である。ここまで美しいとともすれば冷たい感じを与あたえてしまいがちだが、彼女の場合は笑った時に人ひと懐なつっこい感じがあり、親しみを付加して魅み力りよくを倍加させている。

　その雨音から、頰にキスをされたのだ。

　そう思い出すと、西南の顔は再ふたたび紅こう潮ちようした。

「そ、そういえば、さっき雨音さんが、海賊の偽装艦を止めたとかどうとかって…？」

　慌あわてて恥ずかしさをごまかすように聞く。

　さっきはそれどころではなかったが、よくよく考えると身に覚えのない話だ。瀬戸との一いつ件けんとは無関係だろう。

「そうでした、説明をしなければいけませんね。実は、先程……西南君が気き絶ぜつしたあの時ですね。こちらの真後ろにニアミスしてきたのは、海賊の偽装艦だったんです」

「海賊!?」

「はい。アカデミーへ侵しん入にゆうしようとしたのか、それとも別の破は壊かい活動だったのかは分かりませんが、雨音二級刑事はその調ちよう査さにあたっていたそうです」

「でね、あの船はその調査の網あみをくぐって侵入したものだったんだって」

　美兎跳が補ほ足そくしてくれる。

「ですが、我われ々われとのニアミスでそれが発覚し、結果的に侵入を未然に防ふせいだんです」

　西南は啞あ然ぜんとした。またも海賊を引き寄よせてしまったのか。

「す、すみません。また迷めい惑わくかけちゃって……」

「いえいえ。結果的には偽装艦かんの摘てき発はつができましたし、艦はともかくこちらのクルーは全員無事です。一時入院したのも、西南君くらいでして」

　もう慣なれたとばかりに、達観した表ひよう情じようで慰なぐさめてくれる。

「……ということは、船は……？」

「えっ？　まあその、ちょっとボロっちくなりましたが……」

　言いづらそうに口ごもる案内人に構かまわず、美兎跳があっけらかんと微笑ほほえむ。

「西南ちゃんの荷物も取って来なきゃならないし、見に行ってみましょうか」

「いえ、美兎跳様。荷物なら誰かに取りにやらせますから」

　案内人は西南を気き遣づかってくれているのだろう。その様子からして、どうやらＧＰ艦は相当ボロッちくなってしまったらしい。

　これは、見なければ船そのものに申し訳わけない。

「あの、見せて下さい。お願いします」

「……分かりました。でも決して、西南君のせいじゃありませんからね」

　案内人は車内のパネルを操そう作さし、リニアの行き先を変へん更こうした。




　入国管理ステーションのドックに入港したＧＰ艦は、外がい装そうを中心にかなりのダメージを負っていた。せっかく瀬戸の樹雷艦隊が修しゆう理りしてくれた機体は、海かい賊ぞくたちに襲おそわれた時と同じ……いや、それ以上のボロボロ状じよう態たいであった。

　到とう着ちやくした西南が、沈ちん痛つうな表情で見上げる。自分の不運のせいで、この船はこんな状態になってしまったのだ。修理にも手間がかかるだろう。

「これは……」

「こいつはひどいな」

　呟つぶやいた途端、西南の思いを代だい弁べんするような声が聞こえる。

　そこにいたのは、あちこちで働くドック要員と同じ服を着た老人だった。

　帽ぼう子しのマークから見て、どうやら彼が責せき任にん者しやらしい。

「すみません！　俺おれのせいで、こんなにひどく壊こわれちゃって……」

　いたたまれず、西南は慌てて謝あやまった。老人はゆっくりとこちらに向き直る。

「……ん？　もしかして、君が山田西南君か？」

「はい……そうです」

「ああ、いやすまん。まさか君がここにいるとは思わなくてな。まぁ、そんなに気にすることはない。乗員が無事なのが一番だからな」

　老人は、気まずそうに西南を見やる。自分の一言で余よ計けいな気遣いをさせたことを気にしているのだろう。

「……そうか、君が噂うわさの……。うむ、もちろん話は聞いているよ。私はここの管理人、九く羅ら密みつ美み瀾なみだ。よろしく」

　美瀾と名乗った老人は、力強く西南の手を握にぎった。

　それにしても、九羅密……とはどこかで聞いた名である。

　だがその記き憶おくの引っかかりよりも、西南にとってはさっきからずっと感じている背せ中なかの違い和わ感かんがどうにも気になる事こと柄がらであった。

　どうやら誰だれかの震ふるえる手が、西南の服をつかんでいるらしい。

　確たしかめようとしたその途と端たん。

「西南君、回れ、右っ！」

「は、はいっ！」

　突とつ然ぜん、美瀾の発した手慣れた命令口調に、反はん射しや的に西南はスッと右足を引いて背を向けると、再ふたたび右足を戻す。学校の行事なんかでさんざんやっているため、反射的に実にスムーズに身体からだが動く。

「……やはりな。美兎跳！」

　背中で声が聞こえると同時に、美瀾は西南の背中にしがみついていた違和感──つまり美兎跳──の襟えり首くびを捕つかまえる。

「ああん、お父様、ごめんなさいいぃぃぃ～！」

　美兎跳はつり下げられたまま子こ猫ねこのように手足をばたつかせた。

「お父様……？」

　西南は、美瀾と美兎跳の姿すがたを交こう互ごに見み比くらべる。

　同時に、九羅密という姓せいが誰のものかを思い出した。

（そうか、この人が……）

　美兎跳が必死に謝っていた通信相手のことが思い出される。

　この老人、美瀾が美兎跳の父親なのだ。

「帰ってきたら、すぐに連れん絡らくをしろと何度言わせれば覚えるんじゃ！　しかもすぐに儂わしの所へ来ずに、こそこそと隠かくれおって」

「ごめんなさい、許ゆるしてお父様～！」

　何があってものほほんと動じなかった美兎跳が泣きわめく姿に、西南は思わずクスリと笑った。ゲストハウスで平謝りしている時にも思ったが、すごいギャップである。

　海賊より何より、父親が怖こわいというわけだ。

「……そうだ、俺も連絡を……」

　またバタバタして忘わすれていたが、霧恋にはまだ連絡が取れていない。

　時間的に見ても、霧恋はとっくに東京の自じ宅たくへ戻っているはずだ。このステーションなら、当然あの電話くらいあるだろう。

　そう思った瞬しゆん間かん、遠くから案内人の声が聞こえた。

「西南君、そろそろ行きましょう～！」

　ハッと我われに返って見やると、案内人はドックの出口で呼よんでいる。

　さんざん迷めい惑わくをかけているのだ。これ以上待たせるのは悪い。

「す、すみません、今行きま～す！」

　大きく案内人に手を振ふってから、西南は美瀾と美兎跳に頭を下げた。
















「どうも、いろいろありがとうございました」

「西南ちゃん、またね」

「娘むすめが世話になったね。まぁ、またどこかで会うこともあると思うが、その時はよろしく頼たのむよ。それと……頑がん張ばれよ、新人」

「はい。失礼します！」

　激げき励れいに嬉うれしくなったのもあり、二人に見送られて西南は元気よく駆かけ出した。

　その途端、足下の作業用ホールに大おお穴あなが空く。何が原げん因いんかは分からない。どうせいつもの運の悪さから来る、複ふく合ごう原因によるトラブルだろう。

「……え？」

　当然ながら、西南の身体からだは重力を無む視しするようには作られていない。

（落下する西南）×（真下のコントロールパネルに激突）＝大だい惨さん事じ、である。

　しゅぱぱばぱっ。ドック内の電気系けい統とうを一周するように青く輝かがやく火花が走る。

　次の瞬間、ＧＰ艦は固定されたアームプローブから外れ、外がい装そうをがこがこと側そく壁へきにぶつけながらナノマシンの調整水が充じゆう満まんする下部槽そうへと落下した。

　──大だい質しつ量りようの落水で溢あふれ出した調整水は、まさにドックを襲おそう津波のようであった。




　それから一時間後。西南と案内人は再ふたたびリニアレールカーの中にいた。

「あの……本当に、申し訳わけありませんでした」

　西南が深々と頭を下げる。結局最後のあれがトドメとなり、彼は案内人の船を大たい破は、廃はい船せんに追い込んでしまったのだ。

「お気になさらないで……。どれ一つとして、西南君が悪い訳ではないのですから」

「すみません」

　この一時間、西南は何度も謝あやまっていた。

「いいんですよ。先ほどだって、整せい備びの小さなミスが最悪の状じよう況きようで重なった結果です。考えてみれば、西南君はそのきっかけを作っただけなんですよね」

　案内人は穏おだやかに語る。達観した僧そう侶りよのような表ひよう情じようだ。

「はあ、でも……」

「それより西南君、あれを」

　案内人はリニアの外を指さす。

　ほぼ同時に車両は長いトンネルを抜ぬけ、窓まどという窓全すべてに景色を映うつし出した。

「うわ……」

　パッと広がった視し界かいに、西南は思わず声を上げる。

　そこは、底が見えないほど高い吹き抜けの空間だった。複ふく雑ざつに絡からみ合った立体庭園と超ちよう高こう層そう建けん築ちく物ぶつの間を、リニアは走っているのである。天てん井じようには青空が広がり、その一部に宇う宙ちゆう空間が見えているのを除のぞけば、ここが宇宙ステーションの中だとはとても思えないくらいだった。

「スペースコロニーだ……」

　圧あつ倒とうされた表情で呟つぶやく。

　近い将しよう来らい、地球でも実じつ現げん可か能のうな巨きよ大だい人工居きよ住じゆう区く・スペースコロニー。

　だが西南は、今まで自分がその中にいることなど考えてもいなかった。ステーションの外観部分しか見ていなかったのと、街中でスペースコロニー特有の「天井にも街がある」状じよう態たいをいっさい目にしなかったからである。

　通つう常じようのスペースコロニーならば遠心力で重力を発生させるため、筒つつ状じようのコロニー内にぐるりと張はり付くように街が出来ることになる。しかし、ここの完全な重力制せい御ぎよはその不自然な状態から脱だつ却きやくし、すべての重力を一方向にコントロールしていた。つまり惑わく星せいにいるのと変わらないのである。

　リニアは建築物の間を縫ぬうように進み、遥はるか彼方かなたに口を開けるトンネルを目指す。

「もう、ひとつの巨大都市って感じですね」

　周囲に広がる光景を見て、西南が感かん嘆たんの息を漏もらしながら言った。

「見てください、西南君。いま我われ々われがいる外周リングは、外側と内側でその意味合いが違ちがうんです。外側は、銀ぎん河が連れん盟めい管かん轄かつの連合都市国家とも言うべき存そん在ざい。本来の銀河アカデミーは、この内側部分なんです」

　確たしかにその言葉通り、今抜けてきたトンネルの側と、これから向かうトンネルの側の間には、建けん造ぞう物ぶつを大きく二分するような壁かべがあった。

　だがそれは旧きゆう東西ドイツを隔へだてていたベルリンの壁の如ごとき違い和わ感かんのあるシロモノではなく、都市デザインの中にアクセントとして見み事ごとに調和しているものだった。

　言われなければ、とてもそれが「壁」だとは分からなかったであろう。

「銀河連盟関係の施し設せつもありますし、なにより外周都市は銀河最長の建造物ですからね。さらに物流の中心として、市場的側面ももっています。アカデミーの入国監かん査さが必要無いということもあって、買い物や観光に来る人たちが多いんです」

「へえ……」

　銀河最長、という言葉はとても実感できるものではなかったが、とにかくその凄すごさみたいなものは目の前の景色からでもなんとなくは理解できる。全然スケールは違うが、地球で言えば万ばん里りの長ちよう城じように観光に行くようなものだろうか。ちょっと違うか。

　そんなことを考えていると、案内人がモニターを確かく認にんして口を開いた。

「まもなく入国管理局です。そこで手続きを済ませれば、西南君は晴れてＧＰアカデミーの生徒ということになります」

　案内人の口ぶりには、西南との別れに対する安あん堵どと、そして幾いくばくかの残念さが入り混まじっているようだった。

　西南は改めて、案内人に礼をする。

「本当に、何から何までお世話になりました」

「いえいえ。私の方こそ、普ふ通つうでは体験できないことにいくつも遭そう遇ぐうできましたからね。仲間に自じ慢まん話ができますよ」

　そう言ってにっこりと微笑ほほえむ。

　その笑顔に、西南は多少なりとも肩かたの荷が下りたような気がした。

「……そうだ！　すみません、ちょっと地球に連れん絡らくをしたいんですが」

「えっ、地球ですか？　もう時間がありませんが……とにかく早く行ってきてください。もうすぐ到とう着ちやくしますからね」

　案内人の指し示じで、西南は隣となりの車両にある電話に向かった。

　今度こそ、霧恋と連絡が取れる気がした。




「さあ、ようやく順番です西南君。入管の担たん当とう監査官が待ってますよ」

「は、はい……」

　案内人に促うながされ、西南は立ち上がった。

　そこは空港のロビー待合室のスケールを何十倍にもしたような……いや、川や木々が生おい茂しげっているところを見ると、どちらかというと公園と言った方が適てき切せつだろうか。

　とにかく、いま西南のいる場所は入国管理ブロックの待合所であった。

　宙空に浮うかぶモニターに、西南を示しめす整理番号が表ひよう示じされている。

　ようやく手続きできるものの、西南の心は重い。

　今回も、霧恋と連絡は取れなかったのだ。

　──はい、正まさ木き霧恋です。只ただ今いま出かけております。ご用の方は……。

　聞き慣なれた留る守す録ろくの声が、西南の耳に残る。

　そのタイムスタンプが、地球の日本時間が平日の午後一時であることを教えてくれた。

（……こんな時間に家にいる方が、問題だもんな……）

　案内人について歩きながら、西南は考える。

　彼の「宇う宙ちゆうに出たい」という希望に、唯ゆい一いつブレーキをかけるのが霧恋の存在だった。

　西南にとって、彼女に対する思いだけが宇宙に対する想いと等とう価か値ちなのだ。

　しかし、それは「いつでも地球に、霧恋に連絡が出来る」という事実によって意味を失う。声も聞ける、顔も見られるのなら、二つの思いはほぼ両立できるからだ。

『宇宙にとどまり、アカデミーに入ってＧＰになる』

　だが、そう固く心に誓ちかったはずの決意はここに来て微び妙みように変化しはじめていた。これだけ長い時間霧恋と連絡が取れないことが、西南の意い志しに影えい響きようをもたらしているのだ。

（どうしよう……？　せめて一度、報ほう告こくだけでもしたいんだけど……）

　言ってしまえばそれは霧恋云うん々ぬんだけではなく、もう戻もどれないことへの無む意い識しきの恐きよう怖ふなのだが、いまの西南に気づくはずもない。

　監理区く域いきに何百と並ならぶ監査ゲートの前に立ち、西南は戸と惑まどっていた。

「あ、あの……」

「すごい数でしょう？　でもここも、数百ある入国管理所のたった一つなんですよ」

　西南の戸惑いにも気づかず、案内人は音声の指示に従したがってとあるゲートに向かう。

　この中で監査を受けて向こう側に出れば、そこはアカデミーというわけである。

「さあ、順番ですよ」

「……」

　最終的な決心のつかないまま、西南は案内人に引きずられるようにゲートに入った。

　音もなく、迎むかえ入れるように扉とびらが開く。

「監かん査さ官かん。ＧＰアカデミー新しん規き入学者、山田西南です。よろしくお願いします」

　そう言いながら、案内人は西南の書類を転送プレートの上に置いた。

「……」

　その仕草と、凜りんとした力強い声がきっかけだった。

　もう、戻れない。いや、戻ってはいけない。

　ここにつくまでの経けい験けんが、瞬しゆん時じに頭の中を駆かけめぐる。

　瀬戸との約束と、彼女の笑え顔がおが思い出される。

　──行こう。

　霧恋のことは、きっと大だい丈じよう夫ぶだ。きっと連絡も取れる。

　西南は決意の顔を上げ、迷まよいのない足取りで前に進んだ。

　転送プレートに置かれた書類が透とう明めいな仕切りの向こう、担当する監査官であろう女じよ性せいのパネルへと転送される。

　何気なく、本当に何気なくその女性の顔を見た、その時。

「!?」

　電気ショックでも与あたえられたように、ビクッと西南の動きが止まる。

　黒くろ髪かみのロングヘア。

　美しい眼まな差ざしと、優やさしい口元。

　キーを叩たたく指。

　似にている。似ている！

　思わず西南は仕切りに駆け寄り、へばりつくようにしてその監査官を見つめた。

「……霧恋、さん……？」

　まさか、と思う。

　霧恋が、こんなところでこんなことをしているはずがない。彼女は東京でＯＬさんをしているのだ。本人もそう言っていた。新しん宿じゆくとか渋しぶ谷やの話もしてくれた。決して宇宙ではない。銀ぎん河がアカデミーのデパートがどうの、なんて話は聞いたことがない。おみやげだってアカデミー饅まん頭じゆうだとか宇宙団だん子ごとかそんな銘めい柄がらじゃなかった。

　他人だ。別人だ。偶ぐう然ぜんだ。無関係だ。

　いま決心したばかりなのに、霧恋の幻まぼろしを見るなんてどうかしている。

（霧恋さん、ごめんなさい。これからアカデミーへ行く……その決心を鈍にぶらせるようなことは、どうかしないで下さい……）

　しかし、いくら自問自答して言い聞かせても（縁えん起ぎでもないが）お経きようを唱えてみても、その表ひよう情じようも雰ふん囲い気きも髪のツヤすべてが正木霧恋そのものだった。

　……これほどまでに、似ている人がいるのだろうか？

　地球でも、似ている人は世の中に三人いるという。宇宙に話を広げれば、もっといるだろう。それでも少ない確かく率りつだが、霧恋がここにいる可か能のう性せいよりは高い。

　他人の空似。そうに違ちがいなかった。

　しかしどうしても、西南は彼女が霧恋である、というありえない思い、いや、願望であろうか。そんな気持ちを拭ぬぐえずにいた。

　やがて、霧恋によく似た監査官は静かに口を開いた。

「西南ちゃん」

　──うわ、声までいっしょ！

　骨こつ格かくが似ていると声も似ると聞いたことがある、あぁそういえば復ふく元げんされた織お田だ信のぶ長ながの声ってマヌケだったなぁ、などと無む駄だな知ち識しきが西南の頭の中を駆け回る。

　そんなパニック状じよう態たいの西南に、監査官は再ふたたび声をかけた。

「……無事でよかった……。心配したのよ、西南ちゃん……」

　瞬しゆん間かん、西南は気づいた。監査官は自分のことを「西南ちゃん」と呼よんでいる。

　無事でよかった、心配したのよ、西南ちゃん。

　それらの言葉はすべて、目の前の女性が紛まぎれもなく彼女であることを──正木霧恋本人であることを証しよう明めいしていた。

「き、霧恋さん……なんですか？」

「そうよ」

　どこか憔しよう悴すいしたような表情の霧恋が頷うなずく。

「どうして、こんなところに……!?」

　狐きつねにつままれたような顔で、西南は当然の疑ぎ問もんを口にする。

　東京は？　ＯＬは？　何で宇う宙ちゆうに？　霧恋さんも特例ですか？　そもそもいつから？　どういう理由で？　やっぱパンフレットですか？

　だが霧恋はその問いには一いつ切さい答えずオペレーター席から立ち上がると、ゆっくりと西南との間を仕切る透明のドアの前へと歩み寄よった。

「き、霧恋さん！」

　それを追いかけるように西南もまた、そのドアへと移い動どうする……が、いつもの不運に勢いきおいも手伝って、そこにごつんと頭をぶつけてしまった。

「あてっ！」

「西南ちゃん！」

　一瞬、心配の表情を浮うかべた霧恋は、西南に怪け我ががないことを確かく認にんすると安あん堵どの笑えみを浮うかべ、ドアにへばりついた彼の手にそっと自分の手を重ねた。

「もう、西南ちゃんったら慌あわてん坊ぼうさんね」

「ハハッ、すみません」

　ドア越ごしではあるが、霧恋の体温が伝わってくるようで嬉うれしかった。

「ねえ、西南ちゃん」

「はい？」

「西南ちゃん、お願い。このまま地球に帰って」

「え……？」

　西南は思わず彼女の顔を凝ぎよう視しする。

　表情は変わらず慈じ愛あいに満ちていたが、その目は真しん剣けんそのものだった。

「宇宙は、ＧＰはあなたが考えているよりも、ずっとずっと危き険けんなところなの。海かい賊ぞくに襲おそわれたのなら、わかるでしょう？」

　水み鏡かがみの船内で瀬戸や兼かね光みつに言われたのと同じことである。

　だが、西南はとうに覚かく悟ごしている。決けつ断だんは済すんでいる。

　確かに、危険はあるだろう。だがそれ以上に、西南は宇宙に対して抗あらがいがたい魅み力りよくを感じていた。だからこそ、宇宙にいたいと瀬戸に宣せん言げんしたのである。

　唯ゆい一いつの心残りだった霧恋も、理由はどうあれここにいる。ブレーキが一転してアクセルとなったのだ。もう全開走行、爆ばく走そう西南に帰る理由はカケラもない。

『宇宙の果てまでぶっ飛ばすゼ、イェイオーケーッ！』

　と、海かいが言いそうなことを心の中で叫んでるくらいテンションは最さい高こう潮ちようだ。

「霧恋さん、俺おれ……」

「西南ちゃん、私の言うことならなんでも聞いてくれたわよね？」

　悲しげな微笑ほほえみを浮かべる。

「うっ……」

　西南の心は大きく揺ゆらいだ。今までの無駄に高いテンションも急きゆう激げきに冷え込む──霧恋の見せたそれは、西南が無茶や不注意で怪我をしたときにする表情だったからだ。

　西南は年中怪我をしているが、それは大たい抵ていが西南自身のせいではない。だが西南も遊びたい盛さかり、海や友達と危あぶないことをしてしまう時もある。そんな時に怪我をしてしまった時、決まって霧恋はこの顔をして。

──もうこんな事しちゃダメよ──。

　そう言ってみせるのだ。怒おこりも叱しかりもせず、ただそう言うのである。

「……霧恋、さん……」

　強きよう烈れつな罪ざい悪あく感かんが彼を苛さいなんだ。

「あのう、監かん査さ官かん。書類に不ふ備びはありませんし、銀ぎん河が法の問題も神かみ木き・瀬戸・樹雷様よりこちらにも連れん絡らくが来ていることと思いますが……」

　案内人が、やや間の抜ぬけた調子で声をかける。

　確たしかに書類上の不備は皆かい無むだったし、瀬戸からＧＰを通じて連絡も来ている。しかし霧恋は入国管理の監査官である。誰だれが認みとめようと、監査官が適てき切せつでないと判はん断だんすれば西南はアカデミー内に足を踏ふみ入れることは出来ないのだ。

「これは監査官としてではなく個こ人じん的な問題です！　あなたは口を挟はさまないで下さい！」

　そう、たとえそれが個人的理由からの拒きよ否ひであっても。

「は、はい！　すみません……」

　霧恋の強い口調に案内人は恐きよう怖ふの表ひよう情じようを浮うかべ、慌あわててドアの陰かげに隠かくれた。

「……で、でも、しかしですね」

　案内人は食い下がるように口を開く。遮しや蔽へい物ぶつができたことで少し安心したのだろう。

　霧恋への恐怖心より、職しよく務むへの義ぎ務む感かんが勝まさったのだ。

　だが、そんな些さ細さいな抵てい抗こうも霧恋は容よう赦しやなく切り捨すてる。

「私は彼の保ほ護ご者しやです。ここからの案内業務は私が引き継つぎます。お引き取り下さい」

　監査官として正式にそう言われてしまうと、これ以上の口出しは越えつ権けん行こう為い。確かに後ろ髪がみを引かれる思いは残ったが、職務に忠ちゆう実じつな案内人は従したがうしかなかった。

「……それでは、西南君。縁えんがあったら、またどこかで会いましょう」

「あの！……」

　別れの言葉を言う間もない。

　西南を宇う宙ちゆうへと連れ出してしまった不幸な案内人は、愛あい想そ笑わらいを浮かべながら軽く手を振ふると、消えるように扉とびらの向こうへ去っていった。

　それを確かめると、霧恋はジッと西南の目を見つめた。

「西南ちゃん。宇宙では、あなたの巡めぐり合わせの悪さは命に関かかわるの。地球からここへ来るだけで、あれだけの事があったのよ」

　愛する我わが子に懇こん願がんする母のように、霧恋は言った。

　霧恋の気持ちは、痛いたい程ほどわかる。同時に、これほどまでに自分に親身になってくれるのだ、思われているのだ、という喜びも感じる。

「霧恋さん、俺は……」

　彼女の想いに負けそうになったその時、ゲートの向こう──アカデミーの内部から、聞き覚えのある声が弾はずむように響ひびいた。

「おっ、来た来た！」

　通路を満面の笑みでやってくる、ＧＰの制せい服ふくに身を包んだショートカットの女じよ性せい。

　先程医務室で再さい会かいした雨音・カウナックであった。西南がドックに寄よっている間に、こちらに来ていたのだろう。

「あ、雨音さん……！」

　先せん刻こくのことを思い出し、西南は熱くなる頰ほおを押おさえた。

「な～にそんな所でぐずぐずしてるの？　審しん査さが終わったんならさっさと出ないと、あとの人の迷めい惑わくよ」

「雨音二級刑けい事じ！　まだ入国審査の途と中ちゆうです！」

　霧恋が怒ど鳴なりつける。案内人の時以上のきつい口調だ。

「なんだよ霧恋、いつもの可愛かわいげの無い手て際ぎわの良さはどうしたの？　あ、休みボケ？　しょうがないわね、こんなものはチャッチャと……」

　そう言うやいなや、雨音はオペレーションパネルを流れるような指ゆび捌さばきで操そう作さする。

『監査完かん了りよう。入場を許きよ可かします』

　アナクロな合成音声が響き、霧恋と西南を隔へだてていた透とう明めいドアが音もなく開いた。

「ああああああああぁぁぁっっっ!?」

　大口を開け、叫さけびに近いような声を上げて啞あ然ぜんとする霧恋の目の前で、西南の入管手続きは見み事ごとに終了してしまった。

「あっ、紹しよう介かい者しや雨音・カウナックってちゃんと書いてくれてたのね……って、やったァ！　西南君の活かつ躍やくがもうボーナスポイントになってるぅ！　うひょー、紹介ポイントもボーナス加算でしめて二〇〇ポイント!!　これでＧＰ高級職員慰い安あん施し設せつへの無料招しよう待たいゲットォ！　あそこの温泉評ひよう判ばんいいのよねぇ。ペア招待だから一いつ緒しよに行く？　あっははは！」

　相変わらずの美び貌ぼうに似に合あわぬ豪ごう快かいさと勢いきおいの良さで、雨音は西南を圧あつ倒とうする。

　だがその脳のう天気さは、霧恋の怒いかりの炎ほのおにガソリンをぶちまけるも同然の行為だった。

「ななななんて事をするのっ、このバカ女ァアアアアア！」

　普ふ段だんの清せい楚そな霧恋を微み塵じんも感じさせないブチ切れ状じよう態たい。入国管理ブロック全体を震ふるわせるが如ごとき怒鳴り声。西南ですら、今まで一度か二度しか見たことのないものだ。

「なによぉバカ女って。あ、何？　そんなにこのボタン押したかったの？」

「そ、そんな事を怒ってるんじゃないわよっ！」

　雨音の的外れなアッケラカンさが、ぶち切れ霧恋の勢いに水をかける。

「あー、分かった分かった。はい次の方どうぞ」

　何が分かったのか分からないが、雨音は勝手にマイクに告げた。

　すっかりペースを乱みだされ、戸と惑まどう霧恋の前に続いての審査対象者がやってくる。

「演えん劇げきアカデミー新しん規き入学者のティロ・エリウスです。お願いします」

「えっ……ちょ、ちょっと雨音！」

「ほら、お仕事お仕事」

　雨音はそう言うと、さっさと西南の腕うでを取って通路へと歩き出した。

「ま、待ちなさい……って……」

　そう言いながらも、霧恋は雨音を追えない。彼女は審査待ちのティロ君と、雨音と西南の後ろ姿すがたを何度も見み比くらべながら、金かな縛しばり状態となって凄すさまじい葛かつ藤とうと戦っているのだ。

「……もうっ！」

　霧恋の生せい来らいの真ま面じ目めさは、職場を放ほう棄きすることを許ゆるさなかった。




「あ、あの雨音さん。俺、まだ霧恋さんと話が……」

「さっきはありがとう。おかげで無事事じ件けんは解かい決けつ。だからお礼に、ここからは私が案内してあげるね」

　入管ゲートを出た雨音は、人通りの多い街区を西南の腕をがっちりと組んだまま歩いていく。

　西南とて戸惑いはあったが、嬉うれしくないわけではない。ともすればにやけてしまう顔を鎮しずめるために、彼は周囲の景色に視し線せんを走らせた。

「……あ、あれ？」

　なんだろうか、この感覚は。

　目をやる場所全すべてから……いや、それ以外の後ろや横からも感じるこれは……。

（……なんか、見られてる……？）

　西南の感じた通りであった。好こう奇きの目、刺さすような視線、眺ながめ回すような眼まな差ざし。悲喜こもごもの視線が、彼へと集中しているのだ。

（そ、そう言えば、雨音さんって……）

　リニアの中で案内人が教えてくれたことを思い出す。

　雨音がお嬢じよう様さまであり、元トップモデルであり、憧あこがれのアイドルだということを。

　それは西南にとって非ひ常じように危き険けんな事実であった。どこに雨音ファンがいるか分からない──いや、この視線から考えて周囲に相当数いるであろう──状じよう況きようで、そんな憧れの的と腕を組んで歩いているのである。これではまるでお腹なかを空すかせた狼おおかみの群むれの中を歩く子羊と同じく、自殺行こう為いに等しい。雨音と別れて一人になれば間ま違ちがいなく瞬しゆん殺さつされる。

「あ……雨音さん、腕、腕離はなして下さい、一人で歩けますから……」

「いいからいいから」

　いいからって、こっちはよくないです！　心の中で思っても、そう強くも出られない。アイドル雨音に文もん句くを言っているシーンなど、腕組み以上のヤバさである。

　それに、力ずくで腕をふりほどこうと思っても、がっちり組まれた雨音のそれは西南がけっこう本気になってもびくともしなかった。

　人々の、特に雨音のファンであろう男たちの刺すような視線がますます増ふえて行く。

　このままでは、ハリネズミになってしまう……そう思ったときだった。

「待ちなさい！」

　救世主登場！　職しよく務むを一いち段だん落らくさせた霧恋が後を追いかけてきたのだ。

　──助かった……！

　西南は安あん堵どした。やはり、自分を助けてくれるのはいつも霧恋なのだ。宇う宙ちゆうでもそれが変わらないことが、なんとなく嬉しい西南だった……が。

　──あれ？　気づけば、刺すような視線の密みつ度どが倍加しているような……。

　次の瞬間、西南は実は全然助かってなどいないことに気づいた。

　男たちの怨えん嗟さの声から察するに、霧恋にもどうやらファンクラブがあるようなのだ。

（そうか、よく考えてみれば……！）

　西南は、ステーションに到とう着ちやくして以後に出会った女じよ性せいのことを考えた。

　医い療りようルームから出た時にすれ違った看かん護ご婦ふさん。

　リニアの乗り場にいた若わかい女性。

　ドック要員の女の人。

　入管の待合所を行き交かう少女や、品のいい婦ふ人じん。

　彼女たちはあか抜ぬけてはいたものの、平へい均きん的な地球の女性とさほどイメージは変わらなかった。瀬戸や美兎跳、水みな穂ほ、珀はく蓮れんたち四人の女官と接せつしてきた西南の目から見れば、非常に失礼な言いぐさだが「ごく普ふ通つうの顔」の人ばかりだったのである。

　つまり霧恋は、宇宙でも十分に目立つ美女なのだ。雨音と比べれば少し……でもそれも趣しゆ味みの差と言ってもいいくらいの美形なのだから、ファンがいてもファンクラブがあっても全然ちっとも全くもっておかしくはない！

　──ピンチ！

　だがそんな西南の困こん惑わくにも構かまわず、雨音と霧恋は言い争いを始め、さらに人を増やす結果となっていた。

「あ、あの、二人とも、落ち着いてくださ……」

　いつしか周囲には人ひと垣がきができ、雨音・霧恋両者のファンらしい男たちが成り行きをジッと見守っている。当然その瞳ひとみには、嫉しつ妬との業ごう火かが燃もえさかっていた。

　──いや、待て待て。

　西南は焦あせりつつ、ちょっとだけ冷静になった。

（俺はまだ十五で、しかもこの坊ぼう主ず頭あたまだ。見た目で霧恋さんや雨音さんとは、十分「姉し弟てい」として成り立つ。大だい丈じよう夫ぶ、恋こい人びととかそういう風に思われているはずは……）

「ちくしょう誰だあの男！」

　観客の一人が苦々しく呟つぶやく。

（って、ダメじゃん！）

　西南の淡あわい希望はあくまで冷静な目で見れば……であって、嫉妬に狂くるった男たちにとっては「一人の男を巡めぐって喧けん嘩かをしている美女二人」という構こう図ずにしか見えないのだ。

　雨音と霧恋の間でできるだけ目立たないように小さくなるしかない西南の頭上で、二人の声が響ひびく。

「帰すなんて何バカなこと言っちゃってんの。彼、ＧＰ期待の星だよ？」

「そんな事関係ないでしょ！　あなたが船を着陸させるとき、彼を巻まき込こみさえしなければこんな事にはならなかったのに」

　霧恋の声が、やや尖とがる。

　それを聞いて、西南には合点がいった。あの時、天てん地ちの家で水を汲くんでいるときに聞こえた轟ごう音おんと衝しよう撃げき波はは、雨音の宇う宙ちゆう船が着陸するときのものだったのだ。

　今となってはどうでもいいことだが、助けてくれたのも雨音なら、溺おぼれる羽目になったのも雨音のせいだったというわけだ。

「ミスは誰にでもあるってぇ～。それに、天地クンのとこにいたから純じゆん粋すいな地球人だとは思わなかったんだもぉん」

「どうして雨音は昔からそうなのよ！　いっつも物事を自分の都合のいいようにしか考えないんだから！　だいたいあなたはＧＰの職務を……」

「あー、わかったわかった」

　霧恋の剣けん幕まくを受け流し、雨音は再ふたたび西南の腕うでに自分の腕を絡からめた。

「あ……」

　柔やわらかな胸むねの感かん触しよくを二の腕に感じ、思わず西南は声を出す。

　瞬しゆん間かん、西南の脳のう裏りに前にもこんな状じよう況きようがあったことが思い出された。二人の女性が自分を取り合うシチュエーション……といっても実体験であるはずがなく、霧恋に内ない緒しよで海と楽しんだ某ぼうアドベンチャーゲーム（年ねん齢れい制せい限げん有り）でのことである。

（……あの時は、たしかバッドエンドまっしぐらのところで知らずにセーブしちゃって、もう何をやっても女の子にフラれる袋ふくろ小こう路じだったんだよな……）

　ゲームならいい。だが人生にはセーブ＆ロードは無い！

　どうでもいいことを考えているうちに、さらにギャラリーは増ふえていく。しかもよくよく見れば、増えているのは西南に対する怒いかりの視し線せんばかりだ。状況はどんどんどんちゃかと加速度的に悪化していくのである。

（……この視線、霧恋さんも雨音さんもなんで気づかないんだ……!?）

　鈍どん感かんなのかもう慣なれているのか……まぁ、たぶん後者であろう。

「心配しなくても、あとはアタシが手取り足取り一から十まで教えてあげることにするから。そんじゃね、正木監かん査さ官かんどの」

「そんなことは許ゆるさないわ！」

　ウインクして西南を連れて行こうとする雨音の前に、みたび霧恋が立ちはだかる。

「なんで？　全部手続き終わってるのに」

「手続きの問題じゃないの。地球に帰さないと、彼の命に関かかわるのよ」

「なんで霧恋がそんなこと決めんの？」

「西南ちゃんの事は、私が一番よく知ってるからよ！」

　熱がこもったせいか、思わず西南に対する呼よび方が「彼」から「西南ちゃん」に変わったことを雨音は聞き逃のがさない。

　からかいの色が表ひよう情じように浮うかぶ──ついでに観客の怒りのパワーも増ぞう大だいする。

「へーえ。西南ちゃん、ねえ」

「……べ、別にいいでしょう。子こ供どもの頃ころから知ってるんだし……」

　少しばつが悪そうに視線を外し、照れを吹ふっ切るように声のトーンを上げる。ついでに観客の怒りも以下同文……。

「とにかく！　彼は、私が責せき任にんを持って家まで送り届とどけます」

「……帰りたいの？」

　雨音のすがるような眼まな差ざしが、西南に触ふれるくらい近づいた。

「あっ、いえ……」

「帰りたくないって♡」

　雨音は嬉うれしそうに、そして勝ち誇ほこったかのような表情を霧恋に向ける。

「勝手に決めつけないで！　彼の事、なんにも知らないくせに！」

「知ってるわよ。海かい賊ぞく共どもを一いち網もう打だ尽じんの大おお手て柄がらを上げて、さっきも偽ぎ装そうした海賊艦かんの侵しん入にゆうを未然に防いだ。ん～ん～、私の見み込こんだ通り」

　雨音に頰ほおずりをされ、西南は真っ赤になった。

　ついでにギャラリーの男たちの顔も真っ赤になる。もちろん怒りで。

「山田君は地球に帰します！　彼にＧＰは危き険けんすぎるの！」

　──確たしかに危険だ、この状況が。

「勝手に決めてるのは、霧恋の方みたいだけれど。本人、帰る気ないみたいよ？」

　雨音は庇かばうかのように西南を抱だきしめる。もうギャラリーはうおーとかぎゃーとか大変な騒さわぎだが、刺さすような視線がハリネズミ状じよう態たいでいい加か減げん刺さる部分が無くなった。

（もう、どうでもいいか……今さら何をしても手て遅おくれだし）

　ほわーんとする西南の耳に、霧恋の声が響ひびく。

「い、いい加減に西南ちゃんから離はなれなさいよ！」

「あは、また西南ちゃんだって」

　ムキになる霧恋に、雨音はさらなるイタズラっぽい笑えみを浮うかべる。もう完全に面おも白しろがっている。

「な、なによ。何か文もん句くある？」

「大だい丈じよう夫ぶだって、盗とりゃしないから」

「！！！　そ、そういう事じゃないわ！」

「じゃあどういうこと？」

「話をそらさないで！」

「そらしてるのは霧恋でしょ！」

　面めん倒どうになってきたのか、雨音の声にも次し第だいにトゲが生え始める。

　霧恋ともども、雨音もハリセンボンモードに入りかけたその時。

『……二人とも、いい加か減げんになさい』

　突とつ然ぜん声が響ひびき、街区に備そなえ付けのスクリーンに緊きん急きゆう映えい像ぞうが表示された。

　と同時に、霧恋も雨音も観客たちも、スクリーンに向かってピッと敬けい礼れいする。

　そこに映うつっていたのは、褐かつ色しよくの肌はだに金きん髪ぱつをオールバックにまとめた「どこかの総そう司し令れい官かん」といった感のあるはつらつとしたお婆ばあちゃんであった。霧恋たちの態度からして、すごく偉えらい人であることは間ま違ちがいない。

「野や次じ馬うまは全員部ぶ署しよに戻もどりなさい！　正木霧恋監査官。雨音・カウナック二級刑けい事じ。それから、山田西南君。アイリ理事長がお呼よびです。至し急きゆう、理事長室まで出頭なさい」

「はっ！」

　その命令に、再さい度ど二人は敬礼をする。

　つられるように、西南もぎこちなくそれに続き、野次馬は蜘く蛛もの子を散らすように四方八方に散っていった。




　──理事長室、というよりそこはまるで宇う宙ちゆうに浮かぶ温室のようであった。

　西南の通っていた学校の体育館の二倍くらいの大きさはあるだろうか。その中空部分には、おそらく一いち枚まい岩いわであろう、巨きよ大だいな黒こく曜よう石せきのような岩が床ゆかとして使用されていた。

　この部屋も、確かにすごい。すごいのだが、クラクラするほどのスケール感のインフレーションや、全部が木で出来ている奇き抜ばつな建けん造ぞう物ぶつなど、水鏡の中で感じたようなそういう驚おどろきはさすがにない。ただ、西南は大きな一つ窓まど全面を覆おおい尽つくすほどに見える、青い地球に似にた惑わく星せいには心奪うばわれていた。

（きれい、だな……）

　こうして間近に惑星を見るのは、初めてである。ＧＰ艦で目覚めた時は既すでに太陽系けいから遠く離れ、そのあとはジャンプの繰り返しで惑星付近に出ることはなかったからだ。

「ここの景色は気に入ったかしら？」

　ぼんやりと惑星を眺ながめる西南に、どこからか声が聞こえた。

「えっ……？　はっ、はい！」

「はじめまして、山田西南君。私はＧＰアカデミーの校長、九く羅ら密みつ美み守かみです」

　思わず姿し勢せいを正す西南に、いつそこに現あらわれたのだろうか、大きな机つくえの横に立った先ほどの映像の女じよ性せいが自じ己こ紹しよう介かいをする。

「九羅密？　あっ、こちらこそはじめまして……」

　また、九羅密の人である。こちらに来る途と中ちゆうに霧恋に聞いたところでは、美瀾の姉であり、美兎跳にとっては伯お母ばに当たる人物らしい。

　美守は続けて、自みずからの隣となりに座すわる女性を紹介する。

「そしてこちらが、銀ぎん河がアカデミーの最高責せき任にん者しや、柾まさ木きアイリ理事長です」

「はじめまして、西南君」

　アイリと紹介された二十代後半の女性は、西南にニッコリと微笑ほほえむ。

「ど、どうも……？」

　西南はなぜか、その微笑みにどこか懐なつかしさを感じた。

（それはともかく、最高責任者なのに若わかいなあ……でも待てよ？）

　瀬戸に会ったときにもそう思ったが、たしか瀬戸は阿あ重え霞かや砂さ沙さ美みの祖そ母ぼだった。

（もしかしてしてこの人も……けっこうおばあちゃんなのか？）

　そんな疑ぎ問もんが浮うかぶが、それはここで口に出すことではない。

　──さて、と空気を変えてアイリは話し始めた。

「まずは、正木霧恋さんの意見を伺うかがおうかしら？」

「初期段だん階かいの知的生命体との接せつ触しよくが銀河法で禁きんじられていることは、今さら理事長にご説明するまでもないと思います。ご存ぞんじの通り彼は純じゆん粋すいな地球人です。監かん査さ官かんとして、銀河法違い反はんを容よう認にんするわけにはまいりません」

　霧恋は、わざと事じ務む的に言い放った。西南の保ほ護ご者しや代わりとして、正木霧恋個こ人じんとしてものを言えば、感かん情じようにつけ込こまれる恐おそれがある。

「でもねぇ、ＧＰ宛あてに特例申しん請せいも届とどいているし……」

　アイリは、ぴらぴらと一枚の書類を示しめす。むろん、瀬戸が送ったものである。

「まあ、いいわ。一いつ旦たんそれは置いときましょう。次に、雨音・カウナックさん」

「はい」

　雨音は、得意満面の顔で一歩前に出る。霧恋とは対照的な表情であった。

「あなたは不注意と事実誤ご認にんにより、純粋な地球人である彼をＧＰに誘さそったわけだけど……勧かん誘ゆう意図はなんだったのかしら？」

「意図って言われても……」

　雨音は首を傾かしげて考える。

「なんか、彼とはまた会うな、な～んて予感がしたんで」

「そんな無責任な！」

　思わず声を荒あらげる霧恋を、美守が目で制せいする。

「……すみません」

　感情的にならないとは決めていても、雨音の行こう為いと態たい度どには腹はらが立った。

「それに、彼は『あの場』にいたものですから」

「なるほど。……でも、あそこは地球なのよ」

「ですけど、それ以上に彼にはなんか才さい能のうを感じたんです。あそこで埋うもれさせるのはもったいないような、そんな感じがして」

　アイリと美守は、ちらりと顔を見合わせる。

　雨音の直感が非ひ常じように鋭するどいことは、アイリたちもよく知るところだった。乗り込んだ艦かん船せんの海かい賊ぞく遭そう遇ぐう率りつゼロという記録はいまだに継けい続ぞく中だし、攻こう撃げき命中率も火器管制用のコンピューター無しで88％を誇ほこる。純粋に勘かんだけでこの数字はまさに驚きよう異い的だった。

　結果的に、今回も雨音の直感は「西南の不運」という才能を見み抜ぬいたことになる。ＧＰにとってみれば、殊しゆ勲くん賞しようものの功こう績せきと言えよう。

「なるほど。わかりました……」

「アイリ理事長」

　その時霧恋が、真しん剣けんな表情で手を挙げる。

　彼女は内心、地球での自分の行動を悔くいていた。

　なぜあの時、西南の話をきちんと聞いてやらなかったのだろう。家に自分を訪たずねてきてくれたとき、既すでに西南は雨音に遭遇していたのだ。変に思いこまず、西南の言うことを聞いてさえいれば、こうなる前にいくらでも防ふせぐ手だてはあったものを……。

　その償つぐないのためにも、ここは引き下がれない。

　霧恋はアイリに向かって、悲ひ壮そうな覚かく悟ごで続けた。

「……お願いします。彼のためを思って頂いただけるのでしたら、私にご一いち任にん下さい。処しよ分ぶんは、後でいかようにもお受けいたします」

「あなたの気持ちはわかるけど、特例申請書には神木・瀬戸・樹雷様直々のご署しよ名めいもあるし、『よしなに』とのお言葉も賜たまわっています。入隊申し込みの書類にも問題はないし、親おや御ごさんからのご快かい諾だくも頂いているからねぇ」

　西南の家族からのビデオレターを思い出し、思わず美守が口元を押おさえる。

　彼女にとってあれは相当ツボだったらしく、下を向いて笑いを堪こらえるのに懸けん命めいだ。

「……となれば、あとは本人の意い志し次し第だい。それ以上の干かん渉しようはするべきではない……そうでしょう？」

　そう言うと、アイリは西南を見つめた。

「山田西南君。では最後の意志確かく認にんをします。よく考えて答えてちょうだい」

　アイリの真剣な眼まな差ざしに無言で答える西南。

「あなたは……どうしたいの？」

　西南の横顔を、祈いのるような目で霧恋が見つめる。

　その目が痛いたい。

　瀬戸が褒ほめてくれた。

　リョーコが認みとめてくれた。

　雨音が歓かん迎げいしてくれる。

　だが……霧恋は褒めてくれなかった。その事実が、西南に訳わけの分からない苛いら立だちを覚えさせる。

　誰だれの思いも、無にしたくなかった。

　誰の気持ちも、裏うら切ぎりたくなかった。

　だがそんなことはどうでもいい──自分の感情に噓うそをつきたくないと思った。

　数秒の沈ちん黙もくが流れる。

　霧恋に認めて欲ほしい。保ほ護ごして欲しいわけではない。

　だから。

　だから──俺おれは、宇う宙ちゆうにいたい。可か能のう性せいを信じられるここに。

　西南は決意の目で顔を上げ、口を開いた。

　それは山田西南のＧＰアカデミー入学が、正式に受理された瞬しゆん間かんであった。




「……それはそれとして」

　私がアカデミーの案内をする、と喜々として西南を連れて行ってしまったアイリに後を託たくされた美守が、残された霧恋と雨音の顔を見やる。

「雨音・カウナック。今回はこういう形で決着がついたけれど、あなたが不注意だったのも事実。よって、認にん証しよう要よう請せいのあった一級刑けい事じへの昇しよう格かくは見送ると決定しました」

「美守先生!?　そんなのってないですよ！」

「あります」

　美守はピシャリと言い放つ。

　一級刑事と二級刑事では、待たい遇ぐうや捜そう査さ権けん限げんに雲うん泥でいの差がある。

　雨音は実じつ績せき的には一級に認証されても不思議はないのだが、いかんせん豪ごう快かいすぎる性せい格かくによる些さ細さいなミスによって、過か去こ数回にわたって認証要請を見送られていた。

　まあ一説には、単たん独どく行動が可能な一級刑事に昇格させて、もしも彼女に万が一のことがあれば、ＧＰ入隊希望者が減へってしまうから──という実に現げん実じつ的な、まことしやかな噂うわさもあるのだが……。

「本来ならば再さい研けん修しゆうが必要なところだけど、代わりに辞令が下っています。ＧＰアカデミーの講こう師しを担たん当とうして、十分反はん省せいなさい。期間は無む期き限げん。実じつ務む現場に戻もどる時期は講師としての態たい度どと働きに応おうじて決定されます」

「ちょっ、ちょっと待ってください、無期限って……！」

「よろしくね、雨音先生」

　穏おだやかではあるが有う無むを言わせぬ美守の言葉に、雨音は引き下がるしかなかった。

　だが、身体は素す直なおに引き下がっても心はそうはいかない。

（なんでなんでなんでなんでなんでなんでなんでなんでなんでなんでなんでなんでなんでなんでなんでなんでなんでなんでなんでなんでなんでぇ！）

　そう連れん呼こするほどむかっ腹ぱらが立つ。

　出ていく際さいにささやかな逆ぎやく襲しゆうとして、ドアの陰かげでアカンベーをしたのだが──。

「美兎跳と一いつ緒しよにトイレ掃そう除じの方がいいかしら？」

　無期限講師の罰ばつなんて生やさしい。美兎跳と一緒のトイレ掃除は、へたをすれば無期限宇宙放ほう浪ろうへのご招しよう待たい。それに巻まき込こまれてマジでいまだに行方ゆくえ不明の人間がいるのだ。

「しっかり、講師の方を務つとめさせて頂いただきます！」

　雨音は張はり切って敬けい礼れいをし、逃にげるようにドアの外へと飛び出した。

　そう、まだまだ娑しや婆ばには未練がある──厭えん世せいの世よ捨すて人になるにはまだ若わかい。




　先程の雨音と同様に、アイリに腕うでを組まれて引きずられて、ＧＰアカデミー入学の手続きをしに事務本部へと向かいながらも、西南の心は浮うかなかった。

　確たしかに彼女も目立つ女じよ性せいの部類だ。霧恋と雨音のおかげでさんざん感じ慣なれた、例の刺ささるような視し線せんもある……とりあえず雨音ほどではないにしろ、アイリにもれっきとした趣しゆ味み人じんのファンクラブがあることも分かった。

　──だがしかし。

　問題は、道行く人々の大部分が『久ひさ々びさの生け贄にえ』とかひどく物ぶつ騒そうなことを口走りつつ、こちらを見て苦く笑しようしているという点だ。

　霧恋たちの時とは明らかに反はん応のうが違ちがう。運の悪さに同どう情じようされているような……。

（あれ、待てよ……？）

　運が悪くて注目されているのなら、いつもと同じである。

　なんだそうか。じゃあ問題なし！　忘わすれよう。もっと悩なやむべき問題はある。

　そう、本当に悩むべきこととは……。

（……やっぱあの瞳ひとみ……だよな……）

　自分の意い志しを通し、憧あこがれの宇宙にいられることになったのに、胸むねの中にはモヤモヤしたものが残る。むろん、西南にはそれが何なのかわかっていた。

　これまで見たこともないような、悲しそうな霧恋の瞳のせいである。

　ケガをして心配させることはままあっても、純じゆん粋すいに悲しませたことは初めてだった。

　──でも……帰るとは言えない。

　言えるはずもない！

　だが分かって欲しい…おめでとうと言って欲しいのだ。

　今からでも引き返して、ちゃんと説明した方がいいのだろうか。

　そんな事を考えたその時だった。

「……彼女のことなら、しばらくほっときなさい」

　西南の心を見み透すかしたように、アイリが言う。

「えっ！……でも」

「今は言葉で説明しても無む駄だよ。あの子だって、本当はわかっているの。ただ、それを認みとめるには時間がいるのよ」

「……」

「ほら、昔から言うでしょ？　『押おしてもダメなら引いてみな』って。強ごう引いんなだけじゃモテないぞ」

「！」

　ズバッときた。西南は想おもいを完全に見透かされ、真っ赤になるしかなかった。

　だが、考えてみればアイリ理事長の言うとおりだ。幸い霧恋と同じ場所にいられるのだから、時間もチャンスも地球にいた時よりもいっぱいある。

　西南はそう自分を納なつ得とくさせると、アイリに笑いかけた。

「わかりました」

「よろしい。でもね……こうしているときに他ほかの女の事を考えるのはいけないぞ」

　組んだ腕をぎゅっと締しめる。

「いててっ」

　本気なのか冗じよう談だんなのか……まあ当然冗談なのだろうが、どうもこの女性は冗談を本気にしそうな、何かとっても危き険けんなものをその瞳に宿しているように見える。

「わ、わかりました。アイリ理事長」

「二人っきりの時はアイリ、でいいわよ。理事長って年食ってるっぽいでしょ？」

　──うわ～っ……なんかこの人、怖こわいこと言ってる！

　アイリさん、と呼よぶのは構かまわない。瀬戸同様に肩かた書がきからかけ離はなれた若さと美び貌ぼうの持ち主だし、逆ぎやくに理事長、って呼ぶと別な意味で怖い。

　どうしようかと迷まよいながら、アイリの瞳を見た瞬しゆん間かん。

「！」

　なぜだろうか。西南の脳のう裏りに、瀬戸のイメージが浮うかんだ。西南に決けつ断だんを迫せまった時に、瀬戸がかいま見せた深しん淵えんの縁ふちを覗のぞいたときのような悪お寒かんが走る。

　だがその本ほん能のうが感じた悪寒の正体を、西南が気づくのはもう少し先のことである。

「で、でもそんな、呼び捨てなんてできませんよ」

「ふむ、そうね。いきなりはよくないわね。やっぱりこういうことは、ゆっくりと時間をかけないとだめよね」

　……こういうことってどういうことなのだろうか…何か重要なことを見み逃のがしている。

　そんな西南の疑ぎ問もんの眼まな差ざしを無視するかのように、アイリが続ける。

「じゃあ、私のことはアイリさんって呼んで。ねっ♡」

「……は、はい、アイリさ……」

　西南が言いかけたその時、後ろから声が響ひびいた。

「理事長～！」

「って、なんなのよ！　どこのどいつ、二人の時間を邪じや魔まする奴やつは！」

　ぷりぷり怒おこるアイリと共に声の主を見やったその瞬間。

「……あ」

　西南は思わず、驚おどろきの声を上げていた。




「さてと、次はあなたの番ね」

　美守は、うつむき気味の霧恋を見つめた。

　二人きりになった理事長室は、霧恋の雰ふん囲い気きに支し配はいされたかのように重く感じる。

「やれやれ、そんな顔をするから瀬戸様に遊ばれてしまうのよ」

「……えっ!?」

　驚いて顔を上げる。

「西南君を追いかけて、瀬戸様に足止めをされて……ホホホ」

「あ、あれは……やっぱり瀬戸様が!?」

　霧恋は一瞬にして記き憶おくをたぐり寄よせる。

　──あの時……西南が瀬戸と遭そう遇ぐうし、水鏡に入ったその日の夜、地球から大急ぎで西南を追ってきた霧恋は第七聖せい衛えい艦かん隊たいに追いついていたのだった。




「水みな穂ほ様！」

　霧恋は慌あわてた様子で、ＧＰ艦の修しゆう理り現げん場ばへと駆かけ込んできた。

　修理の指し揮きを執とっていた水穂が笑え顔がおで迎むかえる。

　霧恋にとっても、本家柾木家の水穂は昔からの顔見知りだ。

「あら霧恋ちゃん。早かったわね」

「西南ちゃんはどこですか！」

「水鏡のゲストハウスよ……っと、ちょっと待って！」

　水穂は慌あわてて走り出そうとする霧恋の腕うでを摑つかむ。

「ねえ、もう夜も遅おそいわ。彼、瀬戸様との謁えつ見けんで凄すごく疲つかれていたみたいだから、ゆっくりさせてあげなさい」

「うっ……」

　瀬戸との謁見で疲れていると聞けば仕方がない。その理由が痛いたいほど分かる霧恋は、黙だまって引き下がるしかなかった。

「話は明日の朝にしたら？　どちらにしろ、この船の修理にはまだ時間がかかるから」

　そう言うと、水穂はボロボロのＧＰ艦に目をやった。

「ひどい……」

　つられて艦を見た霧恋が、悲ひ痛つうな声を上げる。

「……仲間同士の奪うばい合いで脱だつ落らくした海かい賊ぞく艦も入れれば、総そう数すう４８９隻。それだけの海賊に追われたのだから仕方がないわ」

「そんなに!?」

　霧恋の顔が青ざめる。

　──よく助かったものだ。

　小さい時から見てきたから分かる、西南の危き険けん回かい避ひ能力の高さは本物だ。

　悪運ゆえ災さい難なんに巻き込まれることは多くても、致ち命めい的な怪け我がは決して負わない。その状じよう況きようで最さい善ぜん以上の怪我だけで済すむ──不幸中の幸い──が彼のもう一つの能力だ。

　だがその「幸い」も、不幸の分母が大きければ、たとえ最善ですら命が危あぶないことだってある。霧恋の目の前の状況は、そんな悪あく夢むが具現化した現あらわれであった。

　西南が生きていられたのは、ほんのちょっとした偶ぐう然ぜんなのである。

「水穂様。寝ねている間に連れて行きます」

「……西南君、嬉うれしそうだったわよ。宇う宙ちゆうに上がれて」

「！」

　静かに言い放った水穂の一言に、霧恋がハッと身体からだを硬こう直ちよくさせる。

　──そう。西南は、幼おさない頃ころから星を見るのが好きだった。

　月を見ながら『あそこに行ってみたいな』そう呟つぶやいたのが印象的だった。

　西南が自分の希望を語ることは珍めずらしい。その不幸さゆえ、自分の将しよう来らいやしたいことが希き薄はくなのだ。だからその一言が彼と、そして霧恋にとっての宝たから物もののような気がした。

　──だが、だがしかし。

　姉として、保ほ護ご者しやとして、絶ぜつ対たいにこれを認みとめるわけにはいかない。

「……いいんです。西南ちゃんに恨うらまれたって、これだけは……」

「まあ、まだ時間はあるわ。明日の朝、説得してみたらどう？　無理に記憶消去すれば、彼の運の悪さから考えてどんなことが起きるか分からないし」

「そ、それは……」

　霧恋は口ごもった。寝ている間に連れ帰って、西南が気づかないうちに記憶消去することは出来る。だが、水穂の言うとおり西南の不運からしてそれは危険だった。

「ちゃんと説得して、彼が納なつ得とくしてからの方が消去もうまく行くんじゃない？」

「……そう、ですね……」

「じゃあ霧恋ちゃん、お願い！　捕ほ縛ばくした海賊のデータ処しよ理り手伝って。もう大変なのよ、何しろあの数でしょう？」

　手を合わせて頼たのまれては、断ことわり切れない。それに、どうせ西南が目を覚ますまでは時間が空いてしまったのだ。

　かくして、霧恋は徹てつ夜やの突とつ貫かん作業をしているうちにいつの間にやら眠ねむってしまい、気がついた時にはすでに西南とＧＰ艦は出航した後だったのだ。

　それからも霧恋はどうしても西南に追いつけなかった。

　最後の手しゆ段だん、とアカデミー外周リングで捕つかまえるはずが、あのニアミス騒さわぎ。慌あわてて医い療りようルームに行こうとすれば、聞いたところとは全然別の場所に入院している。ようやく西南のいた部屋にたどり着けば、たった今退たい院いんしたところで……という具合。結局捕まえたのが、自分の本来の職しよく場ばである入管だったというわけだ。これも、かなり強ごう引いんに整理番号を操そう作さした結果である。

　で、このすれ違ちがい全すべてが、西南の運の悪さと瀬戸の手によるものだったのだ。




　美守の前で、霧恋はグッと唇くちびるを嚙かんだ。

「どうしてみんな、西南ちゃんのことを……」

　悔くやしそうに拳こぶしを握にぎりしめる。納得がいかない。よってたかって、西南を危き険けんな目に遭あわそうとするのは何な故ぜなのだ。霧恋は憤いきどおりで涙なみだがこぼれそうになった。

　そんな霧恋に、美守が優やさしく声をかける。

「霧恋さん。あなたが西南君のことを昔から弟さん同様に可愛かわいがっているのは分かるけれどね。彼だって、いつまでも子こ供どもじゃないのよ」

「！」

　その言葉は、霧恋が避さけようとしていた事実だった。

　──可哀かわい想そうで、可哀想で──

　頭の中に自分自身の声が響ひびく。その幼おさな子ごを守ろうと決心した彼女が創つくった、小さなゆりかごの世界。それがいつしか霧恋の心の全てとなっていた。

　──この子は私が守る──

　霧恋にとって、幼子は自分が抱だきかかえられる存そん在ざいでなければならなかった。どんなに大きくなっても、そうでなければならない。自分の創ったゆりかごから、出ていってはいけないのだ。

　──この子は、私のだ！　この子にはゆりかごが必要なの！──

　だがそうではない。真にそのゆりかごを必要としているのは、幼子ではない。

　……霧恋なのだ。

「……っ！」

　霧恋は、心の底から湧わき起こった考えを頭かぶりを振ふって追い払はらう。今の彼女に、それを認みとめるだけの余よ裕ゆうはなかった。そして、そこから先のことも……。

「美守先生、私は……」

「あなたにも辞令が出ています。雨音さんと同じＧＰアカデミーの講こう師しよ」

「は……？」

「まっ、しばらくは彼の成長を手助けしてあげなさい。そのためにはこれはいい人事でしょう？」

「み、美守先生!?」

「文もん句くは受け付けないわよ。それと瀬戸様から伝言。『しっかりしごいて、男にしてあげるように』。ホホホ、なかなか意味深な言い回しよね」

「し、しっかり……って……」

　霧恋は顔を耳まで真っ赤に染そめ、うつむいた。

　そして気づいたのである。瀬戸の罠わなに、ズッポリはまっていることに。




　西南とアイリの前に現あらわれた「声の主」は、ワウ人の女じよ性せいだった。

　ワウ人とはＨ型人類、つまり地球人型ヒューマノイドとはやや外観を異ことにする種族で、いうなれば猫ねこのようなライオンのような、そんな感じの顔立ちが特とく徴ちようである。

　西南の驚おどろきは、彼女の姿すがたに対してのものだった。

　偶ぐう然ぜんではあるが、ここに来るまで別べつ形けい態たいの宇う宙ちゆう人じんとは出会っていなかったのだ。

「紹しよう介かいするわ、エルマ。ＧＰアカデミーの新入生、山田西南君よ」

「山田……ああ、例のあの」

　そのワウ人の女性、エルマは興きよう味み深そうに西南を見た。今の反はん応のうからすると、アカデミーの中で西南のことはだいぶ知れ渡わたっているらしい。

「なるほど、地球の方ですものね。私を見てびっくりするのも無理ないわ」

「……ご、ごめんなさい」

　西南はエルマに頭を下げる。いくら初めてだからといっても、女性の顔を見て驚くことが失礼なのは西南にも分かる。

「ありがとう、謝あやまって下さるのね」

　そう言うと、エルマは親愛の情じようを示しめすように西南に頰ほおずりをした。

　やはりどこか猫的なその仕草は、くすぐったいが気分の悪いものではない。

「……？」

　と、その時何かが西南の記き憶おくをつついた。

　エルマと出会うのが初めてではないような感覚を覚えたのである。

「あの……もしかして、どこかでお会いしましたっけ……？」

「えっ？」

「あ、すみません、そんなはずないですよね。ワウ人の方とは初めてですし……」

　不思議そうな顔をしていたエルマだが、にっこり微笑ほほえむとこう切り返す。

「うふふ。デートのお誘さそいなら、いつでもお受けしますよ」

「え……えっ？」

　確たしかに、よく考えると下手なナンパのようなことを言っている。

　慌あわてる西南をよそに、エルマはアイリと二言三言事じ務む連れん絡らくをかわすと、彼に手を振って通路の向こうに立ち去っていった。

「……なかなかやるねぇ、西南君や」

　ムッとした表ひよう情じようでアイリが言う。

「ち、違ちがうんですよ、ホントにどこかで会ったような気が……」

「わたしがせっかくアカデミーの中を案内してあげようと思ったのに、やっぱり西南君はエルマみたいな若わかいコの方がいいのよねぇ～～。どうせわたしなんか…」

　アイリはわざとらしくいじけたポーズをとり、わざとらしく大きな声で言う。顔は背そむけながらも、ときどき威い嚇かくするように横目で西南を見ることも忘わすれない。

　この状じよう況きようで、西南の言えるセリフはひとつだった。

「そ、そんなことないですよ。俺おれ、アイリさんに案内してもらいたいです……」

「無理しなくてもいいのよぉ。なんだったらエルマに頼たのんであげてもいいけどぉ」

　この人、絶ぜつ対たいいいなんて思っていない。

「無理なんかしてません」

「……ほんと？」

　悲しげに西南をみるアイリは………恐おそろしいことに可愛かわいかった。

「は、はい」

　真ま面じ目めな顔で真しん剣けんに頷うなずく。誠せい心しん誠意──女心をくすぐる巧うまいセリフ回しができない少年にはこれしかない。

「じゃあ最後までつき合ってね」
















「もちろんです」

　アイリはにんまりと笑う。

「嬉うれしいわぁ。アカデミーをまともに回ろうとすると、ざっと見るだけでも三、四年、じっくり腰こしを据すえてたどれば二百年ほどかかるから、今まで誰だれもつき合ってくれなかったのよねえ」

「はあ!?」

　聞き間ま違ちがいか？　何やら空恐ろしいことをあっさりサラリと口にする。

「以前、アカデミーの全施し設せつを探たん訪ぼうするという壮そう大だいな企き画かくを立てたバカ番組があってね。それ、かれこれ三百年経たった今でも現げん在ざい放ほう映えい中ちゆうだもの。それに、仮かりに全施設回れたとしても新しいものが毎日のように生まれてるし、一度訪たずねた場所だってどんどん建て変わるから。完全放映は永えい遠えんに無理でしょうね、ハッハッハ！」

「ちょ、ちょっと待ってください。あの、あちこち廻まわるのはいいんですが、アカデミーの授じゆ業ぎようとか、いろいろとありますし……」

　西南はアイリの機き嫌げんを損そこねぬよう、控ひかえめに言う。

　案内だけで一生費ついやされては何のために来たのかさっぱりである。

「大だい丈じよう夫ぶ！」

「何がです？」

「理事長の私がいいって言ってるんだから、授業なんかどうでもいいのよ！」

　自分の存そん在ざいを否ひ定ていするような内ない容ようを、さも当然とばかりな口調だ。

「アイリさん……俺、一いち応おうＧＰ隊員になりに来たんですけど」

「チッ、細かい奴やつめ。うーん、それじゃあ、とっておきの『穴あな場ば耐たい久きゆう一か月コース』でいこうか！　ちょっとばかり体力的にキツイかも知れないけど有名ポイントは全部押おさえられるし、近道するのに得体の知れない毒を持った生物がウヨウヨいる底なし沼ぬまとか通るから楽しいわよ！」

「ア、アイリさん、さすがにちょっとそういうのは……」

「……何よ…ひどいわ、西南君。さっき一生面めん倒どう見てくれるって言ったじゃない」

「言ってません」

「全部回りきるのに何百年もかかるんだから、最後までってことはつまり一生一いつ緒しよってことでしょ！　ウソつくなんてひどい、ひどいわ西南君！」

　タチの悪い詐さ欺ぎに引っ掛かかった気分だ。しかも大人の女じよ性せいのくせに、いじける仕草が可愛く感じてしまうからスッゲー悪あく質しつである。

「わ、わかりまし……」

　ああ、万ばん事じ休きゆうす。その異い常じようなまでの引力に抵てい抗こうできず、今まさに西南宇う宙ちゆう船はアイリブラックホールへ飲み込まれようとしていた。

　だが、アイリは外見は若く美しくても精せい神しん年ねん齢れいは立りつ派ぱなオバハン……しかも、彼女の場合は性せい格かく的にオヤジ色が強い。その事実が、ブラックホールに小さな綻ほころびを作る。

　──「一生（いっしょう）」と「一緒（いっしょ）」──

　偶ぐう然ぜんか、本ほん能のうか……先程自分が口にした言葉に封ふうじ込められていた「オヤジギャグ」というどうしようもないモノが、アイリの脳のう裏りを駆かけめぐった。

「プッ……クックック……一生一緒、クフフ……」

　自分の言った言葉にはまって笑っているのだから世話はない。

　おかげで西南はアイリの引力から脱だつし、自分を取り戻もどすことに成功したのである。

　完かん璧ぺき？　だったアイリの戦せん略りやくは、自みずからのミスで敗れたのだった。

「……ふぅ」

　安あん堵どのため息をつき、さっさと行こうとした西南の肩かたを、アイリが凄すごい力でガッシと摑つかむ。

「こうなったら無む理り矢や理りにでも連れて行くわ！　もう私たちにはそれしかないもの！」

　──もう何がなんだか分からない。それしかないって何？

　ワケが分からないながらもアイリの表ひよう情じようは悲ひ壮そう感かんに満ちていて、なんだか連れて行かれたら最後、「愛の逃とう避ひ行こう・死の旅路」というイヤな昼メロの如ごときタイトルテロップが、北の海をバックに映うつし出されている幻げん視しが浮うかぶ。

「お願い、ねっ？　私たちはもう戻れないのよ、西南さん……」

　女じよ郎ろう蜘ぐ蛛もの糸──もとい、意図に絡からめ取られようとしたまさにその時。

「アイリ理事長、山田西南君の特例事じ項こうの書類にサインをお願いしたいんですが」

　いつの間にかたどり着いていた事じ務む局きよくで、いつの間にか周りをぐるりと取り巻まいてアイリと西南の小こ芝しば居いを見ていた職しよく員いんの一人が声をかける。

「わかったわ、すぐ行きます」

　まるでチャンネルを切り替かえるように、瞬しゆん間かん的にアイリは「厳げん格かく理事長さんいらっしゃい」という番組に切り替わった。

　声をかけた職員が西南に意味ありげな視し線せんを送る。アイリに任まかせていたらどうなるか予見していた美守校長が、適てき当とうな所で止めるように申し伝えていたのだった。

「じゃあ、手続きも済すませてくるわね！　続きはまたあとで」

「続きって……」

　啞あ然ぜんとする西南を残して、アイリはたりらりらと鼻歌混じりで駆かけ出していく。

「あの人、世話好きだからね」

　職員が西南に話しかけてくる。

「そういうレベルじゃなかったような気がしますが……」

「君が気に入ったんだろうなあ」

　遠巻きにしていた他の職員たちも西南の周りへと集まってきた。

　彼らは多種多様の種族で構こう成せいされていた。地球人と似にた感じのＨ型。エルマ同様のワウ人系けい。それから機械のような、あるいは本当に機械なのかも知れない人や、全身が緑色の人もいる。

　表情の分かりやすいＨ型の人々は、アイリ台風の直ちよく撃げきを受けた自分をいたわるような笑えみを浮かべていた。たぶん他の種族の人たちも同じなのであろう。もともと人の好意には比ひ較かく的敏びん感かんな西南は、これをきっかけに異い形けいの人々に親近感を──つまり同じ知的生命体として、意い識しきの中に受け入れたのだった。

「えーと……さっきのアイリ理事長のあれ…もちろん冗じよう談だん、なんですよね？」

　アイリのことについて、周りの職員に聞いてみる。

「大だい丈じよう夫ぶだよ。行き着くところまで行ったら止まるから」

「そうですか……って、行き着く所ってどこです！」

「いやまあそれは……君の場合、ずいぶんからかい易やすそうだから、最後まで……!?」

　その時、問いに答えようとした職員は……いや、西南の周りを取り巻いていた人々すべてが、ズザザザッと再ふたたび西南から距きよ離りをとった。

「？……あの……」

「君が、山田西南だな？」

　突とつ然ぜん、西南の前に人ひと影かげが立ちはだかる。

「？……はい、そうですが……」

　目の前の人物は、ピンク色の髪かみに派は手でな服ふく装そうをしていた。明らかに周りの人とは違ちがう、まぁ地球式でいえばビジュアル系といった若わかい男である。

　が、それ以上に「横おう柄へい」という言葉が服を着たような態たい度どを醸かもし出している。

　男はすぅ、と息を吸すい込むと、腹はらから声を出してこう言った。

「私は、地球人が嫌きらいだあっっっ！」

「……はあ!?」

「ＧＰアカデミー入学前にも拘かかわらず、大たい層そうな手て柄がらを立てたらしいが……私はそんなに甘あまくはないぞ！　ド辺へん境きようの地球人ごときに、栄光あるＧＰは務つとまらん！」

　ビシッと西南を指さしながら絶ぜつ叫きようする。

　──わけがわからない。この人はいったい誰なのだろうか。

「あの、どちら様で……」

　恐おそる恐る西南が訊たずねる。

　だがその男は人の話を聞かないタイプらしく、まるで自分に酔よっているかのようにとうとうと言葉を続けた。

「いいか、地球人！　ＧＰとは華か麗れいで洗練されたハイソでハイレ～ベルな組そ織しきだ！　何しろこの私がいるんだからな！　貴き様さまが何を勘かん違ちがいしているのかは知らんが、ド辺境地球人如きはとっととド辺境の総そう本ほん山ざんたる地球に逃にげ帰って……ンガ！」

　が、こん。

　男の動きが止まる。

　後頭部に、アイリが振ふり下ろした分ぶ厚あついファイルの角がめり込こんでいたのだ。

「新入生を威い嚇かくするな、馬ば鹿か者もの！」

「これはこれは、アイリ様。いつも変わらずお美しい」

　男は後頭部にでかいコブを作ったまま、恭うやうやしくお辞じ儀ぎをする。我が慢まん強づよいのか鈍どん感かんなのか、その姿すがたは間違いなく優ゆう美びなのだが、どこかが微び妙みようにマヌケだ。

「地球人が、なんだって？　もう一回言ってごらん」

「はて、私が何か言いましたかな？　はっはっは、ではこれで失礼！」

　そう言うと男はバッと扇せん子すを広げ、口元に当てて西南に振り返った。

「では、西南君。明日からの授じゆ業ぎようを楽しみにしているよ。ふっはっは、はっはっは、はーはっはっはっはっはっはっはっは！」

　バカ笑いをしながら去っていく男の後ろ姿は、なんともいえずバカだった。

「誰なんですか、あの……ヘンな人？」

　さすがにそう形けい容ようするしかない。

「ＧＰアカデミーの教きよう師しよ」

「先生……ですか？」

　西南は愕がく然ぜんとした。道理で授業がどうこうとか言っていたはずだ。

「天てん南なん静せい竜りようっていってね。樹雷皇おう族ぞくのお姫ひめ様さまの婚こん約やく者しや候こう補ほにまでなったんだから、実力は申し分ないのよ。……まぁ、もともとちょっと変わった言動はしてたんだけどね……」

　アイリは苦く笑しようする。

「よく『ナントカと天才は紙かみ一ひと重え』って言うでしょ？　その微妙なバランスが取れてるうちはよかったんだけれど。……天地ちゃんとの決けつ闘とうで負けて地球人嫌いを公言するあたりから、ナントカ専せん門もん、お笑いコメディアンと化しちゃったのよ」

　西南はハッとする。いま確たしかに、天地と言った。

「なかなか面おも白しろいキャラになったから、私はけっこう気に入ってるんだけどね。まぁ、そんなに害はないから安心して。君にはときどき突っかかってくるとは思うけど、適てき当とうにボケるなりツッこむなりして、構かまってあげてればいいから」

「あの、それより天地ちゃんって、やっぱり柾木天地先せん輩ぱいのこと、ですよね……」

　あまり関かかわり合いたくないバカのことより天地だ。

　そう言えば、アイリも「柾木アイリ」と名乗っていた。

「……いったい、どういうことなんですか？」

「瀬戸様にもちょっと聞いたと思うけど……じゃあ、もう少し詳くわしく話しましょうか」

　アイリはひとつ咳せき払ばらいをして、樹雷とアカデミー、そして天地や霧恋にも関わってくる壮そう大だいな話を始めた。

「樹雷……はわかるわよね。瀬戸様たちの住む星。この銀ぎん河がで最強の軍事力を持つ国家なの」

「それは聞きました」

「そう。それでね、樹雷の皇族には四大皇家と呼よばれる四つの家が存そん在ざいするの。瀬戸様の神木家、それに天木家、竜木家、そして、我われ々われ柾木家よ」

「柾木……」

　突とつ然ぜんに聞いたら信じられないようなそんな話も、ここまで体験してきたことに照らし合わせれば納なつ得とくがいく。

「西南君。天地ちゃんのお祖じ父いさん、って会ったことある？」

「はい、よく知っています」

　子こ供どもの頃ころは、神社が遊び場だった。よく叱しかられたし、よく階かい段だんから転げてお世話にもなった。畑で取れた果物くだものを食べさせてもらったことや、一いつ緒しよに竹とんぼなどをして遊んだこともある。

「彼が、今の樹雷皇・阿あ主ず沙さ様の息子むすこなの。本名は柾木・遙よう照しよう・樹雷。今は地球名、柾まさ木き勝かつ仁ひとなんて名乗ってるけどね」

「あのお爺じいさんが……？」

　樹雷の皇族と言われてみれば、なるほどそんなに違い和わ感かんはない。そしてその皇家の血を受け継ついでいるのが、天地ということになる。

　それはすなわち、天地が樹雷皇の直ちよつ系けいの子孫ということだ。

　だが西南の中で、どうしてもあの天地と瀬戸たち樹雷のイメージが結びつかない。あまりに天地は身近な存在過すぎるためであろう。

「それじゃあ、霧恋さんたちは……？」

「彼女たちも、分家ではあるけれど遙照殿どのの末まつ裔えいに当たるわ。霧恋ちゃんや海君だけでなく、あの村に住む人は多かれ少なかれ、みんな遙照殿の血を引いているの」

　なるほど、と思う。霧恋たちの会話の中で、何度か「西南は純じゆん粋すいな地球人」という単語が出てきたのはそのためだったのだ。海の村は今でこそごく普ふ通つうだが、戦前はかなり閉へい鎖さ的な村だったと聞く。確かに全員が正木姓せいで宇う宙ちゆう人じんの子孫ならば、それも納得がいく。

「なんか……すごいです。そんな近くに宇宙人がいたなんて」

　海の村の人々の顔が頭をよぎる。あの人たちがみんな、宇宙人なのだ……西南はどういうわけか、妙みようにワクワクした。

「海って、けっこう迂う闊かつなヤツなのに、そんな素そ振ぶりはこれっぽちも見せなかったな」

　思い出したように西南は訊きいた。毎日のように顔を合わせ、互たがいのこともほとんど知っている海だが、そんな素振りは一いつ切さい感じたことはない。けっこう口が軽いアイツにしては相当のトボケぶりである。

「いいえ。あの村の子供たちには、この事実は成人するまで教えられないの。ごく普通の地球人として育てられるのよ」

「じゃあ海は自分が宇宙人の子孫だって知らないんですか？」

「知らないわよ。あのね……あそこはね、村ぐるみでいろいろな趣しゆ向こうを凝こらして、子供たちにいきなり真実を教えて楽しんでるの。誰だって、いきなり宇宙に連れ出されたり、両親がごく普通に宇宙船から降おりてきたらびっくりするでしょ？」

　それはそうだ。西南自身、宇宙にいると知ったときの驚きよう愕がくは今も忘わすれがたい。

「だから西南君も、地球に帰る時があっても海君には何も言っちゃダメよ。面白い趣向だったら、君も素知らぬ顔で仕し掛かけに参加してみれば？」

　そう言って、アイリは悪戯いたずらを企たくらむ子供のように笑う。

「なるほど……」

　確かにそれは面白そうだ。

〝その時〟がいつかはわからないが、霧恋と一緒に仕掛け人になるのもいいだろう。海がどんな顔をするのか想そう像ぞうし、西南は顔をほころばせた。

「ところで……アイリさんは、柾木家のどのへんの血けつ縁えんなんですか？」

「私？　私は……もともと柾木の人間でも何でもないの。ただ……」

　アイリは、今までとはうってかわったように頰ほおを赤らめ、言葉を濁にごす。

「……その遙照殿が、私の旦だん那なだっていうだけのこと」

　ほころぶ口元に当てた手に、エンゲージリングが光る。

「ああ、そうだったんですか……」

　なるほど、つまり。

「……アイリさんは、天地先せん輩ぱいのおばあさんだったんですね！」

「おばーさん言わない！」

　即そく座ざに、鬼おにの形ぎよう相そうでのツッコミが轟とどろいた。

「すみません！」

「い～い、西南君！　私みたいな若わかくて美しい女じよ性せいが、おばあさんって言われて嬉うれしいわけないでしょう？　ん？」

　アイリは突然、肩かたに手を廻まわして擦すり寄よってくる。

　自分で若くて美しいなんて、と軽くツッコミを入れてかわしたいが、言ってることは事実なのでそれもできない。それよりこのままでは先ほどの続きに発はつ展てんしかねない。

（アイリさん、旦那さんがいるんだから……って待て待て。母さんがよく見ているドラマじゃ、旦那の存そん在ざいって、さほどブレーキにならないもんな。それよりも何か……）

　西南はとにかく話題を変えようと、必死で記き憶おくをたぐった。

「……そうだ。あ、あの、瀬戸様の船で、柾木水穂って方とお会いしましたけど、あの人はどういうご関係で……」

「あ、そう？　あの子、私の娘むすめなのよ」

　アイリはパッと身体からだを離はなして話し始める。巧うまく軌き道どう修しゆう正せいができたようだ。

「いい子なんだけど、なかなか結けつ婚こんしてくれなくてねぇ～。んでね、こないだも……」

「は、はあ……」

　──巧うまく軌道修正ができたのはいいが、どうやら母親の愚ぐ痴ちを延えん々えん聞かされる羽は目めとなったようだ……まあ、怪あやしげな耐たい久きゆう探たん検けん不ふ倫りん旅行になるより遥はるかにましだ。




「さあ、着いたわ」

　西南が次に案内されたのは、アカデミーの衣料局と呼よばれる場所だった。その名の通り制せい服ふくや各種装そう備び品ひんを支し給きゆう・調整してくれるところである。

　さっそく西南は、ＧＰの制服に袖そでを通すことになった。

「意外と……地球の服と変わらないものですね」

　今まで見てきた一いつ般ぱん人じんの服装も、地球で見たようなデザインだった。銀色のピッタリしたスーツなどを着ている人は見なかった。いま着ている物も、服の肌はだ触ざわりこそ上じよう質しつだがごく普ふ通つうの服だ。

「サイズはすべてフリーで、服に付けられた調整ボタンを押おせば勝手に体型に合わせて伸しん縮しゆくしてくれるわ」

「そういうところは確たしかに未来のテクノロジーって感じですね」

「最新のものでは、身体の回りに特とく殊しゆなエネルギー体のナノ力場を発生させる、なんてのもあるわ。プログラムひとつで色やデザインから質感を自在に変えられたり、発はつ汗かんの吸きゆう収しゆう放出の調整やら医い療りようコントロールまで備そなえている、西南君の持ってる『服』の概がい念ねんとは全く違ちがうものがね。そうね、機き能のう的には大型のロボットに乗るのに近いかしら」

「そんなものが……さすがにそこまで行けば凄すごいけど…」

「そうね、たいていの人は普通の布ぬの地じで作られた、地球と同じようなものを着るわ。色とかデザインはてんでバラバラだけどね」

「その……なんとか力場の、ロボットみたいなのはみんな着たがらないんですか？」

「便利さが必ずしもベストではないからね」

　西南への装備品をチェックしながらアイリが答える。

「食事なんかもそうだけど、必要摂せつ取しゆ量りようが的てき確かくに取れるからって言って、錠じよう剤ざいひとつで済すませてしまうなんて味気ないでしょ？　やろうと思えばいくらでも可か能のうだけど、それよりちゃんと材料から調理したものを食べる方が楽しいもの。作るのだって楽しいし」

「それはそうですね」

「不便さを楽しむって言えばいいのかな。効こう率りつ優ゆう先せんじゃなくて、みんな『潤うるおい』みたいなものを求めてるのよ。もっともこれも流は行やり廃すたりだから、また段々と便利優先、時間節約至し上じよう主しゆ義ぎ、みたいなことになるかも知れないけど」

「なるほど……」

　西南はがっかりしたような、ホッとしたような気分になった。

　極きわまったテクノロジーへの憧あこがれという面では服もすごいのを着てみたいし、食べ物も地球とは全然違うものを味わってみたい気もする。だがアイリの言うとおり、そんな生活もずっと続けば退たい屈くつなものだろう。

　郷ごうに入れば郷に従したがえとは言うが、生活環かん境きよう、特に食生活はあまり変わらないならそれに越こしたことはない。

　納なつ得とくしつつ、制服の着き心地ごこちを確かめていると、不意に手が何かのスイッチに触ふれた。

「え……？」

　きゅううううん。

　軽けい快かいな音を立てて、制服のサイズが調整されていく。

　いや、これは調整ではない。明らかに、限げん度どを超こえて収縮している！

「あ、あの、ちょっと、アイリさん！」

　制服の受じゆ領りよう書しよにサインをしに行っているアイリを呼よぶが、聞こえない様子だ。

　その間にも、制服は西南の身体を締しめ上げていく。

（……ああ、お花……畑が…………）

　西南の視し界かいが、ブラックアウトした。




　さて、西南がお花畑の散さん策さくをしていたその頃ころ。

　雨音・カウナックは、購こう入にゆうしたばかりのＧＰアカデミー近くのペントハウスで初めての食事を摂とっていた。新しい家具も一通り揃そろえられ、新生活の準じゆん備びは万ばん端たんである。

「しっかし、アカデミーの先生とはねぇ……」

　力場マネキンに着せた講こう師しの制服をちらりと見やる。

　顔立ちと家いえ柄がらに似に合あわない豪ごう快かいな性せい格かくの雨音にとって、事じ件けん現げん場ばは最も性しように合う職しよく場ばだった。それが、無期限で講師である。彼女にとっては大だい左さ遷せんといえる人事だ。

　──アイリ様には、ああ言ったけど──。

　勘かんのいい雨音なのに、なぜ西南が地球人だと見み抜ぬけなかったのか……それ以前に何な故ぜそのことに考えが及およばなかったのか？

「……まあ、済すんでしまったことは、仕方がないわ。ハッハッハ」

　物事はやはりポジティブに考えよう。西南の先生というのも悪くない。何しろ……。

「ぷくくっ……霧恋のやつ、西南ちゃん、だって」

　普ふ段だん、くそ真ま面じ目めで堅かたいイメージしかない霧恋の意外な物言い。

　ＧＰアカデミーの同期で、霧恋とは当時から腐くされ縁えん的なつき合いをしてきた雨音だったが、さすがに地球での交友関係までは知るよしもなかった。ましてや、あの時天地の家で溺おぼれかけさせた少年が、霧恋がちゃん付けするほどの相手だったとは……。

　雨音は自分の迂う闊かつさに感かん謝しやし、堅かた物ぶつの霧恋をからかえる喜びに心躍おどらせた。

　さらに言えば、西南はいわば不運のエキスパートである。直感の鬼おにとして海かい賊ぞく遭そう遇ぐう率りつゼロの雨音と、不運の塊かたまりとして海賊を否いや応おうなく引き寄よせてしまう西南。この対決にも我われながら興きよう味みがある。

「それにしても……」

　雨音は溺れた西南を思い出し、そっと自分の唇くちびるに触ふれる。

　なぜあの時、咄とつ嗟さに人工呼こ吸きゆうなどしたのだろう。緊きん急きゆう用のオートボンベもちゃんと携けい帯たいしていたし、多少焦あせりはしたがそこまで動転していたわけでもない。だが気を失った西南の顔を見た途と端たん、何も迷まよわずにマウストゥマウスで息を吹ふき込こんでいたのだ。

「まあ、その方が蘇そ生せい率が高いのも確たしかなんだけど……」

　だがそれは機械的蘇生がうまくいかないときの補ほ助じよ的なものであって、最初に行う処しよ置ちではない。

「……ま、それも結果的に霧恋をからかう材料だよな」

　誰だれもいない部屋に言い訳わけのように呟つぶやくと、雨音は最近凝こっているマサラティーをぐいっと飲み干ほした。

　独どく特とくの香かおりが、口の中に広がった。




「しかしキミも……ホントに噂うわさ以上よね。サイズコントロールの暴ぼう走そうなんて、初めて聞いたわ」

　新しい制せい服ふくを支し給きゆうされた西南にアイリが苦く笑しようする。

　それこそ無限の使用例のある、ごく当たり前の一いつ般ぱん的単たん純じゆん技ぎ術じゆつ。どんな操そう作さをしようとも気き絶ぜつするなどの暴走はあり得ないし、そのような事例は初期開発時ならいざ知らず、いまだかつて報ほう告こくされたことなどない。

「すみません……」

「謝あやまることじゃないわ。少なくとも、不具合の発生する確かく率りつがゼロではないっていうデータが蓄ちく積せきできたわけだし」

　アイリは慰なぐさめではなく、真ま面じ目めに言う。

　迷めい惑わくをかけているだけではない、との意い識しきが西南の心を幾いく分ぶん軽くしてくれた。

「さて、あとは規き格かく適てき性せい検けん査ささえ受ければ終わりなんだけど……ちょっとここまで時間かけ過すぎちゃったわね」

　アイリの言うとおり、辺りはやや薄うす暗ぐらくなっている。

「仕方ない。アカデミーの案内は、明日以い降こうってことにしましょうか」

「でもさっき、あの人が明日から授じゆ業ぎようだって……」

「ああ、静竜君のこと？　いいのいいの、授業は各自の能のう力りよく差さと理り解かい状じよう況きようによって進むんだから、少々遅おくれたって大だい丈じよう夫ぶ！　せっかく宇う宙ちゆうに来たんだから、満まん喫きつしなくちゃ！」

　言いながら、アイリはばんばんと西南の肩かたを叩たたく。

　西南が心の片かた隅すみで思ったことを、誰かの声が代だい弁べんした。

「教育者のお言葉とは思えませんね、アイリ様」

　声の主は、呆あきれ顔の美守であった。

「あれ、美守先生？　どうしてここへ？」

「どうしてじゃありませんよ。寮りようの方から、西南君がまだ到とう着ちやくしないけどどうなってるのか、って問い合わせが入ったから捜さがしに来たんじゃありませんか」

「まあまあ、堅かたいこと言いっこなし！　寮の方には、私からちゃんと伝えておくから」

　悪びれないアイリの態たい度どに、美守は小さくため息をつく。

「どうしてこう、アカデミーのトップは瀬戸様みたいなタイプが多いのかしら……」

「伝でん統とう…ってやつじゃない？　……でもお互たがい様でしょう？」

　含ふくみありまくりのアイリの微笑ほほえみに、美守も笑みで返す。

（……怪かい獣じゆう同士の戦いに巻まき込まれるのって、こんな感じなんだろうな……）

　この時、なんとなく感じた印象がまさに的確であったと、この時の西南が知る由よしもなかった。




　西南が寮へと案内されたのは、それからまもなくのことだった。

「というわけで、私はここまで。男子寮は女子禁きん制せいだからね」

　寮の敷しき地ちギリギリまで送ってくれたアイリが、パチンとウインクする。

「いろいろ、ありがとうございました。あと、これからもよろしくお願いします」

　改めて頭を下げる西南に、堅かた苦くるしいからやめて、とアイリが手を振ふる。

　どうにもこうにも、こういうのが苦手な人らしい。まあ、西南にとっては気楽につき合えるから多少は気がラクというものだ。

「あ、そうそう。言っとくけど、寮は個こ室しつじゃないからね。いくらＧＰ期待の星でも、そういう部分での特別扱あつかいはナシよ」

「分かってます。俺おれ、何も分からないからいろいろ教えてもらわないといけないし……。ルームメイトがいる方が、心強いです」

　西南の口ぶりに、アイリは「立りつ派ぱに育ってこの子は」と泣いた。ちなみに、アイリに育てられた記き憶おくはこれっぽっちもない。

「辛つらかったらいつでも帰ってきていいのよ。ハイ、これうちの鍵かぎ」

　頰ほおを染そめ、とんでもないことを口走る。

「じゃあ俺、ここで……」

　これ以上ここにいたら何をされるか分からない。とっとと踵きびすを返し、寮に向けて早足で歩き出す。

「それじゃ、また明日。バッチリ案内してあげるから、楽しみにしてなさいね」

　後ろから聞こえた、ヤバげなセリフに思わず振り返る。

「明日は入学式です！」

　きっぱりと言い返す。こういうことはハッキリさせないといけない……相手が聞いてくれればだが……。

「聞こえない～聞こえない～きーこーえーなーいーっ！」

　アイリは子こ供どものように耳を手で塞ふさいでおどけたあと、にっこり微笑んで手を振った。

「じゃあおやすみ、また明日、絶ぜつ対たいだからね」

　一方的なセリフを吐はいて、アイリは車を急発進させた。

「ちょっと！　何度も言うように明日は……！」

　夕日に照らされたハイウェイを爆ばく走そうし、あっという間にアイリの車は見えなくなった。

　見送ってから、西南はふぅっとため息をつき、微笑む。

　振り回されているが、全く嫌けん悪お感かんがないのだ。

「……それにしても、地球に居いた時とあんま変わらないな……」

　霧恋もいる。

　雨音もいる。

　アイリもエルマも、それからたくさんの心優やさしい人もいる。

　んでもって相変わらず運は悪そうだ。

「……よし、やってみるか！」

　自分に言い聞かせるようにそう言うと、西南は寮の中へと入っていった。

「明日はアイリさんに見つからないようにしないとな！」

　少しの不安と、大きな大きな期待が、駆かけ出す彼の心を支し配はいしていた。





──山田西南、地球人。地球年ねん齢れい十五歳さい。

　　本日付けで、ＧＰアカデミー新入生として登録完かん了りよう。

　　特とく徴ちよう・特とく技ぎ・特とく殊しゆ能のう力りよく・ウィークポイント、いずれも『不運』──










【天地無用！ＧＸＰ　第一巻・了】









　　あとがき







　たいへん長らくお待たせをいたしました、「天地無用ＧＸＰ」の小説版第一巻でございます。テレビアニメをやってる間に出すはずが、思えば終了してもう半年……。驚いております。びっくりです。つまり、遅くなってごめんなさい。

　アニメ版のＧＸＰでシナリオを書かせて頂いた縁えんで「ノベライズを」と頼たのまれたのですが、小説なんて生まれてこの方書いたことがないので大だい苦く戦せんでした。

　だってあんた、シナリオなら

「西せい南な、恥はずかしそうに頭をかく」

　で済むところを、小説だと

「西南はその思いをうんちゃらかんちゃらするようにおもむろに頭に手をやり、照てれた笑みを浮かべてなんたらかんたらするのだった。いわゆるかくかくしかじかである」

　なんて書かなきゃならんわけですよ。意味全然分かんないけど。

　それでもこうして立派な本になるんですから、世の中ありがたいものです。

　もっとも僕のやったことは微び々びたるもので、実際にストーリーを考え、さまざまな設定を追加し、文章を加筆してくれたのは当然梶島さんであります。本来なら、このあとがきも梶島さんが書かれるのが「スジ」というかファンサービスというか、「どっかのライターの駄だ文ぶんなんざどーでもいいから梶島氏の文章載せろやホレ」というカンジなのですが、なんちゅーかほら、こちらにもいろいろ事情がありまして。わかってよ。

　多少内容についてのご説明をいたしますと、この「ＧＸＰ１巻」は、テレビシリーズの一話～四話後半までのストーリーを追ってあります。一話につき実じつ尺しやく二十分という枠わくの中では描ききれなかったキャラクターの感情描写や、これまでの梶島天地世界と直接リンクする設定を盛り込み、本編のファンの方も、ＧＸＰからのファンの方も楽しんで頂けるのではないかと思ったり思わなかったりしております。また、この小説でＧＸＰを知ったという方はアニメ版のＤＶＤも併あわせてチェックしてみてくださいませ。宣伝。

　ひとつ裏話をしてしまいますと、このＧＸＰノベライズ、当初の予定では一巻だけで終わるはずだったんですよ。「ひとまずアニメの十話までをざっと追いましょう」みたいな。ですが、いざ一話の部分を書き上げて梶島さんが加筆したところ、いきなりこの分量。

「アニメの補ほ完かんという意味で書くのだから、ざっと追うだけでは意味がない」

　という梶島さんの意向の元に分量を気にせず書き進み、とりあえずキリのいいところで四話までを一巻に収めることになったわけです。

　あのまま分冊せずに進めていたら、今頃八百ページくらいある作品になっていたわけで、そうなるともう文庫本っていうより四枚切りの食パンかなんかですよね。角かどで殴なぐれば死にますよ、人。あとあんまり厚いと本屋さん困るしね。棚たなに入らなくて。棚っていえば文庫本とかやけにキツキツに入れてる店ありますよね。あれ困るんだ、出したはいいけど戻せなくて。まだ富士見ファンタジアとかならなんとかなるけど、某フレンチな書院文庫とかだと大変ですよ。必死になって戻そうとしてるとそれはそれでまた怪しいし。しょうがないからそこらへんに置いて立ち去ろうかと思うと隣に小こ綺ぎ麗れいなＯＬさんとか来ちゃってね。洋モノのファッション誌とか小脇に抱えちゃってんの。髪とかツヤツヤで。もうそれだけでアガっちゃって、「いやー、この本落ちてたんですよねぇ。子供が見たらどうするんだ、まったくけしからんなぁ」なんて聞かれもしないのに言ったりして。ホントどーでもいいですねこれ。

　なにはともあれ、久々の梶島天地小説であります。読み終えてしまった方は、またゆっくりご再読ください。本編を読まずにいきなりあとがきから読んでる変わり者の方は、これからじっくりお楽しみください。それでは、またひとつよろしくということで……。




　　二〇〇三年三月
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